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ま意 

HP 製品およびサービスに対する保証 
は、当該製品およびサービスにイ寸属の 
明示的保証規定に記載されているもの 
に限られます。本書のいかなる内容 
も、当該保証に新たに保証を追加する 
ものではありません。本書の内容につ 
きましては万全を期しておりますが、 
本書の技術的あるいはほ正上の誤り、 
を略に対しては责任を負いかねますの 
でご了承ください。 

Hewlett-Packard Company は、本製品 
の設置やパフオーマンス、あるいは本 
ドキュメントおよび本ドキュメントに 
記載されているプログラムの使用に関 
係する、あるいは起因する付帯的なあ 
るいは結ま的な損害について责イ壬を負 
わないものとします。 

を：規制情報は 規制に関する告知 に記 
載されています。 

0 

多くの地域において、次のもののコピ 
一を作成することは法律で禁じられて 
います。疑問がおありの場合は、まず 
法律の専門家に確認してください。 

. 政府が発行する書類や文書： 

■ パスポート 

. 入国管理関おの書類 

. 徴兵関巧の書類 

. 身分証明バッジ、カード、身 

分証明章 


， 政府発行の証紙： 

. 郵便切手 

. 食糧切符 

， 政府機関巧てのル切手や手形 

. 紙幣、トラべラーズチェック、郵 
便為替 

. 定期預金証書 
. 著作権で保護されている成果物 

安全に関する情報 


A 警告火災または感電を避けるた 
め、本製品を水気や湿気のある場 
巧に置かないでください。 


本製品を使用する際は常に基本的な安 
全上のチ防措置を講じるようにして〈 
ださい。発火や感電によるけがのリス 
クの引き下げにつながります。 


A 警告感電の危険性があります 


1. 『セットアップガイド J に記載の手 
順をよ〈読み、理解しておいて〈 
ださい。 

2. 本体を電源に接続する際は、接地 
されている コン セントのみを使用 
して〈ださい。コンセントが接地 
されているかどうか不明の場合 
は、資格のある電気な術をにお尋 
ねください。 

3. 製品に表示されているすべての 警 
告と手順に従ってください。 

4. 本体のクリー ニン グを行う際は コ 
ンセントから外してから行って〈 
ださい。 

5. 水の近くに本製品を設置したり、 
あるいは濡れた手で本製品を使用 
したりしないでくださし、。 

6. 本製品は安定した表面にしっかり 
と設置してください。 

7. 電源コードを踏んだり、つまずい 
たりして電源コードが損傷しない 
ように、本製品は安全な場所に設 
置してください。 

8. 本製品が正常に動作しない場合[二 
ついては、オンスクリーン ヘル ブ 
のトラブルシューテイングのぺ一 
ジを参照してください。 

9. お客様ご自きで分解修理しないで 
ください。修理については資格の 
あるサービス担当者にお問い合わ 
せくださし、。 

10. 風通しのよいところでご使用くだ 
さし、。 

11. HP 提供の電源アダブタレ： L 外は使 
用しないでください。 


A 警告主電源の供給が停止したと 
きは動作しません。 
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1 HPOfficejet J 5700 

All-in-One series ヘルプ 

HP All - in-One の詳細については、な下を参照してくださし、。 

•1IM 

• HP All - in-One の 概要 

• HP All - in-One のセットアップの完了 

• 使巧ちま 

• 原稿および用紙のセット 

• コン ピュ ータ からの E 口刷 
• ファクス機能の使用 

• コピー機能の巧巧 

• スキャン機能の巧巧 

• HP All - in-One のな巧 

• トラフ J レシューテインク 
- サプライ品のを文 

• HP 保証およびサポート 
- 巧術情報 


HP Officejet J 5700 All-in-One series ヘルプ 
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HP Officejet J 5700 All-in-One series ヘルプ 


2 詳細 

印刷物およびオンスクリーンヘルプなど、さまざまなリソースから、 
HPAII - in - One の設をと使巧方法に関する情報が得られます。 

-情報の輝謂 


情報の種類 


ummm — ■ 

セットアップガイド 

『セットアップガイド J ] では、 HPAII - in - One のセットアップやソフトウェア 
のインストール方法について説明します。『セットアップガイド J ] に記載され 
た手順を順居どおりに巧ってください。 

ドを 


ューザー ガイド（本書） 

『ユーザーガイド J ] では、トラブルシューティングのヒントや手順を追った説 
明など、 HPAII - in - One を使用する方法が説明されています。また、『セット 
アップガイド J ] の説明を補足するためのセットアップ手順も追加されていま 
す。 

立 

Readme 

Readme ファイルには、その他の出版物には含まれていない最新情報が収録 
されています。 

Readme ファイルにアクセスするには、ソフトウェアをインストールします。 

www.hD.com/suDDort 

インターネットにアクセス可能な場合は 、 HP Web サイトからヘルプやサポ 
-卜を入手することができますこの Web サイトには、は術サポート、ドラ 
イバ、サプライ品、およびま文に関する情報が用意されています。 


詳細 
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詳細 


3 HP All-in-One の概要 

HP All - in - One に備わった機能のをくは、コンピュータを使わなくても直接利 
巧することができます 。 HP All - in - One 力、ら、コピーを作成したり、ファクス 
を送信するなどの操作をすばやく簡単に行うことができます。 

このセクシヨンでは 、 HP All - in - One ハードウエア機能とコントロールパネル 
機能について説明します。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• HP All - in - One 各■部の説日月 

• コントロールパネルの機能 
- 文字と記ち 

• ソフトウエアの巧巧 
• 接続情報 


HP All-in-One 各部の説明 



番号 

説明 

1 

自動ドキュメントフィーダ 

2 

コントロールパネル 

3 

コントロールパネルディスプレイ（ディスプレ 
ィ） 

4 

延長排紙トレイ（補助トレイ） 

5 

給紙トレイ 

6 

排紙トレイ 


HP All - in-One の概要 
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(続き) 


番号 

説明 

7 

ガラス板 

8 

原稿押さえ 

9 

後部アクセスドア 

10 

後部 USB ポート 

11 

電源コネクタ 

12 

1 -UNE ( ファクス） および 2 -EXT (電話）ポート 


コント ロール パネルの機能 

次の図と表を巧って 、 HP All - in - One のコントロールパネルの機能について説 
明します。 


を巧 巧 な)®の 



番号 

名称および説明 

1 

ファクス領域のメニュ ー ：ファクスメニューで、オプシヨンを選択できます。 

2 

リダイヤル/ポーズ:最後にダイヤルした香号をリダイヤルします。または、ファクス番号に 3 
秒間のポーズを挿入します。 

3 

ファクススタート■モノクロ：モノクロファクスの送信を開始します。 

4 

ファクススタート■カラー：カラーファクスの送信を開始します。 

5 

ワンタッチ短縮ダイヤルボタン：最初の 5 つの短縮ダイヤル番号にアクセスします。 

6 

キーパッド：ファクス番号や値、文字を入力します。 

7 

注意ランプ：を意ランブが点滅している場合は、ミ主意が必要なエラーが発生していることを示 
します。 

8 

セットアップ：レポートの作成、ファクスやその他のメンテナンス設をの変更、[ヘルプメニ 
ュー]メニューへのアクセスを巧うためのセットアップメニューを表示します。►を押して、 

利巧可能なヘルプトピックをスクロールします。トピックを選がして OK を押してくださ 
し、。選キ尺したトピックに関するヘルプがコンピュータ画面に表示されます。 

9 

左矢印：数植を下げます。 
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(続き) 


番号 

名和、および説明 

10 

OK : ディスプレイのメニューまたは設定を選キ尺しまず。 

11 

ち矢 EP : 数値を上げます。 

12 

キャンセル：ジョブの停止、メニューの終了、設をの終了を行います。 

13 

コピースタート■モノクロ：モノクロコピーを開さ台します。 

14 

コピースタート■カラー：カラーコピーを開始します。 

15 

スキャンスタート：スキャンジョブを開始し、スキャンの送信をボタンで選巧したスキャン 
先に画像を送信します。 

16 

スキャンの送信ホ：[スキャンの送信ホ]メニューで、スキャン送信先を選巧します。 

17 

電源 : HP All - in - One の電源をオン/オフにします。 HPAII - in - One がオンの場合は、 On ボタンが 
点灯しまず。ジョブの実行中はランプが点減します。 

HPAII - in - One の電源をオフにしていても、本体には必要最小限の電力が供給されています。 

HP All - in - One への電力の供給を完全に遮断するには、本体の電源をオフにしてから電源ケー 
ブルを抜いてください。 

18 

品質：コピー品質として、高画質、きれい、またははやいを選択します。 

19 

縮小/拡大：印刷するコピーのサイズを変更します。 

20 

コピー領域のメニュ ー ：[コピーメニュ ー] で、オプションを選キ尺します。 

21 

ディスプレイ：メニューとメッセージを表示します。 

22 

短縮ダイヤル：短縮ダイヤルを選がします。 

23 

ファクス解像度：送信するファクスの解像度を調整しまず。 


文字と記号 

短縮ダイヤル番号やファクスの見出し情報を設定するときは、コントロール 
パネルのキーパッドを巧って、文字や記号を入力することができます。 

ファクス番号や電話番号をダイヤルするときも、キーパッドから記号を入力す 
ることができます 。 HP All - in-One \ t . 番号をダイヤルするときに、記号に応 
じた動作をします。たとえば、ファクス番号の途中にダッシュがある場合は、 
HPAII - in - One がダイヤルするときに、そこで一まの間隔を置きます。この間 
隔は、ファクス番号をダイヤルする前に、外線番号を入力する必要がある場合 
などに役に立ちます。 

このセクシヨンでは、次のトピックじついて説明します。 

* コントロ ー■/レパネ J レのキーパットを{まった文字の入力 

- ファクス番号をダイヤルするときじ巧用できる記ち 

コントロールパネルのキーパッドを使った义字の入力 

コントロールパネルのキーパッドから文字と記号を入力できます。 


文字と記号 
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义字を入力するには 

1. 名前の文字に対応するキーパッドの数字を押します。下のボタンに示すよ 
うに、 a 、 b 、 c の文字は数字2に対応しています。 

恩 


ホヒントボタンを繰り返し巧すと、そのボタンで入力可能な文字が順に 
表示されます。言語および国と地域の設定によっては、キーパッドに表 
示されるものな外の文字も使用できる場合があります。 


2. 正しい文字が表示された後、そのまま少し待つと、力ーソルが自動的にち 
に進んで文字が確定します。または►を押して手動で確定します。名前の 
次の文字に対応する数字を押します。正しい文字が出てくるまで、繰り返 
し数字ボタンを押してください。単語の最初の文字は自動的に大文字にな 
ります。 

スぺース、ポーズ、記号を入力するには 
▲ スぺースを挿入するには、スぺースを押します。 

ポーズを入力するには、リダイヤル/ポーズを押します。番号の途中にダッ 
シュが巧入されます。 

[@]などの記号を入力するには、記号ボタンを繰り返し押して、記号のリ 
ス ト をスク ロールし ます。 


アスタリスク（の） 

ハイフン （[-]) 

アンパサンド（阿） 

ピリォド ([.]) 

スラッシュ （[/]) 

丸かっこ [()] 

アポストロフィ（ド]) 

等号（円） 

ナン/く一記号（削） 

ァットマーク（[倒） 

アンダースコア （ U ) 

プラス （[+]) 

感嘆符（川） 

セミコロンル]) 

疑問巧們） 

コンマ（し]) 

コロン（[: ]) 

パーセント([%]) 

チルダ（卜 ]) 




义字、数字、記号をミ肖去するには 

▲ 間違えた場合は、を押して消去し、正しく入力し直してくださし、。 
文字の入力が終わったら、 0 K を押して入力内容を確をします。 
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ファクス番号をダイヤルするときに使用できる記号 

* などの記号を入力するには、記号ボタンを繰り返し巧して、記号一覧をスク 
口ールします。次の表は、ファクスまたは電話番号、ファクスのヘッダー情 
報、短縮ダイヤルで使用できる記号です。 


使用できる記 

説明 

お下の場合に使用可能 

* 

ダイヤルに必要な場合に、アスタリスク 
記号を表示します。 

ファクスのヘッダー名、短縮ダイヤ 
ル名、短縮ダイヤル香号、ファクス 
または電話香号、ダイヤルモニタ機 
能の番号 


自動的にダイヤルするとき、 

HP All - in - One は番号に一定の間隔を挿入 
します。 

ファクスのヘッダー名、ファクスへ 
ッダー番号、短縮ダイヤル名、短縮 
ダイヤル番号、ファクスまたは電話 
香号 

0 

ホ外局香などが読み取りやすくなるよう 
に、番号に左あるいは右かっこを入れま 
す。これらの記号はダイヤルには影響し 
ません。 

ファクスのヘッダー名、ファクスへ 
ッダー番号、短縮ダイヤル名、短縮 
ダイヤル番号、ファクスまたは電話 
番号 

W 

W を入れると、自動的ダイヤルの際に、 

HP All - in - One はダイヤル I ンを待って 
からダイヤルします。 

短縮ダイヤル香号、ファクスまたは 
電話番号 

R 

R は、自動ダイヤル中に電話の切替ボタ 
ンと同じように動作します。 

短縮ダイヤル香号、ファクスまたは 
電話番号 

+ 

プラス記号を表示します。この記号はダ 
イヤルには影響しません。 

ファクスのヘッダー名、ファクスへ 
ッダー番号、短縮ダイヤル名、短縮 
ダイヤル番号、ファクスまたは電話 
番号 


ソフトウェアの使用 

HP ソリユーシヨンセンターソフトウェア （ Windows ) または HP Photosmart 
Studio ( Mac ) ソフトウェアを使巧すれば、コントロールパネルからは利用でき 
ない数多くの機能にアクセスすることができます。 

HP All - in - One をセットアップすると、ソフトウェアがコンピユータにインス 
卜ールされます。詳細については、本体に付属の『セットアップガイド』を 
参照して〈ださい。 

ソフトウェアへのアクセスは、オペレーティングシステム (0 S ) により異なり 
ます。たとえば、 Windows コンピユータの場合、 HP ソリユーシヨンセンタ 
-ソフトウェアのエントリポイントは、 [HP ソリユーシヨンセンター]で 
す。 Mac の場合 、 HP Photosmart Studio ( Mac ) ソフトウェアのエントリポイ 
ントは 、 HP Photosmart Studio 画面です。いずれにしても、エントリポイン 
卜は、ソフトウェアおよびサービスの起動となります 


ソフトウエアの巧巧 
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Windows コン ピユ ータで HP ソリユーシヨンセンターソフトウエアを 起動するには 

1. 次のいずれかの操作を行います。 

• Windows デスクトップで、 [HP ソリユーシヨンセンター]アイコンをダ 
ブルクリックします。 

• Windows タスクバーのも端のシステムトレイにある [HPDig け alImaging 
Monitor] アイコンをダブルクリックします。 

• タスクバーで、[スタート]をクリックした後、[プ□グラム]または[す 
ベてのプログラム]をポイントし、次に、 [HP] を選択して、 [HP ソリュ 
—シヨンセンター]をクリックします。 

2. 複数の HP プリンタがインストールされている場合、 HP All-in-One タブを 
選択してください。 


敷を記 Windows コンピユータの場合、 [HP ソリユーシヨンセンター]で使 
用できる機能はインストールしたプリンタによって異なります。 [HP ソリ 
ユーシヨンセンター]は、選巧したプリンタに関連するアイコンを表示す 
るようにカスタマイズされています。選巧したプリンタに特をの機能が搭 
載されていない場合は、その機能のアイコンが [HP ソリユーシヨンセンタ 
-] に表示されないこともあります。 

ホヒントコンピユータ上の [ HP ソリユーシヨン センター] にアイコンが 1 
つも表示されない場合は、ソフトウエアのインストール中にエラーが発生 
していることもあります。そのような状況を修正するには、 Windows のコ 
ントロールパネルを巧用して、 HP ソリユーシヨンセンターソフトウエア 
を完全にアンインストールします。その後、再度インストールします。詳 
細については、 HP All-in-One に付属のオンスクリーンヘルプを参照してく 
ださし、。 


接続情報 

HP All-in-One は、単独のコピーおよびファクス機として使巧できます。ま 
た、 HP All-in-One をコンピュータに接続して印刷およびその他のソフトウェ 
ア機能を実行することができます。各種接続オプションについては、後镜セク 
ションで説明します。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

- サポートされている按結の種類 

• USB ケーブルを巧用して接続 

• プリンタの共ちの使巧 
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サポートされている接続の種類 


説明 

接続するコンピュータの 
台数(最高性能を得るため 
の推奨台数） 

サポートされるソフトウ 
エア機能 

セットアップちま 

USB を続 

1台のコンピュータ。 

USB ケーブルで 

HP All - in-One 背面の 

USB ポートに接続。 

すべての機能をサポート 
します。 

詳しい手順については、 
『セットアップガイド J ] 

に従ってください。 

Windows のプリンタ共有 

コンピュータ5台まで。 

ホストコンピュータは常 
に電源をオンにしておく 
必要があります。オフの 
場合、他のコンピュータ 
は HP All - in - One に対し 
て EP 刷を実行できません。 

ホストコンピユータに装 
備されている機能はすべ 
てサポートされます。別 
のコンピユータからサポ 
ートされているのは印刷 
だけです。 

セットアップ方まについ 
ては、 プリンタの共ちの 
使 巧を 参照してください。 


USB ケーブルを使用して接続 

USB ケーブルを使巧して背面の USB ポートにコンピユータを接結する方法の 
詳細については、 HP All - in-One 付属の『セットアップガイド』を参照してく 
ださい。 


プリンタの共ちの使用 

お使いのコンピュータがネットワークじ接続され、同じネットワーク上の別の 
コンピュータに HP All - in-One 力《 USB ケーブルで接続されている場合、 
Windows のプリンタ共有機能を使用してその HP All - in-One を自分のプリンタ 
として使用できます。 HP All - in-One に直接接続されているコンピュータがプ 
リンタのホストとして機能し、すべての機能を実行します。ネットワーク上 
のその他のコンピュータはクライアントと呼ばれ、印刷機能にのみアクセスで 
き、その他の機能はすべてホストコンピュータで実行します。 

Windows のプリンタ共有機能の詳細については、コンピュータに付属のユー 
ザーガイドまたは Windows オンスクリーンヘルプを参照してください。 


接続情報 
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4 HP All-in-One のセツトアツプの完 



『セットアップガイド』に記載された手順が完了したら、次にこのセクション 
を参照して HP All - in - One のセットアップを完了させてください。このセクシ 
ョンには、初期設をなどデバイスのセットアップに関する重要な情報が記載さ 
れています。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• ネ刀期設を 
• ファクス設定 


初期設定 

HP All - in - One の設ををお客様ご自身で変更することができます。たとえば、 

メッセージのま示に使用する言語、ディスプレイに表示される日付や時間な 
ど、一般的なデバイスのネ刀期設定を行うことができます。また、デバイスの設 
定を、購入時の設定に戻すこともできます。この場合、新しく設をしたデフォ 
ルト値はすべて消去されます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

- 全般的な初期設を 
• ファクスの 初期設定 


全般的な初期設定 

HP All - in - One の使巧を開始する前に、このセクションで説明する一般的なデ 
バイス設定をよく読んで、必要に応じて設定を変更してください。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

- 言語と国/地域の設を 
• 曰付と時刻の設を 
• スクロール 速度の設を 
- プロンプトお延時間の設定 
* 出荷時の了フォルト値に戻す 


言語と国/地域の設を 

言語と国/地域の設定内容により 、 HP All - in - One のディスプレイのメツセージ 
に使用する言語がみまります。通常、言語と国/地域は HP All - in - One をネ刀めて 
セットアップする際に設まします。ただし、この設定はな下の手順によりいつ 
でも変更できます。 


HP All - in - One のセットアップの完了 
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言語と国/化域を設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. 7を巧し、次に1を巧します。 

これで、[基本設定]と眉語と国/地域の設妇が続けて選択されます。 

3. 4または►を押して言語を スクロールし ます。使巧する言語が表示された 
ら、 0 K を押します。 

4. 画面の指示に従い、 [はい] の場合は1、 [いいえ] の場合は2を巧します。 

5. 4または►を押して国/地域を スクロール します。選択する国/地域が表示 
されたら、 0 K を巧します。 

6. 画面の指示に従い、 [はい] の場合は 1、[いいえ] の場合は 2 を押します。 


日付と時刻の設定 


コントロールパネルから日付と時刻を設定することができます。この日付と 
時刻のおまは、言語と国/地域の設定に基づいています。ファクスを送るとき 
じ、名前とファクス番号のほかに現在の日イ寸と時刻もファクスヘッダーの一 
部として送信されます。 


敦ミ主記一部の国または地域では、法令等によりファクスのヘッダーに日付ス 
タンプの明記が義務付けられています。 


HP All - in-One の電源が72時間な上切れていると、日付と時刻の再設定が必要 
になる場合があります。 


日付と時刻を設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. 6を巧し、次に3を押します。 

これで、[ツール]と[日付と時刻]が続けて選択されます。 

3. キーパッドの数字を押して、年、月、日を入力します。言語と国/地域の設 
定によっては、入力する順序が異なることがあります。 

4. 時と分を入力します。 

5. 12時間お式で時刻が表示されている場合は、 AM に1、または PM に2を 
押します。 

新しい日付と時刻の設定がディスプレイに表示されます。 

スクロール 速度の設定 

[スクロール 速度の設定]オプションでは、ディスプレイでメッセージの文字を 
ちから左ヘスクロールする速度を指定できます。たとえば、メッセージが 
「[プリントカートリッジを調整中。しばら〈お待ちください。]」の場合は、デ 
ィスプレイには収まらないのでスクロールが必要になります。スクロールによ 
って、メッセージ全体を読むことができるようになります。スクロール速度と 
して、[標準]、[はやい]、または[ゆっくり]を選択します。デフォルトの設定 
は[標準]です。 
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スクロール ま度を設をするには 

1. セットアップを押します。 

2. 7 を押し、次に 2 を巧します。 

これで、[基本設定]と[スクロール速度の設定]が続けて選択されます。 

3. ►を押してスクロール速度を選択し、 0 K を押します。 

プロンプト遅延時間の設定 

[プロンプト遅延時間の設定]オプションを巧用すると、指示メッセージが表示 
されるまでの時間を指定できます。 

たとえば、コピー領域でメニューを押し、別のボタンを押す前に遅延時間が 
経過すると、ディスプレイに[設定にはメニューを押します。]というメッセージ 
が表示されます。 


プロンプト遅延時間を設定するには 

1. セットアップを巧します。 

2. 7 を巧し、次に 3 を押します。 

これで、[基本設定]と[プロンプト遅延時間の設定]が結けて選巧されます。 

3. ►を押して遅延時間を選択し、 0 K を押します。 

[標準]、[はやい]、[ゆっくり]、または[オフ]を選択できます。[オスを選が 
すると、ディスプレイにヒントが表示されなくなります。ただし、インク 
レベルの化下を知らせる警告や エラー メ ツセー ジなどのメ ツセー ジは引き 
続き表示されます。 


出荷時のデフオルト値に戻す 


現在の設定を HP All - in - One 購入時の設定に戻すことができます。 


鞍を記工場出荷時の初期設定に戻しても、スキャン設定、言語設定、および 
国と地域の設定に加えた変更はそのまま残ります。ファクスヘッダー、フ 
ァクス番号および短縮ダイヤルリストなど、保存されている個人設定は、 
工場出荷時の初期設定に戻しても削除されません。 

この作業は、本体のコントロールパネルからのみ実行できます。 

工場出巧時の初期設定に戻すには 

1. セットアップを押します。 

2. 6 を押し、次に 4 を巧します。 

これで、[ツール]と[出巧時デフナルト値に戻す]が続けて選巧されます。 
これで工場出荷時の初期設定に戻ります。 


ファクスの初期設定 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 自動的じファクスをちをリダイヤルするように HP All - in - One を設定する 

• 音量の調整 
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• I ンダイヤルまたはパルスダイヤルの設定 

• ファクスま 度の設を 


自動的にファクス番号をリダイヤルするように HP All - in-One を設定する 

話中または応答のなかった番号に自動的にリダイヤルするように 、 HP All - in-One 
を設ますることができます。デフナルトの[ビジーリダイヤル]設定は[リダイ 
ヤル]です。デフオルトの[応答なしリダイヤル]設定は[リダイヤルしなし、]で 
す。 


コントロール/《ネルからリダイヤルのオプシヨンを設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. 次のいずれかの操作を行います。 

[ビジーリダイヤル]設定を変更するには 

▲ 5 を巧し、次じ 2 を押します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[ビジーリダイヤル]が続けて選択され 
ます。 

[応答なしリダイヤル]設定を変更するには 

▲ 5 を押し、次じ 3 を押します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[応答なしリダイヤル]が続けて選択さ 
れます。 

3. ►を巧して[リダイヤル]または[リダイヤルしない]を選択します。 

4. OK を押します。 

音量の調整 

HP All - in - One は、呼び出し音とスピーカの音量を3段階で調整できます。呼 
び出し音のボリユームとは、電話がかかってきたときに鳴る音の大きさです。 
スピーカのボリユームとは、ダイヤルトーンやファクストーン、ボタンを押 
したときに鳴る音など、それな外の音のレベルのことです。デフオルトの設を 
は[ルさし、]です。 

コントロールパネルから音量を調整するには 

1. セットアップを押します。 

2. 4 を押し、もう一度 5 を押します。 

これで、[ファクスの基本設を]と [ P 乎出し音とプッシュ音の音量]が続けて 
選巧されます。 
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3. ►を押し、[ルさい]、[大きい]、または[オスを選択します。 


敦を記ボタンを押したときに鳴る音の音量は、[大きい]と[ルさし、]のど 
ちらを選巧しても同じです。この2つのオプションは、呼び出し、ダイ 
ヤル、その他のファクス使用時に聞こえる卜ーンにのみ適用されます。 
ただし、[オフ]を選がすると、ボタンを押したときの音もオフになりま 
す。 

[オフ]を選がすると、ダイヤルトーン、ファクス受信音、着信の呼び出 
し音がまつたく聞こえなくなります。 [ P 乎出し音とプッシュ音の音量] 

を[オフ]に設をすると、コーリングカードを使用してファクスを送信 
するなど、ダイヤルモニタ機能を使用してファクスを送信できなくなり 
ます。 


4. 0 K を押します。 

関連トピック 

ダイヤルモニタリングを使用したファクスな信 

卜ーンダイヤルまたはパルスダイヤルの設定 

HP All - in - One のダイヤルモードを、 I —ンダイヤルまたはパルスダイヤルに 
設定できます。 

ほとんどの電話システムは、どちらかのダイヤル方式で動作します。ご使巧の 
電話システムがパルスダイヤル指定でなければ、卜ーンダイヤルの使用をお 
勧めします。公衆電話や構内交換機 （ PBX ) システムの場合は、[パルスダイヤ 
ル]指をの場合もあります。どちらの設定を使巧しているかわからないとき 
は、最寄りの電話会なにお問い合わせください。 


教を記[パルスダイヤル]を選がすると、いくつかの電話システム機能が使 
用できない場合があります。また、ファクスや電話番号をダイヤルするの 
に時間がかかることがあります。 

を記この機能は、一部の国/地域ではサポートされていません。お住まい 
の国/地域でサポートされていない場合、[ファクスの基本設を]メニューに 
[卜ーン、パルス選択]は表示されません。 


コントロール パネルから 卜ーン ダイヤルまたはパルスダイヤルを設定ずるには 

1. セットアップを押します。 

2. 4を押し、次に6を押します。 

これで、[ファクスの基本設定]と[卜ーン、パルス選択]が続けて選巧され 
ます。 

3. ►を押してオプションを選巧し、 0 K を押します。 


巧巧設を 
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ファクスま度の設を 

ファクスを送受信するときに、 HP All-in-One とホ目手のファクス機との通信に 
使用するファクス速度を設ますることができます。デフナルトのファクス速度 
は、国/地域によって異なります。 

な下のサービスを巧巧している場合は、必要に応じて、ファクス速度の設定を 
遅くします。 

• インターネット電話サービス 

• PBX システム 

• FolP (Fax over IP) 

• 旧 DN (総合デジタル通信網）サービス 

ファクスの送受信に問題がある場合は、[ファクスま度]設定を[標準]または 
[ゆっくり] にしてみてください。 

コントロール パネルから ファクス ま度を設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. 5を巧し、次に7を巧します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[ファクス速度]が続けて選択されます。 

3. ►を押して次のいずれかの設定を選択し、 0K を押します。 


ファクスま度の 設定 

ファクスま度 

[はやい] 

V .34 (3：3600ボ ー） 

鴨準] 

V .17 (14400 ボ ー） 

ゆっくり] 

V .29 (9600 ボ ー） 


ファクス設定 

このセクションでは、ファクス機能が HP All-in-One と同じ電話回線上の機器 
やサービスと正常に動作するように、 HP All-in-One を設定する方法を説明し 
ます。 


ホヒント[ファクスセットアップウイザード] (Windows) または[ファクス 
セットアップユーテイリテイ] (Mac) を使用して、応答モードやファクスの 
へッダー情報などの重要なファクス設定を簡単に設定することもできま 
す。 HP All-in-One 用にインストールしたソフトウエアから[ファクスセッ 
トアップウイザード] (Windows) または[ファクスセットアップユーテイ 
リテイ] (Mac) Iこアクセスできます。[ファクスセットアップウイザード] 
(Windows) または[ファクスセットアップユーテイリテイ] (Mac) を起動し 
たら、このセクションの手順に従ってファクスの設定を行います。 


このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• HP All-in-One でファクスをセットアップする 

• ファクスを受信するように HP All-in-One の設定を変更 
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• ファクス設定のテスト 

• ファクスヘッダーの設を 

• 短縮ダイヤルの設を 


HP All - in - One でファクスをセットアップする 

HP All - in-One のファクス機能のセットアップを開始する前に、お住まいの国 
または地域でどのタイプの電話システムを巧巧しているか確認します。 

HP All - in-One のファクス機能のセットアップの説明は、パラレル方式または 
シリアル方式のどちらの電話方式を巧巧しているかによって異なります。 

- お住まいの国または i 也域が下記の表になければ、シリアルタイプの電話方 
式をご使巧のはずです。シリアル方式の電話の場合、共有する電話機器（モ 
デム、電話、留守番電話等）のコネクタの種類が違うため、 HP All - in-One 
の "2- EXT " ポートに接続することはできません。電話機器はすべて壁の電 
話ジャックに接続してください。 


鞍ミ主記シリアルタイプの電話方式を使用する国または地域の場合、 

HP All - in-One 付属の電話コードに別の壁プラグが接続している可能性 
があります。これにより、別の通信装置を壁側のモジュラージャックに 
接続して、 HP All - in-One を差し込むことができます。 


* お住まいの国または地域が下記の表にあれば、パラレルタイプの電話方式 
をご使巧のはずです。パラレルタイプの電話の場合、 HP All - in-One 背面 
の "2- EXT " ポートを使巧して、共有する電話機器を電話回線に接続するこ 
とができます。 


敦を記パラレルタイプの電話の場合、 HP All - in-One に付属の2線ま電 
話コードを使用して、壁の電話ジャックに HP All - in-One を接続するこ 
とをお動めします。 


表 4-1 パラレルタイプの電話の国または地域 


アルゼンチン 

オーストラリア 

ブラジル 

カナダ 

チリ 

中国 

コロンビア 

ギリシア 

インド 

インドネシア 

アイルランド 

日本 

韓国 

南米 

マレーシア 

メキシコ 

フィリツピン 

ポーランド 

ポルトガル 

ロシア 

サウジアラビア 

シンガポール 

スペイン 

台湾 

タィ 

アメリカ 

ベネズエラ 

ベトナム 
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シリアルち式またはパラレル方式のどちらの電話方式かわからない場合は、最 
寄りの電話会社にお問い合わせください。 

• 自ちまたはオフィスに合った正しいファクス記定の撰択 

• 適切なファクスセットアップの選択 


ケース A 

堂独のファクス回線（電話の着信なし） 

ケース B 

DSL の環境で HP All - in - One 东セットアップ 

ケース C 

: PBX システムモナこはに DN 回線の損境で HP All - in - One をセッ 

トアップ 

ケース D 

:同じ回線でファクスと着信識別サービスを一緒 I こ未り用する 

ケース E 

雷話とファクスを一緒じ利田する 

ケース F 

電話とファクスとボイスメ ールサービスを一緒に利巧する 

ケース G 

:同じ回線でファクスとコンピュータダイヤルアップモデムを一 

緒じ利田する（雷話の着信なし） 

ヶース H 

:雷話とファクスとコンピユータダイヤルアップモデムを一緒じ 

利用する 

ヶース I : 

電話とファクスと留守番電話を一緒に利用する 

ケース J 

電話とファクスとコンピユータダイヤルアップモデムと留守を 

雷話を一緒じ利用する 

ケース K 

電話とファクスとコンピユータダイヤルアップモデムとボイ 


スメ ー J レを一猫こ利用 f る 


自宅またはオフィスに合った正しいファクス設定の選択 

ファクスを正常に使巧するには、同じ電話回線で HP All - in - One とともに何か 
機器やサービスを使巧する場合、その種類を知っておく必要があります。既 
巧のオフィス機器を HP All - in - One に直接接続しなければならない場合に重要 
です。また、正常にファクスするには、ファクスの設定を一部変更しなけれ 
ばならないこともあります。 

自宅またはオフィスに合った HP All - in - One のセットアップ方法を調べるに 
は、まずこのセクションの質問を最後まで読んで答えてみてください。そし 
て、1つ後のセクションにある表から、ご自分の答えに対するセットアップ方 
まを選巧してください。 

な下の質問は必ず順番に読んでお答えください。 

1. 電話会社からデジタル加入を線 （ DSL ) を利用していますか。 （ DSL は、国/ 
地域によっては ADSL と呼ばれています。） 

□ はい、 DSL を利巧しています。 

□ いいえ。 

「はい」とお答えの方は ケース B : DSL の環境で HP All - in - One をセットア 
ップに 進んでください。ここからホの質問に答える必要はありません。 
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「いいえ J とお答えのちは、続けて質問にお答えください。 

2. 構内交換機 （ PBX ) システムまたは統合サービスデジタル通信網 OSDN ) シ 
ステムを利用していますか。 

「はい」とお答えのちは ケース C : PBX システムまたは旧 DN 回線の環境 
で HP All - in - One 东セット アップ に 進んでください。ここから先の質問に 
答える必要はありません。 

「いいえ J とお答えのちは、続けて質問にお答えください。 

3. 複数の電話番号がちえられ、その電話番号ごとに呼び出し音のパターンを 
変えられる、電話会社の着信識別サービスを利用していますか。 

□ はい、着信識別サービスを利用しています。 

□ いいえ。 

「はい」とお答えの方は ケース D :同じ回線でファクスと着信識別サービ 
スを一緒に利用する に進んでください。ここから先の質問に答える必要は 
ありません。 

「いいえ」とお答えの方は、続けて質問にお答えください。 

着信識別サービスを利用しているかどうか不明ですか。多くの電話会社か 
ら、1本の電話回線に複数の電話番号を持てる着信識別音機能が提供され 
ています。 

この着信識別サービスでは、電話番号ごとに異なる呼び出し音パターンを 
巧用します。シングル呼び出し音、ダブル呼び出し音、トリプル呼び出し 
音など、番号によって違う呼び出し音パターンを使用できます。一方の電 
話番号をシングル呼び出し音にして電話用に、もう一ちの電話番号をダブ 
ル呼び出し音にしてファクス用に割り当てることができます。こうしてお 
けば、電話が鳴ったときに電話かファクスかがわかります。 

4. 同じ電話番号で HP All - in - One ファクスと電話を一緒に利巧しますか。 

□ はい、電話も受信します。 

□ いいえ。 

続けて質問にお答えください。 

5. HP All - in - One と同じ電話回線でコンピュータダイヤルアップモデムを使 
用していますか。 

□ はい、コンピュータダイヤルアップモデムを巧巧しています。 

□ いいえ。 

コンピュータダイヤルアップモデムを利用しているかどうか不明です 
力、。次のいずれかに当てはまる場合は、コンピュータダイヤルアップモ 
デムを利巧しています。 

. ダイヤルアップ接続でコンピュータのソフトウェアアプリケーシヨン 
から直接ファクスを送受信している 

• ダイアルアップ接続でコンピュータから電子メールのメッセージを送受 
信している 

• ダイアルアップ接続でコンピュータからインターネットを利用している 
続けて質問にお答えください。 
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6. 同じ電話番号で HPAII - in - One ファクスと留守番電話を一緒に利用します 
か。 

□ はい、留守番電話も利巧します。 

□ いいえ。 

続けて質問にお答えください。 

7. 同じ電話番号で HP All - in - One ファクスと電話会社からのボイスメールサー 
ビス を一緒に利用し ますか。 

□ はい、ボイスメールサービスを利巧します。 

□ いいえ。 

質問にすべて答えたら、次のセクションに進み、適切なファクスセットア 
ップを選択します。 

適切なファクスセットアップの選択 

これで、同じ電話回線で HPAII - in - One と機器やサービスを一緒に利巧する場 
合の質問はすべて終了です。自宅またはオフィスに合ったセットアップを選巧 
できます。 

表の1列目から、自宅やオフィスの設定に当てはまる機器とサービスの組み合 
わせを選択してください。ご使用の電話方式に合わせて、2列目、3列目から 
適切なセットアップを選択します。各方まについては、この後手順を追って説 
明します。 

前述の質問にすべて答えたが、どの機器やサービスも利巧していなかった場合 
は、表の1列目から「いいえ」を選択してください。 


腎を記自宅またはオフィスのセットアップがこのセクションで説明されてい 
ない場合、 HPAII - in - One を通常のアナログ電話のようにセットアップしま 
す。付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一 
方の端を HPAII - in - One の背面に 1- LINE と書かれているポートに接結しま 
す。他の電話コードを使用している場合は、ファクスの送受信に問題が発 
生することがあります。 


ファクスと一緒に利用する機器 
やサービス 

パラレル方式に推奨するファ 
クスセットアップ 

シリアル方式に推奨するファ 
クスセットアップ 

いいえ 

(すべての質問に「いいえ」と 
回答しました)。 

ケース A :単独のファクス回 

線（雷話の着信なし） 

ケース A :単独のファクス回 

線('雷話の着信なし） 

DSL サービス 

(質問 1 のみに「はい」と回答 
しました)。 

ケース B : DSL の環境で 
HPAII-in-One をセットアップ 

ケース B : DSL の環境で 
HPAII-in-One をセットアップ 

PBX またはに DN システム 

ケース C : PBX システムまた 

ケースに： PBX システムまた 

(質問 2 のみに「はい」と回答 
しました)。 

はに DN 回綿の損境で 
HPAII-in-One 齐セットアッブ 

はに DN 回綿の損境で 
HPAII-in-One ホセットアッブ 
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(続き) 


ファクスと一緒に利用する機器 
やサービス 

パラレル方式に推奨するファ 
クスセットアップ 

シリアル方式に推奨するファ 
クスセットアップ 

着信識別サービス 

(寶問3のみに「はい」と回答 
しました)。 

ケース D :同じ回線でファク 

スと着信識別サービスを一緒 

ケース D :同じ回線でファク 

スと着信識別サービスを一緒 

に利用する 

に利巧する 

電話 

(質問4のみに「はい」と回答 
しました)。 

ケース E :電話とファクスを一 

緒に利用する 

ケース E :電話とファクスを 

一緒に利用する 

電話とボイスメールサービス 

(費問4および7のみに「は 
し、」と回答しました)。 

ケース F :雷託とファクスとボ 

ケース F :雷話とファクスと 

イスメールサービスを一緒に 

利用する 

ボイスメールサービスを一緒 

に利用する 

コンピュータダイヤルアップ 
モデム 

(費問5のみに「はい」と回答 
しました)。 

ケース G :同じ回線でファク 

適用できません。 

スとコンピュータダイヤルア 

ップモデムを一緒じ利用する 

f 電話の着信なし） 

電話とコンピュータダイヤル 
アップモデム 

(質問4および5のみに「は 
し、」と回答しました)。 

ケース H :電話とファクスと 

コンピュータダイヤルアップ 

モデムを一緒に利用する 

適用できません。 

電話と留守香電話 

(質問4および6のみに「は 
し、」と回答しました)。 

ケース1 :電話とファクスと留 

な番雷託齐一緒(こ利巧する 

適用できません。 

電話とコンピュータダイヤル 
アップモデムと留守香電話 

(費問4、5および6のみに 
「はい」と回答しました)。 

ケース J :電話とファクスとコ 

ンピュータダイヤルアップモ 

デムと留な番雷話穿一緒に利 

巧する 

適用できません。 

電話とコンピュータダイヤル 
アップモデムとボイスメール 
サービス 

(費問4、5および7のみに 
「はい」と回答しました)。 

ケース K :雷託とファクスと 

適用できません。 

コンピュータダイヤルアップ 

モデムとボイスメールを一緒 

に利巧する 


国/地域ごとのファクスのセットアップ方まの詳細については、な下に示すフ 
アクス構成専巧 Web サイトを参照してください。 


オーストリア 

WWW. h D. com/at/faxconfia 

ドイツ 

www.hD.com/de/faxconfiq 

スイス（フランス語） 

WWW .ho. CO m/ch/f r/faxconf ia 

スイス（ドイツ語） 

www.hD.com/ch/de/faxconfia 

イギリス 

WWW .ho. com/u k/faxconf i a 

スペイン 

www.hD.es/faxconfia 

オランダ 

www.hD.nl/faxconfia 

ベルギー（フランス語） 

WWW .ho. be/fr/faxconfia 


ファクス設を 
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(続き) 


ベルギー（オランダ語） 

www.hD.be/nl/faxconfia 

ポルトガル 

www.hD. Dt/faxco mia 

スウてーデン 

www.hD.se/faxconfia 

フィンランド 

www.hD.fi/faxconfia 

デンマーク 

www.hD.dk/faxconfia 

ノルウェー 

www.hD.no/faxconfia 

アイルランド 

www.hD.com/ie/faxconfia 

フランス 

www.hD.com/fr/faxconfia 

ィタリァ 

www.hD.com/it/faxconfia 


ケース A :単独のファクス回線（電話の着信なし） 

電話を受け付けない単独の電話回線を利巧し、この電話回線に機器を何も接続 
しない場合は、次のように HPAll - in - One を設定します。 



図 4-1HP All-in-One の背面図 

1 ijl 側のモジュラージャック 

2 l^'1-LINE" ポートを続用に HP All-in-One 付属の電話コードを使用します。 

単独のファクス回線の環境に HP All-in-One をセットアップするには 

1 . HP All - in - One にイ寸属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端を HP All - in - One の背面に 1- LINE と書かれているポート 
に接続します。 


腎を記付属のコードで電話コンセントと HP All - in - One を接続しない 
と、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。このき巧電話コ 
-ドは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異なります。 

2. 自動応答の設定をオンにします。 

3. (オプシヨン)[応答呼出し回数]設定を最小設定（呼び出し2回）に変更しま 
す。 

4. ファクステストを実行します。 
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HP All-in-One のセットアップの完了 















































電話が鳴ると、[応答巧出し回数]で設をした数だけ呼び出し音が鳴った後に 
HP All - in-One が自動応答します。そして、ファクス受信卜ーンを送信側ファ 
クスに対して発信し、ファクスを受信します。 

ケース B : DSL の環境で HP All-in-One をセットアップ 

電話会社から DSL サービスを巧巧する場合は、次のように壁側のモジュラー 
ジャックと HP All - in-One の間に DSL フィルタを取り付けます。 HP All - in-One 
が電話回線と正しくやり取りすることができるように、 DSL フィルタで 
HP All - in-One を巧害する可能性のあるデジタル信号を除去します (DSL は、 
国/地域によっては ADSL と呼ばれています)。 


歐を記 DSL を利用しているのにこの DSL フィルタを取り付けないと、 
HP All - in-One でファクスを送受信できなくなります。 



図 4-2 HP All-in-One の背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

DSL プロバイダから支給された DSL フィルタおよびコード 

3 

"1-LINE" ポート接続用に HP All-in-One 付属の電話コードを使用します。 


DSL の環境で HP All-in-One をセットアップするには 

1. DSL フィルタは、 DSL プロバイダから入手してください。 

2. HP All - in-One に付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャック 
じ、もう一方の端を HP All - in-One の背面に 1 -LINE と書かれているポート 
に接結します。 


載を記付属のコードで電話コンセントと HP All - in-One を接続しない 
と、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。このま用電話コ 
-ドは、自宅やオフィスで巧巧している電話コードとは異なります。 


ファクス設を 
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3. DSL フィルタのコードを壁側のモジュラージャックに接結します。 


鞍を記着信識別サービス、留守番電話、ボイスメールなど、他のオフィ 
ス機器やサービスなどがこの電話回線に接続されている場合、セットア 
ップの追加手順については、このセクシヨンの該当するセクションを参 
照してください。 


4. ファクステストを実行します。 

ケース C : PBX システムまたは旧 DN 回線の環境で HP All - in - One をセットアップ 

PBX または旧 DN コンバータ/夕ーミナルアダプタを使用している場合、次の 
指示に従って〈ださい。 

• PBX または旧 DN コンバータ/ターミナルアダプタを巧巧している場合 
は、ファクスおよび電話用のポートに HP All - in-One が接続されていること 
を確認してください。また、夕ーミナルアダプタがお住まいの国/地域に 
対応したスイツチタイプに設定されていることも確認してください。 


鞍を記旧 DN システムの中には、ューザーが特定の電話機器に応じてポ 
-卜を設定できるようになっているものがあります。たとえば、電話 
と G 3 規格のファクスに1つのポートを割り当て、多目的巧に別のポー 
卜を割り当てることができます。旧 DN コンバータのファクス/電話ポー 
卜に接続すると問題が発生する場合は、多用途向けのポートを使用して 
みてください。ポートには、 " multi - combi " などのようなラベルが付けら 
れています。 


- PBX システムを使巧している場合は、電話の保留音送出機能をオフにしま 
す。 


隊を記多くのデジタル PBX システムでは、電話の呼び出し音が工場出荷 
時の設定で「オン」になっています。電話の呼び出し音は、ファクス送 
信の巧害となり、 HP All - in-One でファクスの送受信ができなくなりま 
す。電話の呼び出し音をオフじする方法については、 PBX システム付属 
のマニュアルを参照してください。 


• PBX システムを使巧している場合は、ファクス番号をダイヤルする前に外 
線番号をダイヤルします。 


• 付属のコードで壁側のモジュラージャックとお使いの HP All - in-One を正 
しく接続します。接続していない場合、ファクスを正しく行うことはでき 
ません。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使巧している電話コー 
ドとは異なります。付属の電話コードでは短すぎる場合、お近くの電器店 
からカプラーを購入して延長することができます。 
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HP All - in - One のセツトアツプの完了 








ケース D :同じ回線でファクスと着信識別サービスを一緒に利用する 

1本の電話回線に複数の電話番号があり、その電話番号ごとに呼び出し音のパ 
ターンを変える、電話会社の着信識別サービスを利用している場合、次のよう 
に HP All - in-One を設定します。 



図 4-3 HP All - in-One の背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1-LINE" ポート接続用に HP All-in-One 付属の電話コードを使用します。 


着信識別サービスの環境で HP All - in - One をセットアップするには 
1 . HP All - in-One じ付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端を HP All - in-One の背面に 1 -LINE と書かれているポート 
に接続します。 


鞍を記付属のコードで電話コンセントと HP All - in-One を接続しない 
と、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。この専用電話コ 
-ドは、自宅やオフィスで巧巧している電話コードとは異なります。 

2. 自動応答の設定をオンにします。 

3. [応答呼出し音のパターン]設定を変更して、電話会社がお使いのファクス 
番号に指ました呼び出し音のパターンに合わせます。 


鞍を記 HP All - in-One の工場出荷時の設定では、すべての呼び出し音パタ 
-ンに応答するよう設定されています。[応答呼出し音のパターン]がフ 
ァクス番号に割り当てられていた呼出し音のパターンと一致するように 
設をしないと、 HP All - in-One が電話とファクスの両方の呼び出し音に 
応答してしまったり、まったく応答しなくなったりすることがありま 
す。 


4. (ナプシヨン)[応答呼出し回数]設定を最小設定（呼び出し2回）に変更しま 
す。 

5. ファクステストを実行します。 

HP All - in-One では、[応答巧出しさのパターン]設定で選択した呼び出し音のパ 
ターンの着信に巧して、[応答呼出し回数]設をで選択した呼び出し回数の後に 
自動応答します。そして、ファクス受信卜ーンを送信側ファクスに巧して発 
信し、ファクスを受信します。 


ファクス 設を 
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ケース E :電話とファクスを一緒に串り用する 

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線にオフィス機器 
(またはボイスメールサービス）を何も接続しない場合は、次のように 
HP All-in-One を設定します。 



図 4"4 HP All - in-One の背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1-LINE" ポート接続用に HP All-in-One 付属の電話コードを使用します。 

3 

電話機（オプション） 


電話と ファクスの 共ち回線環境に HP All - in - One をセットアップするには 
1. HP All-in-One に付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端を HP All-in-One の背面に 1-LINE と書かれているポート 
に接続します。 


をを記イ寸属のコードで電話コンセントと HP All-in-One を接続しない 
と、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。この専巧電話コ 
-ドは、自宅やナフィスで使用している電話コードとは異なります。 


2. ここで、 HP All-in-One でのファクス呼び出し音の応答方まを、自動に設ミ 
します。 

着信に自動で応答する設定の場合は、 HP All-in-One がすべての着信に応 
答し、ファクスを受信します。この場合、 HP All-in-One は、ファクスと電 
話を区別できません。着信が電話であると思われる場合、 HP All-in-One が 
着信に応答する前に自分で応答する必要があります。 HP All-in-One で着信 
を自動的に受信するには、自動応答設定をオンにします。詳細について 
は、 応答 モー ドの 設定 を# 照して ください。 

3. HP All-in-One でのファクス呼び出し音の応答方法を手動に設定することも 
できます。 

ファクスを手動で受信する設をの場合は、ファクス受信に直ち応答しなけ 
れば、 HP All-in-One でファクスを受信できません。手動で着信に応答する 
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HP All - in - One のセツトアツプの完了 






































ように HPAII - in - One を設定するには、自動応答をオフにします。詳細に 
ついては、 応答モードの設を ををおして〈ださい。 

4. ファクステストを実行します。 

5. 電話を壁側モジュラージャックに接続します。 

6. 電話システムによって、次のいずれかの操作を行います。 

• パラレル方まの電話システムを使巧している場合、 HPAll - in - One の背 
面の 2- EXT と書かれているポートから白いプラグを巧き取り、このポ 
-卜に電話を接続します。 

• シリアル方式の電話の場合は、壁のプラグが接続された HP All - in-One 
ケーブルの一番先に電話を直接接続します。 

HPAII - in - One が着信に応答する前に受話器を取って、送信側ファクス機から 
のファクストーンが聞こえた場合は、手動でファクスに応答します。 

ケース F :電話とファクスとボイスメールサービスを一緒に利用ずる 

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、電話会社からボイスメールサー 
ビスも利用する場合は、 次のように HP All - in - One を接続します。 


野を記ファクスと同じ電話番号でボイスメールサービスを利用している場 
合、ファクスを自動受信することはできません。すべてのファクスを手動 
で受信する必要があります。受信ファクスの着信に応答するためにその場 
にいる必要があります。これレ: i 外にファクスを自動受信するには、電話会 
社に問い合わせて着信識別を利巧するか、ファクスま巧の別回線を取得し 
てください。 



図 4-5 HP All-in-One の背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1-LINE" ポートにを続した HP All-in-One 付属の電話コードをイ吏用する 


ファクス設を 
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ボイスメールサービスの環境で HP All - in - One をセットアップするには 

1 . HP All - in-One に付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端を HP All - in-One の背面に 1 -LINE と書かれているポート 
に接続します。 


野を記付属のコードで電話コンセントと HP All - in-One を接続しない 
と、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。この専巧電話コ 
-ドは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異なります。 

2. 自動応答の設定をオフにします。 

3. ファクステストを実行します。 

ファクス着信に直接応答して〈ださい。そうしないと HP All - in-One でファク 
スを受信できなくなります。 


ケース G :同じ回線でファクスとコンピュータダイヤルアップモデムを一緒に利用す 
る（電話の着信なし） 

電話を受け付けないファクス回線を利用し、この回線にコンピュータダイヤ 
ルアップモデムを接続する場合は、次のように HP All - in-One を設をします。 

コンピュータダイヤルアップモデムが電話回線を HP All - in-One と共有してい 
るので、モデムと HP All - in-One の両方を同時に使用することができません。 
たとえば、コンピュータダイヤルアップモデムを使用して電子メールを送信 
したりインターネットにアクセスしたりしている場合、 HP All - in-One をファ 
クスには使巧できません。 



図 4-6 HP All - in - One の背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1-LINE" ポート接続用に HP All-in-One 付属の電話コードを使用します。 


モデム搭載コンピュータ 
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HP All - in - One のセツトアツプの完了 












































コンピュータダイヤルアップモデムの環境で HP AM-in-One をセットアップするには 

1. HP All - in - One の背面の 2- EXT と書かれているポートから白いプラグをお 
き取ります。 

2. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面と壁側のモジ 
ュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけます。そのコードを壁側の 
モジュラージャックから巧き 、 HP All - in - One の背面の 2- EXT と書かれて 
いるポートじ差し込みます。 

3. HP All - in - One に付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端を HP All - in - One の背面に 1- LINE と書かれているポート 
に接結します。 


W 注記付属のコードで電話コンセントと HP All - in - One を接続しない 
と、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。このき用電話コ 
-ドは、自宅やオフィスで巧巧している電話コードとは異なります。 


4. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピュータに自動受信するよう設 
定している場合は、その設定を解除してください。 


営"を記モデムのソフトウエアで自動ファクス受信の設定を解除しない 
と 、 HP All - in - One でファクスを受信できなくなります。 

5. 自動応答の設定をオンにします。 

6. (ナプシヨン)[応答呼出し回数]設定を最小設定（呼び出し2回）に変更しま 
す。 

7. ファクステストを実行します。 

電話が鳴ると、[応答呼出し回数]で設をした数だけ呼び出し音が鳴った後に 
HP All - in - One が自動応答します。そして、ファクス受信卜ーンを送信側ファ 
クスに対して発信し、ファクスを受信します。 

ケース H :電話とファクスとコンピユータダイヤルアップモデムを一緒に利用する 

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線にコンピユータ 
ダイヤルアップモデムも接続する場合は、次のように HP All - in - One を設定し 
ます。 


コンピュータダイヤルアップモデムが電話回線を HP All - in - One と共有してい 
るので、モデムと HP All - in - One の両方を同時に使用することができません。 
たとえば、コンピュータダイヤルアップモデムを巧巧して電子メールを送信 
したりインターネットにアクセスしたりしている場合 、 HP All - in - One をファ 
クスには巧用できません。 

コン ピュータの電話ポートの数により、 コン ピュータに HP All - in - One をセッ 
トアップする方法は2種類あります。はじめる前に、 コン ピュータの電話ポー 
卜が1つか2つかを確認してください。 

• コンピュータに1つの電話ポートしかない場合、レ: i 下に示すようにパラレ 
ルスプリッタ ー( カプラーとも呼びます）を購入する必要があります(パラ 
レルスプリッターは前面に RJ -11 ポートが1つ、背面に RJ -11 ポートが 
2つあります。前面に2つの RJ -11 ポート、背面にプラグがある2線式の 


ファクス設を 
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電話スプリッター、シリアルスプリッター、またはパラレルスプリッター 
は使巧しないでください)。 


谷 

図 4-7 パラレルスプリツターの例 


• コンピュータの電話ポートが2つなら、下記の手順で HP All - in - One をセ 
ットアップしてください。 


〇 〇 〇 



図 4-8 HP All-in-One の背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

コンピュータの "IN" 電話ポート 

3 

コンピュータの" OUT" 電話ポート 

4 

電話 

5 

モデム搭載コンピュータ 

6 

"1-LINE" ポート接続用に HP All-in-One 付属の電話コードを使用します。 


電話ポートが 2 つあるコンピュータと同じ電話回線上に HP All-in-One をセットアッ 
プするには 

1. HP All - in - One の背面の 2- EXT と書かれているポートから白いプラグを巧 
き取ります。 

2. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面と壁側のモジ 
ュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけます。そのコードを壁側の 
モジュラージャックから抜き 、 HP All - in - One の背面の 2- EXT と書かれて 
いるポートに差し込みます。 

3. 電話をコンピュータダイヤルアップモデムの背面の" OUT " ポートにつなぎ 
ます。 
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HP All - in - One のセツトアツプの完了 








































4. HP All - in-One に付属の電話コードの一ちの端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端を HP All - in-One の背面に 1 -LINE と書かれているポート 
に接続します。 


鞍を記付属のコードで電話コンセントと HP All - in-One を接続しない 
と、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。このま用電話コ 
-ドは、自宅やオフィスで巧巧している電話コードとは異なります。 


5. モデムのソフトウ； L アで、ファクスをコンピユータに自動受信するよう設 
定している場合は、その設定を解除してください。 


慶を記モデムのソフトウエアで自動ファクス受信の設定を解除しない 
と、 HP All - in-One でファクスを受信できなくなります。 


6. ここで 、 HP All - in-One でのファクス呼び出し音の応答ち法を、自動または 

手動にみめます。 

• 着信に自動で応答する設定の場合は、 HP All - in-One がすべての着信に 
応答し、ファクスを受信します。この場合、 HP All - in-One は、ファク 
スと電話を区別できません。着信が電話であると思われる場合、 

HP All - in-One が着信に応答する前に自分で応答する必要があります。 
HP All - in-One で着信を自動的に受信するには、自動応答設定をオンに 
します。 

-ファクスを手動で受信する設定の場合は、ファクス受信に直接応答し 
なければ、 HP All - in-One でファクスを受信できません。手動で着信に 
応答するように HP All - in-One を設定するには、自動応答をオフにしま 
す。 

7. ファクステストを実行します。 

HP All - in-One が着信に応答する前に受話器を取って、送信側ファクス機から 

のファクストーンが聞こえた場合は、手動でファクスに応答します。 


ファクス設を 
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ケース I :電話とファクスと留守番電話を一緒に利用する 

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話番号で留守番電話も接 
続する場合は、次のように HPAII - in-One を設定します。 



図 4-9 HP All-in-One の背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

留守番電話の" IN " ポート 

3 

留守番電話の " OUT " ポート 

4 

電話機（オプション） 

5 

留守番電話 

6 

"1- LINE " ポートを続用に HP All - in - One 付属の電話コードを使用します。 


電話とファクスと留守番電話を一緒に利用ずる環境で HPAII-in-One をセットアップす 
るには 

1. HP All - in-One の背面の 2 -EXT と書かれているポートから白いプラグを抜 
き取ります。 

2. 留守番電話のコードを壁側モジュラージャックから巧き、 HP All - in-One の 
背面の 2 -EXT と書かれているポートに差し込みます。 


をを記 HPAII - in-One に留守番電話を直接接続していないと、送信側ファ 
クスからのファクストーンが留守番電話に記録されてしまい、 
HPAII - in-One でファクスを受信できないことがあります。 


3. HPAII - in-One にイ寸属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端を HPAII - in-One の背面に 1 -LINE と書かれているポート 
に接続します。 


鞍を記付属のコードで電話コンセントと HPAII - in-One を接続しない 
と、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。この専巧電話コ 
-ドは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異なります。 
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HP All - in - One のセツトアツプの完了 




































4. (オプション）留守番電話に電話が内蔵されていない場合は、必要に応じて 
留守番電話の背面にある " OUT " ポートに電話をつなぐこともできます。 


鞍を記留守番電話が外部の電話に接続できない場合、留守番電話と電話 
の両方を HP All - in - One に接続するためにパラレルスプリッタ ー( カプ 
ラーとも呼ぶ）を購入および使用します。これらの接続には、標準の電 
話コードを使用できます。 

5. 自動応答の設定をオンにします。 

6. 少ない呼び出し回数で応答すように留守番電話を設定します。 

7. HP All - in - One の陀答呼出し回数]設ミを変更し、呼び出し回数をサポート 
している最大数に設定します(呼び出しの最大回数は、国/地域によって異な 
ります)。 

8. ファクステストを実行します。 

電話が鳴ると、設定済みの呼び出し回数をに留守番電話が応答し、録音してお 
いた応答メッセージが再生されます。この間 、 HP All - in - One は呼び出し音を 
監視し、ファクストーンが鳴らないか聞いています。ファクス受信卜ーンを 
検出すると 、 HP All - in - One はファクス受信卜ーンを発信し、ファクスを受信 
します。ファクストーンが検出されないと 、 HP All - in - One は回線の監視を中 
止し、留守番電話は音声メッセージを録音できます。 

ケース J :電話とファクスとコンピュータダイヤルアップモデムと留守番電話を一箱 
に利用する 

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線にコンピュータ 
ダイヤルアップモデムと留守番電話も接続する場合は、次のように 
HP All - in - One を設をします。 

コンピュータダイヤルアップモデムが電話回線を HP All - in - One と共有してい 
るので、モデムと HP All - in - One の両方を同時に使用することができません。 
たとえば、コンピュータダイヤルアップモデムを巧巧して電子メールを送信 
したりインターネットにアクセスしたりしている場合 、 HP All - in - One をファ 
クスには使用できません。 

コン ピュータの電話ポートの数により、 コン ピュータに HP All - in - One をセッ 
トアップする方法は2種類あります。はじめる前に、 コン ピュータの電話ポー 
卜が1つか2つかを確認してください。 

• コンピュータに1つの電話ポートしかない場合、な下に示すようにパラレ 
ルスプリッタ ー( カプラーとも呼びます）を購入する必要があります(パラ 
レルスプリッターは前面に RJ -11 ポートが1つ、背面に RJ -11 ポートが 
2つあります。前面に2つの RJ -11 ポート、背面にプラグがある2線式の 
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電話スプリッター、シリアルスプリッター、またはパラレルスプリッター 
は使巧しないでください)。 


谷 

図 4-10 パラレルスプリツターの例 


• コンピュータの電話ポートが2つなら、下記の手順で HP All - in - One をセ 
ットアップしてください。 



図 4-11 HP All-in-One の背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

コンピュータの " IN " 電話ポート 

3 

コンピュータの" OUT " 電話ポート 

4 

電話機（オプション） 

5 

留守番電話 

6 

モデム搭載コンピュータ 

7 

"1- LINE " ポート接続巧に HP All - in - One 付属の電話コードを使用します 
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HP All - in - One のセツトアツプの完了 





















































電話ポートが2つあるコンピュータと同じ電話回線上に HP All - in - One をセットアッ 
プするには 

1. HP All - in-One の背面の 2 -EXT と書かれているポートから白いプラグを巧 
き取ります。 

2. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面と壁側のモジ 
ュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけます。そのコードを壁側の 
モジュラージャックから巧き、 HP All - in-One の背面の 2 -EXT と書かれて 
いるポートに差し込みます。 

3. 留守番電話のコードを壁側のモジュラージャックから巧き、コンピュータ 
モデムの背面の " OUT " ポートにち続します。 

こうすると、たとえコンピュータモデムのちがホに回線に接結されていて 
も、 HP All - in-One と留守番電話の間を直接接続できます。 


敦を記留守番電話をこのように接結していないと、送信側ファクスから 
のファクストーンが留守番電話に記録されてしまい、 HP All - in-One で 
ファクスを受信できないことがあります。 


4. HP All - in-One に付属の電話コードの一ちの端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端を HP All - in-One の背面に 1 -LINE と書かれているポート 
に接続します。 


腎注記付属のコードで電話コンセントと HP All - in-One を接続しない 
と、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。このま用電話コ 
-ドは、自宅やオフィスで使巧している電話コードとは異なります。 


5. (オプション）留守番電話に電話が内蔵されていない場合は、必要に応じて 
留守番電話の背面にある " OUT " ポートに電話をつなぐこともできます。 


鞍を記留守番電話が外部の電話に接続できない場合、留守番電話と電話 
の両方を HP All - in-One に接続するためにパラレルスプリッタ ー( カプ 
ラーとも呼ぶ）を購入および使用します。これらの接続には、標準の電 
話コードを使用できます。 


6. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピユータに自動受信するよう設 
定している場合は、その設定を解除してください。 


腎を記モデムのソフトウエアで自動ファクス受信の設定を解除しない 
と、 HP All - in-One でファクスを受信できなくなります。 

7. 自動応答の設定をナンにします。 

8. 少ない呼び出し回数で応答すように留守番電話を設定します。 

9. HP All - in-One の[応答呼出し回数]設定を変更し、呼び出し回数をサポート 
している最大数に設定します（呼び出しの最大回数は、国/地域によって異 
なります)。 

10 . ファクステストを実行します。 

電話が鳴ると、設定巧みの呼び出し回数後に留守番電話が応答し、録音してお 
いた応答メッセージが再生されます。この間、 HP All - in-One は呼び出し音を 
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監視し、ファクストーンが鳴らないか聞いています。ファクス受信卜ーンを 
検出すると 、 HP All - in - One はファクス受信卜ーンを発信し、ファクスを受信 
します。ファクストーンが検出されないと 、 HP All - in - One は回線の監視を中 
止し、留守番電話は音声メッセージを録音できます。 

ケース K :電話とファクスとコンピュータダイヤルアップモデムとボイスメールを 
一緒に利用する 

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線でコンピュータ 
ダイヤルアップモデムも利用して電話会社からボイスメールサービスも利用 
する場合は、次のように HP All - in - One を設定します。 


敷ミ主記ファクスと同じ電話番号でボイスメールサービスを利巧している場 
合、ファクスを自動受信することはできません。すべてのファクスを手動 
で受信する必要があります。受信ファクスの着信に応答するためにその場 
にいる必要があります。これな外にファクスを自動受信するには、電話会 
社に問い合わせて着信識別を利用するか、ファクス専巧の別回線を取得し 
てください。 


コンピュータダイヤルアップモデムが電話回線を HP All - in - One と共有してい 
るので、モデムと HP All - in - One の両方を同時に使用することができません。 
たとえば、コンピュータダイヤルアップモデムを使用して電子メールを送信 
したりインターネットにアクセスしたりしている場合 、 HP All - in - One をファ 
クスには使用できません。 

コン ピュータの電話ポートの数により、 コン ピュータに HP All - in - One をセッ 
ト アップする方法は2種類あります。はじめる前に、 コン ピュータの電話ポ 
—卜が1つか2つかを確認してください。 

• コンピュータに1つの電話ポートしかない場合、な下に示すようにパラレ 
ルスプリッタ ー( カプラーとも呼びます）を購入する必要があります（パラ 
レルスプリッターは前面に RJ -11 ポートが1つ、背面に RJ -11 ポートが 
2つあります。前面に2つの RJ -11 ポート、背面にプラグがある2線式の 
電話スプリッター、シリアルスプリッター、またはパラレルスプリッター 
は使用しないで〈ださい)。 

高 

図 4-12 パラレルスプリッターの例 
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HP All-in-One のセットアップの完了 





• コンピュータの電話ポートが 2 つなら、下記の手順で HP All - in-One をセ 
ットアップしてください。 


〇 〇 〇 



図 4-13 HP All-in-One の背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

コンピュータの " IN " 電話ポート 

3 

コンピュータの " OUT " 電話ポート 

4 

電話 

5 

モデム搭載コンピュータ 

6 

"1- LINE " ポートを続巧に HP All - in - One 付属の電話コードを使巧します。 


電話ポートが 2 つある コン ピュータと同じ電話回線上に HP All-in-One をセットアッ 

プするには 

1. HP All - in-One の背面の 2 -EXT と書かれているポートから白いプラグを巧 
き取ります。 

2. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面と壁側のモジ 
ュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけます。そのコードを壁側の 
モジュラージャックから巧き、 HP All - in-One の背面の 2 -EXT と書かれて 
いるポートに差し込みます。 

3. 電話をコンピュータダイヤルアップモデムの背面の" OUT " ポートにつな 
ぎます。 

4. HP All - in-One に付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端を HP All - in-One の背面に 1 -LINE と書かれているポート 
に接続します。 


腎を記付属のコードで電話コンセントと HP All - in-One を接続しない 
と、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。このき用電話コ 
-ドは、自宅やオフィスで使巧している電話コードとは異なります。 
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5. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピユータに自動受信するよう設 
定している場合は、その設定を解除してください。 


腎を記モデムのソフトウエアで自動ファクス受信の設定を解除しない 
と、 HP All - in-One でファクスを受信できなくなります。 

6. 自動応答の設定をオフにします。 

7. ファクステストを実行します。 

ファクス着信に直接応答して〈ださい。そうしないと HPAII - in-One でファク 
スを受信できなくなります。 

ファクスを受信するように HP All - in-One の設定を変更 

ファクスを正しく受信するためには、 HP All - in-One の一部設定の変更が必要 
になる場合があります。個々のファクスオプションについて選択すべき設定 
がわからない場合は、説明書にあるファクスの設をに関する詳細説明をご覧く 
ださい。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• セットアップに適したお奨応答モードを選巧 

• 比、•^モー H の設疋 

• 応答までの呼び出し回数を設を 
- 着信識別応答呼出し音のパターンのをを 

セットアップに適した推奨応答モードを選択 

家庭やオフィス巧のセットアップで、ファクス受信の応答ちまをホまするに 
は、下の表を参照してください。表の最初の列で、オフィス設定に該当する機 
器とサービスの種類を選巧します。それに対して、2列目の設定を参照してく 
ださい。3列目には、 HPAII - in-One が着信にどのように応答するかが示されま 
す。 

家庭やオフィス用の推奨応答モード設定を決定した後の詳細については、 応答 
モードの 設定 を 参照してください。 


ファクスと一箱に利用するその他 
の機器やサービス 

推奨自動応答設 
定 

説明 

なし 

(ファクス受信のみを受信する、個 
別の電話回線がある場合） 

オン 

[応答呼出し回数]設定を使用して 、 HP All - in - One 力 《 、 
すべての受信に自動で応答します。 

電話とファクスが共巧で、留守香 
電話はない 

(電話とファクスの兩方を受信す 
る、共ちの回線がある場合） 

ホフ 

HPAII - in - One は着信に自動で応答しません。ファク 
ススタート-モノクロまたはファクススタート- 
カラーを押して、 ファクスを受信する必要がありま 
す。 

電話の着信が多く、あまりファクスを受信しない場 
合はこの設定を使巧します。 

電話会なが提供するボイスメー 
ルサービス 

オフ 

HPAII - in - One は着信に自動で応答しません。ファク 
ススタート-モノクロまたはファクススタート- 
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HP All - in - One のセツトアツプの完了 

















(続き) 


ファクスと一緒に利用するその他 
の機器やサービス 

推奨自動応答設 
定 

説明 



カラーを押して、ファクスを受信する必要がありま 
す。 

留守香電話と、電話とファクスが 
共用の回線 

オン 

HPAII - in - One は着信に自動で応答しません。その代 
わりに、 HPAII - in - One は着信に対する人や留守香電 
話による応答がないか電話回線をモニタします。 

HP All - in - One がファクス受信音を検出した場合は、 
HPAII - in - One はファクスを受信します。着信が電話 
の場合は、留守番電話が着信のメッセージを録音し 
ます。 



自動応答設定の場合 、 HP All - in - One が応答するまで 
の呼び出し回数は、留守番電話で応答する回数より 
も多い回数を設定して、留守香電話が HPAII - in-One 
より前に応答するようにします。 

着信識別サービス 

オン 

HP All - in - One 力 《 、すべての受信に自動で応答しま 
す。電話会ながファクス回線に設定した呼び出し音 
のパターンが、 HPAII - in - One に設定された脈答呼 
出し音のパターン]設定と一致することを確認してく 
ださい。 


関連トピック 

• 応答までの呼び出し回数を設定 

* ファクスの手動受信 

- 着信識別応答呼出し音のパターンの変更 

応答 モードの 設定 

応答モードでは、 HPAII - in - One が電話の着信に自動で応答するかどうかにつ 
いての設定を行います。 

• HP All - in - One でファクスに自動的に応答するには、自動応答をオンにしま 
す 。 HP All - in - One 力 《 、すべての受信電話とファクスに自動で応答します。 

• ファクスに手動で応答するには、自動応答をオフにします。受信ファクス 
に応答するには、ユーザーが手動で受信操作をしなければなりません。こ 
の操作を行わないと、 HPAII - in - One はファクスを受信しません。 

応答モードを設定するには 

1. セットアップを巧します。 

2. 4を押し、 [ファクスの 基本設定]を呼び出します。 

3. 自動応答の設定項目を選び、オンまたはオフを選択します。 

4. OK を押して設定します。 

関連トピック 

* ファクスの手動受信 

. セットアツ プに適した推奨応答 モー ドを選択_ 
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応答までの呼び出し回数を設定 

自動応答設定をオンにすると、 HPAII - in-One が自動的に着信音に応答するま 
での呼び出し回数を指定できます。 

[応答呼出し回瑚設をは、特に HP All - in-One と同じ電話回線で留守番電話を 
巧用している場合に重要です。 HP All - in-One が応答する前に留守番電話で応 
答する必要があるからです。 HP All - in-One の応答するまでの呼び出し回数 
を、留守番電話が応答するまでの回数よりもをく設定する必要があります。 

たとえば、留守番電話の呼び出し回数を少なくし、 HPAII - in-One の呼び出し 
回数をサポートしている最大数に設定します（呼び出しの最大回数は、国/地域 
によって異なります)。この設をでは、留守番電話が電話に応答し、 

HP All - in-One が電話回線を監視します。 HP All - in-One がファクス受信音を検 
出した場合は、 HPAII - in-One はファクスを受信します。音声の場合には、留 
守番電話が着信メッセージを録音します。 

コントロール パネルで応答までの呼び出 し 回数を設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. 4を押し、[ファクスの基本設定]を呼び出します。 

3. [応答呼出し回数]の設定項目を選び、キーパッドを使巧して呼び出し回数 
を入力するか、4または►を押して呼び出し回数を変更します。 

4. 0 K を押して設定します。 

関連トピック 
比、 S モー广の言を$ 


着信識別応答呼出し音のパターンの変更 

多くの電話会社から、1本の電話回線で複数の電話番号を持てる着信識別音機 
能が提供されています。この着信識別サービスでは、番号ごとに呼び出し音の 
パターンが異なります。 HP All - in-One が特をの呼び出し音の着信に応答する 
ように設定することができます。 

着信識別音が設定されている電話回線に HP All - in-One をち続する場合は、電 
話会社に音声着信の呼び出し音とファクス受信の呼び出し音を、それぞれ別に 
割り当ててもらいます。ファクス番号には、2回または3回の呼び出し音を割 
り当てることをお勧めします。 HP All - in-One は、指定した呼び出し音のパタ 
—ンを検出したときに、ファクスの受信を開始します。 

着信識別サービスを使巧していない場合は、デフオルトの呼び出し音パター 
ン [すべての呼び出し] を使巧してください。 

コント ロール パネルで応答巧び出し音のパターンを変更するには 

1. HP All - in-One がファクスの呼び出しに自動応答するよう設定されているこ 
とを確認します。 

2. セツトアップを押します。 
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3. 5 を巧し、次に1を押します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[応答呼出し音のパターン]が続けて選択 
されます。 

4. ►を押してオプションを選択し、 0K を押します。 

ファクス回線に割り当てられた呼び出し音で電話が鳴ると、 HP All-in-One 
は着信に応答して、ファクスを受信します。 

関連トピック 
応答モードの設を 


ファクス設定のテスト 

ファクス設ををテストして HP All-in-One の状態を調べ、正常にファクス送信 
できるように設定されたことを確認することができます。このテストは、 

HP All-in-One のファクス機能のセットアップが完了した後に実行してくださ 
し、。テストの内容は次のとおりです。 

• ファクスのハードウエアをテストする 

• 正しい種類の電話コードカ 《HP All-in-One じ接結されていることを確認する 
• 電話線が正しいポートに接続されていることを確認する 
• ダイヤルトーンを検出する 
- アクティブな電話回線を検出する 
- 電話回線の接続状態をテストする 

テスト結まは、レポートとして HP All-in-One から印刷されます。テストに失 
敗した場合、レポートを参照して、問題の解み方法を確認し、テストを再実行 
してくださし、。 

コントロールパネルからファクス機能のセットアップをテストするには 

1. 家庭やオフィスなど、お使いになる巧途に合わせた指示に従って、 

HP All-in-One のファクス機能をセットアップします。 

2. テストを行う前に、プリントカートリッジを取り付け、給紙トレイに普通 
紙をセットします。 

3. セットアップを押します。 

4. 6を巧し、もう一度6を押します。 

これで、[ツール]メニューと[ファクステストを実行]が続けて選択されま 
す。 

HP All-in-One のディスプレイにテストの状態が表示され、レポートが印刷 
されます。 
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5. レポートを確認します。 

• テストに合格してもファクスの問題が解消されない場合は、レポートに 
記載されているファクス設定を調べて、正しく設定されていることを確 
認します。ファクス設定が行われていない、または不適切な場合は、フ 
ァクスに問題が発生する可能性があります。 

-テストに失敗した場合は、レポートを参照して問題の解み方法を確認し 
てくださし、。 

6. HPAII - in - One からファクスレポートを取り出した後、 0 K を押します。 
必要ならば、見つかった問題を解みして、テストを再実行します。 

ファクスヘッダーの設定 

ファクスのへッ ダーを使巧すると、すべての送信 ファクスの 上部に名前と ファ 
クス 番号が印刷されます 。 HP All - in - One 用に インス トールした ソフ トウ エア 
を使用して、 ファクス ヘッダーを設定することをお割めします。ここに記さ 
れているとおり、 コントロール パネルから ファクスの ヘッダーを設定するこ 
ともできます。 


皆を記一部の国または地域では、法令等によりファクスのヘッダー情報の明 
記が義務付けられています。 


コントロールパネルからデフオルトのファクスのヘッダーを設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. 4を巧し、次に1を巧します。 

これで、 [ファクスの 基本設定]と [ファクスのヘッダー] が続けて選択され 
ます。 

3. 個人または会な名を入力し、次に 0 K をクリックします。 

4. キーパッドを使用してファクス番号を入力し、 0 K を押します。 

関連トピック 
文字と記ち 

短縮ダイヤルの設定 

よく使うファクス番号を短縮ダイヤルに登録できます。そうすれば、コントロ 
—ルパネルからすぐにダイヤルすることができます。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• 個別の短縮ダイヤルの設を 

• グループ短縮ダイヤルの設定 
- 短縮ダイヤル番号の削除 

• 短縮ダイヤルリストの E 口刷 

個別の短縮ダイヤルの設定 

よく使うファクス番号を短縮ダイヤルじ登録できます。必要に応じて、登録し 
た短縮ダイヤルの名前やファクス番号を編集できます。 
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ホ：ヒントグループ短縮ダイヤル番号に、個別の短縮ダイヤル番号を追加する 
ことができます。これによりファクスをグループまたは複数の相手に一度 
に送信することが可能になります(グループ短縮ダイヤルに登録できる個別 
の短縮ダイヤル番号の最大数は、モデルによって異なります)。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

- 個別短縮ダイヤルをちのを緑 
- 個別の短縮ダイヤルの編集 

個別短縮ダイヤル番号の登録 

HPAll - in - One 巧にインストールしたソフトウエアを巧巧すると、コントロー 
ルパネルやコンピユータから短縮ダイヤル番号を登録できます。 

コントロールパネルから短縮ダイヤル番号を登録するには 

1. セットアップを巧します。 

2. 3を巧し、次に1を押します。 

これで、[短縮ダイヤルの設定]と[個別の短縮ダイヤル]が続けて選択され 
ます。 

登録されていない最初の短縮ダイヤル番号がディスプレイに表示されます。 

3. 表示された短縮ダイヤル番号を選巧するには 0 K を押します。登録されて 
いない別の短縮ダイヤルを選択するには、イまたは►を押して、次に OK 
を押します。 

4. その短縮ダイヤル番号に登録するファクス番号を入力し、 0 K を押します。 

5. 名前を入力し、 0 K をクリックします。 

6. 別の番号を設定する場合は1を、短縮ダイヤルの登録を終了する場合は2 
を押します。 


関連トピック 
文字と記ち 

個別の短縮ダイヤルの編集 

HP All - in - One 巧にインストールしたソフトウエアを巧巧して、コントロール 
パネルやコンピュータから短縮ダイヤルの名前やファクス番号を編集できま 
す。 


コントロールパネルで短縮ダイヤルを編集するには 

1. セットアップを押します。 

2. 3を押し、次に1を巧します。 

これで、[短縮ダイヤルの設定]と[個別の短縮ダイヤル]が続けて選巧され 
ます。 

3 . イまたは►を巧して短縮ダイヤルをスクロールして目的の項目を探し、 
0 K を押して選択します。 
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4. 現在のファクス番号が表示されたら、4を押してそれを消去します。 

5. 新しいファクス番号を入力し、 0 K を押します。 

みヒント入力するファクス番号間に一定の間 P 同を加えるには、リダイヤ 
ル/ポーズを押すか、ディスプレイにダッシュ記号 （[-]) が表示されるま 
で、記号 （*) ボタンを繰り返し押します。 

6. 名前を入力し、 0 K をクリックします。 

7. 別の短縮ダイヤル番号を更新する場合は1を、終了する場合は2を押しま 
す。 


関連トピック 
文字と記号 


グループ短縮ダイヤルの設定 

設定済みの個別短縮ダイヤル番号をグループ短縮ダイヤルに追加して、複数の 
受信をに一度に同じ文書をファクスすることができます（グループ短縮ダイヤ 
ルにを録できる個別の短縮ダイヤル番号の最大数は、モデルによって異なりま 
す)。 


鞍を記グループ短縮ダイヤルに追加する番号は 、 HP All - in - One の個別短縮 
ダイヤルに既に登録されている必要があります。 


コントロー ルパネルからグル ー プ短縮ダイヤル巧号を登録ずるには 

1. セットアップを押します。 

2. 3を押し、次に2を巧します。 

これで、[短縮ダイヤルの設定]と[ I グループ短縮ダイヤル]が続けて選択さ 
れます。 

を録されていない最ネ刀の短縮ダイヤル番号がディスプレイに表示されます。 

3. 表示された短縮ダイヤル番号を選択するには 0 K を巧します。を録されて 
いない別の短縮ダイヤルを選択するには、イまたは►を押して、次に 0 K 
を押します。 

4. 4または►を押して設をした個別短縮ダイヤルをスクロールし、 0 K を押 
して選択します。 

5. 別の個別短縮ダイヤル番号を追加する場合は1を、終了する場合は2を巧 
します。 

6. グループ短縮ダイヤル名を入力して、 OK をクリックします。 

7. 別のグループを追加する場合は1を、終了する場合は2を押します。 

関連トピック 

- 個別の短縮ダイヤルの設定 
- 文字と記ち 


52 


HP All - in - One のセツトアツプの完了 









短縮ダイヤル番号の削除 

短縮ダイヤル番号は個別でもグループでも削除できます。短縮ダイヤル番号を 
削除する場合は、な下の点にを意してください。 

- 個別短縮ダイヤル番号を削除すると、割当先のグループからもすベて削除 
されます。 

• グループ短縮ダイヤル番号を削除しても、そのグループに登録されていた 
個別短縮ダイヤルは削除されません。グループがなくなっても、個別短縮 
ダイヤル番号を使ってファクスを送信できます。 

コントロールパネルから短縮ダイヤル番号を削除するには 

1. セットアップを押します。 

2. 3を押し、もう一度3を押します。 

これで、[短縮ダイヤルの設定]と[短縮ダイヤルを削除]が続けて選択され 
ます。 

3. 削除する短縮ダイヤルカ 《 表示されるまで4か►を押し、次に 0 K を押して 
削除します。 

短縮ダイヤルリストの印刷 

HPAll - in-One に登録されている短縮ダイヤル番号リストを印刷することがで 
きます。 

短縮ダイヤルリストを印刷するには 

1. セットアップを巧します。 

2. 3を巧し、次に4を巧します。 

これで、[短縮ダイヤルの設定]と[短縮ダイヤルリストを印刷]が続けて選 
巧されます。 


をヒントこのリストは、[レポートの EP 刷]メニューから[短縮ダイヤルリ 
スト]を選巧して印刷することもできます。セットアップ、2を押し、 
次に7を巧します。 


ファクス設を 
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5 使用方法 

ここでは、写真の共有や印刷、印刷ジョブの最適化など、一般的なタスクへの 
リンクを示します。 

• L 判用紙にフチ無し写貴を印刷するには 

- 最高画質で En 刷するには 

• ファクスをテストするには 

- ファクスのが信を手動で巧うには 

• ファクスの受信を手動で巧うには 

-ファクス送受信の確認レポートを印刷するには 


使庙ちま 
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使用方ま 


6 原稿および用紙のセット 

HP All - in - One には、 A 4 またはレター巧紙、フォト用紙、 OHP フイルム、封 
筒などのさまざまなサイズと種類の用紙をセットできます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 原稿のセット 

- E 口刷メディアの黑が 

• 用紐のセット 

• 紙詰まりの防止 


原稿のセット 

コピー、ファクス、スキャンする原稿は、自動ドキュメントフィーダまたは 
ガラス板にセットします。自動ドキュメントフィーダにセットされた原稿は、 
HP All - in - One に自動的に給紙されます。 


このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 自動ドキュメントフィーダに原稿をセット 

• ガラス板への原稿のセット 


自動ドキュメントフイーダに原稿をセット 

原稿をドキュメントフイーダトレイにセットすると、単一または複数ぺージ 
のレターサイズ、 A 4 サイズの文書（普通紙で最大35ぺージ)、またはリーガ 
ルサイズの文書（普通紙で最大20ぺージ）をコピー、スキヤン、ファクスする 
ことができます。 


A を意自動ドキュメントフィーダには写真をセツトしないでください。写 
真が破損する恐れがあります。 

聲を記[ページに合わせる]コピーなど、一部の機能は原稿を自動ドキュメン 
トフイーダにセツトすると動作しません。原稿はガラス板にセツトしてく 
ださし、。 


ドキュメントフィーダトレイに原稿をセットするには 

1. ドキュメントフィーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットします。 
自動ドキュメントフィーダに用紙をスライドさせます。正しくセットされ 
ると、ビープ音が鳴るか、ディスプレイに HP All - in - One がセットした用紙 
を認識したことを示すメツセージが表示されます。 


をヒント原稿を自動ドキュメントフィーダにセットする方まについて 
は、ドキュメントフィーダトレイにある図を参照してください。 


原稿および用紙のセット 
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2. 巧紙の両端に当たって止まるまで、用紙ガイドをスライドさせます。 

敷を記 HPAII - in - One のカバーを持ち上げる前に、ドキュメントフイーダト 
レイから原稿をすべて取り出してください。 


関連トピック 

ガラス巧への晤稿のセット 


ガラス板への原稿のセット 


ガラス板に原稿をセツトすると、最大で A 4 サイズまたはレター巧紙までの原 
稿をコピー、スキヤン、またはファクスすることができます。原稿にリーガ 
ルサイズまたは複数の用紙サイズのぺージがある場合は、自動ドキュメント 
フイーダにセットしてください。 


載を記ガラス板や原稿押さえに巧れが付着していると、多くの特巧機能が正 
常に機能しなくなる可能性があります。 
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ガラス面に原稿をセツトするには 

1. すべての原稿をドキュメントフィーダトレイから取り出してから、 
HP All - in - One のカバーを持ち上げてください。 

2. 印刷面を下にしてガラス板の右下隅に合わせて原稿をセツトします。 



3. カバーを閉じます。 

関連トピック 

• 自動ドキュメントフィーダに原稿をセット 

• HP All - in - One のクリー ニン グ 


印刷メディアの選択 

このデバイスはほとんどの種類のオフィス用紙に対応しています。大量の用紙 
を購入する場合は、実際に購入する前にさまざまな種類の巧紙で実際に印刷を 
試してみることをお勧めします。最適な印刷品質をお求めの場合は HP 用紙を 
ご使用ください。 HP 巧紙の詳細については 、 HP Web サイト www . hp . com を 
ご覧〈ださい。 

• E 口刷用紐の異が、使用に閱するヒント 

• サポートする用紐の仕様について 

• 最小マージンの設定 

• 使ってはいけない用紙 


印刷用紙の選択、使用に関するヒント 

最高の印刷結まを得るには、次のま意事項に従ってください。 

- プリンタの仕様に適合した用紙を必ず使巧してください。詳細について 
は、 サポートする用紙の仕様について を参照してください。 

• トレイにセツトする用紙は一度に1種類だけにしてください。 
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• トレイ1とトレイ2には、印刷面を下にして、トレイのち端と後端に用紙 
をぴたりと合わせてセツトします。トレイ2は一部のモデルにのみ付属し 
ています。詳細については' サポートする用紙の種類と重量について を参 
照してください。 

- トレイ2は普通紙専用です。 

• トレイに用紙を入れすぎないようにしてください。詳細については、 サポ 
- 卜する用紙の仕なについて を寒照してください。 

- 紙詰まり、印刷品質の低下など印刷上の問題を防止するため、な下の用紙 
の使巧はおやめください。 

-複写用紙 

-傷がある、力ールしている、またはしわのある用紙 
-切りなきやミシン目のある巧紙 

-目の粗い用紙、エンボス加工した巧紙、またはインクをよく吸わない巧 
紙 

-重量の軽い用紙、または簡単に伸縮する用紙 
力ードと封筒 

- 表面がつるつるしすぎていたり、粘着性が強いものや、留め具付き、窓イ寸 
きの封筒は避けてください。厚手のもの、おがいびつなもの、端が力ール 
していたり、しわや巧れ、破れなどの傷がある力ードや封筒も巧巧しない 
でください。 

• しっかりと組み立てられた封筒を使用し、きちんと折り目がついているこ 
とを確認してください。 

• ふたを上にして封筒をセットします。 


フォト 用紙 

. 写真の印刷には[高画質] (0 S によっては[高品質])モードをご使用くださ 
し、。このモードの場合、印刷時間が長〈なり、 コン ピュータのメモリをよ 
りをく必要とします。 

• 印刷の終わるたびに用紙を取り出して、乾燥するまで置いておきます。ま 
だ湿っている用紙を重わて置くとインク巧れの原因になる場合があります。 


OHP フイルム 

• OHP フィルムはざらついた面を下にして、粘着テープがプリンタ後部を向 
くようにして挿入します。 

• OHP フィルムの 印刷にはきれい モー ドをご巧巧ください。この モー ドは 
乾燥時間が長くなるため、次のページが排紙トレイに排出される前にイン 
クを完全に乾かすことができます。 

• 印刷の終わるたびに用紙を取り出して、乾燥するまで置いておきます。ま 
だ湿っている用紙を重わて置くとインク巧れの原因になる場合があります。 
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ユーザを 義サイズ用紙 

. プリンタがサポートするユーザ定義サイズ用紙のみをご使用ください。 

• お使いのアプリケーシヨンがユーザ定義サイズ用紙をサポートする場合、 
文書を印刷する前にアプリケーシヨンで用紙サイズを設定しておきます。 
もしサポートしない場合は、プリンタドライバで巧紙サイズを設をしま 
す。ユーザ定義サイズ巧紙に正しく印刷するには、既存の文書の書式変更 
が必要になる場合があります。 

サポートする用紙の仕様について 

サポートするサイズについて および サポートする用紙の種類と重量について 
の表で、本プリンタがサポートする正しい用紙ならびに対応する機能を確認し 
てください。 

• サポ—— h す るサイ ス I こつし、 て 
-サポートする用細の種類と軍量について 


サポートするサイズについて 


用紙サイズ 

I' レイ1 

両面印刷モジュー 

自動ドキュメント 



ル 

フィーダ 


標準の用がサイズ 


U.S. レタ ー（ 216x279 mm 、 8.5x11 イ 
ンチ） 


✓ 

✓ 

U.S. リーガル ロ 16x35 日 mm、8.5x14 
インチ） 

✓ 



A4 (210x297 mm、8.3x11.7 インチ） 


✓ 


U.S. エグゼクティブ （184x267 mm、 
7.25 X 10.5 インチ） 

✓ 

>/ 

✓ 

65(182x257 mm、7.17x10.12 イン 
チ） 


✓ 


A5 (148 x210mm、5.8 x 8.3 インチ） 

✓ 

✓ 


フチ無し A4 口 10x297 mm、8.3x11.7 
インチ)* 

>/ 



フチ無し A5 り48 X 210mm、5.8 x 8.3 
インチ)* 

✓ 



フチ無し B5 り 82x257 mm、7.17 x 
10.12インチ)* 

✓ 




封筒 


U.S. 冉10封筒 （105x241 mm、4.12 x 
9.5 インチ)* 




A2 封筒(111 X 146 mm、4.37 x 5.75 イ 
ンチ)* 

✓ 
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(続き) 


用紙サイズ 

トレイ 1 

両面印刷モジユー 
ル 

自動ドキュメント 
フィーダ 

DL 封筒 （110x220 mm、4.3 x 8.7 イン 
チ)* 

✓ 



C6 封筒 （114x162 mm、4.5 x 6.4 イン 
チ)* 

✓ 



封筒長お2号 (119x277 mm、4.7 x 

10.目インチ)* 

✓ 



封筒長お3号 (120x235 mm、4.7 x 9.3 
インチ)* 

✓ 



封筒長お4号 (90x205 mm、3.5 x 8.1 
インチ)* 

✓ 




力ード 


インデックスカード （76.2 X 127 mm、 
3x5 i インチ)* 

✓ 



インデックスカード (102 X 152 mm、 
4x6 インチ)* 

✓ 

✓ 


インデックスカード (127x203 mm、 
5x8 インチ)* 

✓ 

✓ 


A6 力ード （105x148.5 mm) 4.13x5.83 
インチ)* 




フチ無し A6 力ード (105 X 148.5 mm) 
4.13x5.83 インチ)* 

✓ 



は力《き （100x 148 mm、 3.9 x 5.8 イン 
チ)* 




往復は力《き口 00x 148 mm、7.9 x 5.8 
インチ)* 

✓ 




フオト用紙 


フホト用紙 （102 X 152 mm、 4 x 6 イン 
チ)* 




フホト用紙 （5x17.78 cm)* 




フォト用紙 （8 X 25.40 cm)* 




フホト用紙 （10 X 20 cm)* 

✓ 



フホト用紙 （4x20.32 cm)* 

✓ 



フォト用紐 HV* 

✓ 



フホト用紙キャビネット判(165 X 120 
mm、 日. 5x4.7 インチ)* 

✓ 



フォト用紙 2L 半り （178x 127 mm、 7 X 

5インチ)* 

✓ 
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(続き) 


用がサイズ 

トレイ1 

両面印刷モジユー 
ル 

自動ドキュメント 
フイーダ 

フナト用紙 （13 x 18 cm )* 

✓ 



フォト用紙 B 7 (88 X 125 mm 、3.5 x 4. 9 
インチ)* 

✓ 



写真 L 半り （89 x 127 mm 、3.5 x 5 イン 
チ)* 

✓ 



フチ無しフォト用紙 （102 x 152 mm 、 4 
x 6 インチ)* 

✓ 



フチ無しフォト用紙 （10 x 20 cm )* 

✓ 



フチ無しフォト用紙 （4 x 8 インチ)* 

✓ 



フチ無し HV * 




フチ無しキャビネット判 (165 x 120 
mm 、6.5 X 4.7 インチ)* 




フチ無し 2 L 判 （178 x 127 mm 、7 x 5 
インチ)* 

✓ 



フチ無しフホト用紙 （5 x 7 インチ)* 

✓ 



フチ無しフォト用紙 （8 x 10 インチ)* 




フチ無しフォト用紙 （8.5 x 11 インチ)* 




フチ無しフォト用紙 （13 x 18 cm )* 




フチ無し B 7 (88 X 125 mm 、3.5 X 4.9 
インチ)* 

✓ 



フチ無しはがき (100 X 148 mm )* 




フチ無し写真 L 削 （89 x 127 mm 、3.5 x 

5インチ)* 

✓ 




その化の用紙 


幅 76.2 〜216 mm 、 長さ127〜594 
mm (幅3〜 8.5 インチ、長さ5〜23 
インチ）のユーザ定義サイズ用紙* 

✓ 



幅127〜216 mm 、 長さ241〜305 mm 
(幅5〜 8.5 インチ、長さ 9.5 〜12イン 
チ）のユーザ定義サイズ用紙（自動ドキ 
ユメントフイーダ） 



✓ 

パノラマ （4 X 10インチ、 4 x 11 イン 
チ、4 X 12インチ、ダブル A 4)* 

✓ 



フチ無しパノラマ （4 x 10 インチ、 4 x 

11インチ、 4 x 12 インチ、ダブル A 4)* 

✓ 
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* 片面または両面印刷の場合、自動ドキュメントフィーダの巧用には対応して 
いません。 

** 本プリンタは日本郵政公社の普通ハガキおよびインクジてットハガキにのみ 
対応しています。日本郵政公社の写真用ハガキには対応していません。 


サポートする用紐の種類と重量について 


トレイ 

種類 

重量 

収容枚数 

トレイ1 

用紙 

60〜105 g / m 2 

(16 〜28ポンドボンド 
紙） 

普通紙250枚まで 

(重ねた状態で25 mm ま 
たは1インチ） 

OHP フイルム 


最高70枚 

(重ねた状態で 17 mm ま 
たは 0.67 インチ） 

フナト用紙 

280 g / m 2 

(75 ポンドボンド紙） 

最高100枚 

(重ねた状態で 17 mm ま 
たは 0.67 インチ） 

ラベル 


最高100枚 

(重ねた状態で 17 mm ま 
たは 0.67 インチ） 

封筒 

75〜90 g / m 2 

(20 〜24ポンドボンド 
封筒） 

最高30か 

(重ねた状態で 17 mm ま 
たは 0.67 インチ） 

力ード 

200 g / m 2 まで 

(110ポンドインデック 

ス） 

最高80枚 

両面印刷モ 

ンユー J レ 

用紙 

60〜105 g / m 2 

(16 〜28ポンドボンド 
紙） 

該当なし 

排紙ビン 

サポートするすべての用紙 


普通紙150枚まで（テキ 
スト EP 刷） 
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最小マージンの設定 

文書のマージンは、縦方向に指をされた最小マージンな上に設定する必要があ 
ります。 


\ 

:〇 


> 

! 

；〇 



ミ 〇 


► U * 


>^4 

〇 〇 〇 〇 


〇 


メディア 

(1) 左マージ 
ン 

(2) 右マージ 
ン 

(3) 上マージン 

(4) 下マージ 
ン 

U.S. レター 

U.S. リーガル 

A4 

フオト用紙 

2 mm (0.12 
インチ） 

2 mm (0.12 
インチ） 

1.8 mm 
(0.07 インチ） 

2 mm (0.12 
インチ） 

U.S. エグゼクティブ 

B5 

A5 

力ード 

2 mm (0.12 
インチ） 

2 mm (0.12 
インチ） 

1.8 mm 
(0.07 インチ） 

6 mm (0.24 
インチ） 

封筒 

3.3 mm 
(0.13 インチ） 

3.3 mm 
(0.13 インチ） 

16.5 mm 
(0.65 インチ） 

16.5 mm 
(0.65 インチ） 


* Windows を実行するコンピユータでこのマージンを設まする場合は、プリン 
トドライバの[詳細設定]タブをクリックし、[マージンの最小化]を選択しま 

す。 


野を記両面印刷モジュール（一部のモデルに付属）を使用している場合、上 
下の最小マージンは12 mm (0.47 インチ）な上に設定してください。 


使ってはいけない用紙 

薄すぎる巧紙、厚すぎる用紙、表面がつるつるの用紙、伸縮性のある用紙など 
を使用すると、紙詰まりが起こりやすくなります。表面がでこぼこした巧紙や 
インクをはじく用紙を巧巧すると、印刷された画像がこすれたりにじんだり、 
あるいはかすれたりすることがあります。 
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印刷にもコピーにも使ってはいけない紐 

* 技術仕様の章に記載されたサイズな外の用紙。詳細については、 巧紙サイ 
ぶを 参照してください。 

• 切り抜きやミシン目のある巧紙 （ HP インクジェットデバイスで使巧できる 
ように設計されている場合を除く）。 

• リネンなど、肌触りの粗い紙均等に印刷されないこともあり、用紙の上に 
インクがにじむこともあります。 

• HPAII - in - One で使巧するようデザインされていない、極端になめらかな巧 
紙や光沢のある用紙、あるいは極端なコーティングがされている巧紙。 

HP All - in - One に紙詰まりが起きたり、インクがを着しないことがありま 
す。 

- 複写巧紙 （2 枚重ねあるいは3枚重わの複写巧紙など)。しわ、紙詰まり、 
インク巧れなどの原因になります。 

. 留め具付きの封筒や窓付き封筒。口ーラーに引っかかって紙詰まりの原因 
となる場合があります。 

- バナー巧紙。 


コピーに使ってはいけないその他の紙 
• 封筒。 

• プレミアム OHP フイルムまたはプレミアムプラスインクジェット OHP 
フイルムな外の OHP フイルム。 

• アイロンプリント紙。 

- グリーティングカード用紙。 

用紙のセット 

このセクションでは、コピー、印刷、ファクスに使巧するさまざまな種類およ 
びサイズの巧紙を HP All - in - One にセツトする手順を説明します。 


ホヒント破れ、しわ、波巧ち、巧れ曲がりを防ぐには、用紙をジッパー付き 
の袋に入れ、平らな状態で保管してください。正しく保管していないと、 
温度や湿度の急激な変化によって巧紙がそり返り 、 HP All - in - One で利用で 
きなくなる場合があります。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• フルサイズ巧紙のセット 

• フォト用紙のセット 

• インテックスカ~ドのセット 

• 封筒のセット 


フルサイズ用紙のセット 

HPAII - in - One の給紙トレイには、 A 4 サイズ、レターサイズ、リーガルサイ 
ズなど、さまざまな種類の巧紙をセットできまず。 
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フルサイズの用紙をセツトするには 

1. 排紙トレイを取り外します。 



2. 横方向用紙ガイドを一番外側の位置までスライドさせます。 



3. 平らな面で用紙の端を揃え、次の点を確認します。 

-用紙に破れ、ほこり、しわ、端の巧れや波キ T ちがないこと 
-セットするすべての用紙が同じサイズ、同じ種類であること 


用紙のセット 
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4. 印刷面を下にして、巧紙の短辺を給紙トレイに挿入します。巧紙のまの先 
端が止まるまで奥に差し込んでください。 



A を意給紙トレイに巧紙をセットするときは、 HPAII - in - One が停止し、 
静かになつていることを確認してください 。 HP All - in - One がプリント 
力ートリッジをクリーニングしていたり、その他のタスクを実行してい 
ると、用紙が途中で止まり、正しく装着されない場合があります。巧紙 
を手動で押し込むと 、 HP All - in - One から空白のぺージが排紙されます。 

ホヒントレターヘッドを使用する場合は、ぺージの上側からホに入れ、 
印刷面を下にしてください。フルサイズ巧紙およびレターへッドのセッ 
卜方法については、給紙トレイの底面にある図を参照してください。 


5. 横方向巧紙ガイドを、用紙の端に当たって止まるまでスライドさせます。 
給紙トレイに用紙を入れすぎないようにしてください。用紙のまがきちん 
と給紙トレイの中に収まり、横方向用紙ガイドの上端よりほいことを確認 
してくださし、。 
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6. 排紙トレイを元に戻します。 



7. 延長排紙トレイを手前に跳ね上げます。 



野を記リーガルサイズの用紙を使巧する場合は、用紙補助トレイを閉じ 
ておいてください。 


フナト用紙のセット 

フォト用紙を HP All - in - One の給紙トレイにセットできます。より美しく仕上 
げるために、プレミアムフオト巧紙またはプレミアムプラスフオト巧紙を使 
用してください。 


やヒント破れ、しわ、波打ち、巧れ曲がりを防ぐには、用紙をジッパー付き 
の袋に入れ、平らな状態で保管してください。正しく保管していないと、 
温度や湿度の急激な変化によって用紙がそり返り 、 HP All - in - One で利巧で 
きなくなる場合があります。 


印刷を美し〈仕上げるためには、コピーまたは印刷する前に用紙の種類と用紙 
サイズを設をしてください。 

フォト用紙を給紙トレイにセツトするには 

1. 排紙トレイを取り外します。 

2. 給紙トレイから巧紙をすべて取り出します。 


用紙のセット 
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3. フォト巧紙の短辺を奥にし、印刷面を下にして給紙トレイの右端に挿入し 
ます。フォト用紙の先端が止まるまで奥に差し込んでください。 

タブが手前になるようにフォト巧紙をセットします。 

ホヒント小さいフォト用紙のセットについては、給紙トレイの底面にあ 
るフォト用紙セット用のガイドを参照して〈ださい。 

4. 横方向用紙ガイドを、フォト用紙に当たって止まるまでスライドさせます。 
給紙トレイに用紙を入れすぎないようにしてください。用紙のまがきちん 
と給紙トレイの中に収まり、横方向用紙ガイドの上端よりほいことを確認 
してくださし、。 



5. 排紙トレイを元に戻します。 

関連トピック 

* サポートする用紙の仕巧について 

-コピー巧紙の 辖韻の設を 


インデックスカードのセット 

HP All - in - One の給紙トレイにインデックスカードをセットし、メモやレシピ 
—などを印刷することもできます。 

印刷を美しく仕上げるためには、コピーまたは印刷する前に用紙の種類と用紙 
サイズを設定してください。 

給組トレイにインデックスカードをセットするには 

1. 排紙トレイを取り外します。 

2. 給紙トレイから用紙をすべて取り出します。 

3. 印刷面を下に、給紙トレイのち端に寄せて力ードのまを装着します。力一 
ドのまを奥まで差 し込んでください。 
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4. 横方向用紙ガイドを、力ードに当たって止まるまでスライドさせます。 
給紙トレイに用紙を入れすぎないようにしてください。力ードのまがきち 
んと給紙トレイの中に収まり、横方向用紙ガイドの上端よリイをいことを確 
認してください。 



5. 排紙トレイを元に戻します。 


関連トピック 
• フナト用紐のセット 
-コピー用紙の種類の設定 


封筒のセット 

HPAII - in - One の給紙トレイには、複数の封筒をセットすることができます。 
光沢紙を使った封筒やエンボス加工された封筒、あるいは留め具付きの封筒や 
窓付き封筒は使わないでください。 


野を記封筒に印刷するための書式設定については、お使いのワープロソフ 
卜のヘルプファイルを参照してください。より美しく仕上げるために、封 
筒の差出人住所にはラベルの巧巧をお割めします。 


封筒をセットするには 

1. 排紙トレイを取り外します。 

2. 給紙トレイから巧紙をすべて取り出します。 

3. 給紙トレイのち端に封筒を入れ、封筒のふたを上に向け、ふた側を左側に 
してセットします。封筒のまを奥まで差し込んでください。 

かヒント封筒のセット方法については、給紙トレイの底面にある図を参 
照してください。 


用紙のセット 
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4. 横方向巧紙ガイドを、封筒に当たって止まるまでスライドさせます。 

給紙トレイに用紙を入れすぎないようにしてください。封筒のまがきちん 
と給紙トレイの中に収まり、横方向用紙ガイドの上端よリイをいことを確認 
してくださし、。 



5. 排紙トレイを元に戻します。 

紙詰まりの防止 

紙詰まりを起こさないようにするには、レ^下のを意に巧ってください。 

- 排紙トレイから印刷された巧紙を頻繁に取り除くようにしてください。 

- 未使巧の用紙はジッパーかきの袋に平らに入れ、用紙が波打ったり、しわ 
が寄ったりしないように保管してください。 

• 巧紙を給紙トレイに平らに置き、端が折れたり破れたりしないようにセッ 
卜してください。 

- 給紙トレイに種類やサイズの異なる用紙を一緒にセットしないでくださ 
し、。給紙トレイにセットする用紙は、すべて同じサイズと種類でなければ 
なりません。 

- 巧紙がぴったり収まるように、給紙トレイの横方向巧紙ガイドを調整して 
ください。横方向用紙ガイドで給紙トレイの巧紙を折らないようにしてく 
ださい。 

• 巧紙を給紙トレイの奥に入れすぎないでください。 

• ご使巧の HPAII - in - One で推奨している巧紙の種類をお使いください。詳細 
については、 サポートする用紐の仕様について を参.暧してください。 

• ガラス板に原稿をセットしたままにしないでください。ガラス板の上に原 
稿があるときに原稿を自動ドキュメントフィーダにセットすると、自動ド 
キュメントフイーダの中で原稿が詰まることがあります。 
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7 コンピュータからの印刷 

HP All - in - One は印刷が可能であれば、どのソフトウェアからでも巧巧できま 
す。フチ無し印刷、ニュースレター、グリーティングカード、アイロンプリ 
ント紙、ポスターなどのさまざまな用途の印刷に対応しています。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ソフトウェアアプリケーシヨンからの E 口刷 

• E 口刷設をのをを 

• ERl [ジョブの中止 


ソフトウェアアプリケーションからの印刷 

ほとんどの印刷設をはソフトウェアアプリケーションによって自動的に設定 
されます。印刷品質の変更、特定の種類の巧紙やフィルムへの印刷、特巧機能 
の使用の場合にのみ、手動で設定を変更する必要があります。 

ソフトウェアアプリケーションからプリントするには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. お使いのソフトウェアアプリケーションの[ファイル]メニューで[印刷]を 
クリックします。 

3. HP All - in - One をプリンタとして選択します。 

HP All - in - One を通常使うプリンタとして設定している場合は、この手順を 
省略することができます。この場合 、 HP All - in - One は既に選択されていま 
す。 

4. 設定を変更する必要がある場合は、 [プロパティ] ダイアログボックスを開 
〈ボタンをクリックします。 

ソフトウェアによって、このボタンは[プ□パテイ]、[オプション]、[プリ 
ンタ設定]、[プリンタ]、[プリファレンス]などの名前になっています。 


敦を記写真を印刷するときは、巧紙の種類および写真の画質補正で正し 
いオプションを選択する必要があります。 


コンピュータからの印刷 
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5. [詳細設定]、[印刷機能のシヨートカット]、[機能]、[カラー]タブで、印刷 
ジョブのための適切なオプションを選択します。 


ホ-ヒント[印刷機能のショートカット]タブでを義巧みの印刷タスクのい 
ずれか1つを選巧すると、現在の印刷ジョブに適したオプションを簡単 
に選択できます。[印刷機能のショートカット]リストの中から印刷タス 
クの種類をクリックします。その種類の印刷タスクのデフオルト設定が 
設をされて、[印刷機能のショートカット]タブに表示されます。必要に 
応じて、ここで設をを調整し、そのカスタム設定を新しい印刷ショート 
カットとして保巧することができます。カスタム印刷ショートカットを 
保存するには、保存したいショートカットを選択し、[保存]をクリック 
してください。ショートカットを削除するには、削除したいショートカ 
ットを選択し、[削除]をクリックします。 

選択した設定は、現在の印刷ジョブにのみ適巧されます。 

6. [0 のをクリックして、[プ□パティ]ダイアログボックスを閉じます。 

7. 印刷を開始するには、[印刷]または [0K] をクリックします。 

印刷設定の変更 

HP All-in-One の印刷設定をカスタマイズして、さまざまな印刷タスクを行う 

ことができます。 

• Windows ユーザ ー 


Windows ユーザー 

EP 刷設をを変更する前に、現在の印刷ジョブの設定のみを変更するのか、その 
設定をこれな後のすべての印刷ジョブのデフナルトに設定するのかみめる必要 
があります。印刷設定の表示方法は、変更をこれな後のすべての印刷ジョブに 
適巧するのか、現在の印刷ジョブにだけ適巧するのかによって異なります。 

今後すベての印刷ジョブに適用される設定の変更 

1. [HP ソリューションセンター]で、[設定]をクリックし、[印刷設定]を選択 
して、[プリンタ設定]をクリックします。 

2. 印刷設定を変更し、 [0 のをクリックします。 


現在のジョブの印刷設定を変更するには 

1. お使いのソフトウェアアプリケーションの[ファイル]メニューで[印刷]を 
クリックします。 

2. HP All-in-One が巧用するプリンタとして選択されていることを確認しま 
す。 

3. [プロパティ]ダイァログボックスを開くボタンをクリックします。 
ソフトウェアによって、このボタンは[プロパティ]、[オプション]、[プリ 
ンタ設定]、[プリンタ]、[プリファレンス]などの名前になっています。 
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4. 印刷設定を変更し、 [0 のをクリックします。 

5. 印刷するには、[印刷]ダイアログボックスで[印刷]または [0 のをクリッ 
クします。 

印刷ジョブの中止 

印刷ジョブを中止する場合は、 HPAII - in - One とコンピュータの両ちから操作 
できますが、 HPAII - in - One から中止することをお勧めします。 

HPAII - in - One から印刷ジョブを中止するには 

▲ コントロール パネルのキャンセルを押します。印刷ジョブが停止しない 
場合は、キャンセルをもう一度巧します。 

EP 刷のキャンセルにはしばらく時間がかかることがあります。 


印刷ジョブの中止 75 
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8 コピー機能の使用 

HPAII - in - One を使巧すると、高品質のカラーコピーおよびモノクロコピー 
を、 OHP フィルムを含め、さまざまな種類の用紙に作成できます。原稿のサ 
イズを特定の巧紙サイズに合わせて拡大/縮ルしたり、コピーの濃ミあを調整し 
たり、特別なコピー機能を使用してフチ無しコピーなど、写真の高品質コピー 
を作成したりすることもできます。 


ホヒント通常のコピー作業でコピーを美しく仕上げるには、巧紙のサイズ 
を[レタ ー] または [ A 4]、 用紙の種類を[普ほ紙]、コピー品質を[はやしリに 
設定します。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• コピーの 作成 
- 部数の設定 

- コピー用紙サイズの記を 
- コピー用紐の挿類の設を 
- コピーま度と品質のを巧 

• デフナルトのコピー設定の変更 

• L 判用紙への写貴のフチ無しコピー 

• レターまたは A 4 用紐に合わせて原稿のサイズを変更 

- カスタム設定じよる原稿のサイズ調整 

• リーガルサイズの文書をレター巧紙にコピーする 

- コ ピーの濃淡の調霉 
- コピーの不鮮日月な部みを強調 
- コ ピーの薄い部分を強調 

• コピーの 中止 


コピーの 作成 

コントロールパネルから高画質のコピーを作成できまず。ドキユメントフイ 
ーダトレイに複数ページの原稿をセットしまず。 


コピー機能の使用 
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コントロールパネルからコピーを作成するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 

2. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメン 
トフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

ドキュメントフィーダトレイを巧用する場合は、文書の先頭が最初になる 
ようにぺージを置きます。 

3. 次のいずれかの操作を行います。 

• モノクロコピーを行うには、コピースタート-モノク □ を押します。 

-カラーコピーを行うには、コピースタート■カラーを巧します。 

鞍を記カラー原稿の場合は、コピースタート■モノク□を押すとモノク 
ロコピーになり、コピースタート-カラーを押すとフルカラーコピー 
になります。 


部数の設定 

[コピー枚数]で、印刷するコピー枚数を設定できます。 

コントロールパネルからコピー枚数を設定するには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメン 
トフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

ドキュメントフィーダトレイを巧用する場合は、文書の先頭が最初になる 
ようにぺージを置きます。 

3. コピー領域で、メニューを繰り返し押して、[コピー枚数]を表示します。 

4. ►■を押すか、キーパッドを使用して、コピー枚数を入力します 
(最大コピー枚数は、お使いのモデルによって異なります)。 

ホヒント矢印ボタンを押し続けるとコピー枚数が5枚ずつ増えるので、 
コピー枚数がをい場合に便利です。 

5. コピースター ト-モノクロまたは コピースター ト- カラー を押します。 

コピー用紙サイズの設定 

HP All - in - One の巧紙サイズを設定できます。巧紙サイズは、給紙トレイにセ 
ットした用紙に合わせて設まします。 

コントロール パネルから用紙サイズを設をするには 

1. コピー領域で、メニューを繰り返し巧して、[コピー用紙サイズ]を表示し 
ます。 

2. 目的の用紙サイズが表示されるまで、►を巧します。 

3. コピースター ト-モノクロまたは コピースター ト- カラー を押します。 
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コピー用紙の種類の設定 

HPAII - in - One の用紙の種類を設定できます。 

コピーする用紙の種類を設定するには 

1. コピー領域で、メニューを繰りあし押して、闲紙の種锅を表示します。 

2. 目的の巧紙の種類が表示されるまで、►を押します。 

3 . コピースタート-モノクロまたはコピースタート-カラーを押します。 

次の表を参照して、給紙トレイにセツトされている巧紙に対応する用紙の種類 
の設定を選択してください。 


用紙の種類 

コントロールパネルの設定 

コピー用紙またはレターヘッド 

普通紙 

インクジ X ット用上質普通紙 

普通紙 

プレミアムプラスフホト ffl 轴 t (ホお） 

プレミアムフォト用紙 

プレミアムプラスフホト巧紙（つやミ肖し） 

プレミアムフォト用紙 

プレミアムプラスフオト用紙 L 判 

プレミアムフホト用紙 

HP プレミアム OHP フイルムまたはプレミアムプラス 
インクジェット OHP フイルム 

OHP フイルム 

その他の OHP フイルム 

OHP フイルム 

普通はがき 

普通紙 

光おはがき 

プレミアムフォト用紙 

L 判 

プレミアムフナト用紙 


コピー速度と品質の変更 

HPAII - in - One には、コピー速度およびコピーの品質に関する3つのオプシヨ 

ンがあります。 

- 高画質は、各種巧紙をより美しく印刷し、塗りつぶし領域に結模様が出な 
いように仕上げます。高画質を使巧すると、他の品質設定よりもコピーに 
時間がかかります。 

• きれいは、ほとんどのコピーに適した、高画質な出力設定です。きれい 
は高画費よりも短時間でコピーできます。これがデフオルト設を値で 
す。 

- はやいはきれいよりも短時間でコピーできます。文字の印刷品質はきれ 
い設定と変わりませんが、グラフィックスの品質は低下します。はやい設 
をでコピーをすると、インクの消費量が少ないので、プリントカートリッ 
ジの寿命が延びます。 


コピー用化の種類の設を 79 
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コピー品質を変更するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 

2. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメン 
トフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

ドキュメントフィーダトレイを巧用する場合は、文書の先頭が最初になる 
ようにぺージを置きます。 

3 . コピー領域で、適切な品質設をが点灯するまで品費を繰り返し押します。 

4 . コピースタート-モノクロまたはコピースタート-カラーを押します。 

デフオルトのコピー設定の変更 

コントロールパネルからコピー設定を変更すると、その変更は現在のコピー 
ジョブにのみ適巧されます。今後すベてのコピージョブにこのコピー設をを 
適巧するには、その設定をデフオルト設をとして保巧します。 

コントロール パネルから デフホルトのコピー 設定を行うには 

1. コピー設定に必要な変更を加えます。 

2. コピー領域で、メニューを繰り返し巧して、惭しいデフオルトの設定]を 
表ベ、しまず。 

3. [はしリが表示されるまで、►を押します。 

皆を記ここで指定した設定は、 HPAII - in - One 本体にのみ保存されます。ソ 
フトウエアの設定には適巧されません 。 HP All - in - One 用にインストールし 
たソフトウエアを使巧すると、頻繁に使巧する設定を保巧できます。 


L 判用紙への写真のフチ無しコピー 

高画質で写真をコピーするときは、給紙トレイにフォト巧紙をセツトします。 
次に、コピー設定を適切な用紙の種類および写真の強調に変更します。また、 
フォトプリントカートリツジを使用すると、さらに印刷品質を高めることが 
できます。カラープリントカートリツジとフォトプリントカートリツジをセ 
ットすることで、6色インクシステムが実現します。 
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コントロールパネルから写真をフチ無しコピーするには 

1. L 判のフォト用紙を給紙トレイにセットします。 

2. 印刷面を下にしてガラス板のち下隅に合わせて写真をセットします。 
ガラス板の端に示されているガイドに従って、写真の長い辺をガラス板の 
底辺に合わせます。 



3. コピースタート- モノクロまたは コピースタート-カラー を押します。 
HP All - in - One で、写真原稿が L 判の用紙にフチ無しコピーされます。 

皆を記給紙トレイにタブ付きの巧紙をセットした場合は、インクが完全 
に乾いてから印刷した写真のタブを取り除いてください。 

みヒントフチ無しにしない場合は、用紙の種類を[プレミアムフォト用 
紙]に設定し、もう一度コピーして〈ださい。 

関連トピック 

• フナト用紙のセット 

- コピー用紙の释韻の設を 

• フォトプリントカートリツジの使巧 


レターまたは A4 用紙に合わせて原稿のサイズを変更 

原稿の画像や文字がページ全体に配置されて、余白がない場合は、[ページに 
合わせる]または[ページ全体91%]を使用すると、原稿を縮小でき、端の文字 
や画像が不必要にトリミングされることを防ぐことができます。 


A 

H 一 



レターまたは A4 用紙に合わせて原稿のサイズを変更 
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ホヒントまた、[ページに合わせる]で巧紙サイズの印刷可能領域内に合わせ 
て、小さな写真を拡大することもできます。ただし、原稿の縦横比を変え 
ずに拡大する、または端をトリミングせずに拡大するため 、 HP All - in-One 
では用紙の端に不均等な余白がそのまま残ることがあります。 


コントロール パネルから文書のサイズを調整するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメン 
トフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

ドキュメントフィーダトレイを巧用する場合は、文書の先頭が最初になる 
ようにぺージを置きます。 

3 . コピー領域で、縮小/化大を巧します。 

4. 次のいずれかの操作を行います。 

• ドキュメントフィーダトレイまたはガラス板に原稿をセットした場合 
は、[ぺージ全体91%]が表示されるまで►を押します。 

• ガラス板にフルサイズまたはスモールサイズの原稿をセットした場合 
は、[ページに合わせる]が表示されるまで►を押します。 

5. コピースタート-モノクロまたはコピースタート-カラーを押します。 

カスタム設定による原稿のサイズ調整 

文書のコピーを縮小またはあ大する際にカスタム設定を使用できます。 

コントロールパネルからカスタムサイズを設定するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. 印刷面を下にしてガラス板のち下隅に合わせて原稿をセットします。 
ドキュメントフィーダトレイを使用する場合は、文書の先頭が最初になる 
ようにぺージを置きます。 

3 . コピー領域で、縮ル/化大を巧します。 

4. [カスタム100%]が表示されるまで、►を押します。 

5. OK を押します。 

6. ►を押すか、キーパッドを使用して、コピーの縮ルまたは拡大の倍率（％) 
を入力します。 

(サイズ調整の最小倍率および最大倍率は、モデルによって異なります。） 

7 . コピースタート-モノクロまたはコピースタート■カラーを押します。 

リーガルサイズの文書をレター用紙にコピーする 

[リーガル> レター 72%]設定を使用して、レター用紙に合うようにリーガルサ 
イズの文書のコピーを縮小できます。 

鞍を記例に表示されている倍率は[リーガル > レター72%]、ディスプレイの 
表示とは一致しない場合があります。 
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リーガルサイズの文書をレター用紙にコピーするには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. ドキュメントフィーダトレイに、リーガルサイズのドキュメントを印刷面 
を上にしてセットします。 

文書の先頭が最初にくるようにドキュメントフィーダトレイにセットしま 
す。 

3 . コピー領域で、齡小/化为を押します。 

4. [リーガル > レター72%]が表示されるまで、►を巧します。 

5. コピースタート- モノクロまたは コピースタート-カラー を押します。 

コピーの濃淡の調整 

[薄く/濃く]オプションを使用すると、コピーのコントラストを調整できます。 

コントロ ールパネルからコピーのコントラストを調整するには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメン 
トフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

ドキュメントフィーダトレイを使巧する場合は、文書の先頭が最初になる 
ようにぺージを置きます。 

3. コピー領域で、メニューを繰り返し押して、[薄く/濃く]を表示します。 

4. 次のいずれかの操作を行います。 

• ►■を押して、コピーを濃〈します。 

- 4を巧して、コピーを薄くします。 

5. コピースタート- モノクロまたは コピースタート-カラー を押します。 

コピーの不鮮明な部分を強調 

[強調]機能を使用すると、モノクロ文字の輪郭がはっきりし、テキスト文書の 
品質を調整したり、白に見えてしまう薄い色を強調して、写真を調整すること 
ができます。 
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デフオルトのオプションは[写真と义字]の強調です。[写真と义字]強調を使巧 
すると、ほとんどの原稿の輪郭をくっきりさせることができます。 


コントロールパネルから不鮮明な义書をコピーするには 

1. 巧紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 

2. 写真の長い辺をガラス板の底辺に合わせて置きます。 

ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメン 
トフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

3. コピー領域で、メニューを繰り返し押して、[強調]を表示します。 

4. [文字]設定が表示されるまで、►を押します。 

5. コピースター ト-モノクロまたは コピースター ト- カラー を押します。 

次のような場合は、[写真]または[なし]を選択して[文字]の強調をオフにする 
ことができます。 


• コピー上で色のドツトが文字の回りにはみ出している。 

• 大きいモノクロ文字がまだらで、なめらかでない。 

• カラーの細かい図または線に、黒い部分がある。 

- ライトグレーからミディアムグレーの部分に、グレーがかったまたは白い 
帯状の横線が現れる。 

コピーの薄い部分を強調 

[写真]強調を使巧すると、白に見えてしまう薄い色を強調することができま 
す。[写真]強調でコピーするときに起こりやすい次のような問題を解消または 
輕減するには、[文字]強調を使用するのも有効です。 

• コピー上で色のドツトが文字の回りにはみ出している。 

• 大きいモノクロ文字がまだらで、なめらかでない。 

• カラーの細かい図または線に、黒い部分がある。 

- ライトグレーからミディアムグレーの部分に、グレーがかったまたは白い 
帯状の横線が現れる。 

露出過度の写真をコピーするには 

1. 巧紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 

2. 印刷面を下にしてガラス板のち下隅に合わせて写真をセツトします。 
写真の長い辺をガラス板の底辺に合わせて置きます。 

3. コピー領域で、メニューを繰り返し押して、[強調]を表示します。 

4. [写真]強調設定が表示されるまで、►を巧します。 

5. コピースター ト ■カラーを 巧します。 
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コピーの 中止 


コピーを中止するには 

▲ コントロール パネルのキャンセルを押します。 


コピーの中止 
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9 スキャン機能の使用 

スキャンとは、コンピュータで使巧できるように、文字や写真を電子的な形式 
に変換するプロセスのことです 。 HP All - in - One のガラス面に傷をつけないよ 
うにを意すれば、写真、雑誌記事、書類など、さまざまなものをスキャンでき 
ます。 


HP All - in - One のスキャン機能を使巧すると、次のようなことが巧能です。 

• 記事からテキストをワードプロセッサにスキャンして記事の内容をレポー 
卜に取り込む。 

• ロゴをスキャンし、パブリッシングソフトウェアで使用して、名刺やカタ 
ログを印刷する。 

- お気に入りの写真をスキャンして E メールに添付し、友人や家族に送信す 
る。 

• 自宅やオフィスのデータをアルバムのように記録する。 

. 大切な写真を電子スクラップブックとして保存する。 

このセクシヨンでは、次のトピックじついて説明します。 

• 画像のスキャン 

• スキャンしたプレビユー画像の編集 

• スキャンした画像の編集 

画像のスキャン 

スキャンはコンピユータからでも 、 HP All - in - One からでも行うことができま 
す。このセクシヨンでは 、 HP All - in - One のコントロールパネルじよるスキャ 
ン方法についてのみ説明します。 

スキャン機能を巧巧するには 、 HP All - in - One とコンピュータとを接続して電 
源をオンにする必要があります。また、スキャンを実行する前にコンピュータ 
に HP ソリユーシヨンセンターソフトウェア （ Windows ) または HP Photosmart 
Studio ( Mac ) をインストールし、実行しておく必要もあります。 

• Windows コンピユータで、 Windows システムトレイ（画面ち下の時刻の 
横）の [HP Digital Imaging Monitor] アイコンを探して、ソフトウェアが動 
作していることを確認します。 


敷ミ主記 Windows システムトレイにある [HP Digital Imaging Monitor] 
アイコンを閉じると 、 HP All - in - One からスキャン機能の一部が失わ 
れ、[接続なし]エラーメッセージが表示されます。このエラーメッセ 
-ジが表示された場合は、コンピュータをち起動するか、または HP ソ 
リューシヨンセンターソフトウ X アを起動すると、機能を完全に回復 
させることができます。 


• Macintosh の場合、ソフトウェアは常に動作しています。 


スキャン機能の巧巧 
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をヒント HP ソリユーシヨンセンターソフトウェア ( Windows ) または HP 
Photosmart Studio ( Mac ) ソフトウェア ( Mac ) を使巧して、パノラマ画像な 
どの画像をスキヤンします。このソフトウ1アを使用すると、スキヤンさ 
れた画像を編集および印刷するだけでなく、共有することもできます。 


コンピユータにスキヤンするには 

1. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキユメン 
トフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

2. スキャンの送信先を巧します。ソフトウェアアプリケーシヨンを含む送信 
ホー覧がディスプレイに表示されます。 

3. 0 K を押してスキャン画像を受信するデフナルトのアプリケーシヨンを選 
択するか、►を巧して別のアプリケーシヨンを選択し、 0 K を巧します。 
スキャンのプレビユー画像がコンピユータに表示され、そこで画像を編集 
することができます。 

4. プレビユー画像に必要な編集を加え、作業が終了したら[受け付ける]をク 
リックします。 

スキヤン画像が HP All - in-One から選択したアプリケーシヨンに送信されま 
す。 


スキャンしたプレビユー画像の編集 

[ HP スキヤン]ソフトウエアのツールを使用して、プレビユー画像を修正でき 
ます。明度、画像の種類、解像度などの変更は、このスキャンセッションの 
みに適巧されます。 

画像のスキャン後でも HP Photosmart Premier ソフトウエアで追加変更を行こ 
とができます。 


スキャンした画像の編集 

HP All - in-One 用にインストールしたソフトウエアを使用して、スキャンした 
画像を編集できます。 OCR (光学式文字認識）ソフトウ X アを使用して、スキ 
ャンした文書を編集することもできます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• スキャンした写真またはグラフィックの編集 

• スキヤンしたドキュメントの編集 


スキヤンした写真またはグラフィックの編集 

HP All - in-One 用にインストールしたソフトウエアを使用して、スキヤンした 
写真やグラフィックを編集できます。ソフトウェアを使って、画像の回転や卜 
リミングのほか、明度、コントラスト、彩度を調整できます。 
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スキャンしたドキユメントの編集 

テキストのスキャン（光学ま文字認識または OCR ) をま巧すると、雑誌記事や 
本などの印刷物の中身を編集可能なテキストとして、ワードプロセッサやそ 
の他のさまざまなプログラムに取り込むことができます。最高の読み取り結ま 
を得るには、 OCR の使用ちまを知ることが大切です。 OCR ソフトウェアをは 
じめて使巧するときは、スキャンしたテキスト文書の文字が完全には認識され 
ない場合があります。 OCR ソフトウェアの操作は1つの巧能なので、習得す 
るには時間と練習が必要です。文書、特にテキストとグラフィックの両方を含 
む文書のスキャンについては、 OCR ソフトウェアに付属するヘルプを参照し 
てください。 


スキヤンした画像の編集 
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10 ファクス機能の使用 

HP All - in - One を使巧して、カラーファクスを含むファクスの送受信ができま 
す。よく使用するファクス番号にすばやく簡単にファクスを送信するには、短 
縮ダイヤル番号を設定できます。コントロールパネルで、解像度や送信する 
ファクスの薄さ/濃さのコントラストなど、さまざまなファクスのオプション 
も設をできます。 


野を記ファクス機能を使用する前に 、 HP All - in - One のファクス機能を正し 
く設定しておいてください。ネ刀期セットアップで、 コントロール パネルま 
たは HP All - in - One 付属のソフトウエアを巧って、既に設定されている場合 
もあります。 

ファクス機能が正しく設をされているかどうかは、 コントロール パネルか 
らファクスセットアップテストを実行して確かめることができます。この 
テストは、セットアップメニューからアクセスできます。 


このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ファクスのが信 

• ファクスのき信 

* 迷惑ファクス番号の拒否 

• IP 雷話を巧ったインターネット経由のファクス 

• レポートの印届 ij 

• ファクスの中止 


ファクスの送信 

さまざまな方までファクスを送信できます。コントロールパネルを使巧すれ 
ば 、 HP All - in - One からモノクロまたはカラーでファクスを送信できます。か 
属の電話機から手動でファクスを送信することもできます。このちまでは、フ 
ァクスを送信する前に受信者と通話することができます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 基本的なファクスの送信 

• 短縮ダイヤルでのファクスな信 

• 雷話からのファクスの手動を信 

- ダイヤルモニタリングを使用したファクス送信 

• メモリ内のファクス送信 

• 後でが信するためのファクスのスケジュール設定 

- 権数の受信をにファクスをな信する 
- カラー原稿または写真付きファクスの送信 

- ファクスち空像度と f 薄く/濃く I 記をのをず 

• エラー補正モードでのファクス送信 


ファクス機能の巧思 
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基本的なファクスの送信 

ここで説明するように、1ぺージまたは複数ぺージのモノクロファクスをコン 
トロールパネルを使って簡単に送信できます。 


W を記ファクスの送信に成功したことを示す確認メッセージを印刷する必要 
がある場合は、ファクスを送信する前にファクス送受信の確認を有効にし 
ます。 


ホヒント電話からダイヤルするか、コント ロール パネルのダイヤルモニタ 
機能を使用してファクスを手動で送信することもできます。この機能で 
は、ダイヤルするペースを指定できます。通話料金をコーリングカードで 
支化いたいときなど、ダイヤル中に卜ーン音に応答する必要があるとき 
に、この機能は役に立ちます。 


コ ントロール パネルから基本的なファクスを送信するには 

1. ドキュメントフィーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットしま 
す。ファクスを1枚のみ送信する場合は、ガラス板に印刷面を下にしてセ 
ットし、送信することもできます。 


鞍を記複数のぺージをファクスする場合は、送信する原稿をドキユメン 
トフイーダトレイにセットします。ガラス板から複数ぺージの原稿を 
ファクス送信することはできません。 


2. キーパッドを巧ってファクス番号を入力するか、短縮ダイヤルまたはワン 
タッチ短縮ダイヤルボタンを巧して短縮ダイヤルを選巧するか、リダイヤ 
ル/ポーズを押して最後にダイヤルした番号をリダイヤルします。 


々-ヒント入力するファクス番号間に一定の間 P 同を加えるには、リダイヤ 
ル/ポーズを押すか、ディスプレイにダッシュ記号 （[-]) が表示されるま 
で、記号 （*) ボタンを繰りあし巧します。 


3. ファクススタート-モノクロを押します。 

-装置が自動ドキュメントフイーダにセットされた原稿を検出すると、 
HP All - in - One は入力した番号にドキュメントを送信します。 

* 装置が自動ドキュメントフイーダにセットされた原稿を検出できない 
と、[ガラス板からファクス送信？] メッセージが表示されます。原稿が 
印刷面を下にしてガラス板にセットされていることを確認し、1を押し 
て[はし、]を選択します。 


をヒント受信をからの知らせで、送信したファクスの品質に問題がある 
ことがわかった場合は、ファクスの解像度やコントラストををえてみま 
す。 


関連トピック 

- 電話からのファクスの手動送信 
• ダイヤルモニタリングをイ宝用したファクス送信 
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- ファクス解像度と卜建く/濃く1設定の変更 

• ファクス確認レポートの印刷 
-カラー原稿または写真付きファクスの送信. 


短縮ダイヤルでのファクス送信 

短縮ダイヤルを使って HP All - in - One またはコンピュータからモノクロやカラ 
—のファクスを簡単に送信できます。コント ロール パネルから、短縮ダイヤ 
ルまたはワンタッチ短縮ダイヤルボタンを押して、登録された短縮ダイヤル 
番号にアクセスします。ワンタッチ短縮ダイヤルボタンには、短縮ダイヤル 
に設をした最ネ刀の5件が登録されています。 

短縮ダイヤル番号は、短縮ダイヤルが設定されるまで表示されません。 

コントロールパネルから短縮ダイヤルでファクスをを信ずるには 
1. ドキュメントフィーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットしま 
す。ファクスを1枚のみ送信する場合は、ガラス板に印刷面を下にしてセ 
ットし、送信することもできます。 


敦を記複数のページをファクスする場合は、送信する原稿をドキユメン 
トフイーダトレイにセツトします。ガラス板から複数ぺージの原稿を 
ファクス送信することはできません。 


2. 次のいずれかの操作を行います。 

• 短縮ダイヤルの最初の5つの番号のいずれかに送るには、ワンタッチ短 
縮ダイヤルボタンを押します。 

-目的の短縮ダイヤルが表示されるまで、短縮ダイヤルを繰り返し押し 
ます。 


ホヒントまたは►を巧して短縮ダイヤル番号をスクロールするこ 
とも、コントロ ールパネルのキーパッド'から短縮タイヤルコードを 
入力して、番号を直接指定することもできます。 

3. ファクススタート-モノクロ または ファクススタート-カラーを 巧しま 
す。 

-装置が自動ドキュメントフィーダにセットされた原稿を検出すると、 
HP All - in - One は入力した番号にドキュメントを送信します。 

-装置が自動ドキュメントフィーダにセットされた原稿を検出できない 
と、[ガラス板からファクス送信？] メッセージが表示されます。原稿が 
ガラス板にセットされていることを確認し、1を押して[はし、]を選択し 
ます。 


関連トピック 
短篮ダイヤルの設定 


電話からのファクスの手動送信 

電話のダイヤルボタンのほうが HP All - in - One のコントロールパネルのキーパ 
ッドよりもダイヤルしやすい場合など 、 HP All - in - One と同一電話回線上の電 


ファクスの送信 
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話からファクスを送信することができます。このようなファクスの送信ちま 
は、手動でのファクス送信と呼びます。ファクスを手動で送信するときは、発 
信音、音声ガイダンス、その他の音声が電話の受話器から聞こえます。このた 
め、ファクスの送信にコーリングカードが使巧しやすくなります。 

受信を側のファクス機の設定状態によって、受信者が電話に出たり、ファクス 
機が応答する場合があります。受信者が電話に出たら、ファクスを送信する前 
じ会話をすることができます。ファクス機が応答した場合、受信中のファクス 
機から卜ーン音が聞こえてから、そのファクス機に直接ファクスを送信できま 
す。 


電話から手動でファクスを送信するには 

1. ドキュメントフイーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットします。 


鞍を記ガラス板に原稿をセットした場合、この機能は使用できません。 
原稿はドキュメント フイーダ トレイにセツトしてくださし、。 


2. HPAII - in - One に接続された電話のダイヤルキーから、番号をダイヤルしま 
す。 


腎を記手動でファクスを送信するときは 、 HP All - in - One のコントロー 
ルパネルのキーパッドは使用しないでください。受信をの番号をダイヤ 
ルするには、電話機のダイヤルを巧します。 


3. 受信をが応答した場合、ファクスを送信する前に会話をすることができま 
す。 


をを記ファクス機が応答すると、受信中のファクス機からファクスの卜 
-ン音が聞こえます。次の手順に進んで、ファクスを送信します。 


4. ファクスを送信する準備ができたら、ファクススタート-モノクロまた 
はファクススタート■カラーを押します。 


野を記画面の指示に従い、1を押して[ファクス送信]を選択し、ファク 
ススタート-モノクロまたはファクススタート■カラーをもう一度押 
します。 


ファクス送信前に受信をと話している場合は、ファクスの卜ーン音が聞こ 
えたらファクス機のスタートボタンを巧すように、前もって受信をに知ら 
せてください。 

ファクスの送信中は、電話回線は無音になります。この時点で、受話器を 
置〈ことができます。ファクス受信が完了した後、受信をと続けて話をす 
る場合は、電話を切らないで〈ださい。 


ダイヤルモニタリングを使用したファクス送信 


ダイヤルモニタリングを使用すると、通常電話するように、コント ロール パ 
ネルから番号をダイヤルすることができます。ファクスをダイヤルモニタリ 
ングで送信するときは、発信音、音声ガイダンス、その他の音声が 
HP All - in - One のスピーカーから聞こえます。これにより、ダイヤル中に音声 
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ガイダンスに応答することも、ダイヤルするぺースを指定することもできま 
す。 


ホヒントコーリングカードの PIN の入力に時間がかかると 、 HP All - in-One 
からファクストーンの送信が開始されてしまい、コーリングカードサー 
ビス会社が PIN を認識できない場合があります。その場合は、短縮ダイヤ 
ル番号を使用して、コーリングカードの PIN をあらかじめを録しておいて 
ください。 

歐を記音量をオンにしないと、ダイヤルトーンは聞こえません。 


コン トロール パネルからダイヤルの モニタ 機能を使用してファクスを送信ずるには 
1. ドキュメントフィーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットしま 
す。ファクスを1枚のみ送信する場合は、ガラス板に印刷面を下にしてセ 
ットし、送信することもできます。 


敦を記複数のページをファクスする場合は、送信する原稿をドキユメン 
トフイーダトレイにセツトします。ガラス板から複数ぺージの原稿を 
ファクス送信することはできません。 


2. ファクススター ト- モノクロ または ファクススター ト- カラーを 押しま 
す。 

-装置が自動ドキュメントフィーダにセットされた原稿を検出すると、 
ダイヤルトーンが聞こえます。 

-装置が自動ドキュメントフィーダにセットされた原稿を検出できない 
と、[ガラス板からファクス送信？] メッセージが表示されます。原稿が 
ガラス板にセットされていることを確認し、1を押して[はい]を選択し 
ます。 

3. タイヤルトーンが聞こえたら、コントロールパネルのキーパッドで番号を 
入力します。 

4. 音声ガイダンスがあれば、従ってください。 


ホヒントコーリングカード PIN を短縮ダイヤルに登録し、コーリング 
力ードを使ってファクスを送信する場合は、 PIN の入力を求めるメッセ 
-ジに対して短縮ダイヤルまたはワンタッチ短縮ダイヤルボタンを押 
し、 PIN を登録した短縮ダイヤル番号を選択します。 

受信側のファクス機が応答すると、ファクスが送信されます。 

関連トピック 
* 音量の調整 
• 短鑑ダイヤルの設定 


メモリ内のファクス送信 

モノクロファクスをメモリに読み込んで、メモリからファクスを送信するこ 
とができます。この機能は、これから送信しようとしているファクス番号が通 
話中、または一時的に通話不能な場合に便利です 。 HP All - in - One は原稿をメ 
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モリに読み込み、受信するファクス機に接続が完了した時点で送信を行いま 
す。原稿のスキヤンが完了したら、すぐに原稿をドキュメントフイーダトレ 
イから取り除くことができます。 


メモリ内のファクスを送信するには 

1. ドキュメントフィーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットします。 

野を記ガラス板に原稿をセットした場合、この機能は使用できません。 
原稿はドキュメントフィーダトレイにセットしてくださし、。 

2. ファクス領域で、メニューを押します。 

[番号を入力]メッセージが表示されます。 

3. キーパッドを巧ってファクス番号を入力する力、、短縮ダイヤルまたはワン 
タッチ短縮ダイヤルボタンを巧して短縮ダイヤルを選択するか、リダイヤ 
ル/ポーズを押して最後にダイヤルした番号をリダイヤルします。 

4. ファクス領域で、 メニ ューを繰り返し押して、 [ファクス方法] を表示しま 
す。 

5. [スキヤンとファクス] が表示されるまで►を巧し、 OK を押します。 

6. ファクススタート-モノクロを押します。 

野を記ファクススタート■カラーを押すと、モノクロファクスが送信 
され、ディスプレイにメッセージが表示されます。 

HPAII - in - One は原稿をメモリに読み込んで、相手側ファクス機が受信巧能 
なときにファクスを送信します。 

後で送信するためのファクスのスケジュール設定 


モノクロのファクスを24時間な内に送信するようスケジュール設定すること 
ができます。これにより、たとえば電話回線の混雑が少なく、電話料金が割を 
の夜間にモノクロのファクスを送信できます。ファクスの送信をスケジュール 
設定する場合は、ガラス板ではなく、ドキュメントフィーダトレイに原稿を 
セットする必要があります。 HPAII - in - One が、指定された時刻に自動的にフ 
ァクスを送信します。 

ファクスのスケジュール設定ができる原稿は、一度に1件のみです。ファクス 
のスケジュール設定がされている状態でも、通常のファクスは送信が可能で 
す。 


鞍を記メモリ容量の制限により、カラーファクスのスケジュール設をは行 
えません。 
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コントロールパネルからファクスをスケジュール設定するには 

1. ドキュメントフイーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットします。 


敷を記ガラス板ではなく、ドキュメントフイーダトレイに原稿をセット 
します。ガラス板に原稿をセットした場合、この機能は使巧できませ 
ん。 


2. ファクス領域で、メニユーを繰り返し押して、[ファクス方ま]を表示しま 
す。 

3. 階からファクスを送信]が表示されるまで►を押し、 0 K を押します。 

4. テンキーパッドを使用して送信時刻を入力し、 0 K を押します。画面の指 
示に従い、[午前]の場合は1、[午後]の場合は2を押します。 

5. キーパッドを使ってファクス番号を入力するか、短縮ダイヤルまたはワン 
タッチ短縮ダイヤルボタンを押して短縮ダイヤルを選択するか、リダイヤ 
ル/ポー ズ を押して最後にダイヤルした番号をリダイヤルします。 

6. ファクススタート-モノクロを押します。 

HP All - in-One がすべてのぺージをスキャンし、ディスプレイにスケジユー 
ル設定された時刻が表示されます。 HPAII - in-One はスケジユール設定され 
た時刻にファクスを送信します。 

スケジユールされたファクスをキャンセルするには 

1. ファクス領域で、メニユーを繰り返し押して、[ファクスちま]を表示しま 
す。 

2. [後からファクスを送信]が表示されるまで►を巧し、 OK を押します。 

スケジユールされたファクスがある場合は、ディスプレイじキャンセルメ 
ッセージが表示されます。 

3. 1を押して[はい]を選択します。 


敦を記スケジュール設定された時刻がディスプレイに表示されていると 
きに、コント ロール パネルでキャンセルを押しても、スケジュ ールフ 
アクスをキャンセルすることができます。 


複数の受信者にファクスを送信する 

個別短縮ダイヤル番号をグループ短縮ダイヤル番号にまとめることにより、1 
つのファクスを複数の受信をに一度じ送信できます。 
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コント ロール/ く ネルから 複数の受信をに ファ クスを一を送信するには 

1. ドキュメントフィーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットしま 
す。ファクスを1枚のみ送信する場合は、ガラス板に印刷面を下にしてセ 
ットし、送信することもできます。 


野を記複数のぺージをファクスする場合は、送信する原稿をドキユメン 
トフイーダトレイにセットします。ガラス板から複数ぺージの原稿を 
ファクス送信することはできません。 


2. 目的の短縮ダイヤルが表示されるまで、短縮ダイヤルを繰り返し押しま 
す。 


ホヒント4または►を巧して短縮ダイヤル番号をスクロールすること 
も、コントロ ールパネルのキーパッドから短縮ダイヤルコードを入力し 
て、番号を直接指定することもできます。 


3. ファクススタート-モノクロを押します。 

-装置が自動ドキュメントフイーダにセットされた原稿を検出すると、 
HP All - in - One はグループ短縮ダイヤルの各番号にドキュメントを送信 
します。 

-装置が自動ドキュメントフイーダにセットされた原稿を検出できない 
と、[ガラス板からファクス送信？] メッセージが表示されます。原稿が 
ガラス板にセツトされていることを確認し、1を押して[はい]を選択し 
ます。 


をを記メモリの量に制限があるため、グループ短縮ダイヤル番号は、モ 
ノクロファクスの送信にのみ使用できます 。 HP All - in - One はファクス 
をメモリにスキヤンしてから、最ネ刀の番号をダイヤルします。接続した 
らファクスを送信し、次の番号をダイヤルします。送信先が話し中また 
は応答なしの場合は、[ビジーリダイヤル]および[応答なしリダイヤ 
ル]の設定に従って動作します。接続できない場合は、次の番号がダイ 
ヤルされ、 エラーレポー トが作成されます。 


関連トピック 

• グループ居縮ダイヤルの設を 

• ファクス確認レポートの印刷 


カラー原稿または写真付きファクスの送信 

HP All - in - One から、カラー原稿や写真をファクスすることができます。 

HP All - in - One は、受信をのファクス機がモノクロファクスにしか対応してい 
ないことを検出すると、ファクスをモノクロで送信します。 

カラーファクス送信には、カラー原稿のみを使用することをお勧めします。 
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コントロールパネルからカラー原稿や写真をファクス送信するには 

1. ドキュメントフィーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットしま 
す。ファクスを1枚のみ送信する場合は、ガラス板に印刷面を下にしてセ 
ットし、送信することもできます。 


載を記複数のページをファクスする場合は、送信する原稿をドキユメン 
トフィーダトレイにセツトします。ガラス板から複数ぺージの原稿を 
ファクス送信することはできません。 

ホヒント写真を中央に配置するには、まず A4 かレターサイズの白紙の 
中央に写真を置いてから、それをガラス板にセツトします。 


2. ファクス領域で、メニューを押します。 

[番号を入力]メッセージが表示されます。 

3 . キーパッドを使ってファクス番号を入力するか、短縮ダイヤルまたはワン 
タッチ短縮ダイヤルボタンを押して短縮ダイヤルを選択するか、リダイヤ 
ル/ポーズを押して最後にダイヤルした番号をリダイヤルします。 

4. ファクススタート-カラーを押します。 

-装置が自動ドキュメントフイーダにセットされた原稿を検出すると、 
HPAII-in-One は入力した番号にドキュメントを送信します。 

-装置が自動ドキュメントフイーダにセットされた原稿を検出できない 
と、[ガラス板からファクス送信？] メッセージが表示されます。原稿が 
ガラス板にセットされていることを確認し、1を押して[はい]を選択し 
ます。 


敷を記受信者のファクス機がモノクロファクスにしか対応していない場 
合、 HP All-in-One は自動的にモノクロでファクスを送信します。ファ 
クスの送信後に、ファクスがモノクロで送信されたことを示すメツセー 
ジが表示されます。 0K を巧してメツセージを消去します。 


ファクス解像度と [薄く/濃く ] 設定の変更 

ファクスするドキュメントに応じて、[解像度]と[薄く/濃〈]の設定を変更でき 
ます。 


教を記これらのファクス設定は、コピー設をには影響しません。コピーの解 
像度と濃淡は、ファクスの解像度と濃淡とは別に設をされます。またコン 
トロールパネルでの変更は、コンピュータから送信するファクスには影響 
しません。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ファクス解像度の変更 
• r 薄く/濃〈I設をのをず 
• き斤しいデフナルトの設を 
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ファクス解像度の変更 


[解像度]の変更は、ファクス送信されるモノクロ文書の送信速度と印字品質に 
影響します。受信側のファクス機が HP All - in - One で選巧した解像度をサポー 
卜していない場合は、受信側のファクス機でサポートする最高の解像度でファ 
クスが送信されます。 


敦を記ファクスの解像度は、モノクロ送信に限って変更できます。カラー 
フ ァクスはすべて [高画質]の解像度で送信されます。 


ファクス送信には、次の解像度設をを選択できます。[高画貴]、[超高画費]、 

[写真]、および[標準] 

- [高画質]:ほとんどの文書に適した高品質な文字でファクス送信できます。 
これがデフォルト設定です 。 HP All - in - One は、ファクスをカラー送信する 
ときは常に[高画質]設定を使用します。 

- [超高画質]:極めて精密な画像の文書をファクス送信する場合に、最高の品 
質が得られます。[超高画質]を選択するとファクスの送信に通常より時間 
がかかります。また、モノクロでのみ送信可能です。カラーファクスを送 
信すると、代わりに[高画質]解像度で送信されます。 

. [写真]:写真をモノクロで送信する場合に、最も高品質なファクス送信が可 
能です。[写真]を選択すると、ファクス送信に通常よりも時間がかかりま 
す。写真をモノクロで送信するときには、[写真]を選択することをお勧め 
します。 

- [標準]:ファクス品質は下がりますが、最も速くファクスを送信することが 
できます。 

このオプションは、デフォルトとして変更した場合を除いて、ファクスメニ 

ューを終了するとデフォルトの設をに戻ります。 

コントロールパネルから解像度を変更するには 

1. ドキュメントフィーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットしま 
す。ファクスを1枚のみ送信する場合は、ガラス板に印刷面を下にしてセ 
ットし、送信することもできます。 


野を記複数のページをファクスする場合は、送信する原稿をドキユメン 
トフィーダトレイにセットします。ガラス板から複数ぺージの原稿を 
ファクス送信することはできません。 

2. ファクス領域で、メニユーを巧します。 

[番号を入力]メッセージが表示されます。 

3. キーパッドを巧ってファクス番号を入力するか、短縮ダイヤルまたはワン 
タッチ短縮ダイヤルボタンを押して短縮ダイヤルを選巧するか、リダイヤ 
ル/ポーズを押して最後にダイヤルした番号をリダイヤルします。 

4. ファクス領域で、メニューを繰り返し押して、[解像度]を表示します。 
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5. ►を巧して、解像度設をを選択し、 0 K を押します。 

6. ファクススタート-モノクロを押します。 

-装置が自動ドキュメントフイーダにセットされた原稿を検出すると、 
HPAII - in - One は入力した番号にドキュメントを送信します。 

-装置が自動ドキュメントフイーダにセットされた原稿を検出できない 
と、[ガラス板からファクス送信？] メッセージが表示されます。原稿が 
ガラス板にセツトされていることを確認し、1を押して[はい]を選択し 
ます。 


関連トピック 

ま斤しいデフオルトの設を 


[薄く/濃く] 設定の変更 

ファクスのコントラストの強弱を変更することができます。かすれた文書や色 
あせた文書、手書きの文書などをファクスするときじ役に立ちます。原稿を濃 
くするには、コントラストを調整します。 


野を記[薄〈/濃〈]設定はモノクロファクスにのみ適巧され、カラーファク 
スには適用されません。 


このナプシヨンは、デフナルトとして変更した場合を除いて、ファクスメニ 
ューを終了するとデフォルトの設定に戾ります。 

コントロール パネルから[薄く/濃く]設定を変更するには 

1. ドキュメントフィーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットしま 
す。ファクスを1枚のみ送信する場合は、ガラス板に印刷面を下にしてセ 
ットし、送信することもできます。 


鞍を記複数のページをファクスする場合は、送信する原稿をドキユメン 
トフイーダトレイにセツトします。ガラス板から複数ぺージの原稿を 
ファクス送信することはできません。 


2. ファクス領域で、メニユーを押します。 

[を号を入力]が表示されます。 

3 . キーパッドを使ってファクス番号を入力するか、短縮ダイヤルまたはワン 
タッチ短縮ダイヤルボタンを押して短縮ダイヤルを選択するか、リダイヤ 
ル/ポーズを巧して最後にダイヤルした番号をリダイヤルします。 

4. ファクス領域で、メニューを繰り返し押して、[薄く/濃く]をま示します。 
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5. ファクスを薄くするには4を、濃〈するには►を巧して、 OK を押しま 
す。 

押した矢印ボタンに応じて、インジケータが左ちに動きます。 

6. ファクススタート-モノクロを 押します。 

-装置が自動ドキュメントフィーダにセットされた原稿を検出すると、 
HP All - in - One は入力した番号にドキュメントを送信します。 

-装置が自動ドキュメントフィーダにセットされた原稿を検出できない 
と、[ガラス板からファクス送信？] メッセージが表示されます。原稿が 
ガラス板にセットされていることを確認し、1を巧して[はい]を選択し 
ます。 


関連トピック 

き斤しいデフナルトの設定 

新しいデフナルトの設定 

コントロールパネルから、[解像度]と[薄く/濃く]設定のデフナルト値を変更 
することができます。 

コントロールパネルから新しいデフオルト設定を行うには 

1. 懈像聞と博〈/濃く]設定に必要な変更を加えます。 

2. ファクス領域で、メニューを繰り返し押して、[新しいデフオルトの設定] 
を表示します。 

3. [はしリが表示されるまで►を押し、 OK を押します。 

エラー補正モードでのファクス送信 

[エラー補正モード] ( ECM ) では電話回線の問題によるデータ破損に対処するた 
めに、データ伝送中に発生したエラーを検出してエラー部分を巧伝送するよう 
自動的に要ホします。良好な状態の電話回線においては電話料金に影響が及ぶ 
ことはなく、場合によってはむしろまくなることもあります。電話回線の状態 
が悪い場合、 ECM にすることで送信時間と電話料金は増えますが、送信する 
データの信頼性が高くなります。デフオルトの設定は[オン]です。電話料金を 
安くするためにファクスの品質を問わないという場合にのみ、 ECM をオフじ 
してください。 

ECM 設ををオフにする前；:、な下を検討してください。 ECM をオフにした場 

- 送受信するファクスの品質と送信速度に影響があります。 

• [ファクス速度]が自動的に[標準]に設定されます。 

• カラーでのファクスの送受信ができなくなります。 


102 ファクス機能の使用 



コントロール パネルから ECM 設をを変更するには 

1. セットアップを押します。 

2. 5を押し、次に6を押します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[エラー補正モード]が結けて選択されま 
す。 

3. ►を押して[オン]または[オフ]を選巧します。 

4. 0 K を押します。 

ファクスの受信 

HP All - in-One は、自動でも、手動でもファクスを受信できます。自動応答才 
プションをオフにした場合は、手動でファクスを受信する必要があります。自 
動応答オプションをオンにすると（デフナルトの設定)、 HP All - in-One は[応答 
巧出し回数]設定で指をされている呼び出し回数の後、自動的に着信に応答 
し、ファクスを受信します（デフォルトの[応答呼出し回数]設定は5回です)。 

次のように設定した電話で、ファクスを手動受信することができます。 

• HP All - in-One の 2 -EXT ポートに直接接続された電話 

• 同じ電話回線上にあるが、 HP All - in-One に直ち接続されていない電話 

HP All - in-One でリーガルサイズの用紙がセットされていないときに、リーガ 
ルサイズのファクスを受信すると、 HP All - in-One (こセットされている用紙に 
収まるようにファクスのサイズが自動で縮小されます。[自動縮小]機能を無効 
に設定していると、 HP All - in-One はファクスを複数のぺージに分けて印刷す 
る場合があります。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• ファクスの手動受信 

• パ'ックアップファクス受信のセットアップ 

• 受信ちみファクスのメモリからの再 En 刷 

• ポーリングしてファクスを受信 

• 別のをちへのファクスの起な 
- ファクス受信巧の用紐サイズの設を 

• 受信したファクスを自動縮小に設定 

腎を記写真を印刷できるようフォトプリントカートリッジをセットしてい 
る場合、ファクスを受信するときはモノクロプリントカートリツジに交換 
するとよいでしよう。 


ファクスの手動受信 

電話中に接続を維持しながら、通話ホの相手からファクスを送ってもらうこと 
ができます。これをファクスの手動受信と呼びます。このセクションでは、フ 
ァクスを手動受信する方まについて説明します。 
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次のように設をした電話で、ファクスを手動受信することができます。 

• HP All-in-One の 2-EXT ポートに直接接続された電話 
• 同じ電話回線上にあるが、 HP All-in-One に直接接続されていない電話 


ファクスを手動で受信するには 

1. HP All-in-One の電源がオンになっていて、用紙が給紙トレイにセットされ 
ていることを確認します。 

2. ドキュメントフィーダトレイから原稿を取り除きます。 

3. HP All-in-One が応答する前に、ューザーが着信に応答できるように、[応答 
呼出し回数]ををめに設定します。または、自動応答の設定をオフにし、 
HP All-in-One が自動的に受信ファクスに応答しないようにします。 

4. 送信をと電話がつながっている場合は、相手のファクス機で[スタート]を 
押すように指示します。 

5. 送信中のファクス機からファクストーンが聞こえたら、次の操作を行いま 
す。 

a. HP All-in-One のコントロールパネルにあるファクススタート-モノク 
口 または ファクススタート■カラー を押します。 

b . 画面の指示に従って、2を押し、 [ファクス 受信]を選択します。 

C. HP All-in-One のファクス受信が始まったら、受話器を置くことも、通 
話を続けることもできます。ファクスの転送中、電話回線は無音にな 
ります。 

関連トピック 

• 応答までの呼び出し回数を誌を 

• 応答モードの設定 

バックアップファクス受信のセットアップ 

好みとセキュリティ要件に応じて、 HP All-in-One が受信したファクスをすべ 
て保存するか、エラー状態の間に受信したファクスのみを保存するか、どのフ 
アクスも保存しないかを設定することができます。 
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な下のレ《ックアップファクス受信]モードがあります。 


[オン] 

デフオルトの設定です。[バックアップファクス受信]力 《 [オン]の場合、 
HPAII - in - One は受信したファクスをすべてメモリに保存します。こうし 
ておけば、メモリに保存されている最近 EP 刷したファクスを最大8件まで 
再印刷することができます。 


注記メモリが少なくなると、 HPAII - in - One は新たにファクスを受信す 
るたびに、印刷濟みのファクスを古い順に消去します。メモリが印刷され 
ていないファクスでいっぱいになると、 HPAII - in - One は着信ファクスに 
応答しな〈なります。 

を記きめの細かいカラー写真など、サイズの大きなファクスを受信した 
場合は、メモリ容量の制限により、メモリに保存されないことがありま 
す。 

[エラーの 場合の み] 

HPAII - in - One は、エラーによってファクスの EP 刷ができない場合（用紙切 
れなど）にのみ、ファクスをメモリに保存します。 HPAII - in - One はメモ 
リの容量が許す限り、受信したファクスを保存し続けます（メモリがいっ 
ぱいになると、 HPAII - in - One は着信ファクスに応答しなくなります)。エ 
ラー状態が解消すると、メモリに保存されたファクスは自動的に印刷さ 
れ、メモリから消去されまず。 

[オス 

ファクスはメモリにまったく保存されません（セキュリティ保護のために 
[バックアッブファクス受信]をオフにした場合など)。印刷できないエラ 
一が態（用紙切れなど）が発生すると 、 HP All - in - One は着信ファクスに応 
答しなくなります。 


歐を記[バックアップファクス受信]がナンの状態で HPAII - in - One の電源を 
オフにすると、 HPAII - in - One のエラー発生中に受信した印刷待ちのファク 
スも含めて、メモリに保巧されたファクスはすべて港'去されます。このよ 
うな場合、印刷していないファクスをもう一度送ってもらうように送信を 
に依頼して〈ださい。受信したファクスー覧を見るには、[ファクスログ] 
を印刷します 。 HP All - in - One の電源がオフになっても[ファクスログ]は削 
除されません。 


コントロールパネルから、バックアップファクス受信を設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. 5を巧し、もう一度5を押します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[バックアップファクス受信]が続けて選 
択されます。 

3. ►を押して[オン]、[エラーの場合のみ]、または[オフ]を選択します。 

4. 0 K を押します。 

関連トピック 

き信清みファクスのメモリからの再 E 口刷 

受信巧みファクスのメモリからの再印刷 

[バックアップファクス受信]モードを[オン]に設定すると 、 HP All - in - One は、 
デバイスにエラーがあるかないかに関係なく、受信したファクスをメモリじ保 
巧します。 
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敷を記メモリがいっぱいになると、 HP All-in-One は新たにファクスを受信 
するたびに、印刷るみのファクスを古い順に消去します。保巧されたファ 
クスがどれも印刷されていない場合、 HP All-in-One は、ファクスを印刷す 
るかメモリから削除するまで、新たなファクス受信に応答しません。セキ 
ュリティまたはプライバシー保護のために、メモリ内のファクスを削除す 
ることもできます。詳細については、 ファクスログの印刷 を 参照して〈だ 
さし、。 


受信したファクスは、メモリ巧に保巧されている限り、いつでも再印刷するこ 
とができます。たとえば、最後に受信したプリントアウトをなくしても、ファ 
クスを再印刷できます。 

コント ロール パネルから、メモリに保巧されているファクスを再印刷するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. セットアップを押します。 

3. 6を押し、次に5を押します。 

これで、[ツール]と[メモリ内のファクスを再印刷]が続けて選択されます。 

4. [1 件のファクスを印刷]または[すべてのファクスを印刷]をハイライト 
し、 OK を押します。 

•[1 件のファクスを印刷]を選択した場合、印刷するファクスをハイライ 
卜し、 OK を押します。 

-[すべてのファクスを印刷]を選巧した場合、受信したときとは逆の順を 
で、直前に受信したファクスが最初に印刷されます。 

5. メモリ内のファクスの印刷を中止する場合は、キャンセルを巧します。 

コントロールパネルから、メモリに保存されたすベてのファクスを削除するには 
▲ 電源ボタンを押して HP All-in-One の電源をオフにします。 

HP All-in-One の電源をオフにすると、メモリに保存されているファクスは 
すべて削除されます。 


腎を記メモリに保存されているファクスを削除するには、[ツール]メニ 
ユーから[ファクスログの消去]を選択します。これを行うには、セツ 
トアップを押し、6を押して、次に7を押します。 


関連トピック 

パ'ックアップファクス受信のセツトアップ 


ポーリングしてファクスを受信 

ポーリングは、現在 HP All-in-One のキューに入っているファクスの送信を、 
他のファクス機に要ホする機能です。[ポーリング受信]機能を使巧すると、 

HP All-in-One は指定された他のファクス機を呼び出し、ファクスの送信を要 
求することができます。指定されたファクス機はポーリングの設定がされ、フ 
アクスを送信できる状態である必要があります。 
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教を記 HP All-in-One は、ポーリングパスコードをサポートしていません。 
ポーリングパスコードは、受信側のファクス機に巧し、ファクスを受信 
するために、ポーリングしているデバイスにパスコードを送信するよう要 
ホするセキュリティ機能です。ポーリングしているデバイスでパスコード 
が設定されていないこと（またはデフナルトパスコードが変更されている 
こと）を確認してください。パスコードが設まされている場合、 

HP All-in-One はファクスを受信できません。 


コントロールパネルから、ファクスのポーリング受信を設定するには 

1. ファクス領域で、 メニ ューを繰り返し押して、 [ ファクス方法 ] を表示しま 
す。 

2. [ポーリング受信]が表示されるまで►を押し、 0K を押します。 

3. 他のファクス機のファクス番号を入力します。 

4. ファクススタート-モノクロ または ファクススタート-カラーを 押しま 
す。 


鞍を記ファクススタート■カラーを押しても、送信をがモノクロでファ 
クスを送信した場合は、 HP All-in-One でもモノクロで印刷されます。 


別の番号へのファクスの転送 

受信したファクスを化のファクス番号に転送するように HP All-in-One を設定 
することができます。カラーファクスを受信した場合は、モノクロで転送さ 
れます。 


車5送の前に、転送ホのファクス番号を確認することをお動めします。テストで 
ファクスを送信し、転送先のファクス機がファクスを受信できるか確認してく 
ださし、。 

コントロールパネルからファクスを転送するには 

1. セットアップを巧します。 

2. 5 を押し、次に 8 を巧します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[モノク□でファクスを転送]が続けて選 
択されます。 
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3. [オン-転送]または[オン-印刷と転送]が表示されるまで►を押し、 OK 
を押します。 

• ファクスのバックアップコピーを HP All-in-One で印刷せずに、別の番 
号に転送する場合は[オン-転送]を選択します。 

皆ミ主記指定されたファクス機に（電源が入っていない場合など）ファ 
クスを転送できない場合は、 HP All-in-One でファクスを印刷しま 
す。 HP All-in-One が受信ファクスのエラーレポートも印刷するよう 
に設定されている場合は、エラーレポートも印刷されます。 


• ファクスのバックアップコピーを HP All-in-One で印刷し、別の番号に 
転送もする場合は[オン-印刷と転送]を選択します。 

4. 指示画面で、転送先ファクス機の番号を入力します。 

5. 指示画面で、開始日時と終了日時を入力します。 

6. OK を巧します。 

[ファクスの転送]がディスプレイに表示されます。 

[ファクスの 転送]の設定中に HP All-in-One の電源が切れても、 

HP All-in-One は[ファクスの転送]設定と電話番号を保巧しています。再び 
装置の電源が入ると、[ファクスの転送]設定は[オン]になっています。 

鞍を記ファクスの転送をキャンセルするには、ディスプレイに[ファクス 
の転送]メッセージが表示されているときに、コントロールパネルのキ 
ャンセルを巧すか、[モノクロでファクスを転送]メニューから[オフ]を 
選巧します。 


ファクス受信用の用紙サイズの設定 

受信ファクスの用紙サイズを選択できます。巧紙サイズは、給紙トレイにセツ 
卜した用紙に合わせて設定します。ファクスはレター用紙、 A4 巧紙、または 
リーガル巧紙にのみ印刷できます。 


酱ミ主記ファクスを受信したときに不適当な用紙サイズが給紙トレイにセット 
されていると、ファクスを印刷しないで、ディスプレイにエラーメッセー 
ジが表示されます。ファクスを印刷するには、レター用紙、 A4 巧紙、リー 
ガル用紙のいずれかをセッ 卜して、 OK を巧します。 


コントロール パネルから、 ファクス 受信用の用紙サイズを設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. 4を巧し、次に4を巧します。 

これで、[ファクスの基本設定]と[ファクス用紙サイズ]が続けて選択され 
ます。 

3. ►を押してオプションを選択し、 OK を押します。 

受信したファクスを自動縮小に設定 

[自動縮小]設定は、受信したファクスがデフオルトの用紙サイズよりも大きい 
場合に HP All-in-One がどう対応するかの設定です。デフオルトの設定はオン 
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で、受信したファクスの画像が1ぺージに収まるように縮小されます。この設 
定がナフの場合、1ページに収まらなかった情報は次のページに印刷されま 
す。[自動縮ル]は、給紙トレイにレターサイズの用紙が入っているときに、リ 
-ガルサイズのファクスを受信したような場合に有効です。 

コント ロール パネルから自動縮ルを設をするには 

1. セットアップを巧します。 

2. 5を押し、次に4を押します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[自動縮小]が続けて選択されます。 

3. ►を押して[オスまたは[オン]を選択します。 

4. OK を押します。 

迷惑ファクス番号の拒否 

電話プロバイダの発信者 ID サービスに加入すると、特をのファクス番号を拒 
否して、 HP All-in-One が今後それらの番号から受信したファクスを印刷しな 
いようにすることができます。ファクスの受信があったとき、 HP All-in-One 
は、その番号を設をした迷惑ファクス番号リストと比較して、その受信を拒否 
すべきどうか判定します。番号が、拒否ファクス番号リストの番号と一致した 
場合、ファクスは印刷されません(拒否できるファクス番号の最大数は、モデ 
ルによって異なります)。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 迷惑ファクスモードの訟定 

* 迷惑ファクスー覧に番号を追加 

- 迷惑ファクスー覧からを号を削除 

腎を記この機能は、一部の国/地域ではサポートされていません。お住まい 
の国 /i 也域でサポートされていない場合、[ファクスの基本設定]メニューに 
[迷惑ファクスを拒否の設定]は表示されません。 


迷惑ファクスモードの設定 

デフオルトの[迷惑ファクスを拒否]モード設定は[オン]です。電話プロバイダ 
の発信を ID サービスに加入していない、またはこの機能を使巧したくない場 
合は、設定をオフにすることができます。 

迷惑ファクスモードを設定するには 

1. セットアップを巧します。 

2. Press 4, and then press 7. 

これで、[ファクスの基本設定]と[迷惑ファクスを拒否の設定]が続けて選 
巧されます。 

3. 4を押して[迷惑ファクスを拒否]を選択します。 

4. ►を選択して[オン]または[オスを選巧し、 0K を押します。 
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迷惑ファクスー覧に番号を追加 

迷惑ファクスー覧に番号を追加するには2通りの方法があります。発信を ID 
履歴から番号を選択するか、または任意の番号を入力します。迷惑ファクスー 
覧にある番号は、[迷惑ファクスを拒否]モードが[オン]にセットされている場 
合に拒否されます。 

発信をの一覧から番号を選択するには 

1. セットアップを押します。 

2. Press 4 and then press 7. 

これで、[ファクスの基本設定]と[迷惑ファクスを拒否の設定]が続けて選 
択されます。 

3. 1を巧し、次に1を巧します。 

これで、牌惑リストにを号を追加]と[を号を選が]が続けて選択されます。 

4. ►を巧して、受信したファクス番号をスクロールします。拒否するファク 
ス番号が表示されたら、 OK を押して選択します。 

5. [次を選択？]の指示に従って、次のいずれかを行います。 

-迷惑ファクス番号リストに別の番号を追加する場合は、1を押して[は 
し、]を選択し、拒否する番号ごとにステップ4を繰り返します。 

-終了する場合は、2を押して[いいえ]を選択します。 

拒否するを号を手動で入力するには 

1. セットアップを押します。 

2. Press 4, and then press 7. 

これで、[ファクスの基本設定]と[迷惑ファクスを拒否の設定]が続けて選 
択されます。 

3. 1を巧し、次に2を巧します。 

これで、牌惑リストにを号を追カリと席号を入力]が続けて選択されます。 

4. キーパッドを使ってファクス番号を入力し、 OK を押します。 

受信したファクスのヘッダーに表示されている番号は実際と異なる場合が 
あるので、ヘッダーの番号ではなく、ディスプレイに表示されるファクス 
番号を入力してくださし、。 

5. 陡加しますか？]の指示に従って、次のいずれかを行います。 

-迷惑ファクスを号リストに別の番号を追加する場合は、1を巧して[は 
し、]を選択し、拒否する番号ごとにステップ4を繰り返します。 

-終了する場合は、2を巧して[いいえ]を選択します。 

迷惑ファクスー覧から番号を削除 

ファクス番号を拒否する必要がなくなった場合は、その番号を迷惑ファクスー 
覧から削除することができます。 
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迷惑ファクス番号リストから番号を削除するには 

1. セットアップを押します。 

2. Press 4, and then press 7. 

これで、[ファクスの基本設定]と[迷惑ファクスを拒否の設定]が続けて選 
択されます。 

3. 2を巧します。 

[迷惑リストから番号を削除]が選択されます。 

4. ►を押して、拒否したファクス番号をスクロールします。削除するファク 
ス番号が表示されたら、 0K を押して選がします。 

5. [削除しますか？]の指示に従って、次のいずれかを行います。 

-迷惑ファクス番号リストから別の番号を削除する場合は、1を巧して 
[はし、]を選択し、削除する番号ごとにステップ4を繰り返します。 

-終了する場合は、2を押して[いいえ]を選択します。 

IP 電話を使ったインターネット経由のファクス 

HPAII-in-One を使巧して、インターネット経由でファクスを送受信できるほ 
コスト電話サービスを利用できる場合があります。この方法は、 FolP(Faxover 
Internet Protocol) と呼ばれます。次のような場合は、（電話会なが提供する） 
FolP サービスを使用しているはずです。 

• ファクス番号と一緒に特別のアクセスコードをダイヤルしている 
• インターネットに接続する IP コンバータボックスがあり、ファクス接続 
用のアナログ電話ポートがある 


醫を記ファクスの送受信は、電話コードを HPAII-in-One 背面の 1-UNE ポ 
-卜に接結しているときしか行えません。つまり、インターネット接続 
は、コンバータボックス（ファクスち続巧に通常のアナログ電話ジャック 
を装備）または電話会社経由で行う必要があるということです。 


FolP サービスは、 HPAII-in-One が高速 (33600bps) でファクスを送受信して 
いると正常に動作しない場合があります。ファクスの送受信に問題がある場 
合は、ファクス速度を遅くしてください。これを行うには、[ファクス速度]の 
設定を[はやい](デフナルト）または[標準]に変更します。 

また、インターネット電話サービスがファクスをサポートしているか電話会な 
に確認してください。インターネット電話サービスがファクスをサポートし 
ていない場合は、インターネット経由でのファクスの送受信が不安定になるこ 
とがあります。 

関連トピック 
ファクス速度の設定 


レポートの印刷 

ファクスの送受信のたびに、エラーレポートと確認のレポートを自動印刷す 
るように、 HPAII-in-One を設定できます。システムレポートを必要なときだ 


IP 電話を使ったインターネット経由のファクス 
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け手動で印刷することもできます。これらのレポートには、 HP All-in-One に 
関する重要なシステム情報が記載されています。 

デフォルトの設をでは、ファクスの送受信に問題があった場合にのみ、 

HP All-in-One でレポートが印刷されます。送受信するたびに、ファクスの送 
受信に成功したかどうかを示す簡単な確認メッセージがディスプレイに表示さ 
れます。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• ファクス確認レポートの印刷 

• ファクスエラーレポートの印刷 

• ファクスログの E 口刷 

• その他のレポートの印刷 

ファクス確認レポートの印刷 

ファクスの送信に成巧したことを示す確認メッセージを印刷する必要がある場 
合は、な下の手順に従って、ファクスを送信する前に、ファクス送受信の確認 
を有効にします。陪信]または[送受信]を選がします。 

デフォルトのファクス確認設をは、[オフ]です。この設をでは、ファクスの送 
受信ごとに確認レポートは印刷されずに、送受信するたびに、ファクスの送受 
信に成巧したかどうかを示す簡単な確認メッセージがディスプレイに表示され 
ます。 

コントロールパネルからファクスを受信の確認を有効にするには 

1. セットアップを押します。 

2. 2を巧し、次に3を巧します。 

これで、[レポートの印刷]と[ファクスの確認]が続けて選択されます。 

3. ►を押して次のいずれかの設定を選択し、 OK を押します。 


[ォス 

ファクスの送受信に問題がない時は、ファクス確認レポートを印刷し 
ません。これがデフオルト設定です。 

暗信] 

ファクスの送信ごとにファクス確認レポートを印刷します。 

障信] 

ファクスの受信ごとにファクス確認レポートを印刷します。 

[送受信] 

ファクスの送受信ごとにファクス確認レポートを印刷します。 


ホヒント[送信]または[送受信]を選択して、メモリから送信するファク 
スをスキャンする場合は、ファクスの最初のぺージの画像を[ファクス送 
信の確認]レポートに含めることができます。セットアップを押し、2 
を押して、次にもう一度2を押します。[ファクス送信レポートの画像] 
メニューから[オン]を選択します。 


ファクス エラーレポー トの印刷 

送受信中にエラーが起きたときにレポートを自動印刷するように HP All-in-One 
を設定できます。 
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ファクスエラーレポー トを自動的に印刷するように HP All-in-One を設定するには 

1. セットアップを巧します。 

2. 2を押し、次に3を押します。 

これで、[レポートの印刷]と[ファクスエラーレポート]が結けて選巧され 
ます。 

3. ►を押して次のいずれかの設をを選巧し、 OK を押します。 


階受信] 

各種ファクスエラーが発生するたびにレポートが印刷されます。これ 
がデフオルト設定です。 

[ォス 

ファクスエラーレポートは印刷されません。 

楼信] 

送信エラーが発生するたびにレポートが印刷されます。 

悟信] 

受信エラーが発生するたびにレポートが印刷されます。 


ファクスログの印刷 

ファクスログにより、最近の約30件のファクス送受信のログを印刷できま 
す。ファクス送受信でエラーが発生した場合は、ファクスログにエラーコー 
ドとして示されます。 

必要に応じ（たとえば、セキュリティ保護のため)、メモリからログ全体を簡単 
にクリアできます。これにより保存されていたファクスもメモリから削除され 
ます。 


コントロールパネルからファクスログを印刷するには 

1. セットアップを押します。 

2. 2を押し、次に6を押します。 

これで、[レポートの印刷]が選択され、ファクスログが印刷されます。 

メモリからファクスログを消ちするには 

1. セットアップを押します。 

2. 6を巧し、次に7を押します。 

これで、[ツール]メニユーと[ファクスログの消去]が続けて選択されます。 
ファクスログとメモリに保巧されていたファクスが削除されます。 

その他のレポートの印刷 

な前に送信したファクスの状態、短縮ダイヤルー覧、自己診断テストなどの 
HP All-in-One についてのレポートを手動で生成することができます。 


レポートの 印刷 113 








第 10 章 


コントロールパネルからレポートを印刷するには 

1. セットアップを押し、次に2を押しまず。 

[レポートの印刷]が選択されまず。 

2. ►を押して次のいずれかの設定を選択し、 OK を押しまず。 


[ファクスの確認] 

ファクス確認レポートが自動的に印刷されます。 

ヒント[送信]または[送受信]を選択して、メモリから送信するファ 
クスをスキヤンする場合は、ファクスの最初のページの画像を[ファク 
ス送信の確認]レポートに含めることができます。セットアップを押 
し、2を押して、次にもう一度2を押します。[ファクス送信レポート 
の画像]メニューから[オン]を選択します。 

[ファクスエ ラー 
レポ—卜] 

ファクスエラーレポートが自動的に印刷されます。 

[セルフテストレポ 
—卜] 

印刷や調整に関する問題の診断に役立つレポートを EP 刷します。この 
レポートには、 HP サポートに問い合わせる場合に必要な情報も含まれ 
ています。 

[最終の®理] 

最後のファクス処理についての詳細が印刷されます。 

[ファクスログ] 

最近の約30件のファクス送受信の一覧が印刷されます。 

[短縮ダイヤルリス 
卜] 

プログラムされている短縮ダイヤルの番号リストが印刷されます。こ 
のレポートは、[短縮ダイヤルの設定]メニューから[短縮ダイヤルリス 
卜を印商リ]を選択して印刷することもできまず。これを行うには、セッ 
トアップを押し、2を巧して、次に4を押します。 

货信者のレポー 
り 

電話ブロバイダの発信者 ID サービスに加入すると、このレポートには 
最近の約30件のファクス受信番号一覧が印刷されます。レポートには 
電話香号、日付、時刻が示されているほか、電話プロバイダが発信者 
の情報の送信に使用するおまによっては、送信者の名前も含まれま 
す。 

を記この機能は、一部の国/地域ではサポートされていません。お住 
まいの国な也巧でサポートされていない場合、[レポートの印刷]メニュ 
一に[発信者のレポート]は表示されません。 


関連トピック 

• ファクス確認レポートの印刷 

• ファクスエラーレポートの印刷 

• ファクスログの印刷 

• セルフテストレポートの祖剛 


ファクスの中止 

送受信中のファクスはいつでもキャンセルすることができます。 
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コントロール パネルから ファクスの 送受信を中止するには 

▲ 送受信しているファクスを中止するには、コント ロール パネルでキャンセ 
ルを巧します。ファクスの送受信が停止しない場合は、キャンセルをもう 
一度巧します。 

HPAII-in-One は、既に印刷を開始したぺージをすベて印刷してから、残り 
のファクスをキャンセルします。しばらく時間がかかる場合があります。 

番号のダイヤルを中止するには 

▲ ダイヤルを中止するには、キャンセルを押します。 
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11 HP All-in-One の保守 

HPAll-in-One にはメンテナンスがほとんど不要です。時々ガラス板と原稿押 
さえに付着したほこりを掃除し、コピーとスキャンがきれいに行えるようにし 
て〈ださい。適宜プリントカートリッジを交換、調整、またはクリーニング 
する必要があります。このセクションでは、 HP All-in-One を最高の状態に保 
つためのちまについて説明します。必要に応じて簡単なメンテナンス手順を 
実行して〈ださい。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• HP All-in-One のクリーニング 

* 巧をインク残量の確認 

• セルフテストレポートの E 口刷 

• プリントカートリッジのメンテナンス 

HP All-in-One のクリーニング 

きれいにコピーやスキャンをするには、ガラス板と原稿押さえをクリーニング 
してください。また、 HP All-in-One の外側のほこりもがき取ってください。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ガラスおのクリーニンク'' 

- 原稿押さえのクリーニング 

• 外側のクリーニング 

• 自動ドキュメントフイーダのクリーニング 
ガラス板のクリーニング 

指紋、しみ、髪の毛、ほこりなどがガラス板の表面に付着していると、性能が 
落ち、[ページに合わせる]などの正確性に悪影響を及ぼす場合があります。 

ガラス板の表面だけでなく、自動ドキュメントフイーダの下にある小さい帯 
状のガラス部分もクリーニングしてください。自動ドキュメントフイーダ内 
部のガラス部分が巧れていると、筋が入る場合があります。 

ガラス板をクリーニングするには 

1. HP All-in-One の電源をナフにし、カバーを開けます。 

2. 非摩耗性のガラスクリーナーを使用し、少し湿らせた柔らかい布かスポン 
ジでガラス板を巧きます。 


A ミ主意研磨剤、アセトン、ベンゼン、四塩化炭素などでガラス板をがか 
ないで〈ださい。ガラス板を傷める可能性があります。また、液体を直 
接ガラス板にかけないで〈ださい。ガラス板の下に液体が入り込んで本 
体を傷める可能性があります。 
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3. 乾いた糸くずの出ない柔らかい布でガラス板の水分をふき取り、しみが残 
らないようにします。 

4. HP All-in-One の電源をオンにします。 

原稿押さえのクリーニング 

HP All-in-One のカバーの裏側にある白い原稿押さえの表面に、微少な塵がた 
まることがあります。 

原稿押さえをクリーニングするには 

1. HP All-in-One の電源をオフにし、電源コードを外し、カバーを上げます。 

敦を記 HP All-in-One のプラグを長い時間おいていると、日付と時刻が消 
える場合があります。その場合は、後で電源ケーブルを元通りに差し込 
んだときに、日付と時刻を再設をしてください。 


2. 刺激性の少ないせっけんとめるま湯で、少し湿らせた柔らかい布かスポン 
ジで原稿押さえをがきます。 

原稿押さえを軽くがいて巧れを落とします。力を入れてこすらないで〈だ 
さし、。 

3. 乾いた糸くずの出ない柔らかい布で巧いて乾かします。 


A ;ま意原稿押さえを傷つける可能性があるので、紙でできたクロスは使 
巧しないでください。 


4. さらにクリー ニン グが必要な場合には、 イソ プロピル（消毒用）アル コール 
を使用して上記の手順を繰り返してから、湿らせた布で力/く一の裏側に残 
つたアル コー ルを完全に巧き取ってください。 


A を意ガラス板や HP All-in-One の塗装部品にアルコールをこぼさない 
ように注意してください。デバイスに損傷を与える場合があります。 


外側のクリーニング 

柔らかい布か、または少し湿らせたスポンジで、外側のほこり、しみ、巧れな 
どをおき取ります。 HP All-in-One の内側はクリーニングの必要はありませ 
ん。 HP All-in-One のコントロールパネルや内側に液体がかからないようにし 
てください。 


A を意アル コール やアル コー ルをのクリー ニン グ剤は使巧しないでくださ 
し、。 HP All-in-One の表面を傷める可能性があります。 


自動ドキュメントフイーダのクリーニング 

自動ドキュメントフイーダが一度に用紙をまとめて給紙してしまったり、普 
通紙をまつたく給紙しない場合、口ーラーやセパレータパッドをクリーニン 


118 HP All - in-One の保守 










グしてください。自動ドキュメントフィータのカバーを開き、口 ーラーとセ 
パレー タ パッ ドをクリーニングして、カバーを閉じてください。 

口ーラーやセパレータパッドをクリーニングするには 

1. ドキュメントフィーダトレイから原稿をすべて取り除きます。 

2. 自動ドキュメントフィーダのカバー （1) を外します。 

このようにすると口ーラー (2) とセパレータパッド （3) に簡単にアクセス 
できます。 


〇 



叫 

自動ドキュメントフイーダカバー 

3 

口ーラー 

3 

セパレータパッド 


3. きれいな糸くずの出ない布を蒸留水に浸し、余分な水分を絞ります。 

4. 湿った布を巧巧して、口 ーラーやセパレータパッドからカスをがき取りま 
す。 

載注記蒸留水でカスが取れない場合は、イソプロピル（消毒用）アルコー 
ルを使巧 してみます。 

5. 自動ドキュメントフイーダのカバーを閉じます。 


HP All - in-One のク IJ — ニン グ 119 
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自動ドキュメントフィーダ内部の帯状のガラス部分をクリーニングするには 

1. HPAII-in-One の電源を切り、電源コードを巧きます。 

鞍を記 HPAII-in-One のプラグを長い時間おいていると、日付と時刻が消 
える場合があります。その場合は、後で電源ケーブルを元通りに差し込 
んだときに、日付と時刻を再設をしてください。 

2. 自動ドキュメントフイーダのカバーを外します。 



3. ガラス板に原稿をセットするように、カバーを持ち上げます。 



4. 自動ドキュメントフイーダ装置を外します。 
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帯状のガラス部分は自動ドキュメントフイーダの下にあります。 



5. 非摩耗性のガラスクリーナーを使用し、少し湿らせた柔らかい布かスポン 
ジで帯状のガラス部分をがきます。 


A を意研磨剤、アセトン、ベンゼン、四塩化炭素などでガラス板をがか 
ないで〈ださい。ガラス板を傷める可能性があります。また、液体を直 
接ガラス板にかけないで〈ださい。ガラス板の下に液体が入り込んで本 
体を傷める可能性があります。 


6. 自動ドキュメントフィーダ装置を下げ、自動ドキュメントフィーダのカバ 
—を閉じます。 

7. カバーを閉じます。 

8. 電源コードを差し込み、 HP All-in-One の電源を入れます。 

推定インク残量の確認 

インクの残量を簡単に確認でき、プリントカートリツジの交換時期を知るこ 
とができます。インク残量には、プリントカートリツジの推定インク残量が 
表示されます。 

ホヒントセルフテストレポートを印刷して、プリントカートリツジの交換 
が必要かどうかを調べることもできます。 

野を記 HP All-in-One がインク残量を検出できるのは、純正 HP インクに限 
られます。補巧した、または別のデバイスで使用したプリントカートリツ 
ジのインク残量は正確に計量できません。 

を記表示されるインクレベルは推定残量です。実際のインク残量とは異 
なる場合があります。 
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HP ソリユーシヨンセンターソフトウエアからインク 残量を巧認 するには 

1. [HP ソリユーシヨンセンター]で、[設定]をクリックし、[印刷設定]をポ 
イントして、[プリンタツールボックス]をクリックします。 

野を記また、[印刷のプロパティ]ダイアログボックスから[プリンタツ 
-ルボックス]を開くこともできます。[印刷のプロパティ]ダイアログ 
ボックスで、[サービス]タブをクリックし、[プリンタのメンテナンス] 
をクリックします。 

[ プリンタツールボックス ] が表示されます。 

2. [推定インクレベル]タブをクリックします。 

プリントカートリッジの推定インク残量がま示されます。 

関連トピック 

セルフテスト レポー トの印刷 


セルフテストレポートの印刷 

印刷時に問題が発生した場合は、プリントカートリツジを交換する前に、セ 
ルフテストレポートを印刷してください。このレポートには、プリンタカー 
トリ ツ ジなど、本体に関する役立つ情報があります。 


セルフテストレポートを印刷するには 

1. 給紙トレイに、レター、 A4、 またはリーガルサイズの未使用の白い普通紙 
をセットします。 

2. セットアップを押します。 

3. 2を押し、次に4を巧します。 

これで、[レポートの E 口刷]と[セルフテストレポート]が結けて選択されま 
す。 

HPAII-in-One でセルフテストレポートが印刷されます。このレポートから 
印刷時の問題の原因が分かる場合があります。レポートにインクテストの 
サンプルがある場合は、な下のことを示します。 

4. カラーのラインがぺージ幅いっぱいに印刷されていることを確認します。 


黒いラインにかすれ、筋、線がある場合、または黒いラインが消えている 
場合、右側のスロツトに入っている黒プリントカートリツジに問題がある 
可能性があります。 
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残りの 3 本のラインが欠けている、かすれている、筋が出ている、または 
縮模様が現れている状態の場合、左スロットのカラープリントカートリッ 
ジに問題がある可能性があります。 


カラー/く一に黒、シアン、マゼンタ、イエローのカラーが表示されない場 
合は、プリントカートリッジをクリーニングしてください。プリントカー 
トリ ッジをクリー ニングしても問題が解みしない場合は、 プリントカート 
リッジの交換が必要になることがあります。 

関連トピック 

• プリントカートリッジのクリー ニン グ 

• プリントカートリッジの交梅 

• プリントカートリッジの調奪 

プリントカートリツジのメンテナンス 

HP All-in-One の印刷が常に美しく仕上がるようにするには、簡単なメンテナ 
ンス手順を実行する必要があります。また、ディスプレイにプリントカート 
リツジの交換のメツセージが表示されたら、プリントカートリツジを交換し 
てください。 


野を記力ートリツジ内のインクは、印刷処理のさまざまな場面でミ肖費されま 
す。初期化処理で、デバイスと力ートリツジの印刷準備を行う際や、プリ 
ントへツドのクリーニングで、プリントノズルをクリーニングしてインク 
の流れをスムーズにする際にも消費されます。また、使用済み力ートリツ 
ジ内にはある程度のインクが残っています。 

詳細は、 www.hD.com/qp/inkusaae を参照してください。 


このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• プリントカートリッジの取り扱い 

• プリントカートリッジの交換 

• フォトプリントカートリッジのイを用 

• プリントカートリッジケースの使用 

• プリントカートリッジの調奪 

• プリントカートリッジのクリー ニン グ 

• プリントカートリッジの巧点のクリー ニン グ 

• インクノズル周辺のクリーニング 


プリントカートリツジのメンテナンス 
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プリントカートリツジの取り扱い 

プリントカートリツジを交換したり、クリーニングしたりする前に、プリン 
卜力ートリツジの部品の名前や取り扱い方を知っておく必要があります。 



〇 


1 

銅色の接点 

2 

ピンクのつまみのせいた保護テープ（本体に取りせける前に取り外して〈ださし、） 

3 

テープの下にあるインクノズル 


ラベルを上にして、プリントカートリッジの黒いプラスチックの部分の横を 
持ちます。銅色の接点やインクノズルには触れないでください。 



鞍を記プリントカートリツジは;'主意深く取り扱ってください。力ートリツ 
ジを落としたり振ったりすると、印刷が不調になったり、場合によっては 
EP 刷できな〈なることもあります。 


プリントカートリツジの交換 

インク残量が少なくなっている場合は、な下の指示に従つてくださし、。 


鞍を記プリントカートリッジのインクの残量がほ下すると、ディスプレイ 
にメッセージが表示されます。インクの残量は、 HP Photosmart Studio 
(Mac) ソフトウエアを巧用して、コンピユータで確認することもできます。 

を記プリントカートリッジのインクの残量がほ下すると、ディスプレイ 
にメ ッセー ジが表示されます。 コン ピユータにインスIルした HP ソリ 
ユーシヨンセンターソフトウエア、または [印刷のプロパティ] ダイアロ 
グボックスにある [プリンタツールボックス] を使って、 コン ピユータでイ 
ンクの残量を確認することもできます。 


インク残量のほ下を警告するメツセージがディスプレイに表示されたら、プリ 
ントカートリツジを交換してください。文字がかすれたり、プリントカート 
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リッジが原因で印刷の品質に問題が生じたりした場合にも、プリントカート 
リッジを交換してください。 

HP All - in - One 巧のプリントカートリッジをを文するには、 www . hp . com / learn / 
suresuppiv にアクセスしてください。メッセージに従って、お住まいの国 / i 也 
域を選択し、製品を選択して、ぺージ上のショッピングリンクの1つをクリ 
ックします。 

プリントカートリッジを交換するには 

1 . HP All - in - One の電源がオンになっていることを確認します。 

A ミ主意プリントカートリッジを交換する場合 、 HP All - in - One がオフの 
ときにプリントカートリッジドアを開けても 、 HP All - in - One ではプリ 
ントカートリッジの固定は解除されません。プリントカートリッジを 
取り外すときに力ートリッジがきちんと止まっていないと 、 HP All - in-One 
が破損するおそれがあります。 


2. プリントカートリツジアクセスドアを開きます。 

インクホルダーが HP All - in - One のち端に移動します。インクホルダーがち 
端に移動しない場合は、ドアを閉めます 。 HP All - in - One の電源をいったん 
オフにして入れ直します。 



3. インクホルダーが停止して静かになってから、プリントカートリツジを静 
かに押して外します。 

カラープリントカートリツジを交換する場合は、左側のスロツトからプリ 
ントカートリツジを取り外します。 


プリントカートリツジのメンテナンス 
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黒プリントカートリツジを交換する場合は、右側のスロツトからプリン 
卜力ートリツジを取り外します。 


〇 〇 



1 1 カラープリントカートリツジのプリントカートリツジスロット 


2黒プリントカートリツジのプリントカートリッジスロット 


4. プリントカートリッジを手前に引き、スロットから外します。 

5. インク不足またはインク切れで取り外したプリントカートリッジはリサイ 
クルしてください。 HP のインクジエット消耗品リサイクルプログラムは 
多くの国/地域で利用可能であり、これを使用すると使巧巧みのプリントカ 
—トリッジを無料でリサイクルすることができます。詳細については、次 
の Web サイトを参照して〈ださい。 

www . hp . com/recycle 
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6. 新しいプリントカートリツジをパツケージから出した後、黒いプラスチツ 
クの部分な外に触れないように;'主意して、ピンクのつまみを持って保護テ 
—プをゆつくりはがします。 



1 

銅色の接点 

2 

ピンクのつまみの付いた保護テープ（本体に取りせける前に取り外してくださ 
し、） 

3 

テープの下にあるインクノズル 


A ミ主意銅色の接点やインクノズルにはさわらないでください。この部分 
に手を触れると、目詰まり、インクの吹き付け不良、および電気的な接 
触不良が発生することがあります。 



7. 新しいプリントカートリッジを、空きスロットにスライドさせながら挿入 
します。プリントカートリッジの上部をそっと押し、カチッと音がするま 
で中に入れてください。 

カラープリントカートリツジを装着する場合は、左側のスロットに入れま 
す。 


プリントカートリツジのメンテナンス 
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黒力ートリツジを装着する場合は、右側のスロットに入れます。 



8. プリントカートリツジアクセスドアを閉めます。 



9. 新しいプリントカートリッジを取り付けた場合、プリントカートリッジ調 
整プロセスが始まります。 

10 . 給紙トレイに普通紙をセットしていることを確認してから、 OK を巧しま 
す。 

HPAII - in - One がプリントカートリッジ調整シートを印刷します。 

11 . プリントカートリッジ調整シートをドキュメントフィーダトレイの中央 
に、印刷面を上にして頭から先にセットして、 OK を巧します。 
HPAII - in - One がプリントカートリッジの位置を調整します。プリントカ 
-トリッジ調整シートを再利巧するか破ましてください。 
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関連トピック 

* 推をインク残量の確認 
• プリントカートリツジのを文 


フォトプリントカートリッジのほ用 

フォトプリントカートリッジを使用すると、 HPAII - in - One で印刷またはコピ 
-するカラー写真が美しく仕上がります。黒プリントカートリッジを取り外 
し、代わりにフォトプリントカートリッジを取り付けてください。カラープ 
リントカートリッジとフォトプリントカートリッジの両方をセットすると、 

6色インクシステムになり、写真がよりきれいに印刷できます。 

通常のテキスト文書を印刷するには、モノクロプリントカートリッジに入れ 
替えてください。使用していないプリントカートリッジは、プリントカート 
リッジケースまたは密閉プラスチック容器に入れて安全に保管してくださし、。 

関連トピック 

• プリントカートリッジのを文 

• プリントカートリッジの交抱 

• プリントカートリッジケースの巧用 


プリントカートリッジケースの巧用 

国/化域によっては、フォトプリントカートリッジを購入するとプリントカー 
トリ ッジケー スも付属してきます。 付属していない国/地域では、プリントカ 
—トリッジケースは 、 HP All - in-One I こ付属しています。プリントカートリッ 
ジにも HPAII - in - One にもプリントカートリッジケースが付属していない場合 
は、密閉プラスチック容器に入れてプリントカートリッジを保護してくださ 
い。 

プリントカートリッジケースは、使用していないプリントカートリッジを安 
全に保管できて、乾燥を防止できるように設計されています 。 HP All - in-One 
からプリントカートリッジを取り外し、後でまた利用する場合、プリントカ 
-トリッジケースに入れて保管してください。たとえば、カラープリントカ 
-トリッジとフォトプリントカートリッジを使用して高品質の写真を印刷す 
るために、黒プリントカートリッジを外す場合、黒プリントカートリッジは 
プリントカートリッジケースに保管します。 


プリントカートリツジのメンテナンス 
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プリントカートリツジをプリントカートリツジケースに入れるには 
▲ プリントカートリツジを少し角度を付けてケースに差し込み、カチッと音 
がするまで押し込みます。 




プリントカートリツジをブリントカートリツジケースから取り外すには 
▲ プリントカートリツジケースの上部を押し下げ、プリントカートリツジ 
の固定を解除します。その後、プリントカートリツジケースからプリン 
卜力ートリツジをそっと取り出します。 



プリントカートリッジの調整 

HP All - in - One では、プリントカートリッジを取り付けたり取り換えたりする 
たびに、力ートリッジの調整を求めるメッセージが表示されます。コントロー 
ルパネルまたは HP All - in - One 用にインストールしたソフトウエアを使用し 
て、いつでもプリントカートリッジを調整できます。プリントカートリッジ 
を調整することで、高品質の印刷に仕上がります。 


載を記プリントカートリッジを取り外した後、もう一度 HP All - in - One に取 
リイ寸けた場合には、プリントカートリッジの調整のメッセージは表示され 
ません 。 HP All - in - One にはプリントカートリッジに合わせて調整した値が 
記憶されるので、プリントカートリッジの巧調整は必要ありません。 
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メ ツセー ジに従って本体のコントロールパネルからプリントカートリツジを調整する 
には 

1. 給紙トレイに、レター、 A 4、 またはリーガルサイズの未巧巧の白い普通紙 
をセットします。 


鞍を記プリントカートリッジを調整するときに、色付きの用紙が給紙卜 
レイにセットされていると、調整に失敗します。給紙トレイに未使巧の 
白い普通紙をセットしてから、調整をやり直してください。 

まだ調整に失敗する場合は、センサーかプリントカートリッジが故障し 
ている可能性があります。 HP サポートにお問い合わせください。 
www . hp . com / support にアクセスしてください。メッセージが表示され 
たら、お住まいの国または地域を選択し、[お問い合わせ]をクリックし 
て、テクニカルサポートまでお問い合わせください。 


HP All - in - One がプリントカートリッジ調整シートを印刷します。 

2. プリントカートリッジ調整シートをド'キュメントフィーダトレイの中央 
に、印刷面を下にして頭から先にセットして、 0 K を押します。 

HP All - in - One がプリントカートリッジの位置を調整します。プリントカ 
-トリッジ調整シートを再利用するか破棄してください。 

任意の時点で本体のコント ロール パネルから力ートリッジを調整するには 
1. 給紙トレイに、レター、 A 4、 またはリーガルサイズの未巧巧の白い普通紙 
をセットします。 


鞍を記プリントカートリッジを調整するときに、色付きの用紙が給紙卜 
レイにセットされていると、調整に失敗します。給紙トレイに未使巧の 
白い普通紙をセットしてから、調整をやり直してください。 

まだ調整に失敗する場合は、センサーかプリントカートリッジが故障し 
ている可能性があります。 HP サポートにお問い合わせください。 
www . hp . com / support にアクセスしてください。メッセージが表示され 
たら、お住まいの国または地域を選択し、[お問い合わせ]をクリックし 
て、テクニカルサポートまでお問い合わせください。 


2. セットアップを押します。 

3. 6を押し、次に2を押します。 

これで、[ツール]と[プリントカートリッジの調整]が続けて選択されます。 
HP All - in - One がプリントカートリッジ調整シートを印刷します。 

4. プリントカートリッジ調整シートをド'キュメントフィーダトレイの中央 
に、印刷面を下にして頭から先にセットして、 0 K を押します。 

HP All - in - One がプリントカートリッジの位置を調整します。プリントカ 
-トリツジ調整シートを再利用するか破棄してください。 


プリントカートリツジのメンテナンス 
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HP ソリユーシヨンセンターソフトウエアからプリントカートリツジを調整するには 

1. 給紙トレイに、レター、 A 4、 またはリーガルサイズの未使用の白い普通紙 
をセットします。 


教を記プリントカートリッジを調整するときに、色付きの巧紙が給紙卜 
レイにセットされていると、調整に失敗します。給紙トレイに未巧用の 
白い普通紙をセットしてから、調整をやり直してください。 

まだ調整に失敗する場合は、センサーかプリントカートリッジが故障し 
ている可能性があります。 HP サポートにお問い合わせください。 
www . hp . com / support にアクセスしてください。メッセージが表示され 
たら、お住まいの国または地域を選択し、[お問い合わせ]をクリックし 
て、テクニカルサポートまでお問い合わせください。 


2. [HP ソリューシヨンセンター]で、[設を]をクリックし、[印刷設定]をポ 
イントして、[プリンタツールボックス]をクリックします。 

隊を記また、[印刷のプロパティ]ダイアログボックスから[プリンタツ 
-ルボックス]を開くこともできます。[印刷のプロパティ]ダイアログ 
ボックスで、[サービス]タブをクリックし、[プリンタのメンテナンス] 
をクリックします。 

[プリンタツールボックス]が表示されます。 ' 

3. [プリンタサービス]タブをクリックします。 

4. [プリントカートリッジの調整]をクリックします。 

HP All - in - One がプリントカートリッジ調整シートを印刷します。 

5. プリントカートリッジ調整シートをド'キュメントフィーダトレイの中央 
に、印刷面を下にして頭から先にセットして、 0 K を押します。 

HP All - in - One がプリントカートリッジの位置を調整します。プリントカ 
-トリッジ調整シートを再利巧するか破棄してくださし、 

プリントカートリッジのクリーニング 

はじめてプリントカートリッジを装着した後、セルフテストレポートでイン 
クの筋、カラーの帯に白いラインが表示される場合、またはカラーがにごって 
いる場合は、この機能を使用します。必要な上にプリントカートリッジのク 
リーニングをしないでください。インクの無,旣になり、インクノズルの寿命 
を縮めます。 
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コントロ ールパネルからプリントカートリッジをクリーニングするには 

1. 給紙トレイに、レター、 A 4、 またはリーガルサイズの未巧巧の白い普通紙 
をセットします。 

2. セットアップを押します。 

3. 6を押し、次に1を押します。 

これで、[ツール]と[プリントカートリッジのクリーニング]が続けて選択 
されます。 

HP All - in-One で1枚の用紙が印刷されます。この用紙は再利巧するか捨て 
てください。 

プリントカートリッジをクリーニングしても、コピーや印刷がきれいに仕 
上がらない場合は、プリントカートリッジを交換する前に、問題のプリン 
卜力ートリッジの接点をクリーニングしてください。 

HP ソリユーシヨンセンターソフトウエアからプリント カートリッジをクりーニンヴ 
するには 

1. 給紙トレイに、レター、 A 4、 またはリーガルサイズの未巧巧の白い普通紙 
をセットします。 

2. [ HP ソリユーシヨンセンター]で、[設を]をクリックし、[印刷設定]をポ 
イントして、[プリンタツールボックス]をクリックします。 


載を記また、[印刷のプロパティ]ダイアログボックスから[プリンタツ 
-ルボックス]を開くこともできます。[印刷のプロパティ]ダイアログ 
ボックスで、[サービス]タブをクリックし、[プリンタのメンテナンス] 
をクリックします。 

[プリンタツールボックス]が表示されます。 

3. [プリンタサービス]タブをクリックします。 

4. [プリントカートリッジのクリー ニン グ]をクリックします。 

5. 出力の品質が満足できるものになるまで指示に従って操作してから、[完 
了]をクリックします。 

プリントカートリッジをクリー ニン グしても、コピーや印刷がきれいに仕 
上がらない場合は、プリントカートリッジを交換する前に、問題のプリン 
卜力ートリッジの接点をクリーニングしてください。 

関連トピック 

• プリントカートリッジの巧点のクリー ニン グ 

• プリントカートリッジの交梅 

プリントカートリッジの接点のクリーニング 

プリントカートリッジの接点のクリーニングは、プリントカートリッジのク 
リーニングと調整をしても、ディスプレイにプリントカートリッジの確認の 
メッセージが繰り返し表示される場合にのみ実行してください。 

プリントカートリッジの接点をクリーニングする前に、プリントカートリッ 
ジを取り外し、プリントカートリッジの接点に何も付着していないことを確 
認してから元に戻して〈ださい。プリントカートリツジの確認のメツセージ 
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がその後も表示される場合は、プリントカートリツジの接点をクリーニング 
します。 


次のものを用意してください。 

- 乾いたスポンジ棒、糸くずの出ない布、または繊維がちぎれたり残ったり 
しない柔らかい布。 


ホヒントコーヒー用のフィルタは糸くずが出ないため、プリントカート 
リツジのクリーニングに適しています。 


• 蒸留水、ろ過水、ミネラルウォーターのいずれか（水道水にはプリントカ 
-トリツジを傷める巧染物質が含まれている恐れがあります。） 


A ;ま意プリントカートリツジの接点のクリーニングには、プラテンクリ 
-ナやアルコールを使用しないで〈ださい。それらは、プリントカート 
リツジや HP All - in - One を傷めるおそれがあります。 


プリントカートリツジの接点をクリーニングするには 

1. HP All - in - One の電源を入れ、プリントカートリツジアクセスドアを開き 
ます。 

インクホルダーが HP All - in - One のち端に移動します。 

2. インクホルダーが停止して静かになってから 、 HP All - in - One の背面から電 
源コードを巧きます。 


野を記 HP All - in - One のプラグを長い時間おいていると、日付と時刻が消 
える場合があります。その場合は、後で電源ケーブルを元通りに差し込 
んだときに、日付と時刻を再設をしてください。 


3. プリントカートリツジを静かに下げて固定を解除してから、力ートリツジ 
を手前に引いて力ートリツジスロットから取り外します。 


をを記両方のプリントカートリツジを同時に取り外さないでくださし、。 
取り外してクリーニングする作業は、一度に1つずつ行ってくださし、。 
プリントカートリツジを30分な上 HP All - in - One から外しておかない 
で〈ださい。 


4 . プリントカートリツジの接点に、インクや汚れが付着していないか調べま 
す。 

5. 巧れていないスポンジ棒または糸くずの出ない布を蒸留水に浸し、かたく 
絞ります。 

6. プリントカートリツジの側面を持ちます。 
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7. 銅色の接点のみをクリーニングします。プリントカートリツジが乾くま 
で、10分ほど待ちます。 



1 L 銅をのも点 _ 

2 t インクノズル（クリーニングしないで〈ださし、) 


8. プリントカートリッジを、スロットにスライドさせながら装着します。き 
ちんとはまるまでプリントカートリッジを巧し込んでください。 

9. 必要であれば、もう一方のプリンタカートリッジについても同じ作業をし 
ます。 

10 . プリントカートリッジアクセスドアを静かに閉め、 HPAII - in - One の背面 
に電源コードを差し込みます。 

関連トピック 

インクノズル周辺のクリーニング 


インクノズル周巧のクリーニング 

ほこりっぽい環境で HP All - in - One を使巧すると、本体の中にもゴミが入り込 
むことがあります。ちり、髪の毛、力ーペットや巧類の繊維などが含まれま 
す。このようなゴミがプリントカートリッジに付着すると、印刷したぺージ 
にインクの筋やにじみが出ることがあります。インク縮は、ここで説明されて 
いるとおりにインクノズル周辺のクリーニングを行うことで改善できます。 


野を記コントロールパネルまたは HPAII - in - One 巧にインストールしたソフ 
トウエアを使巧してプリントカートリツジをクリーニングしても印刷した 
ページの筋やにじみが港'えない場合にのみ、インクノズルの周辺部をクリ 
—ニングします。 
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次のものを用意してください。 

- 乾いたスポンジ棒、糸くずの出ない布、または繊維がちぎれたり残ったり 
しない柔らかい布 


ホヒントコーヒー用のフィルタは糸くずが出ないため、プリントカート 
リツジのクリーニングに適しています。 


• 蒸留水、ろ過水、ミネラルウォーターのいずれか（水道水にはプリントカ 
-トリツジを傷める巧染物質がさまれている恐れがあります。） 


A ;ま意銅色の接点やインクノズルにはさわらないでください。この部分 
に手を触れると、目詰まり、インクの吹き付け不良、および電気的な接 
触不良が発生することがあります。 


インクノズル周辺をクリーニングするには 

1. HPAII - in - One の電源を入れ、プリントカートリツジのドアを開きます。 

インクホルダーが HP All - in - One のち端に移動します。 

2. インクホルダーが停止して静かになってから 、 HP All - in - One の背面から電 
源コードを巧きます。 


野を記 HPAII - in - One のプラグを長い時間おいていると、日付と時刻が消 
える場合があります。その場合は、後で電源ケーブルを元通りに差し込 
んだときに、日付と時刻を再設をしてください。 


3. プリントカートリツジを静かに下げて固定を解除してから、力ートリツジ 
を手前に引いて力ートリツジスロットから取り外します。 


鞍を記両方のプリントカートリツジを同時に取り外さないでくださし、。 
取り外してクリーニングする作業は、一度に1つずつ行ってくださし、。 
プリントカートリツジを30分な上 HPAII - in - One から外しておかない 
でください。 


4. インクノズルの表面を上にして、1枚の用紙の上にプリントカートリツジ 
を置いてください。 

5. きれいなスポンジ棒を蒸留水で軽く湿らします。 
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6. 下図のように、スポンジ棒でインクノズル周辺の表面と端部をクリーニン 
グします。 



1 ノズルプレート（クリー ニン グしないでください) 


2 I インクノズル周边の表面と端 


A を意ノズルプレートはクリーニングしないでくださし、。 


7. プリントカートリッジを、スロットにスライドさせながら巧入します。き 
ちんとはまるまでプリントカートリッジを押し込んでください。 

8. 必要であれば、もう一ちのプリンタカートリッジについても同じ作業をし 
ます。 

9. プリントカートリッジのドアをゆつくり閉め、 HPAII - in - One の背面に電源 
コードを差し込みます。 

関連トピック 

プリントカートリツジのクリー ニン グ 
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12 トラブルシューテイング 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• トラフ J レシュ~テインクのヒント 

- 印刷品質のトラブルシューティング 

■ EP 肺 j のトラフ J レシューテイング 

■ ファクスのトラフ J レシュ~テイング' 

■ コピーのトラブルシューティング 

■ スキヤンのトラフ J レシュ~テイング' 

- デバイスの更新 

• エラ— 


トラブルシューテイングのヒント 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• HP All - In - One の電源が入らない 

• USB 接編による通信の間頭 

- プリントカートリッジに関する情報 

- 用紐に閣する情報 

• 自動ドキュメントフイーダの巧用に閱するヒント 

- 紙詰まりのち圣消 

• プリントカートリッジのトラブルシューテイング 

HP All-in-One の電源が入らない 

原因 ： HP All - in - One が電源に正し〈接結されていません。 
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解み方ま： 

• 電源コードが、 HPAII - in - One と電源アダプタの両方に正しく接続され 
ていることを確認してください。電源コードは、アース付き電源コンセ 
ントか、サージ保護器か、テーブルタップに差し込んでください。 



1 

電源コネクタ 

2 

電源コードおよびアダプタ 

3 

電源コンセント 


• テーブルタップを使用している場合は、テーブルタップがオンになっ 
ていることを確認してください。または 、 HP All - in - One の電源コード 
を電源コンセントに直接接続してみてください。 

• 電源コンセントをテストして、正しく機能していることを確認してくだ 
さい。作動することが確認できている電気製品を接続して、電力が供 
給されているか確認します。電源が入らない場合は、電源コンセント 
に問題があります。 

• スイッチ付きの電源コンセントに HPAII - in - One をつないでいる場合 
は、そのスイッチが入っていることを確認してください。スイッチが 
オンにも関わらず電力がか給されない場合は、電源コンセント(こ問題が 
あります。 


原因：電源ボタンの巧しちが短すぎます。 

解決ち法：電源ボタンの押し方が短すぎると HP All - in - One が応答しない 
ことがあります。電源ボタンを一回押します 。 HP All - in - One の電源をオン 
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にするにはしばらく時間がかかることがあります。この時間中に電源ボタ 
ンを再度巧すと、デバイスの電源がオフになる場合があります。 


A を意な上の操作を行ってもまだ HPAII - in-One の電源がオンにならな 
いときは、機械的な故障が考えられます。 HPAII - in-One から電源コー 
ドを外し、 HP へご連絡ください。お問い合わせ先は、次のサイトを参 
照してくださし、 www . hp . com/support 情報の入力を要ホされた場合 
は、国または地域を選巧して、[お問い合わせ]をクリックして情報を参 
照しテクニカルサポートにお問合せください。 


USB 接続による通信の問題 

HPAII - in-One とコンピュータが互いに通信できない場合は、次のことを行っ 

てください。 

• HPAII - in-One のディスプレイを見てください。ディスプレイに何も表示さ 
れず、電源ボタンが点なしていない場合は、 HP All - in-One の電源が入って 
いません。 HPAII - in-One の電源コードが電源コンセントにきちんと差し込 
まれていることを確認してください。電源ボタンを押して、 HPAII - in-One 
の電源をオンにしてください。 

• USB ケーブルを確認します。古いケーブルを使用している場合は、正しく 
動作しないことがあります。別の製品にち続して、その USB ケーブルが使 
用できるかどうか確認してください。問題が発生した場合、 USB ケーブル 
を交換する必要があります。また、 USB ケーブルの長さが3 メートルな下 
であることを確認してください。 

• コンピュータの USB ポートが使用できることを確認して〈ださい。詳細に 
ついては、お使いのオペレーティングシステムに付属しているマニュアル 
を参照してください。 

• HPAII - in-One からコンピュータまでの接続が態を確認します。 USB ケーブ 
ルが HP All - in-One の背面にある USB ポートじ正しく接続されていること 
を確認してください。また USB ケーブルのもう一方の端がコンピュータ 
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の USB ポートに正しく接続されていることを確認します。 USB ケーブル 
を正しく接続した後 、 HP All - in - One の電源を入れ直してくださし、。 



• USB ハブを介して HP All - in - One に接続している場合、ハブの電源が入っ 
ていることを確認してください。ハブの電源が入っている場合、コンピュ 
ータに直接接続します。 

• 他のプリンタやスキャナを確認します。コンピュータから古い製品の接続 
を外さなければならない場合があります。 

. USB ケーブルをコンピュータの別の USB ポートに接続してみてくださ 
し、。接続を確認したら、コンピュータを再起動してください 。 HP All - in-One 
の電源をいったんオフにして入れ直します。 

HP All - in - One のセットアップとコンピュータへの接続方まについては、 

HP All - in - One に付属の『セットアップガイド J 1 を参照してください。 

プリントカートリッジに関する情が 

印刷をより美しく仕上げるには、 HP プリントカートリッジを使巧してくださ 

し、。印刷の品質を保つために、 HP プリントカートリッジの取り巧い方につい 

て、次のことに注意してください。 

- プリントカートリッジはパッケージを未開封のまま保管し、使用するとき 
に開封してください。 

• プリントカートリッジは、常温 （15.6 〜 26.6° C または60〜78° F ) で保 
管してください。 

• プリントカートリッジの保護テープは、一度外したら付け直さないで〈だ 
さい。保護テープを付け直すと、プリントカートリッジを損傷する可能性 
があります。保護テープを外したら、プリントカートリッジをすぐに 
HP All - in - One に取り付けて〈ださい。すぐに取り付けられない場合は、プ 
リントカートリツジケースまたは気密性の高いプラスチック容器に保管し 
てくださし、。 
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• プリントカートリツジは、交換巧のプリントカートリツジが取り付け可能 
になるまで HP All - in - One に入れておいてください。 

. コント ロール パネルの操作で HP All - in - One の電源を切ってください。テ 
—ブルタツプをオフにしたり、電源コードを HP All - in - One から巧いたり 
しないでください。誤った方まで HP All - in - One の電源を切ると、プリン 
卜力ートリツジが正しい位置に戻らないため、プリントカートリツジが乾 
燥してしまう可能性があります。 

• 必要な場合な外は、プリントカートリツジアクセスドアを開けないでくだ 
さい。ドアを開けると、プリントカートリツジが空気に触れてしまい、プ 
リントカートリッジの寿命が短くなります。 


敦を記プリントカートリツジアクセスドアを長時間開けたままにする 
と 、 HP All - in - One はプリントカートリツジにキャップをかぶせて、空 
気にさらされないようにします。 


- 印刷品質が著しくほ下した場合は、プリントカートリツジのクリーニング 
を行ってください。 


ホヒントプリントカートリッジを長期間使用しないと、印刷品質がほ下 
することがあります。 


• 不必要にプリントカートリッジのクリーニングを行わないでください。イ 
ンクの無駄になり、力ートリッジの寿命を縮めます。 

プリントカートリッジの詳細については、 プリントカートリッジのトラブル 
シューティ ングを 参照してください。 


用紙に関する情報 

HP All - in - One では、ほとんどの種類の用紙を利巧することができます。用紙 
をまとめて購入する前にいろいろな用紙でテストし、印刷がきれいに仕上が 
り、入手しやすい巧紙の種類を見つけてください。 HP プレミアム巧紙は、よ 
り美しく印刷されるように設計されています。次のヒントも参ちにしてくださ 
い。 


- 薄すぎる巧紙や表面がつるつるした用紙、伸縮性のある巧紙は使用しない 
でください。正しく給紙されない可能性があり、紙詰まりの原因になるこ 
とがあります。 

• フォト用紙は、元の袋に戻し、その上からさらにジッパー付きのビニール 
袋に入れてください。また温度がおく湿気のない平らな場所で保管してく 
ださい。印刷の準備ができたら、すぐに巧巧する分の用紙だけを取り出し 
ます。印刷が完了したら、未使用のフォト巧紙をプラスチックの袋に戻し 
てください。 

• 未使用のフォト巧紙を給紙トレイに置いたままにしないでください。巧紙 
が曲がり、印刷品質が化下することがあります。曲がった巧紙は紙詰まり 
の原因になることがあります。 

• フォト用紙の側面を持つようにしてください。フォト用紙に指紋が付く 
と、印刷の品質が化下する場合があります。 
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• 目の祖い用紙は使巧しないで〈ださい。グラフィックやテキストが正しく 
印刷されないことがあります。 

- 給紙トレイに種類やサイズの異なる用紙を一緒にセットしないでくださ 
し、。給紙トレイにセットした用紙は、すべて同じサイズと種類でなければ 
なりません。 

• 印刷した写真はガラス板の下か収納アルバムに入れておくと、高湿度によ 
る経年劣化とにじみを防止することができます。最高画質の印刷結まを得 
るには、 HP プレミアムプラスフォト用紙を巧巧してください。 

自動ドキュメントフィーダの使用に関するヒント 

な下の簡単な指示に従って、自動ドキュメントフィーダを使巧する際の一般 

的な問題を予防します。 

. 原稿にホチキスやクリップが付いている場合は、取り除いてください。 

• HPAII - in-One が処理できないほど厚い用紙や薄い用紙を使用しないでくだ 
さし、。 

- ドキュメントフィーダトレイに原稿を入れすぎないようにしてくださ 
し、。 ドキュメントフィーダトレイには、レターサイズと A 4 サイズの用 
紙は最大20枚、リーガルサイズは最大15枚までセットできます。 

- 曲がった紙や擦り切れた紙を巧巧しないで〈ださい。螺旋綴じ式のバイン 
ダーから取った巧紙を巧巧する場合は、端を切り取ってください。 

• 自動ドキュメントフィーダには写真をセットしないでください。自動ドキ 
ュメントフィーダでは写真を傷める可能性があります。写真は必ずガラス 
おにセットしてスキヤンまたはコピーしてください。 

- ドキュメントフィーダトレイの横方向巧紙ガイドが、巧紙を折らずに巧紙 
の端にぴったりと沿っていることを確認してください。 

• ドキュメントフィーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットします。 

紙詰まりの解消 

給紙トレイに巧紙をセットした場合は、後部アクセスドアを開けて、詰まった 

巧紙を取り除いてください。 

自動ドキュメントフィーダで紙詰まりを起こす場合もあります。次のような 

行為は、自動ドキュメントフィーダで紙詰まりを起こす原因となります。 

• ドキュメントフィーダトレイに紙を入れすぎている。自動ドキュメント 
フィーダーの最大収容可能枚数については、 巧術 情報 を をおしてくださし、。 

• HPAII - in-One で厚すぎたり薄すぎたりする巧紙を使用する。 

• HPAII - in-One が給紙中にドキュメントフイーダトレイに用紙を追加する。 
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後部アクセスドアから詰まった紙を取り除くには 

1. 後部アクセスドアの左側にあるタブを押して、ドアの固まを解除します。 
HP All - in - One からドアを引いて取り外します。 


A を意 HP All - in - One の正面側から詰まった紙を取り除くと、プリンタが 
損傷する場合があります。必ず後部アクセスドアを開けて、詰まった用 
紙をプリンタから取り除いてください。 



2. 詰まっている用紙を口ーラーからゆっくり引き出します。 

A ミ主意口ーラーから引き出している途中に用紙が破れた場合は、口ーラ 
—とホイールを点検して、本体の中に紙切れが残っていないか確認して 
〈ださい 。 HP All - in - One に紙切れが残っていると、紙詰まりが起こり 
やすくなります。 

3 . 後部アクセスドアを元に房します。カチッと音がするまで、ドアをゆっく 
り押し込みます。 

4. 現在のジョブを続行するには、 OK をクリックします。 

自動ドキュメントフィーダから詰まった紙を取り除くには 
1. 自動ドキュメントフイーダのカバーを外します。 



トラブルシューテイングのヒント 
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2. 詰まっている用紙を口ーラーからゆつくり引き出します。 


A ;ま意口ーラーから引き出している途中に用紙が破れた場合は、口ーラ 
—とホイールを点検して、本体の中に紙切れが残っていないか確認して 
ください。 HPAII - in - One に紙切れが残っていると、紙詰まりが起こり 
やすくなります。 


3. 自動ドキュメントフィーダのカバーを閉じます。 

プリントカートリッジのトラブルシューティング 

印刷時に問題が発生した場合は、プリントカートリッジのいずれかに問題が 
ある可能性があります。 

プリントカートリッジのトラブルシューティングを行うには 

1. ち側のスロットから黒プリントカートリッジを取り外します。銅色の接点 
やインクノズルには触れないで〈ださい。銅色の接点やインクノズルに損 
傷がないか確認します。 

保護テープがはがされていることを確認します。インクノズルがテープで 
固をされている場合は、ピンクのつまみを持ってテープを慎重にはがして 
ください。 

2. プリントカートリッジを、再度スロットにスライドさせながら取り付けま 
す。カチッと音がするまで、プリントカートリツジを押し込んで〈ださ 
い。 



3. 左側のカラープリントカートリツジに巧しても、手順1と2を繰り返し 
ます。 

4. 問題が続く場合は、セルフテストレポートを印刷して、プリントカートリ 
ツジに問題がないか確認します。 

この レポー トには、 ステータス 情報など、プリントカートリツジに関する 
役立つ情報が表示されます。 

5. セルフテストレポートで問題が確認された場合、プリントカートリツジの 
クリーニングを行ってください。 
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6. 問題が解決しない場合は、プリントカートリッジの銅色の接点を糸くずの 
つかない、蒸留水で少し湿らせた布でクリーニングします。 

7. な上の操作を行っても印刷の問題が解みしない場合は、どのプリントカー 
トリ ッジに問題があるか確認してその力ートリッジを交換します。 

詳細については、次を参照してください。 

• プリントカートリッジの交抱 

• セルフテストレポートの E 口刷 

• プリントカートリッジのクリー ニン グ 

• プリントカートリッジのお点のクリー ニン グ 

印刷品質のトラブルシューティング 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• インクがにじんだり、しみじなる 

- 自動ドキュメントフィーダが一度にたくさんのぺージを給紙してしまう、 

またはまったく給紙しない 

• 文字やグラフィックの一部にインクがを着しない 

- 文字のフチがギザギザになる 

• E 口刷したぺージの下部に水平ち向の歪みがある 

- E 口刷出力の色.が;’昆じる 
- 横ち向の編模様またはおが現れる 

• 色が薄いまたはくすんでいる 

• ファクスの E 口刷がぼやけてはっきりしない 

- 縱方向の編模様が入る 

• 斜めまたは歪んで印刷される 

• 受信したファクスの En 刷品質が悪い 

- 受信したファクスの一部のぺージが薄い、または白紙になる 

• 写貴のコピーや印刷時にインクがはみ出す 

- 給組トレイから巧紙が給紙されない 

インクがにじんだり、しみになる 

原因：用紙の種類が HP All - in - One に適していません。 

解ホ方ま： HP プレミアム用紙または HP All - in - One に適したその他の用 
紙の種類を使用してください。 


原因：プリントカートリツジのクリーニングが必要です。 

解み方法：セルフテストレポートを印刷し、プリントカートリツジに問 
題がないか確認してください。セルフテストレポートで問題が確認された 
場合、プリントカートリツジのクリーニングを行ってください。問題が解 
ミ肖されない場合は、プリントカートリツジの交換が必要です。 


印刷品質のトラブルシューティング 
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プリントカートリツジの詳細については、 プリントカートリツジのトラブ 
ルシューティング をを照してくださし、。 


原因：印刷中の用紙がプリントカートリツジに近づきすぎます。 

解み方法：印刷中に巧紙がプリントカートリツジに近づきすぎると、イン 
クがにじむことがあります。用紙に盛り上がりやしわがあったり、厚みが 
ある場合に、この現象が発生することがあります。巧紙が給紙トレイに平 
らにセツトされていることと、しわがないことを確認してください。 


自動ドキュメントフイーダが一度にた〈さんのぺージを給紙してしまう、またはまっ 
たく給紙しない 

原因：自動ドキュメントフイーダ内部のセパレータパッドや口ーラーの 
クリーニングの必要があります。手書き原稿やインクを多量に巧巧した原 
稿をコピーする場合、あるいは長期間の使用後には、鉛筆の芯、ロウ、イ 
ンクが口ーラーやセパレータパッドに蓄積する場合があります。 

- 自動ドキュメントフイーダがまった〈給紙しない場合、自動ドキュメ 
ントフイーダ内の口ーラーをクリーニングする必要があります。 

- 自動ドキュメントフイーダが、1枚ずつではなく何枚も給紙する場合、 
自動ドキュメントフイータ内のセパレータパッドをクリーニングする 
必要があります。 

解み方法：未使巧のフルサイズ普通紙を1、2枚ドキュメントフイーダト 
レイにセットし、コピースタート-モノクロを押します。普通紙が自動ド 
キュメントフイータを通過するときに、口 ーラーとセパレータパッドに付 
いたカスを吸着します。 


ホヒント自動ドキュメントフィーダが普通紙を給紙しない場合は、前面 
口ーラーをクリーニングしてみてください。柔らかく、糸くずの出ない 
布を蒸留水で湿らせて口ーラーをがきます。 

問題が解決しない場合や、自動ドキュメントフィーダが普通紙を給紙しな 
い場合、口ーラーやセパレータパッドを手動でクリーニングしてくださ 
い。 

詳細については、 自動ドキュメントフイーダのクリーニング ををおして< 
ださい。 


义字やグラフィックの一部にインクが定着しない 

原因：プリントカートリッジのクリーニングが必要です。またはインク切 
れの可能性があります。 

解決方法：プリントカートリッジのインク残量レベルをチェックします。 
プリントカートリッジのインク残量が少ない、またはインクがまったくな 
い場合、プリントカートリツジの交換が必要になることがあります。 
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プリントカートリツジのインク残量が十分であるのに問題が解消されない 
場合は、セルフテストレポートを印刷し、プリントカートリツジに問題が 
あるかどうかを判断します。セルフテストレポートで問題が確認された場 
合、プリントカートリツジのクリーニングを行ってくださし、。問題が解消 
されない場合は、プリントカートリツジの交換が必要です。 

プリントカートリツジの詳細については、 プリントカートリツジのトラブ 
ルシューティ ングを 参照してください。 


原因：[用紙の種類]設をが正しくありません。 

解決方法：給紙トレイにセットされた用紙の種類に合わせて、[用紙の種 

類]設定を変更します。 

コピーする用紙の種類を設定するには 

1. コピー領域で、メニューを繰り返し押して、[用紙の種類]を表示しま 
す。 

2. 目的の用紙の種類が表示されるまで、►を押します。 

3 . コピースタート-モノクロ または コピースタート■カラー を押しま 
す。 

プリントする用紙の種類を設定するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. お使いのソフトウエアアプリケーションの[ファイル]メニューで [EP 
商 IJ ] をクリックします。 

3. HP All - in-One が使巧するプリンタとして選択されていることを確認し 
ます。 

4. [プロパティ] ダイアログボックスを開くボタンをクリックします。 
ソフトウ X アによって、このボタンは [プロパティ]、[オプション]、[プ 
リン タ設 を]、[プリンタ]、[プリファレンス] などの名前になっていま 
す。 

5. [用紙/品質]タブをクリックします。 

6. [用紙の種類]-覧で、給紙トレイにセットした巧紙の種類をクリックし 
ます。 


原因 ： HP All - in - One の印刷またはコピーの品質設定がおすぎます。 

解決方法：品質設定を確認してください。設定品質を高〈して、印刷また 
はコピーに巧用するインクの量を増やします。 


印刷速度と品費を変更するには 


1. 用紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 

2. お使いのソフトウエアアプリケーシヨンの[ファイル]メニューで[印 
扁 IJ ] をクリックします。 


印刷品質のトラブルシューティング 
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3. HP All - in-One が使用するプリンタとして選巧されていることを確認し 
ます。 

4. [プロパティ]ダイアログボックスを開くボタンをクリックします。 
ソフトウェアによって、このボタンは[プロパテイ]、[オプション]、[プ 
リンタ設定]、[プリンタ]、[プリファレンス]などの名前になっていま 
す。 

5. [用紙/品質]タブをクリックします。 

6. [用紙の種類]-覧で、給紙トレイにセットした用紙の種類をクリックし 
ます。 

7. [印刷品質]領域で、プロジ X クトに適した品質設定を選択します。 
コピー品質を変更するには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメ 
ントフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

ドキュメントフィーダトレイを使用する場合は、文書の先頭が最初に 
なるようにぺージを置きます。 

3 . コピー領域で、適切な品質設定が点灯するまで品質を繰り返し押しま 
す。 

4. コピースタート-モノクロまたはコピースタート-カラーを押しま 
す。 


文字のフチがギザギザになる 

原因：フォントがカスタムサイズのフォントです。 

解決方ま：ソフトウェアアプリケーシヨンの中には、掘大したときや印刷 
したときに文字の輪郭がギザギザになる独自のフォントを使うものもあり 
ます。また、ビットマップで表現された文字を印刷する場合も、拡大や印 
刷を行うと、輪郭がギザギザになることがあります。 

TrueType フナントを使えば、輪郭の酒らかなフォントが HP All - in-One で 
印刷できます。フナントを選ぶときは TrueType アイコンを探してくださ 
い。 


印刷したページの下部に水平方向の歪みがある 

原因：ページの下部分の画像の色調が、水色、灰色、または茶色です。 

解み方法：給紙トレイに高品質用紙をセットし、[高画質] ( OS によって 
は[高品質])、[最大 dpi ]、 または[高解像度]などの高画質設定で画像を印 
刷します。印刷する用紙が平らであることを必ず確認してください。画像 
を最高画質で印刷するには、 HP プレミアムプラスフナト用紙を使巧しま 
す。 

それでも問題の解みしない場合は、 HP All - in-One 用にインストールしたソ 
フトウエアまたは別のソフトウエアプリケーシヨンを使って、画像の水 
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色、灰色、または茶色の色調がページの下部分に印刷されないように、画 
像を180度回転させてください。6色インク印刷を使用して画像を印刷し 
ます。そのためには、黒プリントカートリッジの代わりにフォトプリン 
卜力ートリッジをセットします。フォトプリントカートリッジとカラー 
プリント 力ートリッジの両方をセットすると、6色インクシステムにな 
り、写真の品質がさらに向上します。 

プリントカートリッジの詳細については、 プリントカートリッジのトラブ 
ルシューティング をを照してください。 

用紙の詳細については、 サポートする用紙の仕なについて を参照してくだ 
さし、。 


印刷出力の色がおじる 

原因 ： HP All - in - One にセツトされている用紙の種類に対して品質の設定が 
高すぎます。 

解み方法：品質設定を確認してください。設を品質を低くして、印刷また 
はコピーに使用するインクの量を減らします。 


印刷速度と品費を変更するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. お使いのソフトウェアアプリケーションの[ファイル]メニューで [EP 
刷]をクリックします。 

3. HP All - in - One が使巧するプリンタとして選択されていることを確認し 
ます。 

4. [プロパティ] ダイアログボックスを開くボタンをクリックします。 
ソフトウェアによって、このボタンは [プロ パ ティ]、[オプション]、[プ 
リン タ設 を]、[プリンタ]、[プリファレンス] などの名前になっていま 

す。 

5. [用紙/品貴]タブをクリックします。 

6. [用紙の種類]-覧で、給紙トレイにセットした巧紙の種類をクリックし 
ます。 

7. [印刷品質]領域で、プロジェクトに適した品質設定を選巧します。 

コピー品費を変更するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメ 
ントフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

ドキュメントフィーダトレイを巧巧する場合は、文書の先頭が最初に 
なるようにぺージを置きます。 


印刷品質のトラブルシューティング 
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3 . コピー領域で、適切な品質設定が点灯するまで品質を繰り返し押しま 
す。 

4. コピースタート-モノクロ または コピースタート■カラー を押しま 
す。 


原因：用紙の種類が HP All - in - One に適していません。 

解決ちま： HP プレミアム巧紙または HP All - in - One に適したその他の巧 
紙の種類を使用してください。 

巧紙の選巧の詳細については、 サポートする巧紐の仕なについて を参照し 
てください。 


原因：用紙の裏面に印刷している可能性があります。 

解決方法：用紙は印刷面を下にしてセットしてください。たとえば、光沢 
フナト用紙をセツトする場合には、光沢面を下にして用紙をセツトします。 


原因： HP 製な外のインクを使巧しています。 

解決モま： HP では、純正 HP プリントカートリツジの使用を推奨してい 
ます。純正 HP プリントカートリツジは、 HP プリンタで最高の性能が得 
られるように設計され、何度もテストされています。 


野を記 HP では、他社製インクの品質または信頼性を保証することはで 
きません。他社製インクの使用に起因するプリンタ障害や損傷の結まと 
して必要となるプリンタの修理は、保証の対ま外となります。 


原因：プリントカートリツジのクリーニングが必要です。 

解決ちま：セルフテストレポートを印刷し、プリントカートリツジに問 
題がないか確認してください。セルフテストレポートで問題が確認された 
場合、プリントカートリツジのクリーニングを行ってください。問題が解 
消されない場合は、プリントカートリツジの交換が必要です。 

プリントカートリツジの詳細については、 プリントカートリツジのトラブ 
ルシューティン グを 参照してください。 


検モ巧の縮模様または筋が現れる 

原因：用紙が正しく給紙されていないか、または給紙トレイに正しくセツ 
卜されていません。 
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解み方;'去: 用紙が正しくセツトされていることを確認してください。 


フルサイズの 用紙を セツ トするには 

1. 排紙トレイを取り外します。 



2. 横方向巧紙ガイドを一番外側の位置までスライドさせます。 



3. 平らな面で巧紙の端を揃え、次の点を確認します。 

-用紙に破れ、ほこり、しわ、端の巧れや波巧ちがないこと 
• セットするすべての巧紙が同じサイズ、同じ種類であること 
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4. 印刷面を下にして、用紙の短辺を給紙トレイに巧入します。巧紙のまの 
先端が止まるまで奥に差し込んでください。 



A ミ主意給紙トレイに用紙をセットするときは 、 HP All - in - One 力 《 停止 
し、静かになっていることを確認してください 。 HP All - in - One がプ 
リントカートリッジをクリーニングしていたり、その他のタスクを 
実行していると、巧紙が途中で止まり、正しく装着されない場合が 
あります。巧紙を手動で押し込むと 、 HP All - in - One から空白のぺ一 
ジが排紙されます。 

ホヒントレターヘッドを使用する場合は、ぺージの上側から先に入 
れ、印刷面を下にしてください。フルサイズ用紙およびレターへッ 
ドのセツト方法については、給紙トレイの底面にある図を参照して 
くださし、。 


5. 横ち向用紙ガイドを、巧紙の端に当たって止まるまでスライドさせま 
す。 

給紙トレイに巧紙を入れすぎないようにしてください。用紙のまがきち 
んと給紙トレイの中に収まり、横方向巧紙ガイドの上端よりほいことを 
確認してください。 
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6. 排紙トレイを元に房します。 



7. 延長排紙トレイを手前に跳ね上げます。 



m を記リーガルサイズの巧紙を使巧する場合は、用紙補助トレイを 
閉じておいてくださし、。 


原因 ： HP All - in - One の印刷またはコピーの品質設定がおすぎます。 

解決方法：品質設定を確認してください。設定品質を高〈して、印刷また 
はコピーに巧用するインクの量を増やします。 

印刷を度と品質を変更するには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. お使いのソフトウェアアプリケーションの[ファイル]メニューで[印 
扁 IJ ] をクリックします。 

3. HP All - in - One が使用するプリンタとして選択されていることを確認し 
ます。 

4. [プロパティ] ダイアログボックスを開くボタンをクリックします。 
ソフトウェアによって、このボタンは [プロパティ]、[オプション]、[プ 
リンタ 設定]、 [プリンタ]、[プリファレンス] などの名前になっていま 

す。 

5. [用紙/品質]タブをクリックします。 
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6. [用紙の種類]-覧で、給紙トレイにセットした用紙の種類をクリックし 
ます。 

7. [印刷品質]領域で、プロジ X クトに適した品質設定を選択します。 
コピー品質を変更するには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメ 
ントフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

ドキュメントフィーダトレイを使用する場合は、文書の先頭が最初に 
なるようにぺージを置きます。 

3 . コピー領域で、適切な品質設定が点灯するまで品質を繰り返し押しま 
す。 

4. コピースタート-モノクロまたはコピースタート-カラーを押しま 
す。 


原因：プリントカートリッジのクリーニングが必要です。またはインク切 
れの可能性があります。 

解決方法：プリントカートリッジのインク残量レベルをチェックします。 
プリントカートリッジのインク残量が少ない、またはインクがまったくな 
い場合、プリントカートリッジの交換が必要になることがあります。 

プリントカートリッジのインク残量が十分であるのに問題が解消されない 
場合は、セルフテストレポートを印刷し、プリントカートリッジに問題が 
あるかどうかを判断します。セルフテストレポートで問題が確認された場 
合、プリントカートリッジのクリーニングを行ってください。問題が解消 
されない場合は、プリントカートリッジの交換が必要です。 

プリントカートリッジの詳細については、 プリントカートリッジのトラブ 
ルシューティ ングを 参照してください。 


原因：プリントカートリツジのインクノズル部分の周囲に、繊維やほこ 
りがたまっている可能性があります。 
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解み方法：プリントカートリツジを確認します。インクノズルの周囲に 
繊維やほこりがあるように見える場合は、プリントカートリツジのイン 
クノズル部分をクリーニングします。 


インクノズル周辺をクリーニングするには 

1. HPAII - in - One の電源を入れ、プリントカートリツジのドアを開きます。 
インクホルダーが HPAII - in - One の右端に移動します。 

2. インクホルダーが停止して静かになってから、 HPAll - in - One の背面か 
ら電源コードをはきます。 


寶を記 HP All - in - One のプラグを長い時間巧いていると、日付と時刻 
が消える場合があります。その場合は、後で電源ケーブルを元通り 
に差し込んだときに、日付と時刻を再設定してください。 


3. プリントカートリツジを静かに下げて固定を解除してから、力ートリ 
ツジを手前に引いて力ートリツジスロットから取り外します。 


をを記両方のプリントカートリツジを同時に取り外さないでくださ 
し、。取り外してクリーニングする作業は、一度に1つずつ行ってく 
ださい。プリントカートリツジを30分な上 HPAII - in - One から外し 
ておかないでください。 


4. インクノズルの表面を上にして、1枚の用紙の上にプリントカートリ 
ツジを置いてください。 

5. きれいなスポンジ棒を蒸留水で軽く湿らします。 

6. 下図のように、スポンジ棒でインクノズル周辺の表面と端部をクリー 
ニ ング します。 



1[ノズルプレート（クリー ニン グしないで〈ださし、) 
2 r インクノズル周辺の表面と端 


A ミ主意ノズルプレートはクリー ニン グしないでください。 


7. プリントカートリッジを、スロットにスライドさせながら巧入しま 
す。きちんとはまるまでプリントカートリツジを巧し込んでくださし、。 
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8. 必要であれば、もう一方のプリンタカートリツジについても同じ作業 
をします。 

9. プリントカートリツジのドアをゆつくり閉め 、 HP All - in - One の背面に 
電源コードを差し込みます。 


原因：送信側のファクス機に問題があります。 

解決ちま：送信をに、送信側のファクス機に問題がないか確認するように 
依頼してください。 


原因：電話回線の接結ノイズが発生しています。雑音がをい電話回線は、 
印刷品質の問題が発生する原因となることがあります。 

解決方法：障害の原因が電話回線のノイズの場合は、送信者にファクスの 
再送信を依頼してください。2回目の印刷品質は1回目の品質よりも向上 
することがあります。電話機を壁側のモジュラージャックに接続して、詩 
的ノイズなどのノイズの有無を聞き取ると、電話回線の音質を確認できま 
す。問題が解消されない場合は、[エラー補正モード] ( ECM ) をオフにし 
て、電話会社に連絡してください。 

コントロール パネルから ECM 設をを変更するには 

1. セットアップを押します。 

2. 5を押し、次に6を押します。 

これで、 [ファクスの 詳細設定]と [エラー補正モード] が続けて選択され 
ます。 

3. ►を押して[オン]または[オフ]を選択します。 

4. OK を巧します。 


色が薄いまたはくすんでいる 

原因：プリントカートリッジのクリーニングが必要です。またはインク切 
れの可能性があります。 

解決方法：プリントカートリッジのインク残量レベルをチェックします。 
プリントカートリッジのインク残量が少ない、またはインクがまったくな 
い場合、プリントカートリッジの交換が必要になることがあります。 

プリントカートリッジのインク残量が十分であるのに問題が解消されない 
場合は、セルフテストレポートを印刷し、プリントカートリッジに問題が 
あるかどうかを判断します。セルフテストレポートで問題が確認された場 
合、プリントカートリッジのクリーニングを行ってください。問題が解消 
されない場合は、プリントカートリッジの交換が必要です。 

プリントカートリッジの詳細については、 プリントカートリッジのトラブ 
ルシューティン グを 参照してください。 


原因 ： HP All - in - One の印刷またはコピーの品質設定がほすぎます。 
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解決方法：品質設定を確認してください。設定品質を高〈して、印刷また 
はコピーに巧用するインクの量を増やします。 


印刷ま度と品質を変更するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. お使いのソフトウェアアプリケーションの[ファイル]メニューで[日口 
面 IJ ] をクリックします。 

3. HP All - in-One が使用するプリンタとして選択されていることを確認し 
ます。 

4. [プロパティ] ダイアログボックスを開くボタンをクリックします。 
ソフトウェアによって、このボタンは [プロ パ ティ]、[オプション]、[プ 
リンタ 設定]、 [プリンタ]、[プリファレンス] などの名前になっていま 
す。 

5. [用紙/品質]タブをクリックします。 

6. [用紙の 種類]-覧で、給紙トレイにセットした巧紙の種類をクリックし 
ます。 

7. [印刷品質]領域で、プロジェクトに適した品質設定を選択します。 
コピー品質を変更するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメ 
ントフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

ドキュメントフィーダトレイを巧巧する場合は、文書の先頭が最初に 
なるようにぺージを置きます。 

3 . コピー領域で、適切な品質設定が点なするまで品質を繰り返し押しま 
す。 

4 . コピースタート-モノクロ または コピースタート-カラー を 巧し ま 

す。 


原因：用紙の種類が HP All - in - One に適していません。 

解決方法：あまり表面の粗い用紙を使うと、巧紙の印刷面に HP All - in-One 
のインクが完全に定着しないことがあります。 HP プレミアム用紙または 
HP All - in - One に対応するその他の用紙を使用してください。 


用紙の選択の詳細については、 サポートする用紙の仕様について を参照し 
てください。 


原因 ： HP All - in - One の博く/濃く]コピー設まが明るすぎます。 
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解決方法：コピーの濃淡を調整します。 


コントロ ールパネルからコピーのコントラストを調整するには 

1. 用紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 

2. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメ 
ントフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

ドキュメントフィーダトレイを使用する場合は、文書の先頭が最初に 
なるようにぺージを置きます。 

3. コピー領域で、メニューを繰り返し押して、博く/濃く]を表示します。 

4. 次のいずれかの操作を行います。 

* ►■を押して、コピーを濃くします。 

• 4を押して、コピーを薄〈します。 

5. コピースタート-モノクロ または コピースタート■カラー を押しま 
す。 


原因：[用紙の種類]設定が正しくありません。 

解決ちま：給紙トレイにセツトされた巧紙の種類に合わせて、[用紙の種 
類]設定を変更します。 


コピーする用紙の種類を設をするには 

1. コピー領域で、メニューを繰り返し巧して、闲紙の種翔を表示しま 
す。 

2. 目的の巧紙の種類が表示されるまで、►を押します。 

3. コピースタート-モノクロ または コピースタート■カラー を押しま 
す。 


プリントする用紙の種類を設定するには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. お使いのソフトウエアアプリケーションの[ファイル]メニューで[印 
刷]をクリックします。 

3. HP All - in - One が使用するプリンタとして選巧されていることを確認し 
ます。 

4. [プロパティ] ダイアログボックスを開くボタンをクリックします。 
ソフトウ X アによって、このボタンは [プロパティ]、[オプション]、[プ 
リン タ設定]、 [プリンタ]、[プリファレンス] などの名前になっていま 
す。 

5. [用紙/品質]タブをクリックします。 

6. [用紙の種類]-覧で、給紙トレイにセットした用紙の種類をクリックし 
ます。 
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原因：新聞の写真など画質の良くない写真をコピーすると、お、格子、し 
ま模様などの模様がコピーに現れます。これは、モアレパターンと呼ばれ 
ます。 


解決方法：モアレパターンを防ぐには、ガラス板に透明なプラスチック製 
保護シートを直接敷き、その上に、印刷する面を下にして原稿をセットし 
てください。 


原因：ガラス板の表面や原稿カバーの裏面にほこりが付着している可能性 
があります。そうすると、コピー品質が悪くなり、動作が遅くなります。 

解決方ま： 

ガラス板をクリーニングするには 

1. HP All - in - One の電源をオフにし、カバーを開けます。 

2. ホ塵まち性のガラスクリーナーを使巧し、少し湿らせた柔らかい布かス 
ポンジでガラス板をがきます。 

A を意研磨剤、アセトン、ベンゼン、四塩化炭素などでガラス板をが 
かないでください。ガラス板を傷める可能性があります。また、液 
体を直接ガラス板にかけないでください。ガラス板の下に液体が入 
り込んで本体を傷める可能性があります。 

3. 乾いた糸くずの出ない柔らかい巧でガラス板の水分をふき取り、しみが 
残らないようにします。 

4. HP All - in - One の電源をオンにします。 

原稿押さえをクリーニングするには 

1 . HP All - in - One の電源をオフにし、電源コードを外し、カバーを上げま 
す。 


をを記 HP All - in - One のプラグを長い時間巧いていると、日付と時刻 
が消'える場合があります。その場合は、後で電源ケーブルを元通り 
に差し込んだときに、日付と時刻を巧設定してください。 


2. 刺激性の少ないせっけんとめるま湯で、少し湿らせた柔らかい布かスポ 
ンジで原稿押さえをがきます。 

原稿押さえを軽くがいて巧れを落とします。力を入れてこすらないでく 
ださい。 
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3. 乾いた糸くずの出ない柔らかい布でがいて乾かします。 


A ミ主意原稿押さえを傷つける可能性があるので、紙でできたクロスは 
使巧しないでください。 


4. さらにクリーニングが必要な場合には、イソプロピル（消‘毒巧）アルコー 
ルを使巧 して上記の手順を繰り返してから、湿らせた布で力/く一の裏側 
に残ったアルコールを完全にがき取ってください。 


A 注意ガラス板や HPAII - in - One の塗装部品にアルコールをこぼさな 
いようにま意してください。デバイスに損傷を与える場合がありま 
す。 


ファクスの印刷がぼやけてはっきりしない 


原因：送信をが低解像度を使用しています。または、印刷品質の良くない 
原稿で送信しました。 

解決方法：送信をに解像度を上げて原稿の品質を確認するように依賴して 
ください。 


原因 ： HP All - in - One に適さない巧紙が、給紙トレイにセットされていま 
す。 

解決方ま：あまり表面の粗い巧紙を巧うと、用紙の印刷面に HPAII - in-One 
のインクが完全にを着しないことがあります。 HP プレミアム用紙または 
HPAII - in - One に対応するその化の巧紙を使用してください。 


巧紙の選巧の詳細については、 サポートする田紙の仕なについて を参照し 
てください。 


原因：[用紙の種類]コピーまたは印刷設定が正し〈ありません。 

解決ち法：給紙トレイにセツトされた巧紙の種類に合わせて、[用紙の種 
類]設定を変更します。 


コピーする用紙の種類を設定するには 

1. コピー領域で、メニューを繰り返し巧して、闲紙の種類を表示しま 
す。 

2. 目的の巧紙の種類が表示されるまで、►を押します。 

3. コピースタート- モノクロまたは コピースタート■カラー を押しま 
す。 


プリントする用紙の種類を設定するには 

1. 用紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 

2. お使いのソフトウエアアプリケーシヨンの[ファイル]メニューで[印 
刷]をクリックします。 
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3. HPAII - in - One が使用するプリンタとして選択されていることを確認し 
ます。 

4. [プロパティ] ダイアログボックスを開くボタンをクリックします。 
ソフトウェアによって、このボタンは [プロ パ テイ]、[オプション]、[プ 
リン タ設を]、 [プリンタ]、[プリファレンス] などの名前になっていま 

す。 

5. [用紙/品質]タブをクリックします。 

6. [用紙の種類]-覧で、給紙トレイにセットした巧紙の種類をクリックし 
ます。 


原因： HP All - in-One の印刷またはコピーの品質設まがおすぎます。 

解決方法：品質設定を確認してください。設定品質を高〈して、印刷また 
はコピーに巧用するインクの量を増やします。 

印刷速度と品費を変更するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. お使いのソフトウェアアプリケーションの[ファイル]メニューで [E 口 
扁 IJ ] をクリックします。 

3. HPAII - in-One が使巧するプリンタとして選択されていることを確認し 
ます。 

4. [プロパティ]ダイアログボックスを開くボタンをクリックします。 
ソフトウェアじよって、このボタンは[プロパティ]、[オプション]、[プ 
リンタ設定]、[プリンタ]、[プリファレンス]などの名前になっていま 
す。 

5. [用紙/品貴]タブをクリックします。 

6. [用紙の種類]-覧で、給紙トレイにセットした巧紙の種類をクリックし 
ます。 

7. [印刷品質]領域で、プロジェクトに適した品質設定を選巧します。 

コピー品費を変更するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメ 
ントフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

ドキュメントフィーダトレイを巧巧する場合は、文書の先頭が最初に 
なるようにぺージを置きます。 

3 . コピー領域で、適切な品質設定が点'なするまで品質を繰り返し押しま 
す。 

4 . コピースタート-モノクロまたはコピースタート■カラーを押しま 

す。 


原因：用紙の裏面に印刷している可能性があります。 
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解決方ま：用紙は印刷面を下にしてセットしてください。たとえば、光沢 
フナト用紙をセツトする場合には、光沢面を下にして用紙をセツトします。 


縦ち向の縮模様が入る 

原因：用紙の種類が HP All - in - One に適していません。 

解決方ま：あまり表面の粗い巧紙をほうと、用紙の印刷面に HP All - in-One 
のインクが完全にを着しないことがあります。 HP プレミアム用紙または 
HP All - in - One に対応するその化の巧紙を使用してください。 

巧紙の選巧の詳細については、 サポートする用細の仕なについて を泰照し 
てください。 


原因：送信側のファクス機のガラス板または自動ドキュメントフィーダ 
( ADF ) が巧れています。 

解決方法：ファクスに縦ち向の縮模様や筋が入る場合、送信側のファクス 
機のガラス板または自動ドキュメントフィーダ ( ADF ) が巧れている可能性 
があります。送信者にガラス板または自動ドキュメントフイーダ （ ADF ) に 
巧れがないかを確認してください。 


斜めまたは歪んで印刷される 

原因：用紙が正しく給紙されていないか、または給紙トレイに正しくセッ 
卜されていません。 

解決ちま：巧紙が正しくセットされていることを確認してください。 

フルサイズの用紙をセットするには 
1. 排紙トレイを取り外します。 
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2. 横ち向用紙ガイドを一番外側の位置までスライドさせます。 



3. 平らな面で巧紙の端を揃え、次の点を確認します。 

-用紙に破れ、ほこり、しわ、端の折れや波巧ちがないこと 
-セットするすべての用紙が同じサイズ、同じ種類であること 

4. 印刷面を下にして、巧紙の短辺を給紙トレイに挿入します。用紙のまの 
先端が止まるまで奥に差し込んでください。 



A ;ま意給がトレイに巧紙をセットするときは、 HPAII - in - One が停止 
し、静かになっていることを確認してください 。 HP All - in - One がプ 
リントカートリッジをクリーニングしていたり、その他のタスクを 
実行していると、巧紙が途中で止まり、正しく装着されない場合が 
あります。用紙を手動で押し込むと、 HPAII - in - One 力、ら空白のペー 
ジが排紙されます。 

ホ：ヒントレターヘッドを使巧する場合は、ぺージの上側から先に入 
れ、印刷面を下にしてください。フルサイズ巧紙およびレターへッ 
ドのセツトちまについては、給紙トレイの底面にある図を参照して 
ください。 
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5. 横ち向用紙ガイドを、巧紙の端に当たって止まるまでスライドさせま 
す。 

給紙トレイに用紙を入れすぎないようにしてください。用紙のまがきち 
んと給紙トレイの中に収まり、横方向巧紙ガイドの上端よりあいことを 
確認してください。 



6. 排紙トレイを元に戻します。 



7. 延長排紙トレイを手前に跳ね上げます。 



教を記リーガルサイズの用紙を使巧する場合は、巧紙補助トレイを 
閉じておいてください。 


原因：送信側のファクス機に、原稿が正し〈セットされていません。 
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解み方法：送信をに、ファクスが正しく送信されたことを確認して〈ださ 
し、。 


原因：給紙トレイに複数の種類の巧紙がセットされています。 

解決方法：複数の種類の用紙を同時にセットしないでください。ファクス 
を印刷する場合は、給紙トレイにレター、 A 4、 またはリーガルの巧紙がセ 
ットされていることを確認してください。 


受信したファクスの印刷品質が悪い 

原因：電話回線の接続ノイズが発生しています。 

解み方法：障害の原因が電話回線のノイズの場合は、送信をにファクスの 
ち送信を依頼してください。2回目の印刷品質は1回目の品質よりも向上 
することがあります。電話機を壁側のモジュラージャックに接続して、静 
的ノイズなどのノイズの有無を聞き取ると、電話回線の音質を確認できま 
す。問題が解消されない場合は、[エラー補正モード] ( ECM ) をオフにし 
て、電話会社に連絡してください。 

コントロール パネルから ECM 設定を変更するには 

1. セットアップを押します。 

2. 5を押し、次に6を巧します。 

これで、 [ファクスの 詳細設定]と [エラー補正モー ド]が続けて選択され 
ます。 

3. ►を押して[オン]または[オスを選択します。 

4. 0 K を押します。 


原因：送信側のファクス機に問題があります。 

解決方法：送信をに、送信側のファクス機に問題があるかどうか確認する 
ように依頼してください。また、他の送信をからのファクスの品質にも同 
じ問題があるかどうかを確認して〈ださい。 


原因：送信側のファクス機のガラス板または自動ドキュメントフィーダ 
( ADF ) が巧れています。 

解決方法：ファクスに縦方向の縮模様や筋が入る場合、送信側のファクス 
機のガラス板または自動ドキュメントフィーダ ( ADF ) が巧れている可能性 
があります。送信者にガラス板または自動ドキュメントフイーダ （ ADF ) 
に巧れがないかを確認してください。 


原因：プリントカートリツジのクリーニングが必要です。またはインク切 
れの可能性があります。 
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解決方法：プリントカートリッジのインク残量レベルをチェックします。 
プリントカートリッジのインク残量が少ない、またはインクがまったくな 
い場合、プリントカートリッジの交換が必要になることがあります。 

プリントカートリッジのインク残量が十分であるのに問題が解消されない 
場合は、セルフテストレポートを印刷し、プリントカートリッジに問題が 
あるかどうかを判断します。セルフテストレポートで問題が確認された場 
合、プリントカートリッジのクリーニングを行ってください。問題が解消 
されない場合は、プリントカートリッジの交換が必要です。 

プリントカートリッジの詳細については、 プリントカートリッジのトラブ 
ルシューティ ングを 参照してください。 


受信したファクスの一部のぺージが薄い、または白紙になる 

原因：プリントカートリッジのクリーニングが必要です。またはインク切 
れの可能性があります。 

解決方法：プリントカートリッジのインク残量レベルをチェックします。 
プリントカートリッジのインク残量が少ない、またはインクがまったくな 
い場合、プリントカートリッジの交換が必要になることがあります。 

プリントカートリッジのインク残量が十分であるのに問題が解消されない 
場合は、セルフテストレポートを印刷し、プリントカートリッジに問題が 
あるかどうかを判断します。セルフテストレポートで問題が確認された場 
合、プリントカートリッジのクリーニングを行ってください。問題が解消 
されない場合は、プリントカートリッジの交換が必要です。 

プリントカートリッジの詳細については、 プリントカートリッジのトラブ 
ルシューティン グを 参照してください。 


原因：送信をが送信側のファクス機に原稿を正しくセツトしませんでし 
た。 

解ま方法：送信をに問い合わせて、送信側のファクス機に原稿を正し〈セ 
ットしたか、または誤って白紙のぺージを送信していないか確認して〈だ 
さし、。 


原因 ： HP All - in - One がファクスの印刷時に用紙を2枚給紙しています。 

解決方法 ： HP All - in - One の用紙の残りが少なくなった場合は、給紙トレイ 
に用紙を追加してください。給紙トレイに用紙が十分ある場合は、用紙を 
取り除いて、平らな面で巧紙の端を揃えて、給紙トレイに巧度用紙をセツ 
卜してください。 


原因：ファクスに適さない用紙が、給紙トレイにセットされています。 
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解ホ方法：あまり表面の粗い用紙を使うと、巧紙の印刷面に HPAII - in-One 
のインクが完全に定着しないことがあります。 HP プレミアム巧紙または 
HP All - in - One に対応するその他の用紙を使用してください。 


写真のコピーや印刷時にインクがはみ出す 

原因：写真のコピーを作成する場合、少量（数ミリメートル）のはみ出しは 
-般的です。才ーバースプレイが数ミリを超える場合は、 HPAII - in - One が 
セットされた用紙を実際の幅より広く認識している可能性があります。 


常ヒント用紙に巧してインクを使いすぎかどうかを判断する方法の1つ 
は、コピーまたは印刷が完了した後で、印刷しているページの裏側をチ 
エックすることです。ページの裏側にインクの筋が入る場合は、直前の 
コピーまたは印刷ジョブで HPAII - in - One のインクが出すぎている可能 
性があります。 


解決方法：用ネ氏サイズの設定を確認します。プリンタの給紙トレイにセツ 
卜した巧紙と同じ用紙サイズに設定してください。 

コントロールパネルから用紐サイズを設をするには 

1. コピー領域で、メニューを繰り返し押して、[コピー用紙サイズ]を表 
' J 、 し^^う。 

2. 目的の用紙サイズが表示されるまで、►を巧します。 

3 . コピースタート-モノクロ または コピースタート-カラー を 押し ま 

す。 


給がトレイから用紙が給紙されない 

原因：給紙トレイに十分な巧紙がありません。 

解みち法 ： HP All - in - One に用紙がなくなったり、残りが数枚になった場合 
は、給紙トレイに用紙を追加してくださし、。給紙トレイに用紙がある場合 
は、用紙を取り除いて、平らな面で巧紙の端を揃えて、給紙トレイにもう 
-度用紙をセットしてください。印刷ジョブを結けるには 、 HP All - in-One 
のコントロールパネルにある 0 K を押します。 


印刷のトラブルシューティング 

このセクシヨンでは、次のような印刷の問題を解みします。 

• お筒が正しく E 口刷されない 

• フチ無し印刷が指定どおり印刷されない 

• HP All - in - One が応答しなし、 

• HP All - in - One が無意味な文字を印刷する 

• 印刷しようとしても何も動作しない 
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• 印刷される文書のぺージ順が間違っている 

• 文書が En 刷されない 

- を白が指をどおりに En 刷されない 
- 文字やグラフィックがぺージの端で欠ける 

- 印刷中に空白ページが排紙される 

• 写貴を印刷するときに、 HPAll - in-One の内部がインクで巧れる 

封筒が正しく印刷されない 

原因：封筒が正しくセットされていません。 

解決方法：給紙トレイから用紙をすべて取り出します。封筒のふたが上向 
きで左側に〈るように、封筒を給紙トレイの奥まで入れてセットします。 

鞍を記封筒のとじ目を内側に巧り込んでおくと、紙詰まりを防ぐことが 
できます。 



封筒をセツトするには 

1. 排紙トレイを取り外します。 

2. 給紙トレイから用紙をすべて取り出します。 

3. 給紙トレイの右端に封筒を入れ、封筒のふたを上に向け、ふた側を左側 
にしてセツトします。封筒のまを奥まで差し込んでください。 

ホヒント封筒のセット方法については、給紙トレイの底面にある図を 
参照してください。 
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4. 横ち向巧紙ガイドを、封筒に当たって止まるまでスライドさせます。 
給紙トレイに用紙を入れすぎないようにしてください。封筒のまがきち 
んと給紙トレイの中に収まり、横ち向用紙ガイドの上端よりおいことを 
確認してください。 



5. 排紙トレイを元に戾します。 


原因：セツトされた封筒の種類が間違っています。 

解み方法：光沢紙を使った封筒やエンボス加工された封筒、あるいは留め 
具付きの封筒や窓付き封筒は使わないでください。 


原因：封筒にインクがにじんでいます。 

解み方法：封筒に印刷するとインクがにじむ場合は、ふたを封筒の内側に 
巧り込んで〈ださい。それでも問題が解みしない場合は、黒プリントカー 
トリ ツジを取り外して、 カラープリントカートリツジだけをセツトした状 
態で印刷してください。 


フチ無し印刷が指定どおり印刷されない 

原因： HP な外のソフトウエアアプリケーシヨンを使用して画像のフチ無 
し印刷を実行すると、予想通りの印刷結まが得られないことがあります。 

解決方法 ： HP All - in - One 付属のフォトイメージングソフトウてアの画像 
を使って印刷してみてください。 


HP All - in - One が応答しない 

原因 ： HP All - in - One が別のタスクでビジー状態です。 

解決方法 ： HP All - in - One 力 《 コピー、ファクス、スキャンなどのほかの処理 
を行っている場合は 、 HP All - in - One が現在の処理を完了するまで印刷ジョ 
ブが遅延します。 
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印刷に時間のかかる原稿もあります。 HPAll - in - One に印刷ジョブの実行を 
命令してから、数分間何も印刷されない場合は 、 HP All - in - One のディスプ 
レイを見てメ ツセー ジがないか確認してください。 


原因 ： HP All - in - One が紙詰まりを起こしています。 

解決方法：紙詰まりの解消方まについては、 紐詰まりの解消 を参照してく 
ださい。 


原因 ： HP All - in - One のトレイに巧紙がありません。 
解決方法：給紙トレイに巧紙をセットしてくださし、。 


フルサイズの 用紙を セツトするには 

1. 排紙トレイを取り外します。 



2. 横ち向巧紙ガイドを一番外側の位置までスライドさせます。 



3. 平らな面で用紙の端を揃え、次の点を確認します。 

-用紙に破れ、ほこり、しわ、端の巧れや波キ T ちがないこと 
• セットするすべての用紙が同じサイズ、同じ種類であること 
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4. 印刷面を下にして、巧紙の短辺を給紙トレイに挿入します。用紙のまの 
先端が止まるまで奥に差し込んでください。 



A を意給紙トレイに巧紙をセットするときは、 HPAII - in - One が停止 
し、静かになっていることを確認してください 。 HP All - in - One がプ 
リントカートリッジをクリーニングしていたり、その他のタスクを 
実行していると、巧紙が途中で止まり、正しく装着されない場合が 
あります。用紙を手動で押し込むと、 HPAII - in - One 力、ら空白のペー 
ジが排紙されます。 

ホヒントレターヘッドを使巧する場合は、ぺージの上側から先に入 
れ、印刷面を下にして〈ださい。フルサイズ巧紙およびレターへッ 
ドのセツトちまについては、給紙トレイの底面にある図を参照して 
ください。 


5. 横ち向巧紙ガイドを、用紙の端に当たって止まるまでスライドさせま 
す。 

給紙トレイに用紙を入れすぎないようにしてください。巧紙のまがきち 
んと給紙トレイの中に収まり、横方向用紙ガイドの上端よりおいことを 
確認してください。 



巧刷のトラブルシューティング 


173 





第 12 章 


6. 排紙トレイを元に戻します。 



7. 延長排紙トレイを手前に跳ね上げます。 



敷注記リーガルサイズの用紙を使巧する場合は、巧紙補助トレイを 
閉じておいてください。 


原因：インクホルターが ■(# ■止しています。 

解決方法： HPAII-in-One の電源をナフにし、インクホルダーをふさいでい 
るものけ困包材など）を取り除いてから、電源を巧度オンにします。 


原因：コンピュータカ《 HP All-in-One と通信できていません。 

解決方ま： HPAII-in-One がコンピュータに正しく接結されていないと通信 
エラーの起きることがあります。次のように、 USB ケーブルが 
HP All-in-One とコンピュータに接続されていることを確認してください。 
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正しく接続されているにもかかわらず 、 HP All - in - One に印刷ジョブの実行 
を命令してから数分間何も印刷されない場合は 、 HP All - in - One のステータ 
スを確認してください。 HP ソリユーションセンターソフトウエアで[ス 
テータス]をクリックします。 

テストぺージを印刷するには （ Mac) 

1. [Dock] の [HP デバイスマネージャ]をクリックします。 

[HP デバイスマネージャ]ウィンドウが表示されます。 

2. [情報と設定]ドロップダウンメニユーで、[プリンタの保ず]を選択しま 
す。 

3. HP All - in - One 、 [ユーティリティを起動]を続けて選択します。 

4. [テストぺージの印刷]をクリックします。 

接続が確立して正常に機能している場合、テストページが印刷されま 
す 。 HP All - in - One のセットアップの詳細については 、 HP All - in - One 付 
属の『セツトアップガイド』を参照してください。 


原因 ： HP All - in - One の電源がオフになっています。 

解ホ方法 ： HP All - in - One のディスプレイを見て〈ださい。ディスプレイに 
何もま示されず、電源ボタンの横のランプが点灯していない場合は、 

HP All - in - One の電源が入っていません 。 HP All - in - One の電源コードが電 
源コンセントにきちんと差し込まれていることを確認してください。電源 
ボタンを押して 、 HP All - in - One の電源をオンにしてください。 


原因 ： HP All - in - One にエラーが発生しました。 

解み方法 ： HP All - in - One の電源を切り、電源コードを巧きます。電源コー 
ドを再び差し込み、電源ボタンを押して 、 HP All - in - One の電源をオンにし 
ます。 


鞍を記 HP All - in - One のプラグを長い時間巧いていると、日イ寸と時刻が消 
える場合があります。その場合は、後で電源ケーブルを元通りに差し込 
んだときに、曰かと時刻を巧設定してください。 


HP All-in-One がお意巧な文字を印刷する 

原因 ： HP All - in - One のメモリがいっぱいです。 

解決方ま ： HP All - in - One とコンピュータの電源を両方ともオフにし、その 
まま60秒間待ってから両方ともナンに戻し、もう一度印刷してくださし、。 


原因：文書が破損しています。 

解決方法：同じソフトウェアアプリケーシヨンから別の文書を印刷してく 
ださい。この印刷が正常に行われる場合は、な前に保巧した文書（破損して 
いない文書）を印刷してください。 
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印刷しようとしても何も動作しない 

原因： HP All - in-One の電源がオフになっています。 

解決方ま： HP All - in-One のディスプレイを見てください。ディスプレイに 
何も表示されず、電源ボタンの横のランプが点なしていない場合は、 

HP All - in-One の電源が入っていません。 HP All - in-One の電源コードが電 
源コンセントにきちんと差し込まれていることを確認してください。電源 
ボタンを押して、 HP All - in-One の電源をオンにしてください。 


原因： HP All - in-One が別のタスクでビジー状態です。 

解決ちま： HP All - in-One 力 《 コピー、ファクス、スキャンなどのほかの処理 
を行っている場合は、 HP All - in-One が現在の処理を完了するまで印刷ジョ 
ブが遅延します。 

印刷に時間のかかる原稿もあります。 HP All - in-One に印刷ジョブの実行を 
命令してから、数分間何も印刷されない場合は、 HP All - in-One のディスプ 
レイを見てメ ツセー ジがないか確認してください。 


原因： HP All - in-One が、デフオルトのプリンタとして選択されていませ 
ん。 

解決方法： HP All - in-One がソフトウエアアプリケーシヨンでデフオルト 
のプリンタとして選択されていることを確認してください。 


ホヒント HP All - in-One をデフオルトのプリンタとして設ミすれば、どの 
ソフトウエアアプリケーシヨンを使巧しても、[ファイル]メニユーの 
[印刷]を選択すると、自動的に選択されます。 


原因：コンピュータが HP All - in-One と通信できていません。 

解決方法： HP All - in-One がコンピュータに正しく接結されていないと通信 
エラーの起きることがあります。次のように、 USB ケーブルが 
HP All - in-One とコンピュータに接続されていることを確認してください。 
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正しく接続されているにもかかわらず 、 HP All - in - One に印刷ジョブの実行 
を命令してから数分間何も印刷されない場合は 、 HP All - in - One のステータ 
スを確認してください。 HP ソリユーションセンターソフトウエアで[ス 
テータス]をクリックします。 


テストぺージを印刷するには （ Mac ) 

1. [Dock] の [HP デバイスマネージャ]をクリックします。 

[HP デバイスマネージャ]ウィンドウが表示されます。 

2. [情報と設定]ドロップダウンメニューで、[プリンタの保ず]を選択しま 
す。 

3. HP All - in - One 、 [ューティリティを起動]を続けて選択します。 

4. [テストぺージの印刷]をクリックします。 

接続が確立して正常に機能している場合、テストページが印刷されま 
す 。 HP All - in - One のセットアップの詳細については 、 HP All - in - One 付 
属の『セットアップガイド』を参照してください。 


原因 ： HP All - in - One が紙詰まりを起こしています。 

解み方法：紙詰まりの解ミ肖方まについては、 紙詰まりのち圣消 ををおしてく 
ださい。 


原因：インクホルダーが停止しています。 

解決ち法 ： HP All - in - One の電源をオフにし、インクホルダーをふさいでい 
るもの（捆包材など）を取り除いてから、電源を再度オンにします。 


原因 ： HP All - in - One のトレイに用紙がありません。 
解み方法：給紙トレイに用紙をセツトしてくださし、。 


フルサイズの用紙をセツトするには 
1. 排紙トレイを取り外します。 
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2. 横ち向巧紙ガイドを一番外側の位置までスライドさせます。 



3. 平らな面で用紙の端を揃え、次の点を確認します。 

-巧紙に破れ、ほこり、しわ、端の巧れや波キ T ちがないこと 
-セットするすべての用紙が同じサイズ、同じ種類であること 

4. 印刷面を下にして、用紙の短辺を給紙トレイに挿入します。巧紙のまの 
先端が止まるまで奥に差し込んでください。 



A ミ主意給紙トレイに用紙をセットするときは 、 HP All - in - One 力 《 停止 
し、静かになっていることを確認してください 。 HP All - in - One がプ 
リントカートリッジをクリーニングしていたり、その他のタスクを 
実行していると、用紙が途中で止まり、正しく装着されない場合が 
あります。巧紙を手動で押し込むと 、 HP All - in - One から空白のぺ一 
ジが排紙されます。 

ホヒントレターヘッドを使用する場合は、ぺージの上側から先に入 
れ、印刷面を下にしてください。フルサイズ用紙およびレターへッ 
ドのセツト方法については、給紙トレイのを面にある図を参照して 
ください。 
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5. 横ち向巧紙ガイドを、用紙の端に当たって止まるまでスライドさせま 
す。 

給紙トレイに用紙を入れすぎないようにしてください。巧紙のまがきち 
んと給紙トレイの中に収まり、横ち向用紙ガイドの上端よりおいことを 
確認してください。 



6. 排紙トレイを元に房します。 



7. 延長排紙トレイを手前に跳ね上げます。 



腎を記リーガルサイズの巧紙を使巧する場合は、用紙補助トレイを 
閉じておいてくださし、。 
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印刷される义書のページ順が間違っている 

原因：文書の1ぺージ目を最ネ刀に印刷するように印刷設定が設定されてい 
ます。 HPAII - in - One の給紙ちまでは、1ぺージ目は印刷する面が上の状態 
で一番下になります。 

解決方法：文書を逆順に印刷してください。文書の印刷が完了したら、正 
しいページ順に並んでいます。 

複数ぺージの义書を逆順で印刷するには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. プリンタドライバを開きます。 

3. [詳細設定]タブをクリックします。 

4. [レイアウトオプション]をクリックして、印刷するぺージの順序を選択 


します。 


义書が印刷されない 

原因：給紙トレイが空であるかまたは紙詰まりが発生しています。 

解ホモま：給紙トレイに用紙がセットされていて、紙詰まりがないことを 
確認してください。 

フルサイズの用紙をセットするには 
1. 排紙トレイを取り外します。 
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2. 横ち向用紙ガイドを一番外側の位置までスライドさせます。 



3. 平らな面で巧紙の端を揃え、次の点を確認します。 

-用紙に破れ、ほこり、しわ、端の折れや波巧ちがないこと 
-セットするすべての用紙が同じサイズ、同じ種類であること 

4. 印刷面を下にして、巧紙の短辺を給紙トレイに挿入します。用紙のまの 
先端が止まるまで奥に差し込んでください。 



A ;ま意給がトレイに巧紙をセットするときは、 HPAII - in - One が停止 
し、静かになっていることを確認してください 。 HP All - in - One がプ 
リントカートリッジをクリーニングしていたり、その他のタスクを 
実行していると、巧紙が途中で止まり、正しく装着されない場合が 
あります。用紙を手動で押し込むと、 HPAII - in - One 力、ら空白のペー 
ジが排紙されます。 

ホ：ヒントレターヘッドを使巧する場合は、ぺージの上側から先に入 
れ、印刷面を下にしてください。フルサイズ巧紙およびレターへッ 
ドのセットちまについては、給紙トレイの底面にある図を参照して 
ください。 
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5. 横ち向用紙ガイドを、巧紙の端に当たって止まるまでスライドさせま 
す。 

給紙トレイに用紙を入れすぎないようにしてください。用紙のまがきち 
んと給紙トレイの中に収まり、横方向巧紙ガイドの上端よりあいことを 
確認してください。 



6. 排紙トレイを元に戻します。 



7. 延長排紙トレイを手前に跳ね上げます。 



野を記リーガルサイズの用紙を使巧する場合は、巧紙補助トレイを 
閉じておいてください。 

紙詰まりの解消ちまについては、 紙詰まりの 解消を 参照してください。 


原因：プリントカートリッジがインク切れの可能性があります。 
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解ホ方ま：プリントカートリッジのインク残量レベルをチェックします。 
プリントカートリッジのインク残量が少ない、またはインクがまったくな 
い場合、プリントカートリッジの交換が必要になることがあります。 

プリントカートリッジの詳細については、 プリントカートリッジのトラブ 
ルシュー ティングを 参照してください。 


余白が指定どおりに印刷されない 

原因：お使いのソフトウェアアプリケーションで余白が正しく設まされて 
いません。 

解みちま：プリンタマージンを確認します。 

余白の設定値を確認するには 

1. HPAll - in - One に印刷の実行を命令する前に、印刷ジョブを確認します。 

2. 余白を確認します。 

HP All - in - One では、ソフトウェアアプリケーションで設定された余白 
が HP All - in - One の最小余白より大きい場合は、アプリケーション側の 
設定値が使われます。 

3. 余白がを件を満たしていない場合は、印刷ジョブをキャンセルして、ソ 
フトウェアアプリケーションで余白を調整します。 

原稿の余白設定値は 、 HP All - in - One の印刷可能領域を超えないようにして 
くださし、。 


原因：用紙サイズが正しく設定されていません。 

解み方法：目的に合った正しい用紙サイズ設をを選んでいることを確認し 
てください。必要なサイズの巧紙が給紙トレイにセツトされていることを 
確認してください。 


原因：給紙ガイドの位置が正しくありません。 
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解決方法：給紙トレイから巧紙をすべて取り出し、レ^下の手順に従って巧 
度セットします。 


フルサイズの用紙をセツトするには 

1. 排紙トレイを取り外します。 



2. 横方向巧紙ガイドを一番外側の位置までスライドさせます。 



3. 平らな面で用紙の端を揃え、次の点を確認します。 

-巧紙に破れ、ほこり、しわ、端の巧れや波キ T ちがないこと 
• セットするすべての用紙が同じサイズ、同じ種類であること 
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4. 印刷面を下にして、巧紙の短辺を給紙トレイに挿入します。用紙のまの 
先端が止まるまで奥に差し込んでください。 



A を意給紙トレイに巧紙をセットするときは、 HPAII - in - One が停止 
し、静かになっていることを確認してください 。 HP All - in - One がプ 
リントカートリッジをクリーニングしていたり、その他のタスクを 
実行していると、巧紙が途中で止まり、正しく装着されない場合が 
あります。用紙を手動で押し込むと、 HPAII - in - One 力、ら空白のペー 
ジが排紙されます。 

ホヒントレターヘッドを使巧する場合は、ぺージの上側から先に入 
れ、印刷面を下にして〈ださい。フルサイズ巧紙およびレターへッ 
ドのセツトちまについては、給紙トレイの底面にある図を参照して 
ください。 


5. 横ち向巧紙ガイドを、用紙の端に当たって止まるまでスライドさせま 
す。 

給紙トレイに用紙を入れすぎないようにしてください。巧紙のまがきち 
んと給紙トレイの中に収まり、横方向用紙ガイドの上端よりおいことを 
確認してください。 
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6. 排紙トレイを元に戻します。 



7. 延長排紙トレイを手前に跳ね上げます。 



野注記リーガルサイズの用紙を使巧する場合は、巧紙補助トレイを 
閉じておいてください。 


原因：封筒が正しくセットされていません。 

解決方法：給紙トレイから用紙をすべて取り出します。封筒のふたが上向 
きで左側に〈るように、封筒を給紙トレイの奥まで入れてセツトします。 


歐を記封筒のとじ目を内側に巧り込んでおくと、紙詰まりを防ぐことが 
できます。 
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义字ゃグラフィックがページの端で欠ける 

原因：お使いのソフトウェアアプリケーションで余白が正しく設まされて 
いません。 

解みちま：原稿の余白設定値は、 HPAII - in - One の印刷可能領域を超えない 
ようにしてください。 

余白の設定値を確認するには 

1. HPAll - in - One に印刷の実行を命令する前に、印刷ジョブを確認します。 

2. 余白を確認します。 

HP All - in - One では、ソフトウェアアプリケーションで設定された余白 
が HP All - in - One の最小余白より大きい場合は、アプリケーション側の 
設定値が使われます。 

3. 余白がを件を満たしていない場合は、印刷ジョブをキャンセルして、ソ 
フトウエアアプリケーシヨンで余白を調整します。 


原因：印刷している文書のサイズが、給紙トレイにセットされている巧紙 
のサイズより大きいサイズです。 

解み方法：印刷しようとしている文書のレイアウトが 、 HP All - in - One 力 《 サ 
ポートしている巧紙サイズに収まることを確認してください。 


印刷レイアウトのプレビューを表示するには 


1. 正しいサイズの用紙を給紙トレイにセットします。 


2. HP All - in - One で印刷する前に、印刷ジョブのプレビューを表示します。 

3. 文書のグラフィックを見て、現在のサイズが HP All - in - One の印刷巧能 
領域内に収まることを確認してください。 

4. グラフィックがぺージの印刷可能領域内に収まらない場合は、印刷ジョ 
ブをキャンセルします。 


成- ヒント ソフトウェアアプリケーシヨンによっては、現在選巧されてい 
る用紙サイズに合わせて文書のサイズを調整することができるものもあ 
ります。また、印刷の [プロパティ] ダイアログボックスから、文書の 
サイズを調整することもできます。 


原因：用紙が正しくセットされていません。 

解み方法：給紙エラーが発生すると、ドキュメントの一部が欠ける可能性 
があります。 


巧刷のトラブルシューティング 


187 






第 12 章 


給紙トレイから用紙をすべて取り出し、な下の手順に従って再度セットし 
ます。 


フルサイズの用紙をセツトするには 
1. 排紙トレイを取り外します。 




3. 平らな面で用紙の端を揃え、次の点を確認します。 

-巧紙に破れ、ほこり、しわ、端の巧れや波キ T ちがないこと 
• セットするすべての用紙が同じサイズ、同じ種類であること 
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4. 印刷面を下にして、巧紙の短辺を給紙トレイに挿入します。用紙のまの 
先端が止まるまで奥に差し込んでください。 



A を意給紙トレイに巧紙をセットするときは、 HPAII - in - One が停止 
し、静かになっていることを確認してください 。 HP All - in - One がプ 
リントカートリッジをクリーニングしていたり、その他のタスクを 
実行していると、巧紙が途中で止まり、正しく装着されない場合が 
あります。用紙を手動で押し込むと、 HPAII - in - One 力、ら空白のペー 
ジが排紙されます。 

ホヒントレターヘッドを使巧する場合は、ぺージの上側から先に入 
れ、印刷面を下にして〈ださい。フルサイズ巧紙およびレターへッ 
ドのセツトちまについては、給紙トレイの底面にある図を参照して 
ください。 


5. 横ち向巧紙ガイドを、用紙の端に当たって止まるまでスライドさせま 
す。 

給紙トレイに用紙を入れすぎないようにしてください。巧紙のまがきち 
んと給紙トレイの中に収まり、横方向用紙ガイドの上端よりおいことを 
確認してください。 
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6. 排紙トレイを元に戻します。 



7. 延長排紙トレイを手前に跳ね上げます。 



野を記リーガルサイズの用紙を使巧する場合は、巧紙補助トレイを 
閉じておいてください。 


印刷中に空白ページが排紐される 

原因：黒い文字を印刷している場合に HP All - in - One から何も印刷されず 
に排紙されるときは、黒プリントカートリッジが空になっている可能性が 
あります。 

解決方法：プリントカートリッジのインク残量レベルをチェックします。 
プリントカートリッジのインク残量が少ない、またはインクがまったくな 
い場合、プリントカートリッジの交換が必要になることがあります。 

プリントカートリッジのインク残量が十分であるのに問題が解消されない 
場合は、セルフテストレポートを印刷し、プリントカートリッジに問題が 
あるかどうかを判断します。セルフテストレポートで問題が確認された場 
合、プリントカートリッジのクリーニングを行ってください。問題がち军ミ肖 
されない場合は、プリントカートリッジの交換が必要です。 

詳細については、 プリントカートリツジのトラブルシュー ティング を 参照、 
してくださし、。 


原因：印刷している文書に、余分な空白ページが含まれています。 
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解決方法：ソフトウェアアプリケーシヨンで文書ファイルを開き、文書の 
終わりに余分なぺージまたは線が入っていないか確認してください。 


原因 ： HP All - in - One が巧紙を2枚給紙しています。 

解決方法 ： HP All - in - One の用紙の残りが少なくなった場合は、給紙トレイ 
じ巧紙を追加してください。給紙トレイに巧紙が十分ある場合は、用紙を 
取り除いて、平らな面で用紙の端を揃えて、給紙トレイに再度巧紙をセツ 
卜してください。印刷ジョブを続けるには 、 HP All - in - One のコントロー 
ルパネルにある OK ボタンを押します。 


フルサイズの 用紙を セツ トするには 

1. 排紙トレイを取り外します。 



2. 横ち向巧紙ガイドを一番外側の位置までスライドさせます。 



3. 平らな面で巧紙の端を揃え、次の点を確認します。 

-用紙に破れ、ほこり、しわ、端の折れや波なちがないこと 
-セットするすべての巧紙が同じサイズ、同じ種類であること 
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4. 印刷面を下にして、用紙の短辺を給紙トレイに巧入します。巧紙のまの 
先端が止まるまで奥に差し込んでください。 



A ミ主意給紙トレイに用紙をセットするときは 、 HP All - in - One 力 《 停止 
し、静かになっていることを確認してください 。 HP All - in - One がプ 
リントカートリッジをクリーニングしていたり、その他のタスクを 
実行していると、巧紙が途中で止まり、正しく装着されない場合が 
あります。巧紙を手動で押し込むと 、 HP All - in - One から空白のぺ一 
ジが排紙されます。 

ホヒントレターヘッドを使用する場合は、ぺージの上側から先に入 
れ、印刷面を下にしてください。フルサイズ用紙およびレターへッ 
ドのセツト方法については、給紙トレイの底面にある図を参照して 
くださし、。 


5. 横ち向用紙ガイドを、巧紙の端に当たって止まるまでスライドさせま 
す。 

給紙トレイに巧紙を入れすぎないようにしてください。用紙のまがきち 
んと給紙トレイの中に収まり、横方向巧紙ガイドの上端よりほいことを 
確認してください。 
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6. 排紙トレイを元に房します。 



7. 延長排紙トレイを手前に跳ね上げます。 



m を記リーガルサイズの巧紙を使巧する場合は、用紙補助トレイを 
閉じておいてくださし、。 


原因：保護用プラスチックテープの一部がプリントカートリッジに残つ 
ています。 

解決方法：各プリントカートリッジを確認してください。保護テープを銅 
色の接点から取り外しても、インクノズルをふさいでいる可能性がありま 
す。テープがインクノズルをふさいでいる場合は、プリントカートリッジ 
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からテープをを意深〈取り除いてください。銅色の接点やインクノズルに 
は触れないでください。 



〇 


1 

銅色のを点 

2 

ピンクのつまみのせいた保護テープ（本体に取りせける前に取り外してくださ 
い） 

3 

テープの下にあるインクノズル 



写真を印刷するときに 、 HP All - in - One の内部がインクで巧れる 

原因：フチ無し印刷設をでは、給紙トレイにフォト用紙をセットする必要 
があります。フチ無し印刷設定では、フォト用紙をセットしてください。 

解決ホま：フチ無し印刷を実行する前に、給紙トレイにフォト巧紙がセツ 
卜されていることを確認して〈ださい。 


ファクスのトラブルシューテイング 

このセクションでは、次のようなファクスの問題を解決します。 

• HP All - in - One でファクスのを受信がうまくできない 

• HP All - in - One でファクスを送信できないが、受信はできる 

• HP All - in - One でキ動によるファクスの送信がうまくできない 

- ぶ信したファクスの一部のぺージが义ける 

- が信したファクスの品質が悪い 
* 送信したファクスの一部が欠ける 
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- 送信したファクスがネ目手側では白紙で受信された 

• ファクスのちな速度が度い 

• HP All - in-One でファクスを受信できないが、送信はできる 

• HP All - in-One で手動によるファクスの受信がうまくできない 

• ファクス I ンが留守番電話じ録音されている 

• HP All - in-One が受信ファクスに応答しない 

- 受信したファクスに巧けているぺージがある 

• ファクスは受信しているのに En 刷が始まらない 

• 受信したファクスの一部が义けている 

• 接続しているコンピュータには電話ポートが1つしかない 

• HP All - in-One を接続したあと、電話回線上で雑音が聞こえる 

• ファクステストにち敗した 

• IP 雷話を巧ったインターネット経由のファクスのな受信がうま〈できない 

• ファクスログ レポー トで エラーが 出力される 


HP All - in - One でファクスのを受信がうまくできない 

原因： HP All - in-One のファクス機能のセットアップが正しく行われていま 
せん。 

解決ホま: HP All - in-One と同じ電話回線上で他の機器やサービスを使用し 
ている場合、 HP All - in-One で正しくファクスするには、指示に従って設定 
します。次に、ファクステストを実行して、 HP All - in-One の状態を確認 
し、ファクス機能のセットアップが正し〈行われていることを確認しま 
す。詳細については、 HP All - in-One でファクスをセットアップす る を 参照 
してください。 

テスト結まは、レポートとして HP All - in-One から印刷されます。テストに 
失敗した場合、レポートを参照して、問題の解み方法を確認してください。 

コントロール パネルから ファクス機能のセットアップをテストす るには 

1. 家庭やオフィスなど、お使いになる用途に合わせた指示に従って、 

HP All - in-One のファクス機能をセットアップします。 

2. テストを行う前に、プリントカートリッジを取り付け、給紙トレイに 
普通紙をセットします。 

3. セットアップを押します。 

4. 6を巧し、もう一度6を巧します。 

これで、[ツール]メニューと[ファクステストを実行]が続けて選巧され 
ます。 

HP All - in-One のディスプレイにテストの状態が表示され、レポートが 
印刷されます。 
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5. レポートを確認します。 

• テストに合格してもファクスの問題が解消されない場合は、レポー 
卜に記載されているファクス設定を調べて、正しく設定されている 
ことを確認します。ファクス設定が行われていない、または不適切 
な場合は、ファクスに問題が発生する可能性があります。 

-テストに失敗した場合は、レポートを参照して問題の解決方法を確 
認してください。 

6. HPAII - in-One からファクスレポートを取り出した後、 0 K を押します。 
必要ならば、見つかった問題を解決して、テストを再実行します。 


原因： HPAII - in-One の電源がオフになっています。 

解決方ま： HPAII - in-One のディスプレイを見てください。ディスプレイに 
何も表示されず、電源ボタンが点なしていない場合は、 HPAII - in-One CDS 
源が入っていません。 HPAII - in-One の電源コードが電源コンセントにきち 
んと差し込まれていることを確認してください。電源ボタンを巧して、 
HPAII - in-One の電源をオンにしてください。 


原因： HPAII - in-One の接続に使巧された電話コードが正しくありません。 
または、電話コードが間違ったポートに接続されています。 

解み方ま： 


鞍を記この齡央策は、2線式電話コードが HPAII - in-One に同祖されてい 
る次の国または地域にのみ適用されます。アルゼンチン、ナーストラリ 
ア、ブラジル、カナダ、チリ、中国、コロンビア、ギリシャ、インド、 
インドネシア、アイルランド、日本、韓国、ラテンアメリカ、マレーシ 
ア、メキシコ、フィリピン、ポーランド、ポルトガル、ロシア、サウジ 
アラビア、シンガポール、スペイン、台湾、タイ、ホ国、ベネズエラ、 
ベトナム。 


HPAII - in-One に付属の電話コードを使巧して、壁側のモジュラージャック 
に接続していることを確認してください。下図のように、特巧な2線式電 
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話コードの一ちの端を HP All - in - One の後部にある 1- LINE と書かれたポー 
卜に接続し、もう一方の端を壁側のモジュラージャックに接続します。 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

HP All - in - One に付属の電話コードを使巧 


このコードは専巧の2線式電話コードです。オフィスで一般的に見られる 
4線式電話コードとは異なります。コードの端を確認して、下図に示され 
ている2種類のコードと比較してください。 




4線式コードを使用している場合は、それを取り外し、付属の2線式コー 
ドを HP All - in - One の後部にある 1- LINE と書かれたポートに接続します。 

HP All - in - One に2線式電話コードアダプタが付属している場合、付属の2 
線式電話コードが短すぎるときには、4線式電話コードにそのアダプタを 
装着して使用することができます。2線ま電話コードアダプタを 
HP All - in - One の後部にある 1- LINE と書かれたポートに取り付けます。4 
線式電話コードをアダプタの空きポートと壁側のモジュラージャックに接 
続します。2線ま電話コードアダプタの使巧方法については、イ寸属のマニ 
ュアルを参照してください。 


原因 ： HP All - in - One と一緒に使用する他のオフィス機器（留守番電話や電 
話機など）が正しく設定されていません。 
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解み方ま: 


鞍を記この齡央策は、2線式電話コードが HPAII - in-One に同祖されてい 
る次の国または地域にのみ適用されます。アルゼンチン、才ーストラリ 
ア、ブラジル、カナダ、チリ、中国、コロンビア、ギリシャ、インド、 
インドネシア、アイルランド、日本、韓国、ラテンアメリカ、 マレー シ 
ア、メキシコ、フィリピン、ポーランド、ポルトガル、ロシア、サウジ 
アラビア、シンガポール、スペイン、台湾、タイ、ホ国、ベネズエラ、 
ベトナム。 


HP All - in-One が壁側のモジュラージャックに正しく接続されていること、 
および HPAII - in-One と電話回線を共有するその他の機器および設備が正し 
く接続されていることを確認してください。 

壁側のモジュラージャックと接結するには、 HPAII - in-One の後部にある 1- 
UNE と書かれたポートを使巧します。下図のように、留守番電話や電話機 
などその他の機器と接続するには、 2 -EXT と書かれたポートを使巧します。 




壁側のモジュラージャック 


HP All - in - One に付属の電話コードを使用 

3 

I 電話機（オプション） 


原因：電話回線スプリッターを使用しています。 

解決方ま：電話回線スプリッターがファクス使巧時の問題の原因となるこ 
とがあります(スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接続する 
2コードコネクタです)。スプリッターを取り除き、 HP All - in-One を壁側 
のモジュラージャックに直接接結してみてください。 


原因：壁側のモジュラージャックが正しく機能していません。 

解決方法：正常に機能する電話機と電話コードを、 HPAII - in-One に巧巧し 
ている壁側のモジュラージャックに接続し、発信音の有無を確認します。 
発信音が聞こえない場合、電話会社にお問い合わせください。 
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原因：電話回線の接続ノイズが発生しています。電話回線の音質が悪い 
(ノイズがある）と、ファクスの使巧時に問題が発生することがあります。 

解ミ夫ちま：障害の原因が電話回線のノイズの場合は、送信をにファクスの 
ち送信を依頼してください。2回目の印刷品質は1回目の品質よりも向上 
することがあります。電話機を壁側のモジュラージャックに接続して、静 
的ノイズなどのノイズの有無を聞き取ると、電話回線の音質を確認できま 
す。問題が解消されない場合は、[エラー補正モード] (ECM) をオフにし 
て、電話会社に連絡してください。 

ファクスの問題が解みしない場合は、[ファクス速度]の速度を遅くし、[標 
準]または[ゆっくり]などに設定します。 

コントロール パネルから ECM 設定を変更するには 

1. セットアップを押します。 

2. 5を押し、次に6を巧します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[エラー補正モード]力 《 続けて選択され 
ます。 

3. ►を押して[オン]または[オスを選択します。 

4. 0K を押します。 

コントロール パネルから ファクス 速度を設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. 5を押し、次に7を巧します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[ファクス速度]が続けて選択されま 
す。 

3. ►を押して次のいずれかの設定を選択し、 0K を押します。 


ファクスを度の設を 

ファクスを度 

[はやい] 

V .34 (33600 ボ ー） 

嗎準] 

V .17 (14400 ボ ー） 

ゆっくり] 

V .29 (9600 ボ ー） 


原因： HP All-in-One と同じ電話回線の他の機器が巧巧中である可能性があ 
ります。 

解決方法：内線電話（同じ電話回線を巧巧している電話で、 HP All-in-One 
に接続されていないもの）またはその他の機器が使巧中でないこと、受話器 
が外れていないことを確認してください。内線電話の受話器が外れている 
場合や、コンピュータのモデムを経由して E メ ールの送信やインターネッ 
卜へのアクセスを実行している場合、 HP All-in-One のファクス機能は巧用 
できません。 


原因： HP All-in-One と同じ電話回線を使用している DSL サービスの DSL 
フィルタが接続されていません。 
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解決方法： DSL サービスの使巧時は、 DSL フィルタが接続されているこ 
とを確認してください。接続されていないと、ファクスを使巧することが 
できません。 DSL サービスでは 、 HP All - in - One と干渉し 、 HP All - in-One 
によるファクスの送受信を巧害するデジタル信号が電話回線で発信されま 
す。 DSL フィルタは、このデジタル信号を除去して 、 HP All - in - One 力 《 電話 
回線と正しく交信できるようにします。フィルタが接続済みであるかの確 
認は、電話回線の音または発信音を聞いて〈ださい。電話回線でノイズま 
たは静電ノイズが聞こえる場合、 DSL フィルタが設置されていないか、ま 
たは設置方まが正しくありません。 DSL フィルタは、 DSL プロバイダから 
入手してください。 DSL フィルタを入手ミきみの場合、正しく接続されてい 
ることを確認してください。 


原因：他の処理が原因で 、 HP All - in - One でエラーが発生しました。 

解み方法：ディスプレイまたはコンピユータで、問題とその解決法のエラ 
-メッセージを確認してください。エラーが解みするまで 、 HP All - in-One 
はファクスの送受信をすることができません。 

[HP ソリユーシヨンセンター]の[ステータス]をクリックして、 

HP All - in - One の状態を確認することができます。 

エラーメツセー ジの詳細については、 エラーを 参照してください。 


原因： PBX または旧 DN コン/くータ/夕ーミナルアダプタを使巧していま 
す。 


解決方ま： 

• HP All - in - One がファクスと電話用のポートに接続されていることを確 
認します。また、夕ーミナルアダプタがお住まいの国/地域に対応した 
スイッチタイプに設定されていることも確認してください。 


野を記旧 DN システムの中には、ューザーが特定の電話機器に応じて 
ポートを設定できるようになっているものがあります。たとえば、 
電話と G 3 規格のファクスに1つのポートを割り当て、多目的巧に 
別のポートを割り当てることができます。に DN コンバータのファク 
ス/電話ポートに接続すると問題が発生する場合は、多用途向けのポ 
-卜を使巧してみてください。ポートには、 " multi - combi " などのよ 
うなラベルが付けられています。 


- [ファクス速度]を[標準]または[ゆっくり]に設定してみます。 


原因：[ファクスま度]設をが速すぎます。 
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解み方法：ファクスの送受信を現在の設をよりも遅いま度で実行する必要 
があります。次のいずれかを使用する場合は、[ファクスま度]を[標準]ま 
たは[ゆっくり]に設をしてみます。 

• インターネット電話サービス 

• PBX システム 

• FolP (Fax over IP ) 

• 旧 DN サービス 

コントロールパネルからファクスを度を設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. 5を巧し、次に7を押します。 

これで、 [ファクスの 詳細設定]と [ファクス 速度]が続けて選択されま 
す。 

3. ►を巧して次のいずれかの設定を選択し、 0 K を押します。 


ファクスま度の設定 

ファクスま度 

[はやい] 

V .34 (33600 ボ ー） 

嗎準] 

V .17 (14400 ボ ー） 

ゆっくり] 

V .29 (9600 ボー） 


原因： HPAII - in - One 力 《 、デジタル電話用にセットアップされた壁側のモジ 
ユラージャックに接続されている可能性があります。 

解決方ま： HPAII - in - One をアナログ電話回線に接続していることを確認し 
てください。アナログ電話回線に接続していないと、ファクスを送受信で 
きません。電話回線がデジタルであるかどうかを確認するには、回線に通 
常のアナログ電話を接続してダイヤルトーンを聞きます。通常のダイヤル 
音が聞こえない場合は、デジタル電話用に設定された電話回線の場合があ 
ります。 HPAII - in - One をアナログ回線に接結し、ファクスの送受信を試し 
ます。 


原因 ： HP All - in - One は、 DSL サービスと同じ電話回線を巧用しており、 
DSL モデムが正しく接地されていない可能性があります。 

解決モま： DSL モデムが正しく接地されていない場合、電話回線にノイズ 
が発生することがあります。電話回線の音質が悪い（ノイズがある）と、フ 
ァクスの使巧時に問題が発生することがあります。電話機を壁側のモジュ 
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ラージャックに接続して、静的ノイズなどのノイズのち無を聞き取ると、 
電話回線の音質を確認できます。 


ノイズが聞こえる場合 

1. DSL モデムの電源を切り、少なくとも15分間は完全に通電を断ちま 
す。 

2. DSL モデムの電源を再び入れます。 

3. 再びダイヤルトーンを聞きます。ダイヤルトーンがはっきり聞こえる 
(ノイズや空電雑音がない）場合は、ファクスを送受信してみてくださ 
い。 


野を記今を、電話回線で再び雑音が聞こえる場合があります。 

HP All - in-One でファクスの送受信ができない場合は、この手順を繰り 
返してください。 

電話回線のノイズが消えない場合、電話会社に連絡して〈ださい。 DSL モ 
デムをオフにする方法については、 DSL プロバイダにお問い合わせくださ 
し、。 


原因： IP 電話を使ってインターネット経由でファクスを送信しています 
が、転送に問題が発生しました。 

解ミ夫ち法：後で再度ファクスを送信してみてください。また、お使いのイ 
ンターネットサービスプロバイダが FolP をサポートしていることを確認 
してくださし、。 

問題が解みしない場合、インターネットサービスプロバイダに連絡してく 
ださい。 


HP All - in - One でファクスを送信できないが、受信はできる 

原因： HP All - in-One のファクス機能のセットアップが正しく行われていま 
せん。 

解み方法： HP All - in-One と同じ電話回線上で他の機器やサービスを使巧し 
ている場合、 HP All - in-One で正しくファクスするには、指示に従って設を 
します。次に、ファクステストを実行して、 HP All - in-One の状態を確認 
し、ファクス機能のセットアップが正しく行われていることを確認しま 
す。詳細については、 HP All - in-One でファクスをセツトアップす る を 参目号 
してくださし、。 
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テスト結まは、レポートとして HPAII - in - One から印刷されます。テストに 
失敗した場合、レポートを参照して、問題の解み方法を確認してください。 


コントロールパネルからファクス機能のセットアップをテストするには 

1. 家庭やオフィスなど、お使いになる用途に合わせた指示に巧って、 
HPAII - in - One のファクス機能をセットアップします。 

2. テストを行う前に、プリントカートリッジを取り付け、給紙トレイに 
普通紙をセットします。 

3. セットアップを押します。 

4. 6を押し、もう一度6を押します。 

これで、[ツール]メニューと[ファクステストを実行]が続けて選巧され 
ます。 

HPAII - in - One のディスプレイにテストの状態が表示され、レポートが 
印刷されます。 

5. レポートを確認します。 

• テストに合格してもファクスの問題が解消'されない場合は、レポー 
卜に記載されているファクス設定を調べて、正しく設定されている 
ことを確認します。ファクス設定が行われていない、または不適切 
な場合は、ファクスに問題が発生する可能性があります。 

-テストに失敗した場合は、レポートを参照して問題の解み方法を確 
認してください。 

6. HPAII - in - One からファクスレポートを取り出した後、 OK を押します。 
必要ならば、見つかった問題を解ホして、テストを再実行します。 


原因： HPAII - in - One のダイヤルする速度が速すぎるか、またはダイヤルの 
間隔が短すぎます。 

解決方法：ファクス番号の途中に間隔の挿入が必要になることがありま 
す。たとえば、電話番号をダイヤルする前に外線にアクセスする必要があ 
る場合、外線番号の後ろに間隔を挿入してください。ダイヤルする番号が 
95555555で、9が外線へのアクセス番号である場合、 9-555-5555 のよう 
に間隔を挿入します。 9-555-5555. 入力するファクス番号間に一定の間隔 
を入れるには、カラーグラフィックディスプレイにダッシュ記号 （[-]) が表 
示されるまで、リダイヤル/ポーズを押すか、スペースボタンを繰り返し 
押します。 


ファクスを送信する際に短縮ダイヤルを使巧している場合、番号の途中に 
間隔を含めるため、短縮ダイヤルを更新してください。 

ダイヤルのモニタ機能を使巧してファクスを送信できます。これにより、 
ダイヤル時に電話回線の音を聞くことができます。ダイヤルのぺースを設 
定し、ダイヤル時にプロンプトに応答できます。 


原因：ファクス送信の際に入力したファクス番号のおまが正しくありませ 
ん。 
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解決方法：入力したファクス番号とその形式が間違っていないか確認して 
ください。たとえば、電話システムによっては番号の最初に「9」を加えて 
ダイヤルする必要があります。 

電話回線で PBX システムを使用している場合は、ファクス番号をダイヤル 
する前に外線用の番号をダイヤルしていることを確認してください。 


原因：受信側のファクス機に問題があります。 

解み方ま：電話機からファクス番号をダイヤルし、ファクストーンを聞い 
てください。ファクストーンが聞こえない場合は、受信側のファクス機の 
電源が入っていなかったり、接続されていなかったりする場合がありま 
す。また、ボイスメールサービスが、受信側の電話回線を巧害している場 
合もあります。受信をに、受信側のファクス機に問題がないか確認するよ 
うじ化賴してください。 


HP All - in-One で手動によるファクスの送信がうまくできない 


原因：受信側のファクス機が手動によるファクスの受信をサポートしてい 
ない可能性があります。 

解決方法：受信をに、受信側のファクス機がファクスを手動で受信できる 
か確認してください。 


原因：ファクストーンが聞こえてから3砂な内にファクススタート-モ 
ノクロまたはファクススタート-カラーが押されませんでした。 

解み方法：手動でファクスを送信する場合、受信側のファクストーンが聞 
こえてから3秒な内にファクススタート■モノクロまたはファクススタ 
-卜■カラーを巧してくださし、3秒を超えると送信できません。 


電話から手動でファクスを送信ずるには 

1. ドキュメントフイーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットしま 
す。 


野を記ガラス板に原稿をセットした場合、この機能は使用できませ 
ん。原稿はドキュメントフイーダトレイにセツトしてくださし、。 


2. HP All - in - One に接続された電話のダイヤルキーから、番号をダイヤル 
します。 


皆を記手動でファクスを送信するときは 、 HP All - in - One のコントロ 
—ルパネルのキーパッドは使用しないでください。受信をの番号を 
ダイヤルするには、電話機のダイヤルを巧します。 
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3. 受信をが応答した場合、ファクスを送信する前に会話をすることができ 
ます。 


腎を記ファクス機が応答すると、受信中のファクス機からファクスの 
卜ーン音が聞こえます。次の手順に進んで、ファクスを送信します。 


4. ファクスを送信する準備ができたら、 ファクススタート-モノクロ ま 
たは ファクススタート-カラー を押します。 


野を記画面の指示に従い、1を巧して [ファクス 送信]を選択し、 ファ 
クススタート-モノクロ または ファクススタート■カラー をもう 
一度押します。 

ファクス送信前に受信をと話している場合は、ファクスの卜ーン音が聞 
こえたらファクス機のスタートボタンを押すように、前もって受信をに 
知らせてください。 

ファクスの送信中は、電話回線は無音になります。この時点で、受話器 
を置くことができます。ファクス受信が完了した後、受信をと続けて話 
をする場合は、電話を切らないでください。 


原因：ファクスを実行するために使巧する電話機が HPAII - in - One に直ち 
接続されていません。または、接続が正しくありません。 


解決方ま: 


敦ミ主記この解みまは、2線式電話コードが HPAII - in - One に同捆されてい 
る次の国または地域にのみ適巧されます。アルゼンチン、才ーストラリ 
ア、ブラジル、カナダ、チリ、中国、コロンビア、ギリシャ、インド、 
インドネシア、アイルランド、日本、韓国、ラテンアメリカ、マレーシ 
ア、メキシコ、 フィ リピン、ポーランド、ポルトガル、ロシア、サウジ 
アラビア、シンガポール、スペイン、台湾、タイ、米国、ベネズエラ、 
ベトナム。 
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ファクスを手動で送信するには、下図のように、 HPAII - in - One のを部にあ 
る 2- EXT と書かれたポートに電話機を直接接続してください。 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

HP All - in - One に付属の電話コードを使用 

3 

電話 


原因：[ファクスま度]設まがますぎる可能性があります。 

解み方ま：[ファクス速度]を[標準]または[ゆっくり]に設定し、ファクス 
をち送します。 

コントロールパネルからファクスを度を設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. 5を押し、次に7を押します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[ファクス速度]が続けて選択されま 
す。 

3. ►を押して次のいずれかの設定を選択し、 OK を巧します。 


ファクス速度の設定 

ファクス速度 

[はやい] 

V .34 (3：3600ボ ー） 

限準] 

V .17 (14400 ボ ー） 

ゆっ〈り] 

V .29 (9600 ボ ー） 


原因 ： HP All - in - One 力《ドキュメントフィーダトレイにセットされている 
原稿を検出できません。 

解決方法：ドキュメントフィーダトレイに原稿をセットしていない、ま 
たは原稿を十分奥まで差し込んでいない場合は、ファクスを手動で送信す 
ることはできません。ドキュメントフイーダトレイに原稿をセットする 
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か、または原稿をトレイの奥まで差し込んでください。 HPAII - in - One 力 《 原 
稿を検出すると、ディスプレイに確認メッセージが表示されます。 


送信したファクスの一部のぺージが欠ける 

原因：ドキュメントフィーダトレイから一度に2枚な上給紙されていま 
す。 

解みちま：[最終の処理]レポートを印刷し、送信したページ数を確認しま 
す。複数ぺージが重なっており、同時にドキュメントフィーダトレイカ、ら 
給紙された場合、レポートに記載されるページ数は、実際のページ数と一 
致しません。レポートのぺージ番号が実際のぺージ番号と一致していない 
場合、セパレータパ ッ ドをクリーニングする必要があります。 

[最終の処理]レポートを印刷するには 

1. セットアップを押し、次に 2 を押します。 

[レポートの印刷]が選択されます。 

2. ►を巧して[最終の処理]を選択し、 0K を巧します。 

プリントカートリッジのクリーニング方法については、 自動ドキュメン 
トフイーダのクリーニン グを 参照して〈ださい。 


原因：受信側のファクス機に問題があります。 

解決方法：電話機からファクス番号をダイヤルし、ファクストーンを聞い 
てください。ファクストーンが聞こえない場合は、受信側のファクス機の 
電源が入っていなかったり、接結されていなかったりする場合がありま 
す。また、ボイスメールサービスが、受信側の電話回線を妨害している場 
合もあります。受信側のファクス機のメモリがいっぱいになっているか、 
巧紙切れになっている可能性があります。受信をに、受信側のファクス機 
に問題がないか確認するように依頼してください。 


原因：電話回線の接続ノイズが発生しています。電話回線の音質が悪い 
(ノイズがある）と、ファクスの使用時に問題が発生することがあります。 

解み方法：障害の原因が電話回線のノイズの場合は、送信をにファクスの 
ち送信を依頼してください。2回目の印刷品質は1回目の品質よりも向上 
することがあります。電話機を壁側のモジュラージャックに接続して、静 
的ノイズなどのノイズの有無を聞き取ると、電話回線の音質を確認できま 
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す。問題が解消されない場合は、[エラー補正モード] ( ECM ) をオフにし 
て、電話会社に連絡してください。 


コントロール パネルから ECM 設定を変更するには 

1. セットアップを巧します。 

2. 5を押し、次に6を押します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[エラー補正モード]が続けて選巧され 
ます。 

3. ►を巧して[オン]または[オフ]を選択します。 

4. 0 K を巧します。 


送信したファクスの品質が悪い 

原因：電話回線の接続ノイズが発生しています。電話回線の音質が悪い 
(ノイズがある）と、ファクスの使用時に問題が発生することがあります。 

解決方法：障害の原因が電話回線のノイズの場合は、送信者にファクスの 
再送信を依頼してください。2回目の印刷品質は1回目の品質よりも向上 
することがあります。電話機を壁側のモジュラージャックに接続して、詩 
的ノイズなどのノイズの有無を聞き取ると、電話回線の音質を確認できま 
す。問題が解消されない場合は、[エラー補正モード] ( ECM ) をオフにし 
て、電話会社に連絡してください。 

問題が続〈場合は、[エラー補正モード] ( ECM ) が[オン]になっていること 
を確認してください。なっていない場合は、 ECM 設定を[オン]に変更しま 
す。ファクスの送信時間は長〈なりますが、受信ファクスの印刷品質が改 
害しホす。 

それでも印刷品質が悪い場合は、 ECM をオフにしてから、電話プロバイダ 
に連絡して〈ださい。 

コントロール パネルから ECM 設定を変更するには 

1. セットアップを巧します。 

2. 5を押し、次じ6を押します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[エラー補正モード]が続けて選巧され 
ます。 

3. ►を巧して[オン]または[オフ]を選択します。 

4. 0 K を押します。 


原因：ファクスの解像度の設定が、[標準]などの低い解像度に設まされて 
います。 
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解決方法：ファクスの品質を高めるため、ファクス解像度を[高画質]、[超 
高画質](巧能な場合)、または[写真](モノクロ写真）に変更します。 


コントロール パネルから解像度を変更するには 

1. ドキュメントフィーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットしま 
す。ファクスを1枚のみ送信する場合は、ガラス板に印刷面を下にし 
てセットし、送信することもできます。 


教を記複数のページをファクスする場合は、送信する原稿をドキユメ 
ントフイーダトレイにセツトします。ガラス板から複数ぺージの原 
稿をファクス送信することはできません。 


2. ファクス領域で、メニューを巧します。 

[番号を入力]メ ッセー ジが表示されます。 

3 . キーパッドを使ってファクス番号を入力するか、短縮ダイヤルまたは 
ワンタッチ短縮ダイヤルボタンを押して短縮ダイヤルを選択するか、 

リダイヤル/ポーズを押して最後にダイヤルした番号をリダイヤルしま 
す。 

4. ファクス領域で、メニューを繰り返し押して、[解像度]を表示します。 

5. ►を押して、解像度設定を選択し、 0 K を押します。 

6. ファクススタート-モノクロを押します。 

-装置が自動ドキュメントフイーダにセットされた原稿を検出する 
と 、 HP All - in - One は入力した番号にドキュメントを送信します。 

-装置が自動ドキュメントフイーダにセットされた原稿を検出できな 
いと、[ガラス板からファクス送信？] メッセージが表示されます。原 
稿がガラス板にセットされていることを確認し、1を押して[はい] 
を選択します。 


原因 ： HP All - in - One のガラスが巧れています。 
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解決方法：ガラス板からファクスを送信する場合は、コピーを行って、プ 
リントアウトの品質を確認してください。印刷の品質が悪い場合、ガラス 
をクリーニングしてください。 

コントロールパネルからコピーを作成するには 

1. 用紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 

2. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメ 
ントフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

ドキュメントフィーダトレイを使用する場合は、文書の先頭が最初に 
なるようにぺージを置きます。 

3. 次のいずれかの操作を行います。 

• モノクロコピーを行うには、コピースタート-モノクロを押しま 
す。 

• カラーコピーを行うには、コピースタート■カラーを押します。 

野を記カラー原稿の場合は、コピースタート-モノクロを巧すとモ 
ノクロコピーになり、コピースタート-カラーを押すとフルカラ 
—コピーになります。 


ガラス板をクリーニングするには 

1. HP All - in - One の電源をオフにし、カバーを開けます。 

2. 非摩耗性のガラスクリーナーを使用し、少し湿らせた柔らかい布かス 
ポンジでガラス板をがきます。 

A 注意研磨剤、アセトン、ベンゼン、四塩化炭素などでガラス板をが 
かないでください。ガラス板を傷める可能性があります。また、液 
体を直接ガラス板にかけないでください。ガラス板の下に液体が入 
り込んで本体を傷める可能性があります。 

3. 乾いた糸くずの出ない柔らかい布でガラス板の水分をふき取り、しみが 
残らないようにします。 

4. HP All - in - One の電源をオンにします。 


原因：受信側のファクス機に問題があります。 

解ミ夫方法：電話機からファクス番号をダイヤルし、ファクストーンを聞い 
てください。ファクストーンが聞こえない場合は、受信側のファクス機の 
電源が入っていなかったり、接続されていなかったりする場合がありま 
す。また、ボイスメールサービスが、受信側の電話回線を巧害している場 
合もあります。受信をに、受信側のファクス機に問題がないか確認するよ 
うじ化賴してください。 


原因：[薄く/濃く]設定が明るすぎます。かすれ字、退色、または手書きの 
ファクスを送信する場合、またはドキュメントに透かし（朱印やスタンプな 
ど）がある場合は、[薄く/濃く]設定を変更して、原稿よりも濃くしてファク 
スを送信します。 
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解み方法：コピーを行って、印刷の品質を確認してください。印刷の濃度 
が薄すぎる場合は、ファクスの送信時に[薄く/濃く]設をを調整して濃〈し 
ます。 


コントロール パネルから[薄く/濃く]設定を変更するには 

1. ドキュメントフィーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットしま 
す。ファクスを1枚のみ送信する場合は、ガラス板に印刷面を下にし 
てセットし、送信することもできます。 


をを記複数のページをファクスする場合は、送信する原稿をドキュメ 
ントフィーダトレイにセットします。ガラス板から複数ぺージの原 
稿をファクス送信することはできません。 

2. ファクス領域で、メニューを押します。 

[番号を入力]が表示されます。 

3 . キーパッドを使ってファクス番号を入力するか、短縮ダイヤルまたは 
ワンタッチ短縮ダイヤルボタンを巧して短縮ダイヤルを選択するか、 

リダイヤル/ポーズを押して最後にダイヤルした番号をリダイヤルしま 
す。 

4. ファクス領域で、メニューを繰り返し押して、[薄く/濃〈]を表示しま 
す。 

5. ファクスを薄くするにはを、濃くするには►を押して、 0 K を押し 
ます。 

押した矢印ボタンに応じて、インジケータが左右に動きます。 

6. ファクススタート-モノクロを 押します。 

-装置が自動ドキュメントフィーダにセットされた原稿を検出する 
と 、 HP All - in - One は入力した番号にドキュメントを送信します。 

-装置が自動ドキュメントフィーダにセットされた原稿を検出できな 
いと、[ガラス板からファクス送信？] メッセージが表示されます。原 
稿がガラス板にセットされていることを確認し、1を押して[はい] 
を選択します。 


送信したファクスの一部が欠ける 

原因：レターサイズまたは A 4 巧紙よりサイズの大きい原稿をファクスし 
ています。 

解み方法-. -部のファクス機は、レターまたは A 4 の巧紙より大きいファ 
クスの受信に対応していません。受信側のファクス機が、送信文書のサイ 
ズに対応しているか確認してください。対応していない場合、受信側のフ 
アクス機に受信ファクスをレターまたは A 4 サイズなどの標準巧紙サイズ 
に合わせて縮小できる機能がついているか受信をに確認してください。 
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送信したファクスが巧手側では白紐で受信された 

原因：原稿がセットされていません。または、正し〈セットされていませ 
ん。 

解決モま：ドキュメントフィーダトレイに原稿をセットします。ファク 
スを1枚のみ送信する場合、ガラス板にセットして送信することもできま 
す。 


ドキュメントフィーダトレイに原稿をセットするには 

1 . ドキュメントフィーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットしま 
す。自動ドキュメントフィーダに用紙をスライドさせます。正しくセ 
ットされると、ビープ音が鳴るか、ディスプレイに HP All - in - One がセ 
ットした巧紙を認識したことを示すメツセージがま示されます。 


ホヒント原稿を自動ドキュメントフィーダにセットする方まについ 
ては、ドキュメントフイーダトレイにある図を参照してくださし、。 



2. 用紙の両端に当たって止まるまで、巧紙ガイドをスライドさせます。 

野を記 HP All - in - One のカバーを持ち上げる前に、ドキュメントフイー 
ダ トレイから原稿をすべて取り出してください。 
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ガラス面に原稿をセツトするには 

1. すべての原稿をドキュメントフィーダトレイから取り出してから、 
HP All - in - One のカバーを持ち上げてください。 

2. 印刷面を下にしてガラス板のち下隅に合わせて原稿をセツトします。 



3. カバーを閉じます。 


ファクスの伝を速度が遅い 

原因：ファクスをカラーで送信しています。 

解み方法：ファクスをカラーで送信すると、モノクロで送信する場合より 
時間がかかります。モノクロで送信してください。 


原因：文書に多くの画像や細かいデータが含まれています。 

解決ホを: 高ま送信するには、[標準]解像度を巧巧します。この設定で 
は、ファクスの品質を下げて、送信速度を速くします。デフオルトの解像 
度は[高画質]で、送信に時間がかかる場合があります。 

コントロール パネルから解像度を変更するには 

1. ドキュメントフィーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットしま 
す。ファクスを1枚のみ送信する場合は、ガラス板に印刷面を下にし 
てセットし、送信することもできます。 


野を記複数のページをファクスする場合は、送信する原稿をドキユメ 
ントフィーダトレイにセツトします。ガラス板から複数ぺージの原 
稿をファクス送信することはできません。 

2. ファクス領域で、メニユーを押します。 

[番号を入力]メッセージが表示されます。 
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3 . キーパッドを使ってファクス番号を入力するか、短縮ダイヤルまたは 
ワンタッチ短縮ダイヤルボタンを押して短縮ダイヤルを選巧するか、 

リダイヤル/ポーズを押して最後にダイヤルした番号をリダイヤルしま 
す。 

4. ファクス領域で、メニューを繰り返し押して、[解像度]を表示します。 

5. ►を押して、解像度設をを選巧し、 0 K を押します。 

6. ファクススタート-モノクロを押します。 

-装置が自動ドキュメントフイーダにセットされた原稿を検出する 
と、 HPAII - in - One は入力した番号にドキュメントを送信します。 

-装置が自動ドキュメントフイーダにセットされた原稿を検出できな 
いと、[ガラス板からファクス送信？] メッセージが表示されます。原 
稿がガラス板にセットされていることを確認し、1を押して[はい] 
を選択します。 


原因：電話回線の接続ノイズが発生しています。電話回線の音質が悪い 
(ノイズがある）と、ファクスの使用時に問題が発生することがあります。 

解決方法：障害の原因が電話回線のノイズの場合は、送信者にファクスの 
再送信を依頼してください。2回目の印刷品質は1回目の品質よりも向上 
することがあります。電話機を壁側のモジュラージャックに接続して、詩 
的ノイズなどのノイズの有無を聞き取ると、電話回線の音質を確認できま 
す。問題が解消されない場合は、[エラー補正モード] ( ECM ) をオフにし 
て、電話会社に連絡してください。 

コントロール パネルから ECM 設定を変更するには 

1. セットアップを押します。 

2. 5を押し、次に6を押します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[エラー補正モード]が続けて選巧され 
ます。 

3. ►を押して[オン]または[オフ]を選択します。 

4. 0 K を巧します。 


原因：ファクス解像度の設定が、[高画質](デフオルト）や[写真]など高く 
設定されています。 


214 トラブルシユーテイング 





解み方法: 高ま送信するには、[標準]解像度を巧巧します。この設定で 
は、ファクスの品質を下げて、送信速度を速くします。 


コ ントロール パネルから解像度を変更するには 

1. ドキュメントフィーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットしま 
す。ファクスを1枚のみ送信する場合は、ガラス板に印刷面を下にし 
てセットし、送信することもできます。 


野を記複数のページをファクスする場合は、送信する原稿をドキユメ 
ントフイーダトレイにセツトします。ガラス板から複数ぺージの原 
稿をファクス送信することはできません。 


2. ファクス領域で、メニューを巧します。 

[番号を入力]メッセージが表示されます。 

3 . キーパッドを使ってファクス番号を入力するか、短縮ダイヤルまたは 
ワンタッチ短縮ダイヤルボタンを押して短縮ダイヤルを選択するか、 

リダイヤル/ポーズを巧して最後にダイヤルした番号をリダイヤルしま 
す。 

4. ファクス領域で、メニューを繰り返し押して、[解像度]を表示します。 

5. ►を巧して、解像度設定を選択し、 0 K を押します。 

6. ファクススタート-モノクロを押します。 

-装置が自動ドキュメントフイーダにセットされた原稿を検出する 
と 、 HP All - in - One は入力した番号にドキュメントを送信します。 

-装置が自動ドキュメントフイーダにセットされた原稿を検出できな 
いと、[ガラス巧からファクス送信？] メッセージが表示されます。原 
稿がガラス板にセットされていることを確認し、1を押して[はい] 
を選択します。 


原因：受信側のファクス機に問題があります。 

解み方法：電話機からファクス番号をダイヤルし、ファクストーンを聞い 
てください。ファクストーンが聞こえない場合は、受信側のファクス機の 
電源が入っていなかったり、接結されていなかったりする場合がありま 
す。また、ボイスメールサービスが、受信側の電話回線を巧害している場 
合もあります。受信をに、受信側のファクス機に問題がないか確認するよ 
うに依頼してください。 


原因：[ファクス速度]オプションが化い送信速度に設定されています。 
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解決方ま： [ファクス 速度]オプションが[はやい]または[標準]に設をされ 
ていることを確認します。 


コントロールパネルからファクス速度を設定するには 

1. セットアップを巧します。 

2. 5を押し、次に7を押します。 

これで、 [ファクスの 詳細設定]と [ファクス 速度]が続けて選択されま 
す。 

3. ►を巧して次のいずれかの設定を選択し、 0 K を押します。 


ファクスま度の設を 

ファクスま度 

[はやい] 

V .34 (33600 ボ ー） 

嗎準] 

V .17 (14400 ボ ー） 

[ゆっくり] 

V .29 (9600 ボ ー） 


HP All - in - One でファクスを受信できないが、送信はできる 

原因： HP All - in-One のファクス機能のセットアップが正しく行われていま 
せん。 

解決方法： HP All - in-One と同じ電話回線上で他の機器やサービスを使巧し 
ている場合、 HP All - in-One で正しくファクスするには、指示に従って設を 
します。次に、ファクステストを実行して、 HP All - in-One の状態を確認 
し、ファクス機能のセットアップが正しく行われていることを確認しま 
す。詳細については、 HP All - in-One でファクスをセットアップす る を 参照 
してくださし、。 

テスト結まは、レポートとして HP All - in-One から印刷されます。テストに 
失敗した場合、レポートを参照して、問題の解ま方法を確認してください。 

コントロールパネルからファクス機能のセットアップをテストするには 

1. 家庭やオフィスなど、お使いになる巧途に合わせた指示に従って、 

HP All - in-One のファクス機能をセットアップします。 

2. テストを行う前に、プリントカートリッジを取り付け、給紙トレイに 
普通紙をセットします。 

3. セットアップを押します。 

4. 6を押し、もう一度6を押します。 

これで、[ツール]メニューと[ファクステストを実行]が続けて選択され 
ます。 

HP All - in - One のディスプレイにテストの 状態が表示され、 レポー トが 
印刷されます。 
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5. レポートを確認します。 

• テストに合格してもファクスの問題が解消されない場合は、レポー 
卜に記載されているファクス設定を調べて、正しく設定されている 
ことを確認します。ファクス設定が行われていない、または不適切 
な場合は、ファクスに問題が発生する可能性があります。 

-テストに失敗した場合は、レポートを参照して問題の解み方法を確 
認してください。 

6. HPAII - in-One からファクスレポートを取り出した後、 0 K を巧します。 
必要ならば、見つかった問題を解ホして、テストを再実行します。 


原因：[自動応答]がオフのため、 HP All - in-One は受信ファクスに応答しま 
せん。受信ファクスに応答するには、ユーザーが手動で受信操作をしなけ 
ればなりません。この操作を行わないと、 HP All - in-One は受信ファクスに 
応答しません。 

解ホ方法：オフィスのセットアップによっては、受信ファクスに自動応答 
するように HPAII - in-One を設定できる場合があります。お使いのオフィス 
のセットアップに適した応答モードを選択するには、 セットアップに適し 
た推奨応答モードを選 巧 を 参照してください。 

[自動応答]をオフにしておく必要がある場合は、ファクスを受信するとき 
に ファクススタート-モノクロ または ファクススタート-カラー を押す 
必要があります。 


-尔ヒント HP All - in-One が遠くにありコントロールパネルに手が届かな 
い場合は、数秒後に、電話で123と押します。 HPAII - in-One のファク 
ス受信が始まらない場合は、さらに数秒間待って、再び123と巧しま 
す。 HP All - in-One のファクス受信が始まったら、受話器を置いてくだ 
さし、。 


原因：ファクスと同じ電話番号でボイスメールサービスを利用していま 
す。 

解みちま：ファクスの着信に手動で応答するように HP All - in-One を設定 
します。ファクスと同じ電話番号でボイスメールサービスを利用している 
場合、ファクスを自動受信することはできません。すべてのファクスを手 
動で受信する必要があります。受信ファクスの着信に応答するためにその 
場にいる必要があります。 

ボイスメールサービスをお使いの場合に HP All - in-One でファクスをセツ 
トアップする方まの詳細については、 HPAII - in-One でファクスをセットア 
ップする を参照して〈ださい。 


原因： HP All - in-One と同じ電話回線でコンピュータモデムを使用してい 
ます。 
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解決方法： HPAII - in - One と同じ電話回線上にコンピユータモデムがある 
場合は、モデムに付属のソフトウェアが、ファクスを自動受信するような 
設をになっていないことを確認してください。ファクスを自動受信するよ 
う設定されたモデムは、すべての受信ファクスを受け取るため、自動的に 
電話回線を引き継ぐので、 HPAII - in - One がファクス呼び出しを受信できな 
くなります。 


原因： HPAII - in - One と同じ電話回線上に留守番電話がある場合は、な下の 

いずれかの問題が発生している可能性があります。 

- 発信メッセージが長すぎる、または発信メッセージの音量が大きすぎる 
ために HPAII - in - One がファクストーンを検出できず、それが原因で送 
信元のファクス機が切断される。 

• HP All - in - One がファクストーンを検出できるだけの充分な時間が、留 
守番電話の発信メッセージの後にない。この問題は、デジタル留守番電 
話の場合に最もよく発生します。 

解決方法： HPAII - in - One と同じ電話回線上に留守番電話がある場合は、な 

下の処置を実行してください。 

• 留守番電話の接続を解除し、ファクスを受信してみる。この状態でファ 
クスの受信に成なした場合は、留守番電話が原因である可能性がありま 
す。 

- 留守番電話をもう一度接続し、発信メッセージを録音し直します。約10 
砂'の長さのメッセージを録音します。メッセージを録音するときには、 
ほい音量で、ゆっくりと話してください。音声メッセージの後、な黙し 
た状態で5抄な上録音を続けます。このミ尤默時間を録音するときには、 
バックグラウンドノイズが入らないようま意します。もう一度ファク 
スを受信してください。 


原因：留守番電話が HP All - in - One に対して適切にセツトアップされてい 
ません。 

解決方ま： 


隊を記この解み策は、2線式電話コードカ 《HP All - in - One に同おされてい 
る次の国または地域にのみ適用されます。アルゼンチン、才ーストラリ 
ア、ブラジル、カナダ、チリ、中国、コロンビア、ギリシャ、インド、 
インドネシア、アイルランド、日本、韓国、ラテンアメリカ、 マレー シ 
ア、メキシコ、 フィ リピン、ポーランド、ポルトガル、ロシア、サウジ 
アラビア、シンガポール、スペイン、台湾、タイ、ホ国、ベネズエラ、 
ベトナム。 


ファクスと同じ電話回線で留守番電話を使用する場合、下図のように、 2- 
EXT と書かれたポートを巧巧して、留守番電話を HP All - in - One に直接接 
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続してください。また留守番電話と HPAII - in-One の両方に対して、適切な 
呼び出し回数を設定します。 


e 0 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

留守番電話の IN ポートへの接続 

3 

留守番電話の OUT ポートへの接続 

4 

電話機（オプション） 

5 

留守番電話 

6 

HP All - in - One に付属の電話コードを使用 


HP All - in-One のファクス機能が自動受信に設定されていることと[応答呼 
出し回瑚設定が適切であることを確認してください。 HP All - in-One の応 
答するまでの呼び出し回数を、留守番電話が応答するまでの回数よりもを 
く設定する必要があります。留守番電話の呼び出し回数を少なくし、 

HP All - in-One の呼び出し回数をサポートしている最大数に設定します（呼 
び出しの最大回数は、国/地域によって異なります)。この設定では、留守番 
電話が電話に応答し、 HP All - in-One が電話回線を監視します。 

HP All - in-One がファクス受信音を検出した場合は、 HPAII - in-One はファ 
クスを受信します。音声の場合には、留守番電話が着信メッセージを録音 
します。 


コントロール パネルで応答までの呼び出し回数を設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. 4を巧し、[ファクスの基本設定]を呼び出します。 

3. [応答呼出し回数]の設定項目を選び、キーパッドを使巧して呼び出し回 
数を入力するか、イまたは ► を押して呼び出し回数を変更します。 

4. OK を押して設定します。 
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応答モードを設定するには 

1. セットアップを巧します。 

2. 4を押し、[ファクスの基本設定]を呼び出します。 

3. 自動応答の設定項目を選び、オンまたはオフを選巧します。 

4. 0 K を巧して設定します。 


原因：ファクス用電話番号の呼び出し音のパターンが特殊なため（電話会 
社を通じて着信識別サービスを使用している)、 HP All - in-One の[応答呼出 
しさのパターン]設定が合致していません。 

解ホモま：ファクス用電話番号の呼び出し音のパターンが特殊な場合（電 
話会社を通じて着信識別サービスを使用している場合）は、それに合致する 
ように HP All - in-One の[応答呼出し音のパターン]設定を確認してくださ 
い。たとえば、電話会社からファクス番号に2回の呼び出し音パターンが 
割り当てられている場合は、[応答呼出し音のパターン]設定として阿び出 
し2回]が選択されていることを確認します。 


野を記短音と長音を交互に繰り返すパターンなど、 HP All - in-One では一 
部の呼び出し音パターンを認識することができません。このようなタイ 
プの呼び出し音パターンを使っているときに問題が生じる場合は、電話 
会社に、交互型でない呼び出し音パターンを割り当てを依頼してくださ 
い。 


着信識別サービスを使用していない場合は、 HP All - in-One の[応答呼出し 
音のパターン]設定が[すべての呼び出し]になっていることを確認します。 

コントロール パネルで応答呼び出 し 音のパ ターン を変更するには 

1. HP All - in-One がファクスの呼び出しに自動応答するよう設定されてい 
ることを確認します。 

2. セットアップを巧します。 

3. 5を巧し、次じ1を押します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[応答呼出し音のパターン]が続けて選 
巧されます。 

4. ►を押してオプションを選択し、 0 K を押します。 

ファクス回線に割り当てられた呼び出し音で電話が鳴ると、 

HP All - in-One は着信に応答して、ファクスを受信します。 


原因：[応答呼出し音のパターン]設定が[すべての呼び出し]ではありませ 
ん（着信識別サービスも使用していません)。 

解み方を: 着信識別サービスを使用していない場合は、 HP All - in-One の 
[応答呼出し音のパターン]設定が[すべての呼び出し]になっていることを 
確認します。 


原因：ファクスの信号レベルが不十分であるため、ファクスの受信に問題 
が発生している可能性があります。 
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解み方法 ： HP All - in - One 力 《 、留守番電話やコンピュータモデム、マルチ 
ポートスイッチボックスなど、その他のタイプの電話機器と同じ電話回線 
を共有している場合は、ファクスの信号レベルが減衰することがありま 
す。スプリッターを使ったり、別のケーブルをつないで電話コードを延長 
しても信号レベルは化下します。ファクスの信号レベルが巧下すると、フ 
ァクスの受信に問題が発生する場合があります。 

- スプリッターまたは延長ケーブルを巧巧している場合は、それを外し 
て HPAII - in - One を直接壁のモジュラージャックに接続してみてくださ 
い。 

• ほかの機器が問題の原因となっているかどうかを調べるには、 

HPAII - in - One な外のすべてのものを電話回線から取り外し、ファクス 
を受信してみてください。他の機器を接続しないでファクスを正常に受 
信できた場合は、機器のいずれかが問題の原因になっています。機器 
を1つずつ追加し、問題の原因となっている機器を識別して〈ださし、。 


原因： HPAII - in - One のメモリがいっぱいです。 

解みモ法： [バックアップファクス 受信]がオンで 、 HP All - in - One にエラ 
—状態がある場合は、メモリがまだ印刷されていないファクスでいっぱい 
になり 、 HP All - in - One が留守番電話を停止します 。 HP All - in - One がファ 
クスを印刷するのを巧げるエラーが発生している場合は、コントロールパ 
ネルのディスプレイの表示を見て、エラーの内容を確認して〈ださい。次 
の点についても確認してください。 

• HP All - in - One のファクス機能のセットアップが正し〈行われていませ 
ん。詳細については 、 HP All - in - One でファクスをセットアップす る を 
参照してください。 

• 給紙トレイに用紙がありません。 

• 紙詰まりが発生しています。 
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• プリントカートリツジアクセスドアが開いています。次に示すよう 
に、プリントカートリツジアクセスドアを閉じます。 



• インクホルダーが途中で停止しています。 HP All - in-One の電源をオフ 
にし、インクホルダーをふさいでいるものけ困包材など）を取り除いてか 
ら、電源を再度オンにします。 

問題を解決してください。 HP All - in-One は、印刷されていないすべてのフ 
アクスを、メモリから自動的に印刷し始めます。メモリをクリアするた 
め' HP All - in-One をオフにして、メモリ内に保巧されたファクスを削除す 
ることもできます。 


原因：エラーが発生し、 HP All - in-One がファクスを受信することができ 
ず、[バックアップファクス受信]が[オフ]にセットされています。 

解決方法：次の問題がないか確認してください。 

• HP All - in-One の電源がナフになっています。電源ボタンを押して、デ 
バイスの電源を入れてください。 

• HP All - in-One のファクス機能のセットアップが正しく行われていませ 
ん。詳細については、 HP All - in-One でファクスをセットアップす る を 
参照してください。 

• 給紙トレイに巧紙がありません。 

• 紙詰まりが発生しています。 
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• プリントカートリツジアクセスドアが開いています。プリントカート 
リツジアクセスドアを閉じます。 

• インクホルダーが途中で停止しています。 HPAll - in-One の電源をオフ 
にし、インクホルダーをふさいでいるもの（捆包材など）を取り除いてか 
ら、電源を巧度ナンにします。 


野を記 [バックアップ ファクス受信]がオンの状態で HP All - in-One の 
電源をオフにすると、 HP All - in-One のエラー発生中に受信した印刷 
待ちのファクスも含めて、メモリに保存されたファクスはすべて消' 
去されます。このような場合、印刷していないファクスをもう一度 
送ってもらうように送信をに依頼してください。受信したファクス 
-覧を見るには、[ファクスログ]を印刷します。 HP All - in-One の電 
源がオフになっても[ファクス □ グ]は削除されません。 


確認された問題を解ますると、 HP All - in-One は受信ファクスに応答できる 
ようになります。 


HP All - in - One で手動によるファクスの受信がうまくできない 

原因：ドキュメントフィーダトレイに原稿がセットされています。 

解決方法：原稿がドキュメントフィーダトレイに置かれている場合、 

HP All - in-One では手動でファクスを受信できません。 HP All - in-One は、 
ファクスの受信ではなく、ドキュメントフィーダトレイに置かれている原 
稿の送信を試みます。ファクスを手動で受信する前に、原稿を取り除いて 
ください。 

また、送信側のファクス機に原稿がセツトされているかどうかを送信をに 
問い合わせることもできます。 


原因：[ファクス速度]設定が速すぎる可能性があります。 

解ミ夫方法：[ファクスま度]を嗎準]または[ゆっくり]に設定し、送信をに 
連絡を取って、ファクスを再送してもらいます。 

コントロール パネルから ファクス 速度を設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. 5を巧し、次に7を押します。 

これで、 [ファクスの 詳細設を]と [ファクス 速度]が続けて選択されま 
す。 

3. ►を押して次のいずれかの設定を選択し、 0 K を押します。 


ファクスま度の設を 

ファクスま度 

[はやい] 

V .34 (33600 ボ ー） 

嗎準] 

V .17 (14400 ボ ー） 
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ファクスま度の設定 

ファクスま度 

ゆっくり] 

V .29 (9600 ボ ー） 


原因：ディスプレイに エラーメツセー ジまたはその他のプロンプトが表示 
されます。 


解決方法：ディスプレイで、問題とその解ホまが示されたエラーメッセ 
—ジまたはプロンプトを確認してください。ディスプレイにエラーメッセ 
-ジまたはプロンプトがある場合は、エラー状態がおみされ、メッセージ 
が港'えるまで、 HP All-in-One は、ファクスを手動で受信しません。 

HPAll-in-One に調整メッセージが表示されている場合は、 OK を押してメ 
ッセージをクリアし、ファクス受信を再開してください。エラーメッセー 
ジの詳細については、 調整が必要または調整に 失敗 を 参照してください。 

エラーメツセー ジの詳細については、 エラーを 参照してください。 


ファクストーンが留守番電話に録音されている 

原因：留守番電話と HP All-in-One が適切にセットアップされていませ 
ん。または、[応答呼出し回数]設定が正しくありません。 

解ホモま： 


をを記この解み策は、2線式電話コードカ 《HP All-in-One に同おされてい 
る次の国または地域にのみ適用されます。アルゼンチン、ナーストラリ 
ア、ブラジル、カナダ、チリ、中国、コロンビア、ギリシャ、インド、 
インドネシア、アイルランド、日本、韓国、ラテンアメリカ、マレーシ 
ア、メキシコ、 フィ リピン、ポーランド、ポルトガル、ロシア、サウジ 
アラビア、シンガポール、スペイン、台湾、タイ、ホ国、ベネズエラ、 
ベトナム。 
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ファクスと同じ電話回線で留守番電話を巧巧する場合、下図のように、 2- 
EXT と書かれたポートを使用して、留守番電話を HPAII - in-One に直接接 
続してください。 


© 0 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

留守番電話の IN ポートへの接続 

3 

留守番電話の OUT ポートへの接続 

4 

電話機（オプション） 

5 

I 留守番電話 

6 

HP All - in - One に付属の電話コードを使巧 


HPAII - in-One のファクス機能が自動受信に設定されていることと[応答呼 
出し回朔設定が適切であることを確認してください。 HP All - in-One の応 
答するまでの呼び出し回数を、留守番電話が応答するまでの回数よりもを 
く設定する必要があります。留守番電話と HPAII - in-One の応答するまでの 
呼び出し回数が同じ回数に設をされていると、電話とファクスの両方が着 
信に応答してしまうため、ファクストーンが留守番電話に録音されます。 

留守番電話の呼び出し回数を少なくし、 HP All - in-One の呼び出し回数をサ 
ポートしている最大数に設まします（呼び出しの最大回数は、国/地域によ 
つて異なります)。この設定では、留守番電話が電話に応答し、 

HP All - in-One が電話回線を監視します。 HP All - in-One がファクス受信音 
を検出した場合は、 HPAII - in-One はファクスを受信します。音声の場合に 
は、留守番電話が着信メッセージを録音します。 

応答モードを設をするには 

1. セットアップを押します。 

2. 4を巧し、 [ファクスの 基本設を]を呼び出します。 

3. 自動応答の設定項目を選び、オンまたはナフを選択します。 

4. OK を巧して設定します。 


ファクスのトラブルシユーティング 225 




































第 12 章 


コントロール パネルで応答までの呼び出 し 回数を設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. 4を押し、[ファクスの基本設定]を呼び出します。 

3. [応答呼出し回数]の設定項目を選び、キーパッドを使用して呼び出し回 
数を入力するか、4または►を押して呼び出し回数を変更します。 

4. OK を押して設定します。 


原因： HP All - in-One が手動でファクスを受信するように設定されているた 
め、 HP All - in-One が受信ファクスに応答しません。受信ファクスに応答す 
るには、ユーザーが手動で受信操作をしなければなりません。この操作を 
行わないと、 HP All - in-One はファクスを受信せず、留守番電話にファク 
ストーンが録音されます。 

解決方法：[自動応答]をオンにして、着信を自動的に受信するように 
HP All - in-One を設定してください。このオプションがオフの場合、 

HP All - in-One は受信ファクスを監視しないため、ファクスは受信されませ 
ん。この場合、留守番電話がファクスに応答してしまうため、ファクスト 
ーンが留守番電話に録音されます。 

留守番電話をお使いの場合に HP All - in-One でファクスをセットアップする 
方法については、 HP All - in-One でファクスをセツトアップする を参照して 
ください。 


HP All-in-One が受信ファクスに応答しない 

原因： HP All - in-One の電源がオフになっています。 

解み方法： HP All - in-One のディスプレイを見てください。ディスプレイに 
何も表示されず、電源ボタンが点なしていない場合は、 HP All - in-One の電 
源が入っていません。 HP All - in-One の電源コードが電源コンセントにきち 
んと差し込まれていることを確認してください。電源ボタンを巧して、 

HP All - in-One の電源をオンにしてください。 


原因：[自動応答]がオフのため、 HP All - in-One は受信ファクスに応答しま 
せん。受信ファクスに応答するには、ユーザーが手動で受信操作をしなけ 
ればなりません。この操作を行わないと、 HP All - in-One は受信ファクスに 
応答しません。 

解決方法：オフィスのセットアップによっては、受信ファクスに自動応答 
するように HP All - in-One を設定できる場合があります。お使いのオフィス 
のセットアップに適した応答モードを選択するには、 セットアップに適し 
た巧奨応答モードを 選択 を 参照してください。 

[自動応答]をオフにしておく必要がある場合は、ファクスを受信するとき 
に ファクススタート-モノクロ または ファクススタート-カラー を押す 
必要があります。 
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乐ヒント HP All-in-One が遠くにあり コントロー ルパネルに手が届かな 
い場合は、数秒後に、電話で123と巧します。 HP All-in-One のファク 
ス受信が始まらない場合は、さらに数秒間待って、再び123と巧しま 
す。 HP All-in-One のファクス受信が始まったら、受話器を置いてくだ 
さし、。 


原因：ファクス巧電話番号の呼び出し音のパターンが特夕朱なため（電話会 
社を通じて着信識別サービスを使用している)、 HP All-in-One の[応答呼出 
し音のパターン]設定が合致していません。 

解みモ法：ファクス用電話番号の呼び出し音のパターンが特殊な場合（電 
話会社を通じて着信識別サービスを使用している場合）は、 HP All-in-One 
の[応答呼出し音のパターン]機能がそれに合致するように設をされている 
ことを確認してください。たとえば、電話会なからファクス番号に2回の 
呼び出し音パターンが割り当てられている場合は、[応答呼出し音のパター 
ン] 設定として[呼び出し2回]が選択されていることを確認します。 


載を記短音と長音を交互に繰り返すパターンなど、 HP All-in-One では一 
部の呼び出し音パターンを認識することができません。このようなタイ 
プの呼び出し音パターンを使っているときに問題が生じる場合は、電話 
会社に、交互型でない呼び出し音パターンを割り当てを化賴してくださ 
い。 


着信識別サービスを巧巧していない場合は、 HP All-in-One の[応答 P 乎出し 
音のパターン]機能が[すべての呼び出し]になっていることを確認します。 

コント ロール パネルで応答呼び出し音のパターンを変更するには 

1. HP All-in-One がファクスの呼び出しに自動応答するよう設定されてい 
ることを確認します。 

2. セットアップを押します。 

3. 5を押し、次に1を巧します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[応答呼出し音のパターン]が続けて選 
択されます。 

4. ►を巧してオプションを選択し、 OK を押します。 

ファクス回線に割り当てられた呼び出し音で電話が鳴ると、 

HP All-in-One は着信に応答して、ファクスを受信します。 


原因：[応答呼出し音のパターン]機能が[すべての呼び出し]に設定されて 
いません请信識別サービスも巧巧していません)。 

解決方法：着信識別サービスを使巧していない場合は、 HP All-in-One の 
[応答呼出し音のパターン]機能が[すべての呼び出し]になっていることを 
確認します。 


原因： HP All-in-One のメモリがいっぱいです。 
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解決方法：印刷されていないファクスでメモリがいっぱいになると、 

HP All - in-One はファクスに応答しなくなります。 HP All - in-One がファク 
スを印刷するのを巧げるエラーが発生している場合は、コントロールパネ 
ルのディスプレイの表示を見て、エラーの内容を確認してください。次の 
点についても確認してください。 

• HP All - in-One のファクス機能のセットアップが正しく行われていませ 
ん。詳細については、 HP All - in-One でファクスをセットアップす る を 
参照してください。 

• 給紙トレイに巧紙がありません。 

• 紙詰まりが発生しています。 

• プリントカートリッジアクセスドアが開いています。次に示すよう 
に、プリントカートリツジアクセスドアを閉じます。 



• インクホルダーが途中で停止しています。 HP All - in-One の電源をオフ 
にし、インクホルダーをふさいでいるものけ困包ネオなど）を取り除いてか 
ら、電源を再度オンにします。 


隊を記[バックアップファクス受信]がオンの状態で HP All - in-One の 
電源をオフにすると、 HP All - in-One のエラー発生中に受信した印刷 
待ちのファクスも含めて、メモリに保存されたファクスはすべて消 
去されます。このような場合、印刷していないファクスをもう一度 
送ってもらうように送信をに依賴してください。受信したファクス 
—覧を見るには、[ファクスログ]を印刷します。 HP All - in-One の電 
源がナフになっても[ファクスログ]は削除されません。 


228 トラブルシユーテイング 






問題を解決してください。メモリを消‘去するには、メモリに保をされたフ 
ァクスを印刷するか削除します。 

コントロールパネルから、メモリにお巧されているファクスを再印刷するには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. セットアップを押します。 

3. 6を押し、次に5を押します。 

これで、[ツール]と[メモリ内のファクスをち印刷が続けて選巧されま 
す。 

受信したときとは逆の順序で、直前に受信したファクスが最初に印刷さ 
れます。 

4. メモリ内のファクスの印刷を中止する場合は、キャンセルを押します。 

コントロールパネルから、メモリに保巧されたすベてのファクスを削除するには 
▲ 電源ボタンを巧して HP All - in-One の電源をオフにします。 

HP All - in-One の電源をオフにすると、メモリに保巧されているファク 
スはすべて削除されます。 


をを記メモリに保巧されているファクスを削除するには、[ツール]メ 
ニユーから [ファクスログの ミ肖 去 ] を選がします。これを行うには、 
セットアップを押し、6を押して、次に7を押します。 


原因：エラーが発生し、 HP All - in-One がファクスを受信することができ 

ず、[バックアップファクス受信]が[オフ]にセットされています。 

解み方法：次の問題がないか確認してください。 

• HP All - in-One の電源がオフになっています。電源ボタンを巧して、デ 
バイスの電源を入れてください。 

• HP All - in-One のファクス機能のセットアップが正しく行われていませ 
ん。詳細については、 HP All - in-One でファクスをセットアップす る を 
参照してください。 

• 給紙トレイに用紙がありません。 

• 紙詰まりが発生しています。 

• プリントカートリッジアクセスドアが開いています。プリントカート 
リッジアクセスドアを閉じます。 

• インクホルダーが途中で停止しています。 HP All - in-One の電源をオフ 
にし、インクホルダーをふさいでいるものけ困包材など）を取り除いてか 
ら、電源を巧度オンにします。 

確認された問題を解ホすると、 HP All - in-One は受信ファクスに応答できる 

ようになります。 


受信したファクスにおけているページがある 

原因：用紙が給紙トレイ I こ正しくセツトされていません。 
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解決方法：巧紙が正しくセットされていることを確認してくださし、。 


フルサイズの用紙をセツトするには 

1. 排紙トレイを取り外します。 



2. 横ち向巧紙ガイドを一番外側の位置までスライドさせます。 



3. 平らな面で用紙の端を揃え、次の点を確認します。 

-用紙に破れ、ほこり、しわ、端の巧れや波キ T ちがないこと 
• セットするすべての用紙が同じサイズ、同じ種類であること 
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4. 印刷面を下にして、巧紙の短辺を給紙トレイに挿入します。用紙のまの 
先端が止まるまで奥に差し込んでください。 



A を意給紙トレイに巧紙をセットするときは、 HPAII - in - One が停止 
し、静かになっていることを確認してください 。 HP All - in - One がプ 
リントカートリッジをクリーニングしていたり、その他のタスクを 
実行していると、巧紙が途中で止まり、正しく装着されない場合が 
あります。用紙を手動で押し込むと、 HPAII - in - One 力、ら空白のペー 
ジが排紙されます。 

ホヒントレターヘッドを使巧する場合は、ぺージの上側から先に入 
れ、印刷面を下にして〈ださい。フルサイズ巧紙およびレターへッ 
ドのセツトちまについては、給紙トレイの底面にある図を参照して 
ください。 


5. 横ち向巧紙ガイドを、用紙の端に当たって止まるまでスライドさせま 
す。 

給紙トレイに用紙を入れすぎないようにしてください。巧紙のまがきち 
んと給紙トレイの中に収まり、横方向用紙ガイドの上端よりおいことを 
確認してください。 
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6. 排紙トレイを元に戻します。 



7. 延長排紙トレイを手前に跳ね上げます。 



鞍を記リーガルサイズの用紙を使巧する場合は、巧紙補助トレイを 
閉じておいてください。 


[バックアップファクス受信]をオンに設定している場合、 HPAII-in-One 
は、受信したファクスをメモリに保存します。メイントレイに用紙を正し 
くセットすると、 HP All-in-One が、印刷されていないすべてのファクス 
を、受信した順番で、メモリから自動的に印刷し始めます。[バックアッ 
プファクス受信]をオンに設定していない場合、または何らかの理由（たと 
えば、 HPAII-in-One のメモリが不足している場合）でファクスがメモリに 
保巧されなかった場合、送信をにファクスの巧送信を依頼する必要があり 
ます。 


原因：送信側のファクス機に問題があります。 

解ホモ法：送信をに送信したページ数を確認してください。送信側のファ 
クス機が故障して、送信できなかったページがある可能性があります。 


ファクスは受信しているのに印刷が始まらない 

原因： HP All-in-One に紙詰まりがあるか、用紙が切れています。 

解決方法：[バックアップファクス受信]をオンに設定している場合、 

HP All-in-One は、受信したファクスをメモリに保存します。紙詰まりを解 
消するか、巧紙をメイントレイにセットすると、 HPAII-in-One 力 《 、印刷さ 
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れていないすべてのファクスを、受信した順番で、メモリから自動的に印 
刷し始めます。 [ バックアップファクス受信 ] をオンに設定していない場 
合、または何らかの理由（たとえば、 HP All-in-One のメモリが不足してい 
る場合）でファクスがメモリに保巧されなかった場合、送信をにファクスの 
ち送信を依頼してください。 

紙詰まりの解消方法については、 紙詰まりの 解消 を を.昭してください。 


原因：他の処理が原因で、 HP All-in-One でエラーが発生しました。 

解ミ夫ちま：ディスプレイまたはコンピユータで、問題とその解みまのエラ 
-メッセージを確認してください。エラーがある場合、 HP All-in-One で 
は、エラー状態が解みされるまでファクスを印刷できません。 

[HP ソリユーシヨンセンター]の[ステータス]をクリックして、 

HP All-in-One の状態を確認することができます。 

エラーメツセージの詳細については、 エラーを 参照してください。 


原因：プリントカートリッジがインク切れの可能性があります。 

解決方法：プリントカートリッジのインク残量レベルをチェックします。 
プリントカートリッジのインク残量が少ない、またはインクがまったくな 
い場合、プリントカートリッジの交換が必要になることがあります。 

プリントカートリッジのインク残量が十分であるのに問題が解消されない 
場合は、セルフテストレポートを印刷し、プリントカートリッジに問題が 
あるかどうかを判断します。セルフテストレポートで問題が確認された場 
合、プリントカートリッジのクリーニングを行ってください。問題が解消 
されない場合は、プリントカートリッジの交換が必要です。 

プリントカートリッジの詳細については、 プリントカートリッジのトラブ 
ルシューティング をを照してください。 


原因：インクホルダーが途中で停止しています。 

解み方法： HP All-in-One の電源をオフにし、インクホルダーをふさいでい 
るもの（捆包材など）を取り除いてから、電源を再度オンにします。 


W を 記 [バックアップファクス 受信]がオンの状態で HP All-in-One の電 
源をオフにすると、 HP All-in-One のエラー発生中に受信した印刷待ち 
のファクスも含めて、メモリに保存されたファクスはすべて港'去されま 
す。このような場合、印刷していないファクスをもう一度送ってもらう 
ように送信をに依頼してください。受信したファクスー覧を見るには、 
[ ファクスログ ] を印刷します。 HP All-in-One の電源がオフになっても 
[ ファクスログ ] は削除されません。 
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受信したファクスの一部が欠けている 

原因：送信側のファクス機に問題があります。 

解決方法：送信をに、送信側のファクス機に問題があるか確認してくださ 
い。 


原因：[自動縮ル]オプションがオフになっているときに、リーガルサイズ 
の用紙など、大きなサイズのファクスが送信されました。 

解決方法：ファクスをリーガルサイズの巧紙に印刷したり、巧能であれ 
ば[自動縮小]機能を設をして画像のサイズを小さくしてページに収まるよ 
うじすることができます。 

リーガル用紙にファクスを印刷するには 

1. 給紙トレイにリーガル巧紙をセットします。 

2. 受信ファクスの用紙サイズをリーガルに変更します。 

3. [自動縮小]をオフにします。 


原因：横方向用紙ガイドを正しい位置にセツトする必要があります。 
解み方法：巧紙が正し〈セツトされていることを確認してくださし、。 


フルサイズの用紙をセツトするには 
1. 排紙トレイを取り外します。 



2. 横ち向巧紙ガイドを一番外側の位置までスライドさせます。 
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3. 平らな面で巧紙の端を揃え、次の点を確認します。 

-用紙に破れ、ほこり、しわ、端の巧れや波巧ちがないこと 
-セットするすべての用紙が同じサイズ、同じ種類であること 

4. 印刷面を下にして、巧紙の短辺を給紙トレイに挿入します。用紙のまの 
先端が止まるまで奥に差し込んでください。 



A ;ま意給がトレイに巧紙をセットするときは、 HPAII - in - One が停止 
し、静かになっていることを確認してください 。 HP All - in - One がプ 
リントカートリッジをクリーニングしていたり、その他のタスクを 
実行していると、巧紙が途中で止まり、正しく装着されない場合が 
あります。用紙を手動で押し込むと、 HPAII - in - One 力、ら空白のペー 
ジが排紙されます。 

ホ：ヒントレターヘッドを使用する場合は、ぺージの上側から先に入 
れ、印刷面を下にしてください。フルサイズ巧紙およびレターへッ 
ドのセツトちまについては、給紙トレイの底面にある図を参照して 
ください。 


5. 横ち向巧紙ガイドを、用紙の端に当たって止まるまでスライドさせま 
す。 

給紙トレイに用紙を入れすぎないようにしてください。巧紙のまがきち 
んと給紙トレイの中に収まり、横ち向用紙ガイドの上端よりおいことを 
確認してください。 
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6. 排紙トレイを元に戻します。 



7. 延長排紙トレイを手前に跳ね上げます。 



野を記リーガルサイズの用紙を使巧する場合は、巧紙補助トレイを 
閉じておいてください。 


原因：大きなグラフィックなど、超微細な内容を含むリーガルサイズのフ 
アクスが送信され、給紙トレイにはレターサイズの巧紙がセツトされてい 
ます。 


解決方法：大きなグラフィックなど、超微細な内容を含むリーガルサイズ 
のファクスが送信された場合は、 HP All-in-One は1ぺージのファクスに収 
まるように、画像の縮小を試みます（自動縮小機能がち効な場合)。メモリ 
がいっぱいになると、 HP All-in-One は画像を縮小できなくなり、画像は切 
れて次のぺージに印刷されます。メモリをクリアして、送信者にファクス 
をち送信してもらうことができます。 


野を記メモリを消去すると、印刷されていないファクスも含めて、メモ 
リに保存されているすべてのファクスが削除されます。情報もれを防ぐ 
には、メモリ内のファクスをすべて印刷してください。 


コント ロール パネルから、メモリに保巧されているファクスをち印刷するには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. セットアップを押します。 
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3. 6 を巧し、次に5を押します。 

これで、[ツール]と[メモリ内のファクスを再印刷]が続けて選巧されま 
す。 

受信したときとは逆の順序で、直前に受信したファクスが最初に印刷さ 
れます。 

4. メモリ内のファクスの印刷を中止する場合は、キャンセルを押します。 

コントロールパネルから、メモリにな巧されたすベてのファクスを削除するには 
▲ 電源ボタンを巧して HP All-in-One の電源をオフにします。 

HP All-in-One の電源をオフにすると、メモリに保存されているファク 
スはすべて削除されます。 


野を記メモリに保巧されているファクスを削除するには、[ツール]メ 
ニューから[ファクス□グのミ肖去]を選択します。これを行うには、 
セットアップを押し、6を押して、次に7を押します。 


原因：[ファクス用紙サイズ]の設定と異なるサイズの用紙が給紙トレイに 
セツトされています。 

解み方法：[ファクス用紙サイズ]の設定と同じサイズの巧紙が給紙トレイ 
じセツトされていることを確認してください。 


接続しているコンピュータには電話ポートが1つしかない 

原因：コンピュータモデムとの共有音声/ファクス回線で HP All-in-One を 
セットアップしており、コンピュータに1つの電話ポートしかありません。 

解決方ま： 


W ミ主記この解決まは、2線式電話コードが HP All-in-One に同捆されてい 
る次の国または i 也域にのみ適巧されます。アルゼンチン、才ーストラリ 
ア、ブラジル、カナダ、チリ、中国、コロンビア、ギリシャ、インド、 
インドネシア、アイルランド、日本、韓国、ラテンアメリカ、マレーシ 
ア、メキシコ、フィリピン、ポーランド、ポルトガル、ロシア、サウジ 
アラビア、シンガポール、スペイン、台湾、タイ、米国、ベネズエラ、 
ベトナム。 


コンピュータの電話ポートが1つだけの場合、下記に示すように、パラレ 
ルスプリッタ ー( カプラーと呼ばれます）を購入する必要があります(パラ 
レルスプリッターは前面に RJ-11 ポートが1つ、背面に RJ-11 ポートが 
2つあります。前面に2つの RJ-11 ポート、背面にプラグがある2線式の 
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電話スプリッター、シリアルスプリッター、またはパラレルスプリッター 
は使巧しないでください)。 


谷 

図 12-1 パラレルスプリッターの例 



図 12-2 HP All-in-One の背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

2-EXT ポートに接続した電話コード 

3 

パラレルスプリッター 

4 

電話機（オプション） 

5 

モデム搭載コンピュータ 

6 

HP All-in-One に同捆されている電話コードを 1-LINE ポートに接結 
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電話ポートが1つのコンピュータに HP All-in-One をセットアップするには 

1. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面と壁側の 
モジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけます。そのコードを 
壁側のモジュラージャックから抜き 、 HP All - in - One の背面の 2- EXT と 
書かれているポートに差し込みます。 

2. HP All - in - One に付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャ 
ックに、もう一方の端を HP All - in - One の背面に 1- LINE と書かれてい 
るポートに接結します。 


をを記イ寸属のコードで電話コンセントと HP All - in - One を接続しない 
と、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。このま用電 
話コードは、自宅やオフィスで使巧している電話コードとは異なり 
ます。 


3. HP All - in - One の背面の 2- EXT と書かれているポートから白いプラグを 
巧き取ります。 

4. 別の電話コードを使巧して 、 HP All - in - One の背面の 2- EXT と書かれた 
ポートに一方の端を接続します。電話コードのもう一方の端は、パラレ 
ルスプリッターの電話ポートが1つある側に接続します。 

5. コンピュータモデムのコードを壁側のモジュラージャックから抜き、 
パラレルスプリッターの電話ポートが2つある側に接続します。 

6. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピュータに自動受信するよう 
設定している場合は、その設定を解除して〈ださい。 


腎を記モデムのソフトウ; L アで自動ファクス受信の設定を解除しない 
と 、 HP All - in - One でファクスを受信できなくなります。 


7. (オプション）電話をパラレルスプリッターのもう一方の電話ポートに接 
続します。 

8. ここで 、 HP All - in - One でのファクス呼び出し音の応答方まを、自動ま 
たは手動に決めます。 

• 着信に自動で応答する設定の場合は 、 HP All - in - One がすべての着 
信に応答し、ファクスを受信します。この場合 、 HP All - in - One は、 
ファクスと電話を区別できません。着信が電話であると思われる場 
合' HP All - in - One が着信に応答する前に自分で応答する必要があり 
ます 。 HP All - in - One で着信を自動的に受信するには、自動応答設定 
をオンにします。 

-ファクスを手動で受信する設をの場合は、ファクス受信に直接応答 
しなければ 、 HP All - in - One でファクスを受信できません。手動で着 
信に応答するように HP All - in - One を設定するには、自動応答を才 
フにします。 

9. ファクステストを実行します。 

HP All - in - One が着信に応答する前に受話器を取って、送信側ファクス機か 

らのファクストーンが聞こえた場合は、手動でファクスに応答します。 
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原因：コンピュータモデムおよび留守番電話との共ち音声/ファクス回線 
で HP All - in - One をセットアップしており、コンピュータに1つの電話ポ 
—卜しかありません。 

解決方ま： 


野を記この解み策は、2線式電話コードカ 《 HPAII - in - One に同おされてい 
る次の国または地域にのみ適用されます。アルゼンチン、才ーストラリ 
ア、ブラジル、カナダ、チリ、中国、コロンビア、ギリシャ、インド、 
インドネシア、アイルランド、日本、韓国、ラテンアメリカ、 マレー シ 
ア、メキシコ、 フィ リピン、ポーランド、ポルトガル、ロシア、サウジ 
アラビア、シンガポール、スペイン、台湾、タイ、ホ国、ベネズエラ、 
ベトナム。 


コンピュータに1つの電話ポートしかない場合、パラレルスプリッター 
(カプラーとも呼びます）を購入する必要があります(パラレルスプリッター 
は前面に RJ -11 ポートが1つ、背面に RJ -11 ポートが2つあります。前面 
に2つの RJ -11 ポート、背面にプラグがある2線式の電話スプリッター、 
シリアルスプリッター、またはパラレルスプリッターは使用しないでくだ 
さし、)。 



図 12-3 HP All-in-One の背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

2-EXT ポートに接続した電話コード 

3 

パラレルスプリッター 

4 

電話機（オプション） 

5 

留守香電話 

6 

モデム搭載コンピュータ 

7 

HP All-in-One に同捆されている電話コードを 1-LINE ポートに接結 
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電話 ポートが 1 つのコンピュータに HP All - in-One をセットアップするには 

1. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面と壁側の 
モジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけます。そのコードを 
壁側のモジュラージャックから抜き、 HP All-in-One の背面の 2-EXT と 
書かれているポートに差し込みます。 

2. HP All-in-One に付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャ 
ックに、もう一方の端を HP All-in-One の背面に 1-LINE と書かれてい 
るポートに接結します。 


をを記イ寸属のコードで電話コンセントと HP All-in-One を接続しない 
と、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。このま用電 
話コードは、自宅やオフィスで使巧している電話コードとは異なり 
ます。 


3. HP All-in-One の背面の 2-EXT と書かれているポートから白いプラグを 
巧き取ります。 

4. 別の電話コードを使巧して、 HP All-in-One の背面の 2-EXT と書かれた 
ポートに一方の端を接続します。電話コードのもう一方の端は、パラレ 
ルスプリッターの電話ポートが1つある側に接続します。 

5. コン ピュータモデムの コー ドを壁側のモジュラージャックから抜き、 
パラレルスプリッターの電話ポートが2つある側に接続します。 

6. 留守番電話をパラレルスプリッターのもう一方の電話ポートに接続し 
ます。 


野を記留守番電話をこのように接続していないと、送信側ファクスか 
らのファクストーンが留守番電話に記録されてしまい、 HP All-in-One 
でファクスを受信できないことがあります。 


7. (オプション）留守番電話に電話が内蔵されていない場合は、必要に応じ 
て留守番電話の背面にある "OUT" ポートに電話をつなぐこともできま 
す。 

8. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピュータに自動受信するよう 
設定している場合は、その設定を解除してください。 


をを記モデムのソフトウエアで自動ファクス受信の設定を解除しない 
と、 HP All-in-One でファクスを受信できなくなります。 

9. 自動応答の設定をオンにします。 

10 . 少ない呼び出し回数で応答すように留守番電話を設まします。 

11. HP All-in-One の[応答呼出し回数]設定を変更し、呼び出し回数をサポ 
-卜している最大数に設定します（呼び出しの最大回数は、国/地域によ 
つて異なります)。 

12 . ファクステストを実行します。 

電話が鳴ると、設定巧みの呼び出し回数後に留守番電話が応答し、録音し 
ておいた応答メッセージが再生されます。この間、 HP All-in-One は呼び出 
し音を監視し、ファクストーンが鳴らないか聞いています。ファクス受信 
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卜ーンを検出すると、 HP All-in-One はファクス受信卜ーンを発信し、ファ 
クスを受信します。ファクストーンが検出されないと、 HP All-in-One は回 
線の監視を中止し、留守番電話は音声メッセージを録音できます。 


原因：コンピュータモデムおよびボイスメールサービスとの共有音声/フ 
アクス回線で HP All-in-One をセットアップしており、コンピュータに1 
つの電話ポートしかありません。 

解ホち法： 


腎を記この解み策は、2線式電話コードが HP All-in-One に同祖されてい 
る次の国または地域にのみ適用されます。アルゼンチン、ナーストラリ 
ア、ブラジル、カナダ、チリ、中国、コロンビア、ギリシャ、インド、 
インドネシア、アイルランド、日本、韓国、ラテンアメリカ、 マレー シ 
ア、メキシコ、フィリピン、ポーランド、ポルトガル、ロシア、サウジ 
アラビア、シンガポール、スペイン、台湾、タイ、ホ国、ベネズエラ、 
ベトナム。 


コンピュータに1つの電話ポートしかない場合、パラレルスプリッター 
(カプラーとも呼びます）を購入する必要があります(パラレルスプリッター 
は前面に RJ-11 ポートが1つ、背面に RJ-11 ポートが2つあります。前面 
に2つの RJ-11 ポ ー ト、背面にプラグがある2線式の電話スプリ つみ一、 
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シリアルスプリッター、またはパラレルスプリッターは使巧しないで〈だ 
さい)。 



図 12-4 HP All-in-One の背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

2-EXT ポートに接綿した電話コード 

3 

パラレルスプリッター 

4 

電話機（オプション） 

5 

モデム搭載コンピュータ 

6 

HP All-in-One に同巧されている電話コードを 1-LINE ポートに接続 


電話ポートが 1 つのコンピュータに HP AM-in-One をセットアップするには 

1. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面と壁側の 
モジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけます。そのコードを 
壁側のモジュラージャックから抜き、 HP All-in-One の背面の 2-EXT と 
書かれているポートに差し込みます。 

2. HP All-in-One に付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャ 
ックに、もう一ちの端を HP All-in-One の背面に 1-LINE と書かれてい 
るポートに接続します。 


腎を記 付属のコー ドで電話コンセントと HP All-in-One を接続しない 
と、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。この専用電 
話コードは、自宅やオフィスで使巧している電話コードとは異なり 
ます。 


3. HP All-in-One の背面の 2-EXT と書かれているポートから白いプラグを 
巧き取ります。 

4. 別の電話コードを使巧して、 HP All-in-One の背面の 2-EXT と書かれた 
ポートに一ちの端を接続します。電話コードのもう一方の端は、パラレ 
ルスプリッターの電話ポートが1つある側に接続します。 
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5. コンピュータモデムのコードを壁側のモジュラージャックから抜き、 
パラレルスプリッターの電話ポートが2つある側に接続します。 

6. 留守番電話をパラレルスプリッターのもう一方の電話ポートに接続し 
ます。 


皆を記留守番電話をこのように接続していないと、送信側ファクスか 
らのファクストーンが留守番電話に記録されてしまい、 HPAII-in-One 
でファクスを受信できないことがあります。 


7. (オプション）留守番電話に電話が内蔵されていない場合は、必要に応じ 
て留守番電話の背面にある "OUT" ポートに電話をつなぐこともできま 
す。 

8. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピュータに自動受信するよう 
設定している場合は、その設定を解除してください。 


野を記モデムのソフトウエアで自動ファクス受信の設定を解除しない 
と、 HPAII-in-One でファクスを受信できなくなります。 

9. 自動応答の設定をオンにします。 

10 . 少ない呼び出し回数で応答すように留守番電話を設定します。 

11. HP All-in-One の[応答呼出し回数]設定を変更し、呼び出し回数をサポ 
-卜している最大数に設定します啊び出しの最大回数は、国/做或によ 
つて異なります)。 

12 . ファクステストを実行します。 

電話が鳴ると、設をミ斉みの呼び出し回数後に留守番電話が応答し、録音し 
ておいた応答メッセージが再生されます。この間、 HP All-in-One は呼び出 
し音を監視し、ファクストーンが鳴らないか聞いています。ファクス受信 
卜ーンを検出すると、 HP All-in-One はファクス受信卜ーンを発信し、ファ 
クスを受信します。ファクストーンが検出されないと、 HP All-in-One は回 
線の監視を中止し、留守番電話は音声メッセージを録音できます。 


HP All-in-One を接続したあと、電話回線上で雑音が聞こえる 

原因： HPAII-in-One のファクス機能のセツトアップが正し〈行われていま 
せん。 

解決方ま： 


野を記このおみ策は、2線式電話コードが HPAII-in-One に同祖されてい 
る次の国または地域にのみ適用されます。アルゼンチン、才ーストラリ 
ア、ブラジル、カナダ、チリ、中国、コロンビア、ギリシャ、インド、 
インドネシア、アイルランド、日本、韓国、ラテンアメリカ、 マレー シ 
ア、メキシコ、フィリピン、ポーランド、ポルトガル、ロシア、サウジ 
アラビア、シンガポール、スペイン、台湾、タイ、ホ国、ベネズエラ、 
ベトナム。 
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HP All-in-One を正常に機能している壁側のモジュラージャックに接続しま 
す。必ず HP All-in-One 付属の電話コードを巧用してください。下図のよう 
に、2線式電話コードの一方の端を HP All-in-One の背面にある 1-UNE と 
書かれたポートに接結し、もう一方の端を壁側のモジュラージャックに接 
続します。 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

HP All-in-One に付属の電話コードを使用 


このコードはま巧の2線ま電話コードです。ナフィスで一般的に見られる 
4線式電話コードとは異なります。コードの端を確認して、下図に示され 
ている2種類のコードと比較してください。 



4線式コードを使用している場合は、それを取り外し、付属の2線式コー 
ドを HP All-in-One の後部にある 1-LINE と書かれたポートに接続します。 

HP All-in-One に2線式電話コードアダプタがイ寸属している場合、付属の2 
線式電話コードが短すぎるときには、4線式電話コードにそのアダプタを 
装着して使用することができます。2線式電話コードアダプタを 
HP All-in-One の後部にある 1-LINE と書かれたポートに取り付けます。4 
線式電話コードをアダプタの空きポートと壁側のモジュラージャックに接 
続します。2線式電話コードアダプタの使用方まについては、付属のマニ 
ュアルを参照してください。 

HP All-i 卜 One のセツトアップの詳細については、 HP All-in-One 付属の説 
明書を参照してください。 
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原因： HPAII-in-One の 1-LINE ポートと壁側のモジュラージャック間で電 
話回線スプリッターを巧巧しています。 

解決方法：電話回線スプリッターを巧巧すると、電話回線の音質が影響を 
受け、空電雑音が発生する場合があります（スプリッターとは、壁側のモジ 
ュラージャックにお続する2コードコネクタです)。スプリッターを取り外 
し、 HPAII-in-One を壁側のモジュラージャックに直接接続してみてくださ 
し、。 


原因： HPAII-in-One が正しく接地された電源コンセントに接続されていま 
せん。 

解決方法：別の電源コンセントじ接続してください。 


ファクステストに失敗した 

コンピュータから実行しようとしたファクステストができなかった場合 
は、 HP All-in-One が別のタスクを実行中であったか、エラー状態のために 
ファクステストができなかった可能性があります。 

巧認事項 

• HPAII-in-One が正しくセットアップされ、電源とコンピュータに正し 
く接続されていること。 HP All-in-One のセットアップの詳細について 
は、 HP All-in-One 付属の『セットアップガイド』を参照してくださし、。 

• HP All-in-One の電源が入っていること。入っていない場合は、電源ボ 
タンを押して、 HPAII-in-One の電源を入れてください。 

• 両方のプリントカートリッジが正しく取り付けられていること、プリ 
ントカートリッジの動きが妨げられていないこと、アクセスドアが閉 
じていること。 

• HP All-in-One が現在、プリントカートリッジの調整など、他のタスク 
でビジー状態でないこと。ディスプレイを確認します。 

HP All-in-One がビジー状態の場合、現在のタスクが完了してからファ 
クステストを実行します。 

• 後部アクセスドアが HPAII-in-One のを部に取り付けられていること。 

• ディスプレイにエラーメッセージが表示されていないこと。エラーメ 
ッセージが表示されている場合は、そのエラーを解ホし、ファクステ 
ストをち度実行してください。 

ファクステストを実行して、テストの失敗を示す HP All-in-One レポート 
が出力された場合は、な下の説明をよく読み、ファクスのセットアップに 
関する問題の解ま方法を判断してください。ファクステストの失敗は、項 
目によってその理由が異なる場合があります。 

原因：「ファクスハードウエアテスト」に失敗した 
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解決方ま: 


処置 

• コント ロール パネルの電源ボタンを使用して、 HP All-in-One の電源を 
オフにし、 HP All-in-One の背面から電源コードを抜きます。数秒経つ 
てから、電源コードを挿し直して、電源をオンにします。もう一度テス 
卜を実行します。またテストに失敗した場合、引き結きこのセクション 
のトラブルシューティング情報を調べてください。 


腎;ま記 HP All-in-One のプラグを長い時間巧いていると、日付と時刻 
が消える場合があります。その場合は、後で電源ケーブルを元通り 
に差し込んだときに、日付と時刻を再設定してください。 


• テストファクスを送信または受信してみてください。ファクスの送信 
または受信に成功したら、問題ない可能性があります。 

- [ファクスセットアップウィザード]からテストを実行している場合、 
HP All-in-One が、ファクスの受信やコピー作成など別なタスクを完了 
しようとしてビジーになっていないことを確認します。コントロール 
パネルディスプレイのメッセージで、 HP All-in-One がビジー状態であ 
るか確認してください。ビジー状態の場合、タスクが終了してアイドル 
状態になってからテストを実行します。 

問題が見つかったら解決してからもう一度ファクステストを実行して、テ 
ストが成功したら、 HP All-in-One でファクスを利巧する準備ができていま 
す。[ファクスハードウエアテスト]の失敗が続き、ファクスを使巧できな 
い場合は、 HP サポートにお問い合わせください。 www.hp.com/support Iz 
アクセスしてください。メッセージが表示されたら、お住まいの国または 
地域を選択し、[お問い合わせ]をクリックして、テクニカルサポートまで 
お問い合わせください。 


原因：「ファクスが壁側電話ジャックに接続完了」テストに失敗した 
解決方ま： 


処置 

• 電話の壁側のモジュラージャックと HP All-in-One の接続を確認して、 
電話コードがしっかり接続されていることを確認してください。 

* 必ず HP All-in-One 付属の電話コードを使用してください。付属のコー 
ドで壁側のモジュラージャックと HP All-in-One を接結しないと、正常 
にファクスの送受信ができないことがあります。 HP All-in-One 付属の 
電話コードを差し込んだら、ファクステストをもう一度実行します。 

• HP All-in-One が壁側のモジュラージャックに正し〈接結されているこ 
とを確認します。 HP All-in-One に付属の電話コードの一ちの端を壁側 
のモジュラージャックに、もう一方の端を HP All-in-One の背面に 1- 
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LINE と書かれているポートにお続します。詳細については、 

HP All-in-One でファクスをセツトアップす るを 参照してくださし、。 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

HP All-in-One に付属の電話コードを使用 


• 電話スプリッターを使巧している場合、ファクスの問題の原因になる場 
合があります。（スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接続 
する2コードコネクタです)。スプリッターを取り外し、 HP All-in-One 
を壁側のモジュラージャックに直ち接続してみてください。 

- 正常に機能する電話機と電話コードを、 HP All-in-One に使用している 
壁側のモジュラージャックに接続し、発信音の有無を確認します。ダイ 
ヤルトーンが聞こえない場合、電話会社に連絡して、回線の検査を化 
頼してください。 

• テストファクスを送信または受信してみてください。ファクスの送信 
または受信に成巧したら、問題ない可能性があります。 

問題が見つかったら解みしてからもう一度ファクステストを実行して、テ 

ストが成巧したら、 HP All-in-One でファクスを利用する準備ができていま 

す。 


原因：「電話コードがファクスの正しいポートに接続完了」テストに失敗 
した 

解決方法：電話コードを正しいポートに接続します。 


処置 

1. HP All-in-One に付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャ 
ックに、もう一方の端を HP All-in-One の背面に 1-LINE と書かれてい 
るポートに接続します。 


野を記 2 -EXT ポートを使用して壁側のモジュラージャックに接続す 
ると、ファクスの送受信はできません。 2-EXT ポートは、留守番電 
話や電話機などの機器接続ま用です。 
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1 壁側のモジュラージャック 
2 HP All-in-One に付属の電話コードを巧用 


2. 1- LINE と書かれたラベルのポートに電話コードを接続したら、もう一 
度ファクステストを実行します。テストが成功したら、 HP All-in-One 
でファクスを利用する準備ができています。 

3. テストファクスを送信または受信してみてください。 


原因：「ファクスで正しい電話コード使用中」テストに失敗しました。 
解決方ま： 


処置 

• HP All-in-One にイ寸属の電話コードを使用して、壁側のモジュラージャ 
ックに接続していることを確認してください。下図のように、電話コー 
ドの一ちの端を HP All-in-One の後部にある 1-LINE と書かれたポート 
に接続し、もう一方の端を壁側のモジュラージャックに接続します。 



1 I 壁側のモジュラージャック _ 

2 I HP All-in-One に付属の電話コードを使用 
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• 電話の壁側のモジュラージャックと HP All - in - One の接続を確認して、 
電話コードがしっかりち続されていることを確認してください。 


原因：「ファクス回線状態」テストが失敗した 
解ホモ法： 


化置 

• HP All - in - One をアナログ電話回線に接続していることを確認してくだ 
さい。アナログ電話回線に接続していないと、ファクスを送受信できま 
せん。電話回線がデジタルであるかどうかを確認するには、回線に通常 
のアナログ電話を接続してダイヤルトーンを聞きます。通常のダイヤル 
音が聞こえない場合は、デジタル電話巧に設定された電話回線の場合が 
あります 。 HP All - in - One をアナログ回線に接続し、ファクスの送受信 
を試します。 

• 電話の壁側のモジュラージャックと HP All - in - One の接続を確認して、 
電話コードがしっかりち続されていることを確認してください。 

• HP All - in - One が壁側のモジュラージャックに正しく接続されているこ 
とを確認します 。 HP All - in - One に付属の電話コードの一方の端を壁側 
のモジュラージャックに、もう一方の端を HP All - in - One の背面に 1- 
LINE と書かれているポートに接続します。詳細については、 

HP All - in - One でファクスをセットアップす る を 参.昭してください。 

- HP All - in - One と同じ電話回線を使用している他の機器がテスト失敗の 
原因となっている可能性があります。他の機器が原因になっているかど 
うかを確認するために、電話回線から HP All - in - One を除くすべての機 
器を外し、もう一度テストを実行します。 

-他の機器がないときに[ファクス回線状態テスト]に合格した場合、 

1つな上の機器が問題の原因である可能性があります。どの機器が 
問題の原因であるかわかるまで、機器を一度に1つずつ戻し、その 
つどテストを再実行します。 

-他の機器が無くても、[ファクス回線が態テスト]に失敗する場合 
は、正常に機能している電話回線に HP All - in - One を接続して、引き 
続きこのセクションのトラブルシューティング情報を調べてくださ 
い。 

• 電話スプリッターを使巧していると、ファクスの問題の原因になる場合 
があります（スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接続する 
2コードコネクタです)。スプリッターを取り外し 、 HP All - in - One を壁 
側のモジュラージャックに直接接続してみてください。 

問題が見つかったら解決してからもう一度ファクステストを実行して、テ 
ストが成功したら 、 HP All - in - One でファクスを利用する準備ができていま 
す。[ファクス回線状態テスト]に引き続き失敗し続け、ファクスができな 
い場合、電話会社に連絡して回線の検査を依頼してください。 


原因：「ダイヤルトーン検出」テストが失敗した 
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解決方ま: 


処置 

• HPAII - in - One と同じ電話回線を巧用している他の機器がテスト失敗の 
原因となっている可能性があります。化の機器が原因になっているかど 
うかを確認するために、電話回線から HPAII - in - One を除〈すべての機 
器を外し、もう一度テストを実行します。他の機器がないときに[ダイ 
ヤルトーン検出テスト]に合格した場合、1つな上の機器が問題の原因 
である可能性があります。どの機器が問題の原因であるかわかるまで、 
機器を一度に1つずつ戻し、そのつどテストを巧実行します。 

- 正常に機能する電話機と電話コードを、 HPAII - in - One に使用している 
壁側のモジュラージャックに接続し、発信音の有無を確認します。ダ 
イヤルトーンが聞こえない場合、電話会社に連絡して、回線の検査を 
依頼してください。 

• HP All - in - One が壁側のモジュラージャックに正しく接続されているこ 
とを確認します 。 HP All - in - One に付属の電話コードの一方の端を壁側 
のモジュラージャックに、もう一方の端を HPAII - in - One の背面に 1- 
LINE と書かれているポートに接結します。詳細については、 
HPAII - in - One でファクスをセツトアップす るを 参照してください。 



1[壁側のモンユづーンヤツク _ 

2 I HP All - in - One に付属の電話コードを使用 


• 電話スプリッターを使用していると、ファクスの問題の原因になる場合 
があります（スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接続する 
2コードコネクタです)。スプリッターを取り外し 、 HP All - in - One を壁 
側のモジュラージャックに直接ち続してみてください。 

• PBX システムなど、ご使用の電話システムが通常のダイヤルトーンを 
使用していない場合、テストに失敗する原因になる可能性があります。 
これは、ファクス送受信の問題の原因にはなりません。テストファク 
スを送信または受信してみて〈ださい。 
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• お住まいの国 / i 也域に対して、国/地域の設定が適切に設定されているこ 
とを確認してください。国/地域が設定されてないか、間違って設定さ 
れていると、テストに失敗し、ファクスの送受信に問題が発生すること 
があります。 

• HP All - in-One をアナログ電話回線に接結していることを確認してくだ 
さい。アナログ電話回線に接続していないと、ファクスを送受信できま 
せん。電話回線がデジタルであるかどうかを確認するには、回線に通常 
のアナログ電話を接続してダイヤルトーンを聞きます。通常のダイヤル 
音が聞こえない場合は、デジタル電話巧に設定された電話回線の場合が 
あります。 HP All - in-One をアナログ回線に接続し、ファクスの送受信 
を試します。 

問題が見つかったら解みしてからもう一度ファクステストを実行して、テ 
ストが成巧したら、 HP All - in-One でファクスを利用する準備ができていま 
す。[ダイヤルトーン検出テスト]の失敗が結く場合は、電話会社に連絡し 
て回線の検査を依頼してください。 


IP 電話を使ったインターネット経由のファクスの送受信がうまくできない 

原因： FolP (fax over Internet Protocol ) サービスは、 HP All - in-One が高速 
口3600 bps ) でファクスを送受信していると正常に動作しない場合がありま 
す。 


解決方ま：インターネットファクスサービスの使用中に、ファクスの送 
受信で問題が起きたら、ファクス速度を遅くしてください。これを行うに 
は、[ファクス速度]の設定を[はやい](デフオルト）から[標準]または[ゆつ 
くり]に変更します。 

コントロールパネルからファクスを度を設をするには 

1. セットアップを押します。 

2. 5を巧し、次じ7を押します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[ファクス速度]が続けて選択されま 
す。 

3. ►を押して次のいずれかの設定を選択し、 OK を巧します。 


ファクス速度の設定 

ファクス速度 

[はやい] 

V .34 (3：3600ボ ー） 

嗎準] 

V .17 (14400 ボ ー） 

ゆっくり] 

V .29 (9600 ボ ー） 


原因： HP All - in-One のファクス機能のセットアップが正し〈行われていま 
せん。 

解み方法：電話コードを HP All - in-One の 1 -LINE と書かれたポートにお続 
した場合だけファクスの送受信が可能で、 Ethernet ポートは巧巧できませ 
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ん。つまり、インタ ー ネット接続は、コンバ ー タボックス （ファクス 接続 
巧に通常のアナログ電話ジャックを装備）または電話会社経由で行う必要が 
あるということです。 


原因：ご契約先の電話会社がインターネット経由のファクスをサポートし 
ていません。 

解み方法：電話会社のインターネット電話サービスがファクスをサポート 
しているか確認してください。ファクスをサポートしていない場合、イン 
夕ーネット経由でファクスを送受信することはできません。 


ファクスログレポートでエラーが出力される 

原因：ファクスの送信または受信時に問題またはエラーが発生すると、[フ 
ァクスログ]レポートが印刷されます。 

解みちま：[ファクスログ]レポートのエラーコードについては、次の表を 
参照してください。この情報は、 HPAII - in - One のファクス機能をお使いの 
際に発生した問題の解決に役立ちます。な下の表では、[エラー補正モー 
ド] ( ECM ) に特をのコードも示されています。同じエラーが繰り返し発生す 
る場合は、 ECM をナフにしてください。 

コントロール パネルから ECM 設定を変更するには 

1. セットアップを押します。 

2. 5を押し、次に6を巧します。 

これで、 [ファクスの 詳細設定]と [エラー補正モー ド]が続けて選択され 
ます。 

3. ►を巧して[オン]または[オスを選択します。 

4. 0 K を押します。 


エラーコード 

エラーの 説明 

(223 [エラー補正モー ド]) 

224 

受信したページに読み取りできないものがありまず。 

225-231 

送信側のファクス機との間に機能の互換性がありません。 

232-234 

(235-236 [エラー補正モー 
ド']) 

237 

電話回線の接続が切断されました。 

238 

(239-241 [エラー補正モー 
卜 1) 

送信側のファクス機から予想外の通信が送信されました。 

242 

送信側のファクス機が送信の代わりに受信を試みています。 

243-244 

を信側のファクス機によるセツシヨンの終了が早すぎました。 
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(続き) 


エラ ー コ ード 

エラーの 説明 

(245-246 [エラー補正モー 
卜 1) 


247-248 

(249-251 [エラー補正モー 
卜 1) 

送信側のファクス機との間に通信エラーがありました。 

252 

電話回線の状態が悪いため、ファクスを受信できませんでし 
た。 

253 

送信側のファクス機が、サポートしていないページ幅の使用 
を試みました。 

281 

(282 [エラー補正モード]) 

283-284 

(285 [エラー補正モード]) 

286 

電話回線の接続が切断されました。 

290 

送信側のファクス機との間に通信エラーがありました。 

291 

受信したファクスを保存できませんでした。 

314-320 

受信側のファクス機との間に機能の互換性がありません。 

321 

受信側のファクス機との間に通信エラーがありました。 

322-324 

電話回線の状態が悪いため、ファクスを送信できませんでし 
た。 

(325-328 [エラー補正モー 

受信側のファクス機から、ページが読み取り不可能であるこ 

卜 1) 

329-331 

とが示されました。 

332-337 

(338-342 [エラー補正モー 
卜 1) 

343 

受信側のファクス機から予想外の通信が送信されました。 

344-348 

(349-353 [エラー補正モー 
卜 1) 

354-355 

電話回線の接続が切断されました。 

356-%1 

(362-366 [エラー補正モー 
鬥） 

受信側のファクス機によるセッションの終了が早すぎました。 

367-372 

(373-377 [エラー補正モー 
卜 1) 

378-380 

受信側のファクス機との間に通信エラーがありました。 

381 

電話回線の接続が切断されました。 

382 

受信側のファクス機がページの受信を停止しました。 
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エラーコード 

エラーの説日月 

383 

電話回線の接続が切断されました。 

390-：391 

受信側のフアクス機との間に通信エラーがありました。 


コピーのトラブルシューテイング 

このセクションを使って、これらのコピー問題を解決します。 

- コピーが薄すぎる、または濃すぎる 

• コピーしようとしても何も起きない 

• 原稿の一部が写らない、または切れてしまう 

- f ページに合わせる1が指定どおり動作しない 

• 何も印刷されない 

• フチ無しコピーで周囲に空白ができる 

- フチ無しコピーをすると画像がトリミングされる 

コピーが薄すぎる、または濃すぎる 

原因： HPAII - in - One の博く/濃〈]設定が薄すぎるか、濃すぎます。 
解巧モ法：コピーの濃ミあを調整します。 

コントロール パネルから コピーのコントラストを 調整するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 

2. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメ 
ントフイーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

ドキュメントフイーダトレイを巧巧する場合は、文書の先頭が最初に 
なるようにぺージを置きます。 

3. コピー領域で、 メニ ューを繰り返し押して、博 〈/ 濃く]を表示します。 

4. 次のいずれかの操作を行います。 

* ►■を巧して、コピーを濃くします。 

- 4を押して、コピーを薄くします。 

5 . コピースタート-モノクロまたはコピースタート■カラーを押しま 
す。 


原因：[強調]を使用して、露出過度の画像を改善してみます。 
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解決方ま: 


露出過度の写真をコピーするには 

1. 用紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 

2. 印刷面を下にしてガラス板の右下隅に合わせて写真をセツトします。 
写真の長い辺をガラス板の底辺に合わせて置きます。 

3. コピー領域で、メニユーを繰り返し押して、[強調]を表示します。 

4. [写真]強調設定が表示されるまで、►を押します。 

5. コピースタート-カラーを 押します。 


コピーしようとしても何も起きない 


原因： HP All-in-One の電源がオフになっています。 

解決ち法： HP All-in-One のコント ロール パネルで、カラーグラフィツ 
クディスプレイに何も表示されておらず、電源ボタンが点灯していないこ 
とを確認します。これら2 つのを 件に適合する場合、 HP All-in-One の 電源 
がオフです。電源 コー ドが電源 コンセント じ差し込まれていることを確認 
してください。電源ボタンを押して、 HP All-in-One の 電源をオンにしてく 
ださい。 


原因：原稿がガラス板またはドキュメントフィーダトレイに正し〈置か 
れていません。 

解決方法：ガラス板またはドキュメントフィーダトレイに、原稿をセッ 
卜します。 

• 原稿をガラス板にセットしている場合は、下図のように印刷面を下にし 
てち下隅に置きます。写真をコピーするには、写真の長い辺をガラス板 
の底辺に合わせて置きます。 
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• 原稿をドキュメントフィーダトレイにセットしている場合は、下図の 
ように印刷面を上にしてトレイに置きます。原稿の上側が先になるよう 
にトレイにを置きます。 



敦を記写真をコピーする場合は、ドキュメントフィーダトレイにセット 
しないでください。コピーする写真はガラス板の上に置きます。 


原因 ： HP All - in - One 力 《 、コピー中、印刷中、またはファクスの受信中で 
す。 

解決方ま：コントロールパネルディスプレイで 、 HP All - in - One がビジー 
状態かどうかを確認してください。 


原因 ： HP All - in - One 力 《 、用紙の種類を認識していません。 

解みモ法 ： HP All - in - One がサポートしていない封筒などの巧紙にコピーす 
る際には 、 HP All - in - One を使用しないでください。 


原因 ： HP All - in - One が紙詰まりを起こしています。 

解ミ夫ち法：紙詰まりの解消'方まについては、 紙詰まりの解消 を参照してく 
ださい。 


原稿の一部が写らない、または切れてしまう 

原因：原稿がガラス板またはドキュメントフイーダトレイに正しく置か 
れていません。 
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解決方法：ガラス板またはドキュメントフィーダトレイに、原稿をセッ 
卜します。 

• 原稿をガラス板にセットしている場合は、下図のように印刷面を下にし 
て右下隅に置きます。写真をコピーするには、写真の長い辺をガラス板 
の底辺に合わせて置きます。 



• 原稿をドキュメントフィーダトレイにセットしている場合は、下図の 
ように印刷面を上にしてトレイに置きます。原稿の上側が先になるよう 
にトレイにを置きます。 



野を記写真をコピーする場合は、ドキュメントフィーダトレイにセット 
しないでください。コピーする写真はガラス板の上に置きます。 


原因：原稿がページ全体に配置されています。 
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解み方法：原稿の画像や文字がページ全体に配置されて、余白がない場合 
は、[ページに合わせる]を巧巧すると、原稿を縮小でき、端の文字や画像 
が不必要にトリミングされることを防ぐことができます。 

コントロールパネルから文書のサイズを調整するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 

2. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメ 
ントフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

ドキュメントフィーダトレイを巧巧する場合は、文書の先頭が最初に 
なるようにぺージを置きます。 

3 . コピー領域で、縮ル/化大を巧します。 

4. 次のいずれかの操作を行います。 

-ドキュメントフィーダトレイまたはガラス板に原稿をセツトした場 
合は、[ぺージ全体91%]が表示されるまで►を巧します。 

• ガラス板にフルサイズまたはスモールサイズの原稿をセツトした場 
合は、[ページに合わせる]が表示されるまで ► を巧します。 

5 . コピースタート-モノクロまたはコピースタート■カラーを押しま 
す。 


原因：原稿のサイズが、給紙トレイの用紙のサイズを超えています。 

解み方法：原稿のサイズが給紙トレイの用紙より大きい場合は、[ページに 
合わせる]機能を使巧して、給紙トレイの巧紙のサイズに合うように原稿を 
縮小してください。 

コントロールパネルから文書のサイズを調整するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 

2. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメ 
ントフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

ドキュメントフィーダトレイを巧巧する場合は、文書の先頭が最初に 
なるようにぺージを置きます。 

3 . コピー領域で、縮ル/化大を押します。 

4. 次のいずれかの操作を行います。 

• ドキュメントフィーダトレイまたはガラス板に原稿をセツトした場 
合は、[ぺージ全体91%]がま示されるまで►を巧します。 

• ガラス板にフルサイズまたはスモールサイズの原稿をセツトした場 
合は、[ページに合わせる]が表示されるまで►を押します。 

5 . コピースタート-モノクロまたはコピースタート■カラーを押しま 
す。 


[ページに合わせる] が指定どおり動作しない 

原因：小さすぎる原稿のサイズを大きくしようとしています。 
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解決方法：[ページに合わせる]では、原稿の化大倍率は、モデルで可能な 
最大倍率に制限されます(最大倍率はモデルによって異なります)。たとえ 
ば、モデルで可能な拡大倍率が最大200%であるとします。パスポート写真 
を200%化大しても、巧紙のサイズに見合った大きさにならない可能性が 
あります。 

ルさな原稿から大きなコピーを作成する場合は、原稿をスキャンしてコン 
ピユータに取り込み、 HP スキヤンソフトウエアで画像サイズを変更して 
から、化大された画像のコピーを印刷します。 


原因：ガラス板上に、原稿が正しく置かれていません。 

解決方ま：下図のように原稿の印刷面を下にし、ガラス板のち下隅に合わ 
せてセットしてください。写真をコピーするには、写真の長い辺をガラス 
板のを辺に合わせて置きます。 



原因：原稿がドキュメントフィーダトレイにセットされています。 

解ホモま：[ぺージに合わせる]機能では、ドキュメントフィーダトレイを 
使用できません。[ページに合わせる]機能を使巧するには、印刷面を下に 
し、ガラス板のち下隅に合わせて原稿を置く必要があります。 


原因：原稿ガラスや原稿カバーの裏にごみが付着していることがありま 
す。 HPAII - in - One は、ガラス板上で検出した物体を画像の一部として解釈 
します。 
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解ホ方法： HPAII - in - One の電源をオフにして電源コードを巧き、柔らかい 
布を使って原稿ガラスや原稿カバーの裏をがいてください。 

ガラス板をクリーニングするには 

1. HP All - in - One の電源をオフにし、カバーを開けます。 

2. ホ塵まち性のガラスクリーナーを使巧し、少し湿らせた柔らかい布かス 
ポンジでガラス板をおきます。 

A を意研磨剤、アセトン、ベンゼン、四塩化炭素などでガラス板をお 
かないでください。ガラス板を傷める可能性があります。また、液 
体を直接ガラス板にかけないでください。ガラス板の下に液体が入 
り込んで本体を傷める可能性があります。 

3. 乾いた糸くずの出ない柔らかい巧でガラス板の水分をふき取り、しみが 
残らないようにします。 

4. HP All - in - One の電源をオンにします。 

原稿押さえをクリーニングするには 

1 . HP All - in - One の電源をオフにし、電源コードを外し、カバーを上げま 
す。 


をを記 HP All - in - One のプラグを長い時間巧いていると、日付と時刻 
が消える場合があります。その場合は、後で電源ケーブルを元通り 
に差し込んだときに、日付と時刻を再設定してください。 


2. 刺激性の少ないせっけんとめるま湯で、少し湿らせた柔らかい布かスポ 
ンジで原稿押さえをがきます。 

原稿押さえを軽くがいて巧れを落とします。力を入れてこすらないでく 
ださい。 

3. 乾いた糸くずの出ない柔らかい布で巧いて乾かします。 


A を意原稿押さえを傷つける可能性があるので、紙でできたクロスは 
使用しないでください。 


4. さらにクリーニングが必要な場合には、イソプロピル（消毒用）アルコー 
ルを使用 して上記の手順を繰り返してから、湿らせた布でカバーの裏側 
に残ったアルコールを完全に巧き取ってください。 


A を意ガラス板や HP All - in - One の塗装部品にアルコールをこぼさな 
いようにを意してください。デバイスに損傷を与える場合がありま 
す。 


何も印刷されない 


原因：原稿がガラス板またはドキュメントフイーダトレイに正しく置か 
れていません。 
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解決方法：ガラス板またはドキュメントフィーダトレイに、原稿をセッ 
卜します。 

• 原稿をガラス板にセットしている場合は、下図のように印刷面を下にし 
て右下隅に置きます。写真をコピーするには、写真の長い辺をガラス板 
の底辺に合わせて置きます。 



• 原稿をドキュメントフィーダトレイにセットしている場合は、下図の 
ように印刷面を上にしてトレイに置きます。原稿の上側が先になるよう 
にトレイにを置きます。 



野を記写真をコピーする場合は、ドキュメントフィーダトレイにセット 
しないでください。コピーする写真はガラス板の上に置きます。 


原因：プリントカートリッジのクリーニングが必要です。またはインク切 
れの可能性があります。 

解決ちま：プリントカートリッジのインク残量レベルをチェックします。 
プリントカートリッジのインク残量が少ない、またはインクがまったくな 
い場合、プリントカートリッジの交換が必要になることがあります。 

プリントカートリッジのインク残量が十分であるのに問題が解消されない 
場合は、セルフテストレポートを印刷し、プリントカートリツジに問題が 
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あるかどうかを判断します。セルフテストレポートで問題が確認された場 
合、プリントカートリツジのクリーニングを行ってください。問題が解消 
されない場合は、プリントカートリツジの交換が必要です。 

プリントカートリツジの詳細については、 プリントカートリツジのトラブ 
ルシュー ティングを 参照してください。 


フチ無しコピーで周囲に空白ができる 

原因：ルさすぎる原稿のフチ無しコピーを作成しようとしています。 

解決ちま：小さいサイズの原稿のフチ無しコピーを作成する場合、 
HPAII - in - One は原稿を最大倍率まで化大します。このとき、コピーの周り 
に空白ができることがあります。（最大倍率はモデルによって異なります)。 

作成するフチ無しコピーのサイズによって、原稿の最小サイズが異なりま 
す。たとえば、パスポート写真を拡大してレターサイズのフチ無しコピー 
を作成することはできません。 

小さな原稿からフチ無しコピーを作成する場合は、原稿をスキャンしてコ 
ンピユータに取り込み、 HP スキヤンソフトウエアで画像サイズを変更し 
てから、拡大された画像のフチ無しコピーを印刷します。 


原因：フォト巧紙を使用せずにフチ無しコピーを作成しようとしていま 
す。 

解ミ夫ちま：フチ無しコピーを作成する場合、フォト巧紙を巧巧して〈ださ 
し、。 

コントロール パネルから写真を フチ 無し コピーす るには 

1. L 判のフォト巧紙を給紙トレイにセットします。 

2. 印刷面を下にしてガラス板のち下隅に合わせて写真をセットします。 
ガラス板の端に示されているガイドに従って、写真の長い辺をガラス板 
の底辺に合わせます。 
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3. コピースタート-モノク □ または コピースタート■カラー を押しま 
す。 

HP All - in-One で、写真原稿が L 判の用紙にフチ無しコピーされます。 


野を記給紙トレイにタブイ寸きの巧紙をセットした場合は、インクが完 
全に乾いてから印刷した写真のタブを取り除いてください。 

ホヒントフチ無しにしない場合は、用紙の種類を[プレミアムフォト 
用が]に設をし、もう一度コピーしてください。 


原因：原稿ガラスや原稿カバーの裏にごみが付着していることがありま 
す。 HP All - in-One は、ガラス板上でお出した物体を画像の一部として解釈 
します。 


解み方法： HP All - in-One の電源をナフにして電源コードを抜き、柔らかい 
布を使って原稿ガラスや原稿カバーの裏を巧いてください。 

ガラス板をクリーニングするには 

1. HP All - in-One の電源をナフにし、カバーを開けます。 

2. 非摩耗性のガラスクリーナーを使用し、少し湿らせた柔らかい布かス 
ポンジでガラス板を拭きます。 

A ミ主意研磨剤、アセトン、ベンゼン、四塩化炭素などでガラス板を巧 
かないでください。ガラス板を傷める可能性があります。また、液 
体を直接ガラス板にかけないでください。ガラス板の下に液体が入 
り込んで本体を傷める可能性があります。 

3. 乾いた糸〈ずの出ない柔らかい布でガラス板の水分をふき取り、しみが 
残らないようにします。 

4. HP All - in-One の電源をオンにします。 

原搞押さえをクリーニングするには 

1. HP All - in-One の電源をナフにし、電源コードを外し、カバーを上げま 
す。 


酱を記 HP All - in-One のプラグを長い時間抜いていると、日付と時刻 
が消える場合があります。その場合は、後で電源ケーブルを元通り 
に差し込んだときに、日付と時刻を再設定してください。 

2. 刺激性の少ないせっけんとめるま湯で、少し湿らせた柔らかい布かスポ 
ンジで原稿押さえを拭きます。 

原稿押さえを軽〈がいて汚れを落とします。力を入れてこすらないでく 
ださい。 
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3. 乾いた糸くずの出ない柔らかい布で巧いてをかします。 


A ;ま意原稿押さえを傷つける可能性があるので、紙でできたクロスは 
使用しないでください。 


4. さらにクリーニングが必要な場合には、イソプロピル（消毒用）アルコー 
ルを使用 して上記の手順を繰り返してから、湿らせた布で力/く一の裏側 
に残ったアルコールを完全に巧き取ってください。 


A を意ガラス板や HPAII - in - One の塗装部品にアルコールをこぼさな 
いようにを意してください。デバイスに損傷をちえる場合がありま 
す。 


フチ無しコピーをすると画像がトリミングされる 

原因：原稿の縦横比を変えないで、フチ無し印刷を実行すると、コピーの 
周囲で画像の一部がトリミングされます。 

解決方法：端をトリミングせずに用紙のサイズに合わせて写真を化大する 
場合は、[ぺージに合わせる]または[ぺージ全体91%]機能を使用してくだ 
さし、。 

コントロールパネルからカスタムサイズを設定するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. 印刷面を下にしてガラス板のち下隅に合わせて原稿をセットします。 
ドキュメントフィーダトレイを巧巧する場合は、文書の先頭が最初に 
なるようにぺージを置きます。 

3 . コピー領域で、縮ル/拡大を巧します。 

4. [カスタム 100%]が表示されるまで、►を押します。 

5. OK を巧します。 

6. ►を巧すか、キーパッドを使巧して、コピーの縮ルまたは拡大の倍率 
(%)を入力します。 

(サイズ調整の最小倍率および最大倍率は、モデルによって異なりま 
す。） 

7 . コピースタート-モノクロ または コピースタート-カラー を 押し ま 
す。 


コントロール パネルから文書のサイズを調整するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 

2. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメ 
ントフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

ドキュメントフィーダトレイを巧巧する場合は、文書の先頭が最初に 
なるようにぺージを置きます。 

3 . コピー領域で、縮ル/化大を押します。 
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4. 次のいずれかの操作を行います。 

• ドキュメントフィーダトレイまたはガラス板に原稿をセツトした場 
合は、[ぺージ全体91%]が表示されるまで►を巧します。 

• ガラス板にフルサイズまたはスモールサイズの原稿をセツトした場 
合は、[ページに合わせる]が表示されるまで►を押します。 

5. コピースタート- モノクロまたは コピースタート■カラー を押しま 
す。 


原因：原稿のサイズが、給紙トレイの用紙のサイズを超えています。 

解み方法：原稿のサイズが給紙トレイの巧紙より大きい場合は、[ぺージに 
合わせる]機能を使用して、給紙トレイの用紙のサイズに合うように原稿を 
縮小してください。 

コントロール パネルから文書のサイズを調整するには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. ガラス板のち下隅に合わせて原稿の印刷面を下にして、またはドキュメ 
ントフィーダトレイに原稿の印刷面を上にして置きます。 

ドキュメントフィーダトレイを使用する場合は、文書の先頭が最初に 
なるようにぺージを置きます。 

3 . コピー領域で、縮小け広大を押します。 

4. 次のいずれかの操作を行います。 

• ドキュメントフィーダトレイまたはガラス板に原稿をセットした場 
合は、[ページ全体91%]が表示されるまで►を巧します。 

• ガラス板にフルサイズまたはスモールサイズの原稿をセットした場 
合は、[ページに合わせる]が表示されるまで►を押します。 

5. コピースタート- モノクロまたは コピースタート-カラー を押しま 
す。 


スキャンのトラブルシューテイング 

このセクションでは、次のスキャンに関する問題の解決ちまを説明します。 

• スキャンが停止する 

• スキャンの失,改 

• コンピュータのメモリ不足でスキャンに失敗する 

- f スキャンのが信ホ I メニューが表示されない 

• f スキャンのが信ホ I メニューが表示されない 

• スキャンした画像に何も表示されない 
• スキャンした画像が正し〈トリミングされない 
• スキャンした画像のぺージレイアウトが正しくない 

• スキャンした画像に文字の代わりに点線が表示される 
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• 文字の書式が正しくない 

• 文字が間甚っていたリタけていたりする 

• スキャン機能が動作しない 

スキャンが停止する 

原因：コンピュータのシステムリソースが不足しています。 

解み方法： HPAII - in-One の電源を切り、入れ直します。コンピュータの電 
源を切り、入れ直します。 

それでも動作しない場合は、解像度の設定を化くしてスキヤンしてみてく 
ださい。 


スキヤンの失敗 

原因：コンピュータの電源がオフになっています。 
解決方法：コンピュータの電源をオンにします。 


原因：コンピュータが USB ケーブルで HPAII - in-One に接続されていませ 
ん。 

解決モま：標準の USB ケーブルでコンピュータを HPAII - in-One に接続し 
てください。 


原因： HPAII - in-One ソフトウエアがインストールされていない可能性があ 
ります。 

解決方法： HPAII - in-One のインストール CD を挿入して、ソフトウエアを 
インストールしてください。 


原因： HPAII - in-One 巧にインストールしたソフトウェアが実行していませ 
ん。 

解みちま： HPAII - in-One 用にインストールしたソフトウェアを開き、もう 
—度スキヤンを実行します。 


コンピュータのメモリ不足でスキャンに失敗する 

原因：コンピュータで実行中のプログラムが多すぎます。 

解み方法：使っていないプログラムは全て終了してください。スクリー 
ン セー/く一やウィルス検査プログラムなど、バックグラウンドで作動して 
いるプログラムも終了してください。ウィルス検査をオフにしたら、スキ 
ャンの終了後にもう一度オンにすることを忘れないで〈ださい。 

それでも問題が解みしない場合は、コンピュータを再起動してみます。プ 
ログラムの中には、閉じるだけではメモリを解放しないものがあります 
力《、コンピュータを再起動すれば、メモリをクリアすることができます。 
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この問題が頻繁に発生したり、他のアプリケーシヨンの実行中にメモリの 
問題が発生する場合は、コンピュータのメモリの増設を検討してくださ 
い。詳細については、コンピュータに付属するューザーガイドを参照して 
ください。 


[スキャンの 送信 先] メニ ューが表示されない 

原因：次の場合は、[スキャンの送信先]メニューが表示されません。 

• HP All - in-One 付属ソフトウェアがインストールされていないか 、また 
はソフトウ； L アの必要部分がインストールされていません。 

• HP All - in-One がコンピュータに接続されていません。 

• コンピュータの電源が入っていません。 

• タスクバーの Windows システムトレイにある HP Digital Imaging Monitor 
アイコンを閉じています。 

解決方ま： 

• HP All - in-One 付属ソフトウェアをインストールするには、『セットアッ 
プガイド』の手順に従ってください。 

• HP All - in-One がコンピュータに接続されていることを確認してくださ 
い。 

• HP All - in-One が直接コンピュータに接続されている場合は、コンピュ 
—夕の電源がオンであることを確認してください。 

• コンピュータを再起動するか、 HP All - in-One 巧にインス!ルしたソ 
フトウエアを起動します。 


[スキャンの 送信 先] メニ ューが表示されない 

原因：次の場合は、[スキャンの送信先]メニューが表示されません。 

• HP All - in-One 付属ソフトウェアがインストールされていないか、また 
はソフトウ； L アの必要部分がインストールされていません。 

• HP All - in-One がコンピュータに接続されていません。 

• コンピュータの電源が入っていません。 

解決方ま： 

• HP All - in-One 付属ソフトウェアをインストールするには、『セットアッ 
プガイド』の手順に従ってください。 

• HP All - in-One がコンピュータに接続されていることを確認してくださ 
い。 

• HP All - in-One が直接コンピュータに接続されている場合は、コンピュ 
—夕の電源がオンであることを確認してください。 

• コンピュータを再起動するか、 HP All - in-One 巧にインス!ルしたソ 
フトウェアを起動します。 


此8 トラブルシユーティング 





スキヤンした画像に何も表示されない 

原因：ガラス板上に、原稿が正しく置かれていません。 

解み方法：印刷面を下にしてガラス板のち下隅に合わせて原稿をセットし 
ます。 

ガラス面に原稿をセットするには 

1. すべての原稿をドキュメントフィーダトレイから取り出してから、 

HP All - in - One のカバーを持ち上げてください。 

2. 印刷面を下にしてガラス板のち下隅に合わせて原稿をセツトします。 



スキヤンした画像が正しくトリミングされない 

原因：ソフトウェアが、スキヤンした写真を自動的にトリミングするよう 
設をされています。 

解み方法：[自動トリミング]機能は、画像の一部でない部分をトリミング 
します。これによって希望どおりにトリミングされないことがあります。 
その場合は、自動トリミングをオフにして、スキヤンした画像を手動で卜 
リミングする力、、トリミングを行わないで下さし、。 


スキヤンした画像のぺージレイアウトが正しくない 

原因：自動トリミングによってぺージレイアウトが変更されています。 

解決方法：ぺージレイアウトを維持するには、自動トリミングをオフにし 
ます。 
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スキャンした画像に义字の代わりに点線がま示される 

原因：[テキスト]画像お式を使用して編集する原稿をスキャンする場合、 
スキャナがカラー原稿を認識しないことがあります。[テキスト]画像お式 
では、300 X 300 dpi の白黒スキャンを行います。 

文字の周囲に画像や図版が配置されている原稿をスキャンすると、文字は 
認識されないことがあります。 

解決方法：目的の原稿をいったんモノクロでコピーし、そのコピーを元に 
スキヤンを行ってください。 


义字の書式が正し< ない 

原因：ドキュメントスキャン設定が間違っています。 

解決方法：プログラムの中には、フレームお式のテキスト書式が巧えない 
ものがあります。フレームお式のテキストは、ドキュメントスキヤン設を 
の1つです。この設定では、対をアプリケーシヨンでさまざまなフレーム 
(ボックス）にテキストを配置して、ニュースレターの複数の段組などの複 
雑なレイアウトを維持します。 


文字が間違っていたり欠けていたりする 

原因：明度が正しく設定されていません。 

解み方法：明度を調整し、原稿をもう一度スキャンしてくださし、。 


原因：原稿ガラスや原稿カバーの裏にごみが付着していることがありま 
す。これによって、スキャン品質がお下することがあります。 

解決ち法： HPAII - in - One の電源をオフにして、電源コードをおき、柔らか 
い布を使って原稿ガラスや原稿カバーの裏をなきます。 

ガラス板をクリーニングするには 

1. HP All - in - One の電源をオフにし、カバーを開けます。 

2. 非摩耗性のガラスクリーナーを使用し、少し湿らせた柔らかい布かス 
ポンジでガラス板をがきます。 


A ミ主意研磨剤、アセトン、ベンゼン、四塩化炭素などでガラス板をが 
かないでください。ガラス板を傷める可能性があります。また、液 
体を直ちガラス板にかけないでください。ガラス板の下に液体が入 
り込んで本体を傷める可能性があります。 


3. 乾いた糸〈ずの出ない柔らかい布でガラス板の水分をふき取り、しみが 
残らないようにします。 

4. HP All - in - One の電源をオンにします。 
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原稿巧さえをクリーニングするには 

1 . HP All - in-One の電源をオフにし、電源コードを外し、カバーを上げま 
す。 


野を記 HP All - in-One のプラグを長い時間巧いていると、日付と時刻 
が消える場合があります。その場合は、後で電源ケーブルを元通り 
に差し込んだときに、日付と時刻を再設定してください。 


2. 刺激性の少ないせっけんとめるま湯で、少し湿らせた柔らかい布かスポ 
ンジで原稿押さえをがきます。 

原稿押さえを軽くがいて巧れを落とします。力を入れてこすらないでく 
ださい。 

3. 乾いた糸くずの出ない柔らかい布で拭いて乾かします。 


A を意原稿押さえを傷つける可能性があるので、紙でできたクロスは 
使用しないでください。 


4. さらにクリーニングが必要な場合には、イソプロピル（消毒用）アルコー 
ルを使用 して上記の手順を繰り返してから、湿らせた布で力/く一の裏側 
に残ったアルコールを完全に巧き取ってください。 


A を意ガラス板や HP All - in-One の塗装部品にアルコールをこぼさな 
いようにを意してください。デバイスに損傷を与える場合がありま 
す。 


原因：ドキュメントスキャン設定が正しい OCR (光学式文字認識）言語に 
設定されていません。 [ OCR 言語]は、原稿画像に表示された文字を解釈す 
るちまをソフトウエアに指示します。 [ OCR 言語]が原稿の言語に一致しな 
い場合は、スキャンされたテキストが理解不能になることがあります。 

解決方法：正しい OCR 言語を選巧してください。 


スキャン機能が動作しない 

原因：スキャンが実行されない場合には、次のような理由が考えられま 
す。 

• コンピュータの電源が入っていない。 

• HP All - in-One 力《 USB ケーブルでコンピュータに正し〈接続されていま 
せん。 

• HP All - in-One に付属する HP ソフトウエアがインストールされていな 
し、、または実行していない。 
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解み方法： 

• コンピュータの電源を入れます。 

• HP All - in-One をコンピュータにち続しているケーブルを確認してくだ 
さい。 

• コンピュータを再起動します。効まがない場合は、 HP All - in-One 付属 
のソフトウエアをインストールまたは再インストールします。 


デバイスの更新 

デバイスの更新は、 HP All - in-One のファームウェアをアップデートし、現在 
使用可能な最新のテクノロジをスムーズに動作できるようにする機能です。デ 
バイスを更新するにはいくつかの方まがあります。それぞれの方まで、コンピ 
ュータにファイルをダウンロードして、[デバイスの更新ウイザード]を開始し 
ます。 

次のいずれかの方まで、デバイスの更新を検索します。 

• Web ブラウザを使用して、こ’使巧の HP All - in-One 用の更新を www . hp . com / 
support からダウンロードします。ファイルは、拡張子が. exe の、自己解 
ま型実行ファイルです。 . exe ファイルをダブルクリックすると、コンピュ 
-夕で[デバイスの更新ウィザード]が開きます。 

• HP All - in-One 用にインス I ルしたソフトウェアに付属する[ソフトウエ 
アの更新]ューティリティを使巧して、あらかじめ決めた間隔で HP サポー 
卜 Web サイトのデバイスの更新を検索します。[ソフトウェアアップデー 
り ュー テイ リテイの詳細については、オンスクリーン [HP Photosmart ソ 
フトウェアヘルプ]を参照してください。 


鞍を記コンピュータに [ソフ トウ エアの 更新]ユーティリティーをインス 
卜ールすると、デバイスの更新を検索します。インストールのときに 
[ソフ トウ エアの 更新]ユーティリティーの最新バージョンがなければ、 
コンピュータにダイアログボックスが表示され、更新するように指示し 
ます。更新に同意します。 


デバイスの更新を使用するには 

1. 次のいずれかの操作を行います。 

• www . hp . com/support からダウン□—ドした、更新用の実行ファイルを 
ダブルクリックします。 

• メッセージが表示されたら、 [ソフトウェアの 更新]ユーティリティが検 
索したデバイスの更新に同意します。 

コン ピュ ータで[デバイスの 更新 ウィザード] が開きます。 

2. [ようこそ]画面で、[次へ]をクリックします。 

[デバイス選択]画面が表示されます。 

3. お使いの HP All - in-One を一覧から選択し、[次へ]をクリックします。 
[重要なお知らせ]画面が表示されます。 


272 トラブルシユーテイング 








4. コンピュータとデバイスが一覧の要件に適合していることを確認します。 

5. 要件に適合していれば、[更新]をクリックします。 

[デバイスの更新中]画面が表示されます。 HPAII - in - One のコントロールパ 
ネルでランプが点滅を始めます。 

更新ファイルがデバイスに読み込まれ、解まされるのに合わせて、コント 
口ールパネルディスプレイの画面が緑色になります。 

6. 更新中は、デバイスの電源を切ったり、シャットダウンするなど、更新を 
遮断する操作は行わないでください。 


敷を記更新を中断した場合や、更新に失敗したというエラーメッセージ 
が表示されたときは、 HP サポートにご連絡ください。 

HPAII - in - One がシャットダウンし、巧起動した後、更新の完了画面がコン 
ピュータに表示されます。 

デバイスが更新されました。これで、 HPAII - in - One をを全に巧用できます。 


エフ— 


このセクションでは、デバイスに表示される次のカテゴリのメツセージについ 
て説明します。 

• デバイスに閱するメツセージ 

• ファイルに関するメツセージ 
• —般的なューザーメツセージ 

- 巧紙に閣するメツセージ 
- 雷源と巧結に閨するメツセージ 

• プリントカートリツジに関するメツセージ 

デバイスに関するメ ツ セージ 

な下は、デバイスに関連するエラーメツセージです。 

- 自動ドキュメントフィーダが給紐に失敗した 

• 自動ドキュメントフィーダが紙詰まりを起こした 

• ファクス受信の失敗 

• ファクス送信の失敗 

• ファームウ X アリビジョン番号の不一致 

• 本体に関するエラー 

• メモリがいっぱいです 

• スキヤナエラー 


自動ドキュメントフイーダが給紙に失敗した 

原因：自動ドキュメントフイーダは正常に動作しませんでした。印刷ジヨ 
ブは終了しませんでした。 
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解み方法：もう一度自動ドキュメントフイーダに原稿を取り込み、印刷ジ 
ヨブを再開してください。ドキュメントフイーダトレイには20枚な上の 
原稿をセットしないでください。 


自動ドキュメントフイーダが紙詰まりを起こした 

原因：用紙が自動ドキュメントフイーダに詰まっています。 

解決方法：紙詰まりを解消し、もう一度ジョブを開始してください。20枚 
な上の巧紙をドキュメントフイーダトレイに入れないでください。 

紙詰まりの詳細については、 紙詰まりの 解消を 参照してください。 


ファクス受信の失敗 

原因 ： HP All - in - One がファクスを受信中に、エラーのために失敗しまし 
た。エラーは、回線のノイズやその他の通信エラーです。 

解み方法：送信側にファクスのち送信を依頼してください。 

ファクスのトラブルシューティングの詳細については、 ファクスのトラブ 
ルシューティン グを 参照してください。 


ファクス送信の失敗 

原因：通信エラー、ブラックリスト（受信をによる受信拒否ファクス番号 
リスト)、紙詰まりなどが原因で、ファクスが完了しませんでした。 

解決方法 ： HP All - in - One の紙詰まりを確認してからファクスを再度送信し 
てください。問題が解みしない場合は、ファクス番号の所有をに原因をお 
問い合わせください。 

紙詰まりの解消方法については、 紐詰まりの 解消 を 参照してください。 

ファクスのトラブルシューティングの詳細については、 ファクスのトラブ 
ルシューティング をを照してくださし、。 


ファームウ I アリビジョン番号の不一致 

原因 ： HP All - in - One ファームウエアのリビジョン番号がソフトウエアのリ 
ビジョン番号と一致しません。 

解ホ方法：サポートおよび保証については 、 HP Web サイト www . hp . com / 
support をご覧ください。メッセージが表示されたら、お住まいの国または 
地域を選巧し、[お問い合わせ]をクリックして、テクニカルサポートまで 
お問い合わせください。 
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本体に関する エラー 

原因： HP All - in-One が紙詰まりを起こしています。 

解み方法：紙詰まりをお消します。 HPAII - in-One の電源をいったんオフに 
して入れ直します。 

紙詰まりの詳細については、 紙詰まりのちお 肖を 参照してください。 


A ミ主意 HPAII - in-One の正面側から詰まった紙を取り除くと、プリンタが 
損傷する場合があります。必ず後部アクセスドアを開けて、詰まった用 
紙をプリンタから取り除いてください。 


原因：インクホルダーが動きません。 

解決方法： HPAII - in-One の電源をオフにし、インクホルダーをふさいでい 
るものけ困包材など）を取り除いてから、電源を再度オンにします。 


メモリがいっぱいです 

原因：ファクスを受信しているとき、 HPAll - in-One に紙詰まりが発生した 
か、用紙が切れました。 

解決方法： HPAII - in-One がファクス機能をサポートしており、[バックア 
ップファクス受信]をオンに設定している場合、 HP All - in-One は、受信し 
たファクスをメモリに保存します。 

紙詰まりを解消するか、メイントレイに巧紙をセットすると、ファクス全 
体をメモリから印刷できます。[バックアップファクス受信]をオンに設定 
していない場合、または何らかの理由（たとえば、 HP All - in-One のメモリ 
が不足している場合）でファクスがメモリに保存されなかった場合、送信者 
じファクスの巧送信を依賴する必要があります。 

紙詰まりの解消ちまについては、 湿話まりの靖ミ 肖を 参照してください。 


フルサイズの用紐をセツトするには 
1. 排紙トレイを取り外します。 
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2. 横ち向巧紙ガイドを一番外側の位置までスライドさせます。 



3. 平らな面で用紙の端を揃え、次の点を確認します。 

-巧紙に破れ、ほこり、しわ、端の巧れや波キ T ちがないこと 
-セットするすべての用紙が同じサイズ、同じ種類であること 

4. 印刷面を下にして、用紙の短辺を給紙トレイに挿入します。巧紙のまの 
先端が止まるまで奥に差し込んでください。 



A ミ主意給紙トレイに用紙をセットするときは 、 HP All - in - One 力 《 停止 
し、静かになっていることを確認してください 。 HP All - in - One がプ 
リントカートリッジをクリーニングしていたり、その他のタスクを 
実行していると、用紙が途中で止まり、正しく装着されない場合が 
あります。巧紙を手動で押し込むと 、 HP All - in - One から空白のぺ一 
ジが排紙されます。 

ホヒントレターヘッドを使用する場合は、ぺージの上側から先に入 
れ、印刷面を下にしてください。フルサイズ用紙およびレターへッ 
ドのセツト方法については、給紙トレイのを面にある図を参照して 
ください。 
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5. 横ち向巧紙ガイドを、用紙の端に当たって止まるまでスライドさせま 
す。 

給紙トレイに用紙を入れすぎないようにしてください。巧紙のまがきち 
んと給紙トレイの中に収まり、横ち向用紙ガイドの上端よりおいことを 
確認してください。 



6. 排紙トレイを元に房します。 



7. 延長排紙トレイを手前に跳ね上げます。 



腎を記リーガルサイズの巧紙を使巧する場合は、用紙補助トレイを 
閉じておいてくださし、。 
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コント ロール パネルから、メモリに保存されているファクスを再印刷するには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. セットアップを押します。 

3. 6を押し、次に5を押します。 

これで、[ツール]と[メモリ内のファクスを巧印刷]が続けて選択されま 
す。 

受信したときとは逆の順序で、直前に受信したファクスが最初に印刷さ 
れます。 

4. メモリ内のファクスの印刷を中止する場合は、キャンセルを押します。 


原因：コピーしている文書が HP All - in - One のメモリを超えました。 

解決ちま：コピーの枚数を減らしてください。複数ぺージの文書の場合、 
1回にコピーするぺージを減らして〈ださい。 


スキヤナエラー 

原因： HPAII - in - One がほかの処理に巧われているか、それとも不明な原因 
でスキヤンが停止されたかのいずれかです。 

解決方法： HPAII - in - One の電源をいったん切り、入れ直します。コンピュ 
-夕を再起動してから、もう一度スキヤンしてください。 


ファイルに関するメツセージ 

な下はファイルに関連するエラーメツセージです。 

• ファイルの読み込みまたは書き出しエラー 

• フアイノレ斤ミみ力《サポ——卜とれて しい d ： し、 

• 無効なファイル名 

• HPAII - in - One がサポートするファイルお式 

ファイルの読み込みまたは書き出しエラー 

原因： HPAII - in - One のソフトウェアは、ファイルを読み取りまたは保巧で 
きませんでした。 

解決ちま：フォルダおよびファイル名の正しいことを確認してください。 


ファイル形まがサポートされていない 

原因：読み取りまたは保巧を行おうとしている画像のファイル形式が、 

HP All - in - One のソフトウエアでは認識できない種類のものか、または未巧 
応のものでした。ファイル拡張子を見る限りは対応しているのに、読み取 
りも保存もできない場合は、そのファイルが壊れているおそれがあります。 
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解ホ方法：別のプログラムでファイルを開いて、 HPAII - in - One ソフトウエ 
アが認識する形式でファイルを保存してください。 

サポートされているファイルの種類については 、 HP All - in - One がサポート 
するファイルお 式を 参照してください。 


無効なファイル名 


原因：入力されたファイル名は無効です。 

解ホ方法：ファイル名で無効な記号を使巧していないかどうか確認してく 
ださい。 


HPAII - in-One がサポートするファイルおま 

HP All - in - One ソフトウェアでは、次のファイル形式を使用できます。 BMP 、 
DCX 、 FPX 、 GIF 、 JPG 、 PCD、PCX および TIF 。 

一般的なューザーメッセージ 

な下は、一般的なューザーエラーに関連するメッセージです。 

• トリミングできない 

- ダイヤルしたファクス回線が話し中 

• MM 

• スキヤンナプシヨンがない 

• サポート対象外 

- 受信側のファクス機が応答しない 
- 受信側 のファクス機がカラーをサポートしていなし^ 


トリミングできない 

原因： コン ピユータのプログラムメモリが不足しています。 

解みちま：不要なアプリケーシヨンをすべて閉じてくださし、(スクリーン 
セーパ'-やウィルス検査など、バックグラウンドで作動しているアプリケ 
-シヨンも終了してください。ウィルス検査をナフにした場合は、スキヤ 
ン完了後、必ずオンにし直してください。コンピユータを再起動して、プ 
ログラムメモリをクリアしてみてください。 RAM の増設が必要な場合も 
あります。その場合は、ご巧巧のコンピュータに付属するマニュアルを参 
照してください。 


原因：スキャンには、コンピュータのハードディスクに最低50 MB の空 
き容量が必要です。 

解決方法：デスクトップのごみ箱を空にしてください。ハードディスクか 
らのフアイルの削除が必要なこともあります。 
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ダイヤルしたファクス回線が話し中 

原因：ダイヤルしたファクス番号が通話中です。 

解決方法：しばらく待ってから、巧度その番号にファクスの送信を試みて 
ください。 


切断 

原因：彻断]エラーメッセージはいくつかの状況で表示されます。 

• コンピュータの電源がオフになっています。 

• コンピュータが HPAII - in-One に接続されていません。 

• HPAII - in-One に付属する HP ソフトウェアが正しくインストールされ 
ていません。 

• HP ソフトウェアはインス!ルされていますが、実行していません。 

解み方法：コンピュータの電源がオンで、 HPAII - in-One と接続されている 
ことを確認します。また、 HP All - in-One 付属のソフトウェアがインストー 
ルされている こと を確認します。 


スキヤンオプションがない 

原因： HP All - in-One 付属のソフトウエアがインストールされていないか、 
ソフトウエアが起動していません。 

解決方ま：ソフトウ;!:アがインストールされ、実行されていることを確認 
して〈ださい。詳細は、 HPAII - in-One に付属の『セットアップガイド』を 
参照してください。 


サポート巧を外 


原因：メモリからカラーファクスを送信しようとしました。 HP All - in-One 
は、この化理をサポートしていません。 

解決方法：カラーファクスの送信は通常メモリから行いません。 


受信側のファクス機が応答しない 

原因：受信側のファクス機がオンラインでない、電源が入っていない、機 
能していない、受信ファクスに自動応答するように設定されていないのい 
ずれかです。 

ファクスのトラブルシューティングの詳細については、 ファクスのトラブ 
ルシューティング をを照してくださし、。 
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解み方法：しばらく待ってからその番号に再度ファクスの送信を試みてく 
ださい。問題が解みしない場合は、ファクス番号の所有をにお問い合わせ 
ください。 


受信側のファクス機がカラーをサポートしていない 

原因：カラーをサポートしていないファクス機にカラーファクスを送信し 
ました。 

解み方法 ： HP All - in - One は、この状況を警告して、代わりにカラーファ 
クスを白黒で送信します。 


用がに関するメッセージ 

な下は用紙に関連するエラーメッセージです。 

• 給組トレイから用細を取り込めない 

• インクの乾燥 
* 用糸氏切れ 

• 組詰まり、給紙ち敗、またはインクホルダーが動かない 

• 用紙の不一致 
• 用紙幅が間違っている 


給紙トレイから用紙を取り込めない 

原因：給紙トレイに十分な巧紙がありません。 

解み方法 ： HP All - in - One に用紙がなくなったり、残りが数枚になった場合 
は、給紙トレイに用紙を追加してくださし、。給紙トレイに用紙がある場合 
は、用紙を取り除いて、平らな面で巧紙の端を揃えて、給紙トレイにもう 
-度用紙をセットしてください。印刷ジョブを結けるには 、 HP All - in-One 
のコントロールパネルにある 0 K を押します。 


インクのを燥 

原因： OHP フィルムや他のメディアは、通常よりインクの乾燥に時間が 
かかります。 


解決ちま：メツセージが消えるまで、シートを排紙トレイに放置してくだ 
さい。メツセージが消える前に印刷されたシートを取り除く必要がある場 
合は、印刷されたシートの下面か端をつまんで取り出し、平らな台の上に 
置いて乾かします。 


用紙切れ 


原因：給紙トレイに十分な巧紙がありません。 
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解決方法： HPAII - in-One に用紙がな〈なったり、残りが数枚になった場合 
は、給紙トレイに巧紙を追加してください。給紙トレイに巧紙がある場合 
は、巧紙を取り除いて、平らな面で用紙の端を揃えて、給紙トレイにもう 
-度巧紙をセットして〈ださい。印刷ジョブを続けるには、 HPAII - in-One 
のコントロールパネルにある 0 K を押します。 


原因：後部アクセスドアが HPAII - in-One から外れています。 

解決方法：紙詰まりを直すときに外した後部アクセスドアは元に戻してく 
ださい。 

紙詰まりの直し方の詳細については、 湿詰去止の篮 M を参照してくださし、。 


が詰まり、給紙失敗、またはインクホルダーが動かない 

原因：用紙が HP All - in-One または自動ドキュメントフィーダに詰まって 
います。 

解まち法：紙詰まりを直してくださし、。 

紙詰まりの直し方の詳細については、 紙詰まりのち圣消 ををおしてくださし、。 

A を意 HPAII - in-One の正面側から詰まった紙を取り除くと、プリンタが 
損傷する場合があります。必ず後部アクセスドアを開けて、詰まった巧 
紙をプリンタから取り除いて〈ださい。 


原因：インクホルダーがふさがっています。 

解み方法：インクホルダー領域にアクセスできるように、プリントカート 
リッジアクセスドアを開けます。捆包用ネオ料など、インクホルダーをふさ 
いでいるものを取り除きます。 HP All - in-One の電源をいったんオフにして 
入れ直します。 


用紙の不一致 

原因：印刷ジョブの印刷設定が、 HPAII - in-One にセットされている巧紙に 
適合していません。 

解決方法：印刷設をを変更するか、給紙トレイに適切な用紙をセットして 
ください。 


現在のジョブの印刷設定を変更するには 

1. お使いのソフトウエアアプリケーシヨンの[ファイル]メニユーで[印 
刷]をクリックします。 

2. HP All - in-One が使用するプリンタとして選巧されていることを確認し 
ます。 
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3. [プロパティ]ダイアログボックスを開くボタンをクリックします。 
ソフトウェアによって、このボタンは[プロパテイ]、[オプション]、[プ 
リンタ設定]、[プリンタ]、[プリファレンス]などの名前になっていま 
す。 

4. 印刷設定を変更し、 [0 のをクリックします。 

5. 印刷するには、[印刷]ダイアログボックスで[印刷]または [0 K ] をクリ 
ックします。 

巧紙の選択の詳細については、 サポートする用紙の仕なについて を参照し 
てください。 


用紙幅が間違っている 

原因：ファクスでは、レター、 A 4、 またはリーガルの用紙を使巧できま 
す。 

解決方法：給紙トレイに、レター、 A 4、 またはリーガルの巧紙をセットし 
てください。 


原因：実行したプリントジョブに適用されているプリント設定が、 

HP All - in - One にセツトされている用紙に適合していません。 

解みちま：印刷設定を変更するか、給紙トレイに適切な用紙をセットして 
〈ださし、。 


現在のジョブの印刷設定をを更するには 

1. お使いのソフトウェアアプリケーションの[ファイル]メニューで[印 
面 IJ ] をクリックします。 

2. HP All - in - One が使巧するプリンタとして選択されていることを確認し 
ます。 

3. [プロパティ] ダイァログボックスを開くボタンをクリックします。 
ソフトウェアによって、このボタンは [プロ パ ティ]、[オプション]、[プ 
リンタ設定]、[プリンタ]、[プリファレンス]などの名前になっていま 

す。 

4. 印刷設定を変更し、 [0 のをクリックします。 

5. 印刷するには、 [ EP 刷]ダイアログボックスで [ EP 刷]または [0 のをクリ 
ックします。 

巧紙の選択の詳細については、 サポートする用紙の仕様について を参照し 
てください。 
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電源と接続に関するメツセージ 

な下は、電源および接続に関連するエラーメツセージです。 

• 通信テストに失敗した 

• HP All - in-One が見つからない 

• 不正なシャツトダウン 

- 双方向通信が切断された 

通信テストに失敗した 

原因： HP All - in-One の電源がオフになっています。 

解決方法： HP All - in-One のディスプレイを見てください。ディスプレイに 
何も表示されず、電源ボタンが点なしていない場合は、 HP All - in-One の電 
源が入っていません。 HP All - in-One の電源コードが電源コンセントにきち 
んと差し込まれていることを確認してください。電源ボタンを巧して、 

HP All - in-One の電源をオンにしてください。 


原因： HP All - in-One がコンピュータに接続されていません。 

解決方法： HP All - in-One がコンピュータに正しく接結されていないと通信 
エラーの起きることがあります。 USB ケーブルがな下に示すように 
HP All - in-One とコンピュータにきちんとち続されていることを確認してく 
ださい。 



HP All-in-One が見つからない 

原因： USB ケーブルが正しく接続されていません。 

解決方法： HP All - in-One がコンピュータに正しく接結されていないと通信 
エラーの起きることがあります。下図のようじ、 USB ケーブルが 
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HP All - in-One とコンピュータにしっかりと接続されていることを確認して 
くださし、。 



不正なシャットダウン 

原因：前回 HP All - in-One を使ったときに、正しい手順で電源が切断され 
ませんでした。テーブルタップのスイッチをオフにしたり、壁のスイッチ 
を外して HP All - in-One の電源を切ると、製品が損傷するおそれがありま 
す。 


解みモま: HP All - in-One のコントロールパネルの電源ボタンを押して、 
テーブルタップの電源をオンまたはオフしてください。 


巧方向通信が切断された 

原因： HP All - in-One の電源がオフになっています。 

解みちま： HP All - in-One のディスプレイを見てください。ディスプレイじ 
何も表示されず、電源ボタンが点灯していない場合は、 HP All - in-One の電 
源が入っていません。 HP All - in-One の電源コードが電源コンセントにきち 
んと差し込まれていることを確認してください。電源ボタンを巧して、 

HP All - in-One の電源をナンにしてください。 


原因： HP All - in-One がコンピュータに接続されていません。 

解決方ま： HP All - in-One がコンピュータに正しく接続されていないと通信 
エラーの起きることがあります。 USB ケーブルがな下に示すように 
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HP All - in - One とコンピュータにきちんと接続されていることを確認してく 
ださい。 



プリントカートリッジに関するメッセージ 

な下は、プリントカートリッジに関連するエラーメッセージです。 

• インクが少ない 

- 調菩が必要または調菩にち敗 

• プリントカートリツジがない、正し〈装着されていない、またはデバイス 

に対応していない 


インクがかなし、 

原因：プリントカートリッジがインク切れの可能性があります。 

解決方法：プリントカートリッジのインク残量レベルをチェックします。 
プリントカートリッジのインク残量が少ない、またはインクがまったくな 
い場合、プリントカートリツジの交換が必要になることがあります。 


腎を記 HP All - in - One がインク残量を検出できるのは、純正 HP インクに 
限られます。補充した、または別のデバイスで使用したプリントカート 
リツジのインク残量は正確に計量できません。 


プリントカートリツジのインク残量が十分であるのに問題が解消されない 
場合は、セルフテストレポートを印刷し、プリントカートリツジに問題が 
あるかどうかを判断します。セルフテストレポートで問題が確認された場 
合、プリントカートリツジのクリーニングを行ってください。問題がち军消' 
されない場合は、プリントカートリツジの交換が必要です。 


鞍を記新しいプリントカートリツジを取り付けるまで、古い力ートリツ 
ジは取り外さないでください。 
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プリントカートリツジの詳細については、 プリントカートリツジのトラブ 
ルシューティング をを照してください。 


調整が必要または調整に失敗 

原因：給紙トレイに間違った種類の用紙がセットされています。 

解み方法：プリントカートリッジの調整を行うときに給紙トレイに色付き 
用紙をセットしていると、調整に失敗します。レターまたは A 4 の白い普 
通がを給がトレイにセットして、力ートリッジの調整をもう一度行ってく 
ださい。まだ調整に失敗する場合は、センサーかプリントカートリッジが 
故障している可能性があります。 

サポートおよび保証については 、 HP Web サイト www . hp . com / support を 
ご覧ください。メッセージが表示されたら、お住まいの国または地域を選 
択し、[お問い合わせ]をクリックして、テクニカルサポートまでお問い合 
わせください。 


原因：保護テープがプリントカートリツジをふさいでいます。 

解決方法：各プリントカートリツジを確認してください。保護テープを銅 
色の接点から取り外しても、インクノズルをふさいでいる可能性がありま 
す。テープがインクノズルをふさいでいる場合は、プリントカートリツジ 
からテープを;'主意深く取り除いてください。銅色の接点やインクノズルに 
は触れないで〈ださい。 



〇 


1 

銅色の接点 

2 

ピンクのつまみの付いた保護テープ（本体に取りせける前に取り外して < ださ 
い） 

3 

テープの下にあるインクノズル 
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もう一度プリントカートリツジを巧入し、力ートリツジが所定の位置にし 
っ力、りと挿入され、ロックされていることを確認してください。 


原因：プリントカートリッジの接点がインクホルダーの接点に接触してい 
ません。 

解決方法：プリントカートリッジを取り外し、セットし直します。イン 
クカートリツジが所定の位置にしっかりと挿入され、ロックされているこ 
とを確認してください。 


原因：プリントカートリッジまたはセンサーに問題があります。 

解決方法：サポートおよび保証については 、 HP Web サイト www . hp . com / 
SUDDOrt をご覧ください。メッセージが表示されたら、お住まいの国または 
地域を選巧し、[お問い合わせ]をクリックして、テクニカルサポートまで 
お問い合わせください。 


原因：新しいプリントカートリッジが装着されたので、調整が必要な場合 
があります。 

解みちま：印刷をより美し〈仕上げるには、プリントカートリッジを調整 
する必要があります。新しいプリントカートリッジをセットした後、レタ 
—または A 4 の白い普通紙を給紙トレイにセットし 、コントロー ルパネル 
の OK を押します 。 HP All - in - One によってプリントカートリッジ調整シー 
卜が印刷されて、プリントカートリッジが調整されます。この用紙は巧利 
用するか捨てるかしてください。 

各行に緑色のチェックマークを示して調整ぺージが正常に印刷されても、 
調整エラーが解ミ肖されない場合は、 0 K とセットアップを同時に押すと、 
メ ッセー ジをクリアできます。 

調整エラーが引き続き表示されてクリアできない場合は、プリントカート 
リッジが故障している可能性があります。 HP サポートへお問い合わせくだ 
さし、。 

サポートおよび保証については 、 HP Web サイト www . hp . com / support を 
ご覧ください。メッセージが表示されたら、お住まいの国または地域を選 
択し、[お問い合わせ]をクリックして、テクニカルサポートまでお問い合 
わせください。 


プリントカートリツジがない、正し < 装着されていない、またはデバイスに対応して 
いない 


原因：プリントカートリツジが取り付けられていません。 

解決方法：プリントカートリツジの詳細については、 プリントカートリ 
ツジのトラブルシュー ティングを 参照してください。 
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原因：一ちまたは両方のプリントカートリツジが装着されていないか、ま 
たは正しく装着されていません。 

解み方法: プリントカートリツジの詳細については、 プリントカートリ 
ッジのトラブルシューティ ングを 参照してください。 


原因：保護テープがプリントカートリツジをふさいでいます。 

解決方法：各プリントカートリツジを確認してください。保護テープを銅 
色の接点から取り外しても、インクノズルをふさいでいる可能性がありま 
す。テープがインクノズルをふさいでいる場合は、プリントカートリツジ 
からテープを;'主意深く取り除いて〈ださい。銅色の接点やインクノズルに 
は触れないでください。 



〇 


1 

銅色の接点 

2 

ピンクのつまみの付いた保護テープ（本体に巧り付ける前に取りかして < ださ 
し、） 

3 

テープの下にあるインクノズル 



原因：プリントカートリッジに問題があるかこのデバイス用のものではあ 
りません。 

解み方法：サポートおよび保証については 、 HP Web サイト www . hp . com / 
support をご賛〈ださい。メッセージが表示されたら、お住まいの国または 
地域を選択し、[お問い合わせ]をクリックして、テクニカルサポートまで 
お問い合わせください。 
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13 サプライ品の注文 

HP 推奨の印刷用紙、プリントカートリッジなどの HP 製品は 、 HP Web サイ 
卜でオンラインミ主文できます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 巧紙、その他のメディアの;'主文 

• プリントカートリッジのま文 

• その他のサプライ品のま文 

用紙、その他のメディアのを文 

HP プレミアムフォト用紙や HP All - in - One 対応巧紙など、 HP 巧紙やその他 
のサプライ品をミ主文するには、 www . hp . com / learn / suresupplv にアクセスして 
ください。メッセージに従って、お住まいの国/地域を選択し、製品を選択し 
て、ぺージ上のシヨッピングリンクの1つをクリックします。 

プリントカートリッジのミ主文 

プリントカートリッジ番号のリストについては、このガイドの裏表紙の情報 
を参照してくださし 、。 HP All - in - One 付属のソフトウェアで、プリントカート 
リッジのを文番号を確認することができます。プリントカートリッジは HP 
Web サイトからナンラインでを文することができます。また、最寄りの HP 
販売代理店にお尋ねいただければ、お使いのデバイスの正しいプリントカー 
トリ ツジの注文番号をご確認の上、プリントカートリツジをご注文いただけ 
ます。 


HP 巧紙とその化のサプライ品をま文するには、 www . hp . com / learn / 
suresuppiv にアクセスしてください。メッセージに従って、お住まいの国/地 
域を選択し、製品を選択して、ぺージ上のショッピングリンクの1つをクリ 
ックします。 


野を記プリントカートリツジのオンラインを文は、取り扱っていない国/地 
域もあります。お住まいの国/化域での取扱いがない場合は、最寄りの HP 
販売代理店にプリントカートリツジの購入方法についてお問い合わせくだ 
さし、。 
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HP ソ リユーシヨンセンター ソフ トウエアからプリントカートリツジをを文するには 

1. [ HP ソリユーシヨンセンター]で、[設定]をクリツクし、[印刷設定]をポ 
イントして、[プリンタツールボックス]をクリックします。 


野を記また、[印刷のプロパティ]ダイアログボックスから[プリンタツ 
-ルボックス]を開くこともできます。[印刷のプロパティ]ダイアログ 
ボックスで、[サービス]タブをクリックし、[プリンタのメンテナンス] 
をクリックします。 


2. [推定インクレベル]タブをクリックします。 

3. [力ートリッジの詳細]をクリックします。 

プリントカートリッジのを文番号が表示されます。 

4. [オンライン ショップ] をクリックします。 

HP では、正規オンライン販売代理店に、モデル番号、シリアル番号、イン 
ク供給レベルなどを含むプリンタの詳細情報を送信しています。必要なサ 
プライ品は選択済みです。数量の変更、アイテムの追加または削除を実行 
した後で、チェックアウトできます。 

その他のサプライ品のを义 

HP All - in - One 用ソフトウェア、『セットアップガイド』またはその他の説明 
書、ユーザー交換部品など、その他のサプライ品をを文するときは、お住まい 
の国/地域に該当する次の電話番号へお問い合わせください。 


国/地域 

ま文用電話番号 

アジア太平ま（日本なか） 

65 272 5300 

オーストラリア 

1300 721147 

3 — ロッ パ 

+49180 5 290220 (ドイツ） 

+44 870 606 9081(イギリス） 

ニュージー ランド 

0800 441147 

南アフリカ 

+27 (0)11 8061030 

米国およびカナダ 

1-800-474-68:36 {1-800 -HP invent ) 


—覧にないその他の国/地域からは、 www . hp . com / support にアクセスしてくだ 
さい。メッセージが表示されたら、お住まいの国/地域を選巧し、[お問い合わ 
せ]をクリックして、テクニカルサポートまでお問い合わせ〈ださい。 
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14 HP 保証およびサポート 

弊社では、 HP All - in-One のサポートをインターネットおよび電話で提供しております。 
このセクシヨンでは、次のトピック I こついて説明します。 

• な証 

• インターネットからのサポートの利田およびその化の情報の入手 

• HP カスタマサポートに連絡する前に 

• シリアル番号とサービス ID の確認 

• な証期間中の北アメリカサポートへの問い合わせ 

• 他国のサポートへの問い合わせ 

• HP Quick Exchange Service 

• HP All - in-One の発送を備 

• HP All - in-One の捆ち 

保証 

HP リぺアサービスを利用するには、まず HP サービスオフィスに連絡するか、 HP 力 
スタマサポートセンターに連絡して、基本的なトラブルシューティングを行っていた 
だく必要があります。カスタマサポートに連絡する前に実行する手順じついては、 hi 己 
カスタマサポートに連絡する 前にを 参照してください。 


鞍;ま記この情報は、日本のお客様には適巧されません。日本でのサービス内容につ 
いては 、 HP Quick Exchange Service を参照して < ださい。 

保証の詳細については 、 HP All - in - One 付属の印刷文書をご覧ください。 

な証のアップグレード 

お住まいの国/地域によっては、 HP は標準の製品保証を延長または拡張する保証アップ 
グレードオプション（ち償）を提供してます。ご利巧可能なオプションには、優先的電 
話サポート、返却サービス、まわは営業日における翌日交換などがあります。一般的 
に、サービス範囲は製品購入日から始まります。保証アップグレードオプションは、 
製品購入の一定期間内に購入する必要があります。 

詳細については、次を参照してください。 

- ホ国では、1 - 866 - 234 - 1377 にダイヤルして HP アドバイザーにお問合せくださ 
い。 

- ホ国の•外の場合は、最寄りの HP カスタマサポートまでお問い合わせください。各 
国のカスタマサポートの電話番号一貴については、 他国のサポートへの問い合わせ 
を参照してください。 

• HP Web サイト www . hp . com / support を参照して < ださい。メッセージに従って、 
お住まいの国/地域を選択し、保証に関する情報を確認してください。 

インターネットからのサポートの利用およびその他の情報の入手 

サポートおよび保証については 、 HP Web サイト www . hp . com / support をご覧;くださ 
し、。メッセージが表示されたら、お住まいの国または地域を選択し、[お問い合わせ] 
をクリックして、テクニカルサポートまでお問い合わせください。 
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また、この Web サイトじは、巧術サポート、ドライバ、消耗品、を文に関する情報の 
ほか、次のようなオプションが用意されています。 

• オンラインサポートのページにアクセスする。 

- 質問を E メールで HP I こ送信する。 

• オンラインチャットで、 HP の技術をじ問い合わせる。 

• ソフトウェアのアップデートを確認する。 

ご利用いただけるサポートオプションは、製品、国/地域、および言語によって異なり 
ます。 

HP カスタマサポートに連絡する前に 

HP All - in - One には、他社のソフトウェアプログラムがせ属している場合があります。 
このようなプログラムで問題が発生した場合は、そのメーカーのち当技術をにお問い合 
わせになると最適な技術サポートが受けられます。 

箇"を記この情報は、日本のお客様には適用されません。日本でのサービス内容につ 
いては 、 HP Quick Exchanae Service を参照してください。 


HP カスタマサポートに問い合わせる必要がある場合は、連絡する前にな下の作業を行って < だ 
さい。 

1. 確認事項： 

a. HP All - in-One 力{を続され、電源がオンになっていること。 

b . 指定のプリントカートリッジが正し〈取りせけられていること。 

C. 推奨されている巧紙が給紙トレイに正しくセットされていること。 

2. HP All - in-One をリセットします。 

a. 電源ボタンを押して HP All - in-One の電源をオフにします。 

b . 電源コードを HP All - in-One の後部から取り外します。 

C. 電源コードを HP All - in-One に再度差し込みます。 

d . 電源ボタンを押して HP All - in-One の電源を入れます。 

3. サポートおよび保証じついては、 HP Web サイト www . hD . com / suDDort をご覧;くだ 
さい。メッセージが表示されたら、お住まいの国または地域を選択し、[お問い合 
わせ]をクリックして、テクニカルサポートまでお問い合わせ〈ださい。 

HP Web サイトで、 HP All - in-One の最新情報とトラブルシューティングのヒントを 
確認します。 

4. 上記の作業を行っても問題が解決されず、 HP カスタマサポート巧当に問い合わせ 
る必要がある場合は、な下の作業を行います。 

a. コントロールパネルに表示される HP All - in-One のモデル名をメモします。 

b . セルフテストレポートを印刷します。 

C. サンプル出力として利巧できるカラーコピーを作成します。 

江発生した問題を詳し < 説明できるように準備します。 

e. シリアル番号とサービス ID をメモします。 

5. HP カスタマサポートに電話します。電話は、 HP All - in-One の近くで行ってくださ 
い。 

関連トピック 

• セルフテストレポートの印刷 

• シリアルを号とサービス ID の確認 
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シリアル番号とサービスのの確認 

HP All - in - One の[情報メニュ ー] を使巧すると、重要な情報を確認できます。 


野を記 HP All - in - One の電源がオンになっていない場合は、後部に付いているラベル 
でシリアル番号を確認できます。シリアル香号は、ラベルの左上隅じある10巧の 
コードです。 


シリアル番号とサービス の を確認するには 

1. OK を巧したままじします。 OK を巧しながら4を押してください。[情報メニュ 
一]が表示されます。 

2. r モデル番号]が表示されるまで►を巧し結け、 OK を押します。サービス ID が表 
示されます。 

表示されたサービス ID を正確にメモしてください。 

3. キャンセルを押してから、[シリアル番哥が表示されるまで►を押します。 

4. OK を巧します。シリアル番号が表示されます。 

表示されたシリアル番号を正確にメモしてください。 

5. [情報メニュ ー] が終了するまで、キャンセルを押します。 

保証期間中の北アメリカサポートへの問い合わせ 

1-800-474-6836 (1-800-HP invent) へお電話〈ださい。ホ国とカナダの電話サポート 
は、英語とスペイン語の両方で、年中無休、1日24時間ご利用いただけます（サポー 
卜の営業日および営業時間は予告なしに変更されることがあります)。このサービスは 
お証期間巧に限り、無償で承ります。保証期間かはち償となります。 

他国のサポート への 問い合わせ 

サポートおよび保証については 、 HP Web サイト www . hp . com / support をご藍くださ 
し、。メッセージが表示されたら、お住まいの国または地域を選択し、[お問い合わせ] 
をクリックして、テクニカルサポートまでお問い合わせください。 

もしくは、最寄りの販売代理店に、お住まいの国/地域の HP サポートサービスの電話 
番号をお尋ねください。 

保証期間中のサポートサービスは無料でご利巧いただけますが、電話の場合、標準の 
長距離通話料金がかかります。場合によっては、1回のお問い合わせごとに分単位、30 
秒単位、または定額の料金が適用されることがあります。 

当社では、電話サポートサービスを向上させるわめに絶えず努力しています。定期的 
I こ当社の Web サイトを確認して、サービスの機能や提供方法に関する新しい情報を入 
手することをお窗めします。 


シリアル番号とサービス ID の確認 
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HP Quick Exchange Service 

悄化にリリ曲がある J ななは U 卜じお化されて t 、る lU おホか。 It めしてくどさい.，か IM ||| がめ 
防している，よたは欠的があると’问かされ t 巧な ， HP Quick Ex か ange Service がこの•巧 
,||||,を化がなとなおし、め W しとが化を|||]収しよす，化加側脚中は、巧州化と W 巧がはお 
巧ですよた.わ化よいの化媒にもよりよすが.ブリンタを次のりよでじたおすること 
"いホです= 

V じなホ。’； 0570-000511 (|'| 脚た:巧） 

03-3335-9800 (|'1脚が巧システムが化川でさむ L 、 J « た） 

サボ ー ト1け I !リ：‘ド II の T 前9:00から T あ5:00よで 
I - II の午が10.00から午-後5:00よで.. 

扣巧りわよぴ1り 111 から311は除きます。 

サービスのホ件 

• サポートのがリもは、カスタマケアセンターを iifi してのみ h われよす 

. カスタ v ケアセンダーがプリンタのがれたと利断した巧たじ、サービスを這ける 

ことがでを.とづ-。 

ご注が：ユーザの化いが卜)诏明でわったためじ脚;巧したおか： t 、 化化期削中でわって 
もを刊;はも巧となります：が細广っ t 、てはが:がパをあ!円してくどさい. 

その化の制限 

• ホぶのけ間はす..;化まいの地乂广上っておなります.；がしくは.カスダマケアダー 
に 速が して ごが巧く ださい， 

• 出かかぶは.、|け I おぶのがをお斤がりいよす„ 

• W ぶはな化•ド情むどのホ•ド怕じよって、がれる J なたがわりよす， 

• のサ -- ビスは，巧お1••たなしじぶおする.-とがありよす， 

交換時のデバイスの捆包方まについては 、 HP All - in - One の堀旬. を参照して < ださい。 

HP All - in-One の発送準備 

HP カスタマサポートへのお問い合わせ後、または購入店で HP All - in - One をサービス 
巧当にあ送するようホめられた場合は、機器を返送する前に、必ずな下のものを取り外 
し、保管しておいてください。 

• プリントカートリッジ 

• コントロールパネルカバー 

• 電源コード、 USB ケーブル、その化の HP All - in-One f 妾続ケーブル 

• 給紙トレイにセットされている巧紙 

- HP All - in - One じセットしたすベての原稿 

このセクシヨンでは、次のトピック I こついて 説明します。 

- 発お前のプリントカート U ッジの取りかし 

• コントロ—— J レ/《イレ カバ —の取リダ I ■し 

発送前のプリントカートリッジの取り外し 

HP All - in - One を返送する前に、プリントカートリッジが巧り外されていることを確認 
してください。 
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を記この情報は、日本のお客様には適用されません。日本でのサービス内容につ 
いては、 HP Quick Exchange Service を参照してください。 


発送前にプリントカートリツジを取りかすには 

1. HPAII - in-One の電源を入れ、インクホルダーが停止して静かになるまでしばらく待 
ちます。 HP All - in-One の電源がオン I こならない場合は、この手順を省略してステ 
ツプ2に進みます。 

2. プリントカートリツジアクセスドアを開きます。 

3. 発送前にプリントカートリツジを取り外します。 

哲■を記 HP All - in-One の電源がオンにならない場合は、電源コードを抜いて、手 
動でインクホルダーをち端まで動かすと、プリントカートリッジを取り外すこ 
とができます。 


4. プリントカートリッジの内部が乾燥しないようにカートリッジを密閉プラスチック 
容器に入れて保管します。 HP カスタマサポートの電話 S 当をから指示された場合 
を除き、プリントカートリッジは HP All - in-One と一緒 I こ発送しないで〈ださい。 

5. プリントカートリッジアクセスドアを閉め、インクホルダーがホームポジション 
(左側） I こ戻るまでしばらく待ちます。 


鞍を記 HP All - in-One の電源をオフにする前に、スキヤナが停止し、所定の位置 
に戻っていることを確認してください。 


6. 電源ボタンを押して、 HP All - in-One の電源をオフにします。 

コントロール パネル カバーの 取り外し 

インクカートリッジの交換がるんだら、 W 下の手順を実行します。 


箇"を記この情報は、日本のお客様には適用されません。日本でのサービス内容につ 
いては、 HP Quick Exchange Service を参照してください。 

A を意必ず HP All - in-One のプラグを巧いてからな下の手順にしたがってくださし、。 

を意交換用に配送される HP All - in-One に電源コードは付属しません。 

HP All - in-One の交換品が到着するまで、電源コードはを全な場所に保管しておいて 
ください。 


コントロール パネル カバーを 取りかすには 

1. 電源ボタンを押して、 HP All - in-One の電源をオフにします。 

2. 電源から電源コードを巧いて、 HP All - in-One からも外します。電源コードは 
HP All - in-One と一緒に返送しないでください。 

3. ADF カバーをあげます。 

4. U 下の手順に従って、コントロールパネルカバーを取り外します。 

a. コントロールパネルカバーの両側に手をそえてください。 

b . 指先をイまうか、あるいは薄いものをカバーのち上のコーナーにあるタブに挿入 
して、コントロールカバーを開きます。 
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5. コント ロ ールパネルカバーを保管します。コント ロ ールパネルカバーは 
HPAll-in-One と一緒に送りあさないでください。 


A ;ま意交換巧の HP All-in-One には、コントロールパネルカバーがせ属してい 
ません。カバーはを全な場抓こ保管しておき、 HP All-in-One がお手元に届いた 
ら取り付けてください。交換後に HP All-in-One のコントロールパネル機能を 
使用するには、コントロールパネルカバーを取りせける必要があります。 

敦；ま記コントロールパネルカバーの取りせけ方まについては、 HP All-in-One 付 
属の『セットアップガイド J を参照してください。 HP All-in-One の交換品じ、 
デバイスの設定に関する使用説明書が付属している場合があります。 


HP All-in-One の捆包 

プリントカートリツジを外し、コントロールパネルカバーをかし、 HP All-in-One の 
電源を切ってプラグをネ友いたら、レ: TF の手順を実行します。 

HP All-in-One を捆包するには 

1. お手元にある場合は元の栖包材を使って、または代替製品に使用されていた栖包材 
を使って、 HP All-in-One を徊包して発送します。 



HP All-in-One の捆包 
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元の捆包材がない場合は、化の適切な捆包材を巧巧してください。不適切なお包や 
運送じよって発生する損傷は、保証の対象にはなりません。 

2. 返送用のラベルを箱の外側におります。 

3. 箱には、な下のものを入れてください。 

-サービス担当に宛てた、を状の詳細な説明 （ EP 刷品質を示す実際の出カサンプル 
が役に立ちます。） 

- 保証が適用される期間内であることを証明する保証書またはその他の購入証明 
書のコピー 

-氏名、住所、および日中に連絡可能な電話番号 
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15 技術情報 

このセクションでは、 HPAII - in-One の技術仕様および国際的な規制について説明しま 
す。 

- システム要件 

- 用紙の仕様 

- 印刷の仕様 

• コピ~の仕様 

• ファクスの仕様 

• スキヤンの仕様 

• 物理的仕様 

• 電気的仕様 
• 環境仕様 

• メモリ仕様 

• 環境保全のためのプロダクトスチュワードプログラム 

- 規制に関する告知 

• Declaration of conformity (European Economic Area ) 

• HP Officejet J 570 Q All - in-One series declaration of conformity 

システム要件 

鞍ミ主記サポートするオペレーションシステムとシステム要件じついての最新の情報 
I こついては、 www . hp . com/support を参照してください。 


オペレーティングシステムとの互換性 

• Windows 2000, Windows XP , Windows XP x 64* * (Professional Edition および 
Home Edition ) 

• Mac 03 X (10.3、10.4) 

• Linux 

野を記 Windows Server 2003 口 2 ビット版と 64 ビット版の両方）用のプリンタドラ 
イバおよびスキヤナドライバを使用する場合は、最化でも Intel Pentium II または 
Celeron プロセッサ、128 MB の RAM 、 200 MB のハードディスク空き容量が必要 
です。ドライバは http :// www . hp . com / support / から入手できます。 


最小要件 

• Windows 2000 : Intel Pentium II または Celeron プロセッサ、128 MB RAM 、 280 
MB のハードディスク空き容量 

• Windows XP 口 2 ビット )： Intel Pentium II または Celeron プロセッサ、128 MB 
RAM 、 280 MB のハードディスク空き容量 

• WindowsXPx64: Intel Pentium II または Celeron プロセッサ、 128 MB RAM 、280 
MB のハードディスク空き容量 


巧術情報 
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• Mac 03X(10.3.8 、 10.4.x): 400 MHz Power PC G 3 (v10.3.8 および v10.4.x) また 
は 1.83 GHz Intel Core Duo (V10.4.X)、128 MB メモリ、 300 MB のハードディスク 
空き容量 

• Microsoft Internet Explorer 6.0 

推奨される要件 

• Windows 2000 : Intel Pentium III が上のプロセッサ、256 MB RAM 、 500 MB のハ 
ードディスク空き容量 

• Windows XP 口 2 ビット ）： Intel Pentium III な上のプロセッサ、256 MB RAM 、 500 
MB のハードディスク空き容量 

• Windows XPx64: Intel Pentium III な上のプロセッサ、256 MB RAM 、500 MB の 
ハードディスク空き容量 

• Mac 05X(10.3.8 、 10.4.x): 400 MHz Power PC G 3 ( v 10'3'8 および v 10'4' x ) また 
は 1.83 GHz Intel Core Duo ( v 10.4. x )、256 MB メモリ、 600 MB のハードディスク 
空き容量 

• Microsoft Internet Explorer 6.0 な 降 

用紙の仕様 

このセクションでは、巧紙トレイの収容枚数、用紙サィズ、印刷余白の仕様 I こついて説 

巧します。 

• 用紙トレィの収容か数 

• 用紙サィズ 

- EP 刷余白の仕様 


用紐トレイの収容枚数 


種類 

用紙の重量 

給紙トレイ 1 

排紙トレイ 2 

ドキュメントフ 
ィーダトレイ 

普通紙 

16〜24 lb . (60 
〜90 gsm ) 

最大100 
(20 lb . の用紙） 

最大50 
(20 lb . の用紙） 

最大35 

リーガル 

20〜24 lb . (75 
〜90 gsm ) 

最大100 
(20 lb . の用紙） 

最大50 
(20 lb . の用紙） 

最大20 

力ード 

最大 1101 b . イン 
デックス （200 
gsm ) 

40 

10 

なし 

封筒 

20〜24 lb . (75 
〜90 gsm ) 

15 

10 

なし 

OHP フイルム 

なし 

25 

25レ:1下 

なし 

ラベル 

なし 

20 

20 

なし 

10 x 15 cm のフホト 
用紙 

最大145 lb . (236 
gsm ) 

30 

10 

なし 
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備き) 


種類 

用紙の重量 

給紙トレイ 1 

排紙トレイ 2 

ドキュメントフ 
ィーダトレイ 

8.5x11 インチのフ 
ォト用紙 

なし 

40 

20 

なし 


1 最大化容枚数。 

2 排紙トレイの収容枚数は、用紙の種類および使用するインクの量によって異なります。排紙 


トレイは、頻繁(こ空にしてくださし、。 


用紙サイズ 


種類 

サイズ 

用紙 

レター： 216 X 280 mm 

A4 : 210 X 297 mm 

リーガル： 216x356 mm 

封筒 

USNo.10 : 105x241 mm 

US No.9 : 98 X 225 mm 

A2: 111 X 146 mm 

DL:110x220 mm 

C 日： 114x1 目 2 mm 

OHP フイルム 

レタ ー： 216 X 279 mm 

A4 : 210 X 297 mm 

プレミアムフォト用紙 

102 X 152 mm 

レター： 216 X 280 mm 

A4 : 210 X 297 mm 

力ード 

A6:105 X 148.5 mm 

インデックスカード： 76 X 127 mm 

インデックスカード： 101 X 152 mm 

ラベル 

レタ ー ： 216 X 279 mm 

A4 : 210 X 297 mm 

カスタム 

102 X 152 mm 〜 21 日 x 356 mm 


印刷余白の仕様 



上（先端） 

下（下端） 

左右マージン 

U.S . レター 

U.S. リーガル 

A4 

フォト用紙 

1.8 mm 

2 mm 

2 mm 

U.S. エグゼクティブ 

1.8 mm 

6 mm 

2 mm 

B5 




A5 
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(続き) 



上（ホ端） 

下（下端） 

左ちマージン 

力ード 




封筒 

16.5 mm 

16.5 mm 

3.3 mm 


印刷の仕様 

• 解像度：1200 X 1200 dpi 白黒、4800最適化 dpi カラー、4800 dpi 6インク 

• 方式：オンデマンドおサーマルインクジ1ット 

• Win : Lightweight Imagina Device Interface Language ( LIDIL ) 

- E 口刷速度はドキュメントの複雑さによって異なります 

コピーの仕様 


• デジタルイメージ処理 

• 原稿のコピーは100枚まで（モデルによって異なります） 

• デジタルズーム： 25〜400% (モデルによって異なります） 

• ぺージに合わせる、プレスキャン 

- コピーま度はドキュメントの複雑さによって異なります 

モ —ド 

種類 

スキヤンの解像度 
( dpi )1 

高画質 

モノクロ 

最高 600 X 1200 


カラー 

最高 600 X 1200 

きれい 

モノクロ 

最高 300 X 300 


カラー 

最高 300 X 300 

はやし、 

モノクロ 

最高 300 X 300 


カラー 

最高 300 X 300 


1400%の倍率時の最大値 


ファクスの仕様 

• Walk - up 方式のモノクロおよびカラーファクス機能 

• 最大110件の短縮ダイヤル（モデルによって異なります） 

• 最大120ぺージのメモリ （ ITU-TTest Image #1を標準解像度で受信した場合で、モ 
デルよって異なります）より複雑なページあるいは高解像度のページの場合は受信 
に時間がかかり、消費メモリもをくなります。 

- 手動ファックス送受信 

• 最大5回のビジー自動リダイヤル（モデルによって異なります） 

• 1回の応答なし自動リダイヤル（モデルによって異なります） 

• 確認レポートおよび'アクティビティレポート 

• CCITT/ITU Group 3ファクス（エラー訂正モード対応） 

• 伝送ま度 33.6 Kbps 
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• 36.6 Kbps の場合の伝送ま度は 3 秒/枚 ( ITU-T Test Image #1を標準解像度で受信し 

た場合)。より複雑なページあるいは高解像度のページの場合は受信に時間がかか 
り、消費メモリもをくなります。 

- 呼び出しの自動検出とそれに伴うファクス/留守番電話の自動切り替え 



写真 (dpi) 

超高画質 (dpi) 

高画質 (dpi) 

標準 (dpi) 

モノクロ 

196x203 (8 ビットグ 

レースケール） 

300 X 300 

196x203 

196x98 

カラー 

200 X 200 

200 X 200 

200 X 200 

200 X 200 


スキヤンの仕様 

• イメ ージエディター巧蔵 

• 統合 OCR ソフトウエアによってスキヤンしたテキストを編集巧能なテキストに自 
動的に変換 ( Windows のみ） 

• スキヤンのま度は、文書の複雑さによって異なります 

• Twain 互換インタフ; L — ス 

- 解像度：光学解像度2400 X 4800 PP し最大補間解像度19200 ppi 

- カラー: RGB カラーによる16ビット、48ビット合計 

- ガラス板からの最大スキヤンサイズ： 216 x 297 mm 

物理的仕様 

• 局さ.. 2% mm 
• 幅： 456 mm 

• 奥行き： 326 mm 
. 重さ： 7.66 kg 

電気的仕様 

• 最大消費電力:40 W (印刷時、平巧） 

- アイドル時の消費電力： 6.5 W 

• 電源の乂力電正 AC 100〜240 VAC 、1 A 、 50/60 Hz 、 了ースあれ 
• システム DC 入力:16 Vdc 500 mA 、 32 Vdc 700 mA 

敦を記付属の AC アダプタの供給電力の仕様は、上記のシステム DC 入力（最 
大）要件より大きい場合があります。 


環境仕様 

- 推奨される動作時の温度範囲：15°〜32で 
- 許容される動作時の温度範囲： 5°〜40で 
- 湿度：15%〜80% RH (結露しないこと） 

- ホ動作時（保管時）の温度範囲： -40° 〜 60 °C 

強い電磁気が発生している場所では 、 HP All - in - One の印刷結果に多少の歪みが出るお 
それがあります。 

高磁場が原因で発生する放出ノイズを最小限に抑えるため、 Ethernet ケーブルまたは 
USB ケーブルは長さが3 m な下のものをご使用ください。 
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インターネットにアクセス可能な場合は、騒音に関する情報を HP Web サイトから入 
手することができます。 www . hp . com / support にアクセスしてください。 

メモリ仕様 

メモリ仕様:8 MB ROM 、 32 MB DDR 

環境保全のためのプロダクトスチュワードプログラム 

ここでは、環境の保護、オゾン発生、エネルギー消費、リサイクル紙の使用、プラスチ 
ック、化学物質を全データシート、およびリサイクルプログラム I こ関する情報を示し 
ます。 

このセクションでは、環境基準について説明しています。 

- 環境な謹 

• オゾンガスのを生 

• リサイクル紙の使用 

• プラスチック 

- 化学物菅を全性データシート 

• ハー ドウ ェア リサイクルプログラム 

• HP インクジェットサプライ品リサイクルプログラム 

- EU の一般家庭ユーザーによる廃棄機器の化理 

環境保護 

Hewlett - Packard では、優れた製品を環境に巧して適切な方まで提供することじ積極的 
に取り組んでいます。この製品は、環境への影響を最も少な<する特性を備えるようじ 
設計されています。 

詳細については、な下の 「 HP の環境への取り組み」に関する Web サイトをご覧くだ 
さい。 

www . hp . com / hpinfo / qlobalcitizenship / environment / index.html 

オゾンガスの発生 

この製品では、検出可能なオゾンガス (03) は生ホされません。 

リサイクル紙の使用 

この製品は、 DIN 19309に準拠したリサイクル用紙の使用に適しています。 


プラスチック 

25グラムを超えるプラスチック部品は、製品が役目を終えたときにリサイクルするた 
め、プラスチックを識別しやすくする国際規格に従って記号が付けられています。 

化学物質ま全性データシート 

化学物質を全性データシート ( MSDS ) は、ホの HPWeb サイトから入手することがで 
きます。 


www . hp . com / qo/msds 

インターネットにアクセスできないユーザーは、最寄りの HP カスタマケアセンター 
に お問い合わせく ださい。 

ハードウ エア リサイクルプログラム 

HP では、より多くの製品をあ却してもらえるよう、リサイクルプログラムををくの国 
で展開しているほか、世界で最大の電子機器リサイクルセンターのいくつかと協力し 
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ています。また、 HP では最も広〈使用されている製品のいくつかを再生し、再度販売 
することによって、資源を保護しています。 

HP 製品のリサイクルについての詳細は、下記サイトをご参照ください。 www . hp . com / 
recycle 

HP インクジェットサプライ品リサイクルプログラム 

HP では、環境の保護に積極的に取り組んでいます。 HP のインクジェット消耗品リサ 
イクルプログラムはをくの国/地域で利用巧能であり、これを使用すると巧用;きみのプ 
リントカートリッジを無料でリサイクルすることができます。詳細については、ホの 
Web サイトを参照してください。 
www . hp . com/recvcle 

EU の一般ま庭ユーザーによる廃棄機器の処理 

製品またはそのパッケージ上じあるこの記号は、本製品を家庭の廃棄物と共に廃棄する 
べきではないことを示します。廃棄機器は、お客巧の責任で廃棄電気および電子機器の 
リサイクル用に指定された収集地に持ち込んで、処理してください。廃棄に際して廃棄 
機器の分別収集とリサイクルを行うことにより、天然資源を大切にするとともに、人の 
健康と環境を保護するおでリサイクルを確実に行うことができます。廃棄機器をリサイ 
クルに出す場所に関する詳細については、ホ役所、家庭廃棄物処理サービス、または製 
品を購入したシヨップにお問い合わせください。 



規制に関する告知 


HP All - in - One は、お住まいの国/地域の規制当局からの製品要件に適合しています。 

• 規制モデルの ID 番号 

• Notice to users of the U . S . telephone network : FCC requirements 

• FCC statement 

• Note a r attention des utilisateurs du reseau telephonigue canadien/notice to users 

of the Canadian telephone network 

• 日本のユ~ザ~に対する告知 

• 電源コ~ドの規定 

• Notice to users in the European Economic Area 

• Notice to users of the German telephone network 

• Gerauschemission 

• Notice to users in Korea 

• Australia Wired Fax Statement 

規制モデルの ID 番号 

規制上の識別を行うために、本製品には規制モデル番号が指定されています。本製品 
の規制モデル番号は、 SDGOB -0701 です。この規制番号は、商品名 （ HP 0 怖 cejetJ 5700 
All - in-One series ) とはまったく別のものです。 

Notice to users of the U . S . telephone network : FCC requirements 

This equipment complies with FCC rules , Part 68. On this equipment is a label that 
contains , among other information , the FCC Registration Number and Ringer Equivalent 
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Number (REN) for this equipment.lT requested, provide this imormation to vour telephone 
company. 

An FCC compliant telephone cord and modular plug is provided with this equipment.This 
equipment is designed to be connected to the telephone network or premises wiring using 
a compatible modular jack which is Part 68 compliant.This equipment connects to the 
telephone network through the following standard network interface jack:USOC RJ-11C. 
The REN is useful to determine the quantity of devices you may connect to your telephone 
line and still have all of those devices ring when your number is called.Too many devices 
on one line might result in failure to ring in response to an incoming call.In most, but not 
all, areas the sum of the RENs of all devices should not exceed five (5).To be certain of 
the number of devices you may connect to your line, as determined by the REN, you 
should call your local telephone company to determine the maximum REN for your calling 
area. 

If this equipment causes harm to the telephone network, your telephone company may 
discontinue your service temporarily. If possible, they will notify you in advance. If advance 
notice is not practical, you will be notified as soon as possible.You will also be advised 
of your right to file a complaint with the FCC. Your telephone company may make changes 
in its facilities, equipment, operations, or procedures that could affect the proper operation 
of your equipment. If they do, you will be given advance notice so you will have the 
opportunity to maintain uninterrupted service. 

If you experience trouble with this equipment, please contact the manufacturer, or look 
elsewhere in this manual, for warranty or repair information. Your telephone company may 
ask you to disconnect this equipment from the network until the problem has been 
corrected or until you are sure that the equipment is not malfunctioning. 

This equipment may not be used on coin service provided by the telephone 
company.Connection to party lines is subject to state tariffs.Contact your state public 
utility commission, public service commission, or corporation commission for more 
information. 

This equipment includes automatic dialing capability.When programming and/or making 
test calls to emergency numbers: 

• Remain on the line and explain to the dispatcher the reason for the call. 

• Perform such activities in the off-peak hours, such as early morning or late evening. 

隊 NOTE ： The FCC hearing aid compatibility rules for telephones are not applicable 
to this equipment. 

The Telephone Consumer Protection Act of 1991 makes it unlawful for any person to use 
a computer or other electronic device, including fax machines, to send any message 
unless such message clearly contains in a margin at the top or bottom of each transmitted 
page or on the first page of transmission, the date and time it is sent and an identification 
of the business, other entity, or other individual sending the message and the telephone 
number of the sending machine or such business, other entity, or individual.(The 
telephone number provided may not be a 900 number or any other number for which 
charges exceed local or long-distance transmission charges.)ln order to program this 
information into your fax machine, you should complete the steps described in the 
software. 

FCC statement 

The United States Federal Communications Commission (in 47 CFR 15.10 5) has 
specified that the following notice be brought to the attention of users of this product. 
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Declaration of Conformity:This equipment has been tested and found to comply with the 
limits for a Class B digital device, pursuant to part 15 of the FCC Rules.Operation is 
subject to the following two conditions:。）this device may not cause harmful interference, 
and (2) this device must accept any interference received, including interference that 
might cause undesired operation.Class B limits are designed to provide reasonable 
protection against harmful interference in a residential installation.This equipment 
generates, uses, and can radiate radio frequency energy, and, if not installed and used 
in accordance with the instructions, might cause harmful interference to radio 
communications.However, there is no guarantee that interference will not occur in a 
particular installation.If this equipment does cause harmful interference to radio or 
television reception, which can be determined by turning the equipment off and on, the 
user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the following 
measures: 

• Reorient the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the 
receiver is connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

For more information, contact the Product Regulations Manager, Hewlett-Packard 
Company, San Diego, (858) 655-4100. 

The user may find the following booklet prepared by the Federal Communications 
Commission helpful:How to Identify and Resolve Radio-TV Interference Problems.This 
booklet is available from the U.S. Government Printing Office, Washington DC, 20402. 
Stock No. 004-000-00345-4. 


A CAUTION ： Pursuant to Part 15.21 of the FCC Rules, any changes or modifications to 
this equipment not expressly approved by the Hewlett-Packard Company might 
cause harmful interference and void the FCC authorization to operate this equipment. 


Note る I' attention des utilisateurs du が seau t6l6phonique canadien/notice to users 
of the Canadian telephone network 

Get appareil est conforme aux specifications techniques des equipements terminaux 
d’ Industrie Canada. し e numero enregistrement attests de la conformity de 
r appareil. L' abreviation IC qui precede le numero d' enregistrement indique que 
r enregistrement a ete effectue dans le cadre d' une Declaration de conformity stipulant 
que les specifications techniques d’ Industrie Canada ont ete respectees. Neanmoins, 
cette abreviation ne signifie en aucun cas que I’ appareil a ete valide par Industrie 
Canada. 

Pour leur propre securite, les utilisateurs doivent s’ assurer que les prises electriques 
reliees a la terre de la source d' alimentation, des lignes telephoniques et du circuit 
metallique d' alimentation en eau sont, le cas echeant, branch ろ es les unes aux autres. 
Cette precaution est particulierement importante dans les zones rurales. 

Le numero REN (Ringer Equivalence Number) attribu6 自 chaque appareil terminal fournit 
une indication sur le nombre maximal de terminaux qui peuvent etre connec お s 自 une 
interface telephonique. La terminaison d' une interface peut se composer de n’ importe 
quelle combinaison d' appareils , 自 condition que le total des numeros REN ne depasse 
pas 5. 

Base sur les resultats de tests FCC Partie 68, le numero REN de ce produit est 0.1B. 


規制に関する告知 309 
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This equipment meets the applicable Industry Canada Terminal Equipment Technical 
Specifications. This is confirmed by the registration number. The abbreviation IC before 
the registration number signifies that registration was performed based on a Declaration 
of Conformity indicating that Industry Canada technical specifications were met. It does 
not imply that Industry Canada approved the equipment. 

Users should ensure for their own protection that the electrical ground connections of the 
power utility, telephone lines and internal metallic water pipe system, if present, are 
connected together. This precaution might be particularly important in rural areas. 

隊 NOTE： The REN assigned to each terminal device provides an indication of the 
maximum number of terminals allowed to be connected to a telephone interface.The 
termination on an interface might consist of any combination of devices subject only 
to the requirement that the sum of the Ringer Equivalence Numbers of all the devices 
does not exceed 5. 

The REN for this product is 0.1B, based on FCC Part 68 test results. 

日本のューザーに対する告知 
VCCI-2 


この装■は、 tin お巧装■等■巧 g 害自主规巧 tt 篇を （ VCCI) の ft ♦じ£づ< クブス 
B 请«巧術！!■です，このな■な、家ち巧境で使巧マることを目的としていますザ、こ 
の»■ダラジオやテレビジョン受信樣じ巧«してた用されるヒ受•畜を引《おこす 
ことザあり*す， 

取り巧い R 巧需じがつて正しい巧り巧いホして下をい， 


電源コードの規定 

電源コードは修理できません。故障している場合は、処分するかサプライヤに返品し 
てください。 


«品じな、同期とれた■扉コード4わ使い下さい， 

同«とれた■露コードは.化の* ta ではた巧化ホません。 


Notice to users in the European Economic Area 

C€ 


This product is designed to be connected to the analog Switched Telecommunication 
Networks (PSTN) of the European Economic Area (EEA) countries/regions. 

Network compatibility depends on customer selected settings, which must be reset to use 
the equipment on a telephone network in a country/region other than where the product 
was purchased. Contact the vendor or Hewlett-Packard Company if additional product 
support is necessary. 

This equipment has been certified by the manufacturer in accordance with Directive 
1999/5/EC (annex II) for Pan-European single-terminal connection to the public switched 
telephone network (PSTN). However, due to differences between the individual PSTNs 
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provided in different countries, the approval does not, of itself, give an unconditional 
assurance of successful operation on every PSTN network termination point. 

In the event of problems, you should contact your equipment supplier in the first instance. 
This equipment is designed for DTMF tone dialing and loop disconnect dialing. In the 
unlikely event of problems with loop disconnect dialing, it is recommended to use this 
equipment only with the DTMF tone dial setting. 

Notice to users of the German telephone network 

This HP fax product is designed to connect only to the analogue public-switched 
telephone network (PSTN). Please connect the TAE N telephone connector plug, 
provided with the HP All-in-One into the wall socket (TAE 6) code N. This HP fax product 
can be used as a single device and/or in combination (in serial connection) with other 
approved terminal equipment. 

G 色 r さ usch 色 mission 

LpA < 70 dB am Arbeitsplatz im Normalbetrieb nach DIN 45635 T.19 

Notice to users in Korea 


フ 1フ1) 

o | フ I フ It り13ぞ8をを扫々巧かさ71715 . H やブイ句叫!台田ち 
XI 句〇1片ぺ夺た I を UCK 


Australia Wired Fax Statement 

In Australia, the device must be connected to a Telecommunication 
Network through a line cord which meets the requirements of the 
Technical Standard AS/ACIF S008. 


Declaration of conformity (European Economic Area ) 

The Declaration of Conformity in this document complies with ISO/IEC Guide 22 and 
EN -1.It identifies the product, manufacturer’ s name and address, and applicable 
specifications recognized in the European community. 


Declaration of conformity (European Economic Area ) 
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HP OfficeJet J 5700 All-in-One series declaration of conformity 


【お！ DECLARATION OF CONFORMITY 

方，^ according to 旧 0/ 吃 C 17050-1 and EN 17050-1 


Manufacturer's Name: 
Manufacturer's Address: 

declares, that the product 

Product Name; 

Regulatory Model:^^ 
Product Options: 

Power Adapter: 


Hewlett-Packard Company 

16399 West Bernardo Drive 
San Diego. CA 92127. USA 


HP OfficeJet J 5700 series 

SDGOB-0701 

ALL 

0957-2177 & 0957-2178 


DoC#: SDGOB* 0701 -rel—1.0 


conforms to the following Product Specifications: 


SAFETY: 


EMC: 


TELECOM: 


lEC 60950 -1:2001 / EN 60950 -1:2001 

lEC 60825-1 Ed. 1.2:2001 / EN 60825 -1:1994+A1:2002+A2； 2001 (LEO) 
GB4943:2001 

C 旧 PR 22:1997+A1:2000+A2:2002 / EN 55022:1998 +A1; 2000 +A2:2003 Class 

C 旧 PR 24:1997+A1 ;2001 +A2;2002 / EN 55024:1998 +A1;2001+A2;2003 Class B^' 

lEC 61000 ■3"2:2000+A1: 2000 / EN 61000 -3-2:2000 

lEC 61000 -3-3:1994+A1:2001 / EN 61000 -3-3:1995+A1:2001 

FCC Trtte 47 CFR. Part 15 Class B / に ES*003. Issue 4 

009254:1998, GB17625.1:2003 

TBR21:1998. EG 201121:1998, FCC Title 47 CFR Part 68. TIA/EIA/ 968 2001 


Supplementary Information: 

1. The product herewith complies with the requirements of the EMC Directive 89/336/EEC, the Low Voltage 
Directive 73/23/EEC and 化ら R&TTE Directive 1999/5/EC ar>d carries the CE*Marking accordingly 

2. This Device complies with Part 15 of the FCC Rules Operation is subject to 化 e following two Condi (ions: 
(1)this か vice may not cause harmful interference, and 口 ） this お vice must accept any interference 
received, including interference that may cause un かみ 巧 d operation 

3. The product was tested in a typical configuration. 

4 For regulatory purposes, these products are assigned a Regulatory model number. This number should 
not be confused with か e product name or the product number け ). 


San Diego, CA. USA 
25 September, 2006 

For Regulatory Topics only, contact: 

European Contact Your Locai HewteD-Pacfcard Sales and Service OfT な or Mswtetl-Pack^rd Gmbh, 

Department HQ-TRE I Standards Europe, Herre ホ ergef Strasse t40, D-71C34 BcMngen, Germany (FAX *49-7031-14-3143) 

USA Contact Pnxhct Regutabons Uartager, HewfeQ Packard Company, S«iOi«go. (858) 6554100 
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記号/数字 

[ スキヤンオプションがない]エ 
ラー 280 

10 X 15 cm のフォト用紙 
仕様302 

A 

A4 用紙、セット66 
ADSL. DSL を参照 

D 

declaration OT conformity 
European Economic Area 
311 

United States 312 
DSL 回線、ファクス機能のセッ 
トァップ31 

E 

ECM. エラー補正モードを参照 
EU 

リサイクル情報307 

F 

FCC 

requirements 307 
告示308 
FolP 111,252 


IP 

電話111,252 

に DN 回線、ファクス機能のセツ 
トァップ32 

M 

Mac OS 

システム要件301 

0 

OHP フイルム 
コピ ー 79 
仕様302 
OK ボタン13 
On ボタン13 


P 

PBX システム、ファクス機能の 
セットアップ32 

PC モデム.コンピュータモデ 
ムを参照 

R 

regulatory notices 

Canadian statement 309 
declaration of conformity 
(European Economic 
Area) 311 

declaration of conformity 
(U.S.) 312 

gerauschemission 311 
notice to users in Korea 
311 

notice to users in the 
European Economic 
Area 310 
notice to users of the 
German telephone 
network 311 

U 

USB ケーブル 

通信の切断 285 

USB ポートの接続速度 17 

W 

Windows 

システム要件301 

い 

色 

くすんでいる158 
混じる151 

インク 

prodname の内部がミちれ 
る194 
乾燥時間281 
少 19日 
少ない 286 
デバイスの内部がミちれる 
169 


インクカートリッジ.プリント 
カートリッジを参照 
インク残量、確認121 
インクのにじみ、ファクス 
147 

印刷設定 

印刷品質147 
巧刷品質が悪い 
ファクス 208 

印刷余白の仕様303 
印刷 

印刷オプション74 
印刷出力の歪み150 
薄い158 
空白の印刷紙19日 
コン ピュータから 73 
最後のぺージの欠け180 
仕様304 

ジョブのキャンセル75 
セルフテストレポート 
122 

ソフトウ エア アプリケーシ 
ョンから 73 
縦の縮模様164 
トラブルシューティング 
169 

何も動作しない17目 
品質、トラブルシューティン 
グ 147, 148, 152, 162 ， 
167, 168, 208 
ファクス 105 
ファクスレポート111， 
113 

封筒が正しく印刷されな 
し 、170 

フチ無し印刷失敗171 
ページの順序が逆180 
無意味な文字175 
余白が正しくない183 ， 

187 

インターネット、使用したファ 
クス 111 

インターネット、ファクス 
252 
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ラ 

薄い 

コピー 255 
薄くする 

コピ ー 83 
ファクス 101 

を 

エラー補正モード102 
エラーメッセー ジ 

ファイルの 読み込みまたは書 
き出し278 
用紙切れ281 
エラーレポート、ファクス 
112 

お 

応答呼出し音のパターン33， 
48 

応答呼出し回数48 
音量、調整22 

か 

力ード 

ガイドライン60 
サポートするサイズ62 
サポートするトレイ 64 
力ートリッジ.プリントカート 
リッジを参照 

回線状態テスト、ファクス 
250 

能像度、ファクス100 
確認レポート、ファクス112 
欠け 

コピーからの情報257 
スキャンした文字270 
カスタマサポート 

HP Quick Exchange 
Service 297 
Web サイト 293 
北アメリカ 295 
サービス ID 295 
シリアル番号295 
ホ国お外295 
保証293 
連絡先294 
画像 _ 

スキャン画像の編集88 
スキャンする87 
壁側のモジュラージャックのテ 
スト、ファクス 247 


壁側モジュラージャックのテス 
卜、ファクス 247 
紙詰まり、用紙72 
紙詰まり 

使用できない用紙6日 
カラー 

コピ ー 84 
ファクス 98 
ガラス板 

クリーニング 117 
原稿のセット58 
環境 

インクジェットサプライ品 
リサイクル307 
環境仕様305 
環境保全のためのプロダク 
トスチュワードプログラ 

ム 306 


吾 

キーパッド12,13 
記号、入力13 
巧術情報 

印刷の仕様304 
印刷余白の仕様303 
環境仕様305 
コピーの仕様 304 
重量305 

スキャンの仕様 305 
電気的仕様305 
ファクスの仕様304 
物理的仕様305 
用紙サイズ303 
用紙トレイの収容枚数 
302 

用紙の仕様302 
規制情報 

電源コードについて310 
日本の ユーザー に対する告 
示 （VCCI-2) 310 
規制に関する告知 

FCC requirements 307 
FCC statement 308 
WEEE 307 

規制モデルの ID 番号307 
キャンセル 

印刷ジョブ75 
コピ ー 85 

スケジュールされたファク 
ス 97 

ファクスの転送107 


ファクス 114 
ボタン13 

きれい、コピー品質79 


空白ページ 

ファクス 212 

国/地域、設定19 
ク リーニン グ 

ガラス板117 
原稿押さえ118 
自動ドキュメントフイー 
ダ118,148 
外側118 

プリントカートリッジのイ 
ンクノズル部分135 
プリントカートリッジの接 
点133 

プリントカートリッジ 
132 

グループ短縮ダイヤル番号52 
クレジツトカードでファクスす 
る93, 94 

け 

原稿押さえ、クリーニング 
118 

言語、設定19 


濃い コピー 255 
高画質、 コピー 品貴79 
工場出荷時のデフォルト値、復 
元21 

コーリングカードでファクスす 
る93, 94 
濃〈する 

コピ ー 83 
ファクス 101 
コピー 

薄い部分を強調84 
薄すぎる255 
拡大82 
キャンセル85 
濃すぎる255 
コピーの作成77 
サイズ、カスタム82 
縮小する82 
縮小82 

情報が欠ける257 
仕様304 
速度79 
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デフォルト設を80 
トラブルシューテイング 
255 

何も表示されない261 
品質79 
フォト、強調83 
部数78 
フチ無し写真80 
フチ無しにフチがある 
263 

不適当なトリミング265 
ページに合わせる機能が動作 
しない 259 
ボタン13 
混じる151 
文字、強調83 
用紙サイズ78 
用紙の種類、推奨79 
リーガルをレターに82 
コピースタート 

カラー 13 
モノクロ 13 
コピー 部数78 
個別の短縮ダイヤル50 
コントラスト、ファクス101 
コントロールパネル 

機能12 

スクロール ま度20 
ボタン12 

文字と記号の入力13 
コン ピュ ータモデム 

ファクス機能のセットアッ 
プ；3巳，37, 41,44 
コンピュータモデム、ファクス 
機能のセットアップ237 

さ 

サービス ID 295 
サウンド、音量の調整22 
削除する 

短縮ダイヤル番号53 
メモリからファクスを 
106, 229, 237 
作成、コピー77 
サブスクライバ識別コード50 
サポートされているオペ レーテ 
イングシステム301 
サポートされている接続の種類 
USB 17 

プリンタの共有17 


時刻20 

システム要件301 
自動ドキュメントフィーダ 
給化の問題、トラブルシュー 
ティ ング 118,148 
クリー ニン グ 118,148 
原稿のセット57 
サポートする巧化サイズ 
61 

自動ファクス縮小108 
写真 

インクで巧れる194 
コピーの 強調84 
スキャン画像の編集88 
ファクス 98 

フォトプリントカートリッ 
ジ129 
収容枚数 

トレイ 64 
縮小/拡大コピー 

カ スタム サイズ 82 
レターまたは A4 巧紙に合わ 
せてサイズを変更81 
レター用紙に合わせてサイズ 
調整82 
縮小/拡大13 

出荷時のデフォルト値に戻す 
21 

手動_ 

受信、ファクス103 
送信、ファクス93,94 
仕様 

システム要件301 
メディア61 

シリアル電話システム26 
シリアル番号295 

す _ 

スキャン画像の編集88 
スキヤンガラス 

クリー ニン グ 117 
原稿のセット58 
スキャンする 

[スキャンオプションがな 
し、]エラー 280 
画像の編集88 
機能87 
失敗267,278 
写真87 

スキヤンスタートボタ 
ン 13 


スキヤンの仕様305 
スキヤンの送信先ボタン 
13 

停止267 

テキストの代わりに点線が表 
示される270 
ドキュメント87 
トラブルシューテイング 
266 

トリミングが不正確269 
何も表示されない269 
ブレビュー画像、編集88 
ページレイアウトが不正 
確269 

メニューが見つからない 
268 

文字が間違っている27日 
文字の書式が正しくない 
270 

スクロール 速度2 日 


接続の問題 

HP All-in-One の電源が入ら 
ない 139 

デバイスが見つからない 
284 

ファクス 195,202, 204， 
216, 223 
切断エラー 280 
設定 

印刷オプション74 
国/地域19 
言語19 

コンピュータモデム 237 
着信識別48 
日付と時刻20 
ファクス 21,24, 46,99 
ボイスメール46 
ボイスメ ール 237 
留守番電話46,237 
セットアップ 
DSL 31 
に DN 回線32 
PBX システム 32 
コンピュータモデム 36， 
37, 41,44 

単独のファクス回線30 
着信識別33 
電話回線を一緒に利用34 
ファクスのテスト49 
ボイスメール 35,44 
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ボタン 12 
留守番電話 40,41 
セットする 

A4 用紙 66 

インデックスカード 70 
原稿 57 
封筒 71 
フォト用紙日 9 
フルサイズ用紙目 6 
リーガル巧紙 6 日 
レター用紙日 6 
セルフテストレポート 122 

そ 

速度 

コピ ー 79 

コントロールパネルのスク 
口ール 20 

ソフトウェアアプリケーション 
から、印刷 73 

た 

ダイヤルアップモデム.コンピ 
ュータモデムを参照 
ダイヤルトーンテスト、ファク 
ス 250 

ダイヤルモニタリング 94 
正しいポートのテスト、ファク 
ス 248 
短縮ダイヤル 

一覧の巧刷 113 
エントリの編集已 1 
グループのダイヤル番号 
52 

個別のダイヤル番号 50 
設定 50 
番号の削除 53 
番号の登録 51 
ファクス送信 92,93 
ボタン 13 
リストの印刷 53 
ワンタッチボタン 12 

ち 

着信識別音 46 
着信識別 33, 48 
注意ランプ 12 
中止 

巧刷ジョブ 75 
コピ ー 85 
ファクス 114 


注文 

セットアップガイド 292 
ソフトウェア 292 
ブリントカートリッジ 

291 

ユーザー ガイド（本書） 

292 

用紙 291 
調整 

失敗 287 

ブリントカートリツジ 
287 


通信の問題 

双方向通信が切断された 
285 

テストの失敗 284 


て 

テスト 

ダイヤル I -―ン 250 
電話コード 248 
電話の壁側のモジュラージャ 
ック 247 

ファクス回線状態 250 
ファクスの設定 49 

ファクスハードウエア 

246 

ファクスポート 248 
デバイス 

応答しない 171 
見つからない 284 
デバイスの更新 
説明 272 

デバイスの発送 297 
デフオルト設定 
ファクス 102 
復元 21 
電気的仕様 305 
電源コードの規定 31 日 
お送 

ファクス呼び出し 107 
電話回線、応答呼出し音のパタ 
—ン 48 
電話コード 
確認 248 
接結、失敗 248 
電話番号、カスタマサポー 
卜 294 


電話 

ファクス送信 93 
ファクスの受信 103 

と 

トーンダイヤル 23 

ドキュメント _ 

スキャン画像の編集 88 
スキャンする 87 

トラブルシューティング 
巧刷 169 

エラーメッセージ 273 
紙詰まり、用紙 72 
コピー 255 
スキヤンする 266 
通信の問題 141 
ファクスの問題 147, 148, 
152, 162, 164, 167, 168, 
194, 195, 202, 204, 207 ， 
208,211, 212,2131216 ， 
223, 224, 226, 229, 232 ， 
234, 244, 252 
プリントカートリッジ 
146 

リソース 9 

トリミングする 
失敗 279 

不適当なフチ無しコピー 
265 

トレイ 1 

サポートするメディアの種類 
と重量 64 

サポートする巧紙サイズ 
61 

収容枚数 64 

トレイ 

サポートするメディアの種類 
と重量 64 

サポートする用紙サイズ 
61 

収容枚数 64 


何も表示されない 
コピ ー 261 

スキヤンする 269 


ハードウエアのテスト、ファク 

ス 246 
排紙トレイ 

サポートする用紙 64 
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ファームウェアリビジョン番号 
の不一致 274 
ファイル 

サポートする斤さ式 279 
サポート対象外の形式 
278 

無効な名前 279 
ファクススタート 
カラー 12 
モノクロ 12 
ファクス送信 

カラーファクス 98 
基本的な ファクス 92 
クレジットカード、使用 
93, 94 

コーリングカード、使用 
93, 94 

手動 93,94 
スケジュール設定 96 
ダイヤルモニタリング 94 
短縮ダイヤル 93 
複数の受信者 97 
メモリから送信 95 
ファクスの印刷品實が悪い 
147, 148, 152, 162, 164 ， 

167,168 

ファクスの縮ル 108 
ファクスの受信 

応答呼出し回数 48 
自動応答モード 46,47 
自動 103 
手動 103 
番号の拒否 109 
ポーリング 106 
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ファクスのスケジュール 96 
ファクスの問題 
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パラレル電話システム 26 
パルスダイヤル 23 
番号の拒否 109 


印刷がぼやける 162 
印刷しない 232 
印刷品質が悪い 148,152, 
162, 164, 167,168,208 
空白ページ 168,212 
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電話回線上の雑音 244 
トラブルシューテイング 
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斜めに印刷される 164 
ファクストーンが録音され 
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ページが欠ける 207, 229 
文字が欠ける 211,234 
ファクス 
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デフオルト設定 102 
卜ーンダイヤルまたはパル 
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237 
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ヘッダー 50 
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メモリから削除 106,229, 
237 

文字と記号の入力 13 
用紙サイズ 108 
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サポートするトレイ 64 
仕様 302 
セットする 71 
フォト用紙 

ガイドライン 60 
コピ ー 78, 79 
サポートするサイズ 62 
仕様 302 
セットする 69 
フォト用紙、セット 69 
不正なシャットダウン 285 
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不適当なトリミング 265 
物理的仕様 305 
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プリントカートリッジ 
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エラーメッセージ 288 

保管 129 
クリー ニン グ 132 
交換 124 
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トラブルシューティング 
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ヘッダー、ファクスの 50 
ヘルプ 
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編集 
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ボイ スメール 

ファクス機能のセットアッ 
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む 
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メディア 

サポートするサイズ日 1 
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ユーザ定義サイズ用紙 
ガイドライン目 1 
サポートするサイズ 63 
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用紙切れ 281 
用紙サイズ 

コピー設定 78 
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文字やグラフィックが欠け 
る 187 

ら 

ラベル紙 
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レター サイズ巧紙 
仕様 302 
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